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Amazon EMR Serverless とは
Amazon EMR Serverless は、サーバーレスランタイム環境を備えた Amazon EMR のデプロイオプ
ションです。これにより、Apache Spark や Apache Hive などの最新のオープンソースフレームワー
クを使用する分析アプリケーションの運用が簡素化されます。EMR Serverless では、これらのフ
レームワークでアプリケーションを実行するためにクラスターを設定、最適化、保護、または操作す
る必要はありません。

EMR Serverless は、データ処理ジョブのリソースの過剰プロビジョニングや過少プロビジョニング
を回避するのをサポートします。EMR Serverless は、アプリケーションが必要とするリソースを自
動的に判別し、ジョブを処理するためにこれらのリソースを取得して、ジョブが終了するとリソース
を解放します。インタラクティブデータ分析など、アプリケーションが数秒以内にレスポンスを必要
とするユースケースでは、アプリケーションの作成時にアプリケーションが必要とするリソースを事
前に初期化できます。

EMR Serverless を使用することにより、オープンソースの互換性、同時実行性、一般的なフレーム
ワークのランタイムパフォーマンスの最適化など、Amazon EMR のメリットを引き続き享受できま
す。

EMR Serverless は、オープンソースフレームワークを使用してアプリケーションを簡単に操作する
ことを必要とするお客様に適しています。ジョブの迅速な起動、容量の自動管理、容易なコスト管理
を実現します。

概念

このセクションでは、EMR Serverless ユーザーガイド全般に記載されている EMR Serverless の用
語と概念について説明します。

リリースバージョン

Amazon EMR リリースは、ビッグデータエコシステムの一連のオープンソースアプリケーションで
す。各リリースには、EMR Serverless がアプリケーションを実行できるようにデプロイおよび設定
するために選択するさまざまなビッグデータアプリケーション、コンポーネント、および機能が含ま
れています。アプリケーションを作成するときにリリースバージョンを指定します。アプリケーショ
ンで使用する Amazon EMR リリースバージョンとオープンソースフレームワークバージョンを選
択します。リリースバージョンの詳細については、「Amazon EMR Serverless のリリースバージョ
ン」を参照してください。
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アプリケーション

EMR Serverless を使用すると、オープンソース分析フレームワークを使用する 1 つ以上の EMR 
Serverless アプリケーションを作成できます。アプリケーションを作成するには、次の属性を指定し
ます。

• 使用するオープンソースフレームワークバージョンの Amazon EMR リリースバージョン。リリー
スバージョンを確認するには、「Amazon EMR Serverless のリリースバージョン」を参照してく
ださい。

• Apache Spark や Apache Hive など、アプリケーションで使用する特定のランタイム。

アプリケーションを作成することにより、データ処理ジョブまたは対話型リクエストをアプリケー
ションに送信します。

各 EMR Serverless アプリケーションは、他のアプリケーションとは厳密に分離された状態で、
安全な Amazon Virtual Private Cloud (VPC) で実行されます。さらに、AWS Identity and Access 
Management (IAM) ポリシーを使用して、アプリケーションにアクセス可能なユーザーとロールを定
義します。また、アプリケーションによって発生した使用コストを制御および追跡するための制限を
指定することもできます。

以下のことを行う必要がある場合は、複数のアプリケーションを作成することを検討してください:

• さまざまなオープンソースフレームワークを使用する

• さまざまなユースケースに異なるバージョンのオープンソースフレームワークを使用する

• あるバージョンから別のバージョンにアップグレードするときに A/B テストを実施する

• テストシナリオと本番シナリオ用に個別の論理環境を維持する

• 独立したコスト管理と使用状況の追跡により、異なるチームに個別の論理環境を用意する

• 異なる基幹業務アプリケーションを分離する

EMR Serverless は、リージョン内の複数のアベイラビリティーゾーン間でワークロードを実行する
方法を簡素化するリージョンサービスです。EMR Serverless でアプリケーションを使用する方法の
詳細については、「EMR Serverless アプリケーションを操作して設定する」を参照してください。

ジョブ実行

ジョブ実行は、EMR Serverless アプリケーションに送信されるリクエストであり、アプリケーショ
ンはそれらのリクエストを非同期的に実行し、完了まで追跡します。ジョブの例としては、Apache 
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Hive アプリケーションに送信する HiveQL クエリ、または Apache Spark アプリケーションに送信
する PySpark データ処理スクリプトなどがあります。ジョブを送信する際に、ジョブが Amazon S3 
オブジェクトなどの AWS リソースへのアクセスに使用する IAM で作成されたランタイムロールを
指定する必要があります。アプリケーションには複数のジョブ実行リクエストを送信でき、各ジョブ
実行では異なるランタイムロールを使用して AWS リソースにアクセスできます。EMR Serverless 
アプリケーションは、ジョブを受信したら直ちにジョブの実行を開始し、複数のジョブリクエストを
同時に実行します。EMR Serverless がジョブを実行する方法の詳細については、「ジョブの実行」
を参照してください。

ワーカー

EMR Serverless アプリケーションは、ワーカーを内部的に使用してワークロードを実行します。こ
れらのワーカーのデフォルトサイズは、アプリケーションタイプと Amazon EMR リリースバージョ
ンに基づいています。ジョブの実行をスケジュールすることにより、これらのサイズをオーバーライ
ドします。

ジョブを送信すると、EMR Serverless はアプリケーションがジョブに必要とするリソースを計算
し、ワーカーをスケジュールします。EMR Serverless は、ワークロードをタスクに分割し、イメー
ジをダウンロードして、ワーカーのプロビジョニングとセットアップを行い、ジョブが終了したら
廃止します。EMR Serverless は、ジョブのすべての段階で必要なワークロードと並列処理に基づい
て、ワーカーを自動的にスケールアップまたはスケールダウンします。この自動スケーリングによ
り、アプリケーションがワークロードを実行するために必要なワーカーの数をユーザーが見積もる必
要がなくなります。

事前初期化された容量

EMR Serverless は、ワーカーが初期化され、数秒で応答できる状態に保つための事前初期化され
た容量機能を備えています。この容量によって、アプリケーションのワーカーのウォームプール
が効果的に作成されます。各アプリケーションにこの機能を設定するには、アプリケーションの
initial-capacity パラメータを設定します。事前初期化された容量を設定すると、ジョブが直ち
に開始され、反復アプリケーションと時間的制約のあるジョブを実装できます。事前初期化された
ワーカーの詳細については、「EMR Serverless を使用する際のアプリケーションの設定」を参照し
てください。

EMR Studio

EMR Studio は、EMR Serverless アプリケーションの管理のためのユーザーコンソールです。最初
の EMR Serverless アプリケーションの作成時に EMR Studio がアカウントに存在しない場合は、

ワーカー 3
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自動的に作成されます。Amazon EMR コンソールから EMR Studio にアクセスするか、IAM または 
IAM Identity Center を介して ID プロバイダー (IdP) からのフェデレーティッドアクセスを有効にし
ます。これを行うと、ユーザーは Studio にアクセスし、Amazon EMR コンソールに直接アクセスす
ることなく EMR Serverless アプリケーションを管理できます。EMR Serverless アプリケーション
と EMR Studio の連携の詳細については、「EMR Studio コンソールからの EMR Serverless アプリ
ケーションの作成」および「EMR Studio コンソールからのジョブの実行」を参照してください。

EMR Studio 4



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

EMR Serverless の使用を開始するための前提条件

このセクションでは、EMR Serverless を実行するための管理上の前提条件について説明します。こ
れには、アカウント設定とアクセス許可の管理が含まれます。

トピック

• AWS アカウント へのサインアップ

• 管理アクセスを持つユーザーを作成する

• 許可を付与する

• のインストールと設定AWS CLI

• コンソールを開きます。

AWS アカウント へのサインアップ

AWS アカウント がない場合は、以下のステップを実行して作成します。

AWS アカウントにサインアップするには

1. https://portal.aws.amazon.com/billing/signup を開きます。

2. オンラインの手順に従います。

サインアップ手順の一環として、電話またはテキストメッセージを受け取り、電話キーパッドで
検証コードを入力します。

AWS アカウント にサインアップすると、AWS アカウントのルートユーザー が作成されます。
ルートユーザーには、アカウントのすべての AWS のサービスとリソースへのアクセス権があり
ます。セキュリティのベストプラクティスとして、ユーザーに管理アクセスを割り当て、ルート
ユーザーのみを使用してルートユーザーアクセスが必要なタスクを実行してください。

サインアップ処理が完了すると、AWS からユーザーに確認メールが送信されます。https:// 
aws.amazon.com/ の [マイアカウント] をクリックして、いつでもアカウントの現在のアクティビ
ティを表示し、アカウントを管理することができます。

AWS アカウント へのサインアップ 5

https://portal.aws.amazon.com/billing/signup
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_root-user.html#root-user-tasks
https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/
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管理アクセスを持つユーザーを作成する

AWS アカウント にサインアップしたら、AWS アカウントのルートユーザー をセキュリティで保護
し、AWS IAM Identity Center を有効にして、管理ユーザーを作成します。これにより、日常的なタ
スクにルートユーザーを使用しないようにします。

AWS アカウントのルートユーザーをセキュリティで保護する

1. [ルートユーザー] を選択し、AWS アカウント のメールアドレスを入力して、アカウント所有者
として AWS マネジメントコンソール にサインインします。次のページでパスワードを入力し
ます。

ルートユーザーを使用してサインインする方法については、AWS サインイン ユーザーガイ
ドのルートユーザーとしてサインインするを参照してください。

2. ルートユーザーの多要素認証 (MFA) を有効にします。

手順については、「IAM ユーザーガイド」で AWS アカウントのルートユーザーの仮想 MFA デ
バイスを有効にする方法 (コンソール) を確認してください。

管理アクセスを持つユーザーを作成する

1. IAM アイデンティティセンターを有効にします。

手順については、「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「AWS IAM Identity Center の
有効化」を参照してください。

2. IAM アイデンティティセンターで、ユーザーに管理アクセスを付与します。

IAM アイデンティティセンターディレクトリ をアイデンティティソースとして使用するチュー
トリアルについては、「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「 Configure user access 
with the default IAM アイデンティティセンターディレクトリ」を参照してください。

管理アクセス権を持つユーザーとしてサインインする

• IAM アイデンティティセンターのユーザーとしてサインインするには、IAM アイデンティティ
センターのユーザーの作成時に E メールアドレスに送信されたサインイン URL を使用します。

IAM アイデンティティセンターユーザーを使用してサインインする方法については、「AWS サ
インイン User Guide」の「Signing in to the AWS access portal」を参照してください。

管理アクセスを持つユーザーを作成する 6

https://console.aws.amazon.com/
https://docs.aws.amazon.com/signin/latest/userguide/console-sign-in-tutorials.html#introduction-to-root-user-sign-in-tutorial
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/enable-virt-mfa-for-root.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/enable-virt-mfa-for-root.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/get-set-up-for-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/get-set-up-for-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/quick-start-default-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/quick-start-default-idc.html
https://docs.aws.amazon.com/signin/latest/userguide/iam-id-center-sign-in-tutorial.html
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追加のユーザーにアクセス権を割り当てる

1. IAM アイデンティティセンターで、最小特権のアクセス許可を適用するというベストプラク
ティスに従ったアクセス許可セットを作成します。

手順については、「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「権限設定を作成する」を参
照してください。

2. グループにユーザーを割り当て、そのグループにシングルサインオンアクセス権を割り当てま
す。

手順については、「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「Add groups」を参照してく
ださい。

許可を付与する
本番環境では、よりきめ細かなポリシーを使用することを提案します。そのようなポリシーの例につ
いては、「EMR Serverless のユーザーアクセスポリシーの例」を参照してください。アクセス管理
の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「AWS リソースのアクセス管理」を参照してくださ
い。

サンドボックス環境で EMR Serverless の使用を開始する必要があるユーザーには、次のようなポリ
シーを使用します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRStudioCreate", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "elasticmapreduce:CreateStudioPresignedUrl", 
        "elasticmapreduce:DescribeStudio", 
        "elasticmapreduce:CreateStudio", 
        "elasticmapreduce:ListStudios" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 

許可を付与する 7

https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/get-started-create-a-permission-set.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/addgroups.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/access.html
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    }, 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessFullAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "AllowEC2ENICreationWithEMRTags", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "ec2:CreateNetworkInterface" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:ec2:*:*:network-interface/*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:CalledViaLast": "ops.emr-serverless.amazonaws.com" 
        } 
      } 
    }, 
    { 
      "Sid": "AllowEMRServerlessServiceLinkedRoleCreation", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "iam:CreateServiceLinkedRole" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:iam::*:role/aws-service-role/*" 
      ] 
    } 
  ]
}

アクセス権限を付与するにはユーザー、グループ、またはロールにアクセス許可を追加します。

• AWS IAM Identity Center のユーザーとグループ:

許可を付与する 8
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アクセス許可セットを作成します。「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「権限設定を
作成する」の手順に従ってください。

• IAM 内で、ID プロバイダーによって管理されているユーザー:

ID フェデレーションのロールを作成します。詳細については「IAM ユーザーガイド」の「サード
パーティー ID プロバイダー (フェデレーション) 用のロールを作成する」を参照してください。

• IAM ユーザー:

• ユーザーが担当できるロールを作成します。手順については「IAM ユーザーガイド」の「IAM 
ユーザーのロールの作成」を参照してください。

• (お奨めできない方法) ポリシーをユーザーに直接アタッチするか、ユーザーをユーザーグループ
に追加します。詳細については「IAM ユーザーガイド」の「ユーザー (コンソール) へのアクセ
ス権限の追加」を参照してください。

プログラマチックアクセス権を付与する

AWS マネジメントコンソール の外部で AWS を操作するには、ユーザーはプログラムによるアクセ
スが必要です。プログラマチックアクセス権を付与する方法は、AWS にアクセスしているユーザー
のタイプによって異なります。

ユーザーにプログラマチックアクセス権を付与するには、以下のいずれかのオプションを選択しま
す。

プログラマチックアクセス権
を必要とするユーザー

目的 方法

ワークフォースアイデンティ
ティ

(IAM アイデンティティセン
ターで管理されているユー
ザー)

一時的な認証情報を使用し
て、AWS CLI、AWS SDK、
または AWS API へのプログ
ラマチックリクエストに署名 
します。

使用するインターフェイスの
指示に従ってください。

• AWS CLI については、AWS 
Command Line Interface 
ユーザーガイドの「AWS 
IAM Identity Center を使用
するための AWS CLI の設
定」を参照してください。

• AWS SDK、ツール、お 
よび AWS API について

プログラム的なアクセス権を付与する 9

https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/howtocreatepermissionset.html
https://docs.aws.amazon.com/singlesignon/latest/userguide/howtocreatepermissionset.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_roles_create_for-idp.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_roles_create_for-idp.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_roles_create_for-user.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_roles_create_for-user.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_users_change-permissions.html#users_change_permissions-add-console
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_users_change-permissions.html#users_change_permissions-add-console
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-sso.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-sso.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-sso.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-sso.html
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プログラマチックアクセス権
を必要とするユーザー

目的 方法

は、AWS SDK とツールリ
ファレンスガイドの「IAM 
Identity Center 認証」を参
照してください。

IAM 一時的な認証情報を使用し
て、AWS CLI、AWS SDK、
または AWS API へのプログ
ラムによるリクエストに署名 
します。

IAM ユーザーガイドの「AWS 
リソースでの一時的な認証情
報の使用」の指示に従ってく 
ださい。

IAM (非推奨)
長期的な認証情報を使用し
て、AWS CLI、AWS SDK、
または AWS API へのプログ
ラムによるリクエストに署名 
します。

使用するインターフェイスの
指示に従ってください。

• AWS CLI については、AWS 
Command Line Interface 
ユーザーガイドの「IAM 
ユーザー認証情報を使用し
た認証」を参照してくださ 
い。

• AWS SDK とツールについ
ては、AWS SDK とツール
リファレンスガイドの「長
期認証情報を使用して認証
する」を参照してくださ 
い。

• AWS API については、IAM 
ユーザーガイドの「IAM 
ユーザーのアクセスキーの
管理」を参照してくださ 
い。
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https://docs.aws.amazon.com/sdkref/latest/guide/access-sso.html
https://docs.aws.amazon.com/sdkref/latest/guide/access-sso.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_temp_use-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_temp_use-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_temp_use-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-authentication-user.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-authentication-user.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-authentication-user.html
https://docs.aws.amazon.com/sdkref/latest/guide/access-iam-users.html
https://docs.aws.amazon.com/sdkref/latest/guide/access-iam-users.html
https://docs.aws.amazon.com/sdkref/latest/guide/access-iam-users.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_access-keys.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_access-keys.html
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/id_credentials_access-keys.html
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のインストールと設定AWS CLI

EMR Serverless API を使用する場合は、AWS Command Line Interface (AWS CLI) の最新バージョ
ンをインストールします。EMR Studio コンソールから EMR Serverless を使用するために AWS CLI 
は不要です。コンソールから EMR Serverless の使用を開始する の手順に従うことで CLI を必要と
せず使用を開始できます。

AWS CLI をセットアップする方法

1. macOS、Linux、または Windows 用の AWS CLI の最新バージョンをインストールするには、
「最新バージョンの AWS CLI のインストールまたは更新」を参照してください。

2. AWS CLI の設定と AWS のサービスへのアクセスの安全な設定 (EMR Serverless を含む) を行う
には、「aws configureを使用したクイック設定」を参照してください。

3. 設定を確認するには、コマンドプロンプトで次の DataBrew コマンドを入力します。

aws emr-serverless help

AWS CLI コマンドは、パラメータまたはプロファイルで設定しない限り、設定のデフォルト
の AWS リージョン を使用します。パラメータを使用して AWS リージョン を設定するため
に、各コマンドに --region パラメータを追加します。

プロファイルを使用して AWS リージョン を設定するには、まず名前付きプロファイル
を ~/.aws/config ファイルまたは %UserProfile%/.aws/config ファイル (Microsoft 
Windows の場合) に追加します。「AWS CLI の名前付きプロファイル」のステップに従いま
す。その後、次の例のようなコマンドを使用して、AWS リージョン と他の設定を行います。

[profile emr-serverless]
aws_access_key_id = ACCESS-KEY-ID-OF-IAM-USER
aws_secret_access_key = SECRET-ACCESS-KEY-ID-OF-IAM-USER
region = us-east-1
output = text

コンソールを開きます。

このセクションに記載されているコンソール指向のトピックのほとんどは、Amazon EMR コンソー
ルを起点としています。AWS アカウントにまだサインインしていない場合は、サインインしてから

AWS CLI をセットアップする 11

https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/getting-started-install.html
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-quickstart.html#cli-configure-quickstart-config
https://docs.aws.amazon.com/cli/latest/userguide/cli-configure-profiles.html
https://console.aws.amazon.com/elasticmapreduce/home
https://console.aws.amazon.com/elasticmapreduce/home
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Amazon EMR コンソールを開き、次のセクションに進んで Amazon EMR の使用開始のための操作
を続けてください。

コンソールを開きます。 12
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Amazon EMR Serverless の使用を開始する
このチュートリアルは、サンプルの Spark または Hive ワークロードをデプロイするときに EMR 
Serverless の使用を開始するために活用できます。独自のアプリケーションを作成、実行、デバッグ
します。このチュートリアルのほとんどの部分でデフォルトのオプションを示します。

EMR Serverless アプリケーションを起動する前に、以下のタスクを完了してください。

トピック

• EMR Serverless を使用するためのアクセス許可を付与する

• EMR Serverless 用のストレージを準備する

• EMR Studio を作成してインタラクティブワークロードを実行する

• ジョブランタイムロールを作成する

• コンソールから EMR Serverless の使用を開始する

• AWS CLI からの開始方法

EMR Serverless を使用するためのアクセス許可を付与する

EMR Serverless を使用するには、EMR Serverless のアクセス許可を付与するポリシーがアタッチ
されたユーザーまたは IAM ロールが必要です。ユーザーを作成し、作成したユーザーに適切なポリ
シーをアタッチするには、「許可を付与する」の手順に従います。

EMR Serverless 用のストレージを準備する

このチュートリアルでは、S3 バケットを使用して、EMR Serverless アプリケーションを使用して実
行するサンプルの Spark または Hive ワークロードからの出力ファイルとログを保存します。バケッ
トを作成するには、「Amazon Simple Storage Service コンソールユーザーガイド」の「バケットの
作成」の手順に従います。amzn-s3-demo-bucket への追加の参照は、新しく作成されたバケット
の名前に置き換えます。

EMR Studio を作成してインタラクティブワークロードを実行する

EMR Serverless を使用して EMR Studio でホストされているノートブックを介してインタラクティ
ブクエリを実行する場合は、ワークスペースを作成するには、S3 バケットと EMR Serverless の最
小サービスロールを指定する必要があります。セットアップの手順については、「Amazon EMR 管

アクセス許可 13

https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/user-guide/create-bucket.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/user-guide/create-bucket.html
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ManagementGuide/emr-studio-service-role.html#emr-studio-service-role-serverless
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ManagementGuide/emr-studio-service-role.html#emr-studio-service-role-serverless


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

理ガイド」の「EMR Studio の設定」を参照してください。インタラクティブワークロードの詳細
については、「EMR Studio を使用して EMR Serverless でインタラクティブワークロードを実行す
る」を参照してください。

ジョブランタイムロールを作成する
EMR Serverless で実行されるジョブは、実行時に特定の AWS のサービスとリソースに詳細なアク
セス許可を付与するランタイムロールを使用します。このチュートリアルでは、パブリック S3 バ
ケットがデータとスクリプトをホストします。バケット amzn-s3-demo-bucket は出力を保存しま
す。

ジョブランタイムロールを設定するには、まず信頼ポリシーを使用してランタイムロールを作成
し、EMR Serverless が新しいロールを使用できるようにします。次に、必要な S3 アクセスポリ
シーを対象のロールにアタッチします。次の手順ではこのプロセスについて説明します。

Console

1. https://console.aws.amazon.com/iam/ で IAM コンソールに移動します。

2. 左のナビゲーションペインの [ポリシー] を選択します。

3. [ポリシーを作成] を選択します。

4. 新しいタブで [ポリシーの作成] ページが開きます。ポリシーエディタを Json として選択
し、以下のポリシー JSON を貼り付けます。

Important

以下のポリシーの amzn-s3-demo-bucket を EMR Serverless 用のストレージを準
備する で作成された実際のバケット名に置き換えます。これは S3 アクセスの基本
ポリシーです。ジョブランタイムロールのその他の例については、「Amazon EMR 
Serverless のジョブランタイムロール」を参照してください。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ReadAccessForEMRSamples", 

ジョブランタイムロールを作成する 14
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      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce", 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "FullAccessToOutputBucket", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject", 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket", 
        "s3:DeleteObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket", 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "GlueCreateAndReadDataCatalog", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:GetDatabase", 
        "glue:CreateDatabase", 
        "glue:GetDataBases", 
        "glue:CreateTable", 
        "glue:GetTable", 
        "glue:UpdateTable", 
        "glue:DeleteTable", 
        "glue:GetTables", 
        "glue:GetPartition", 
        "glue:GetPartitions", 
        "glue:CreatePartition", 
        "glue:BatchCreatePartition", 
        "glue:GetUserDefinedFunctions" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 

ジョブランタイムロールを作成する 15
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      ] 
    } 
  ]
}

5. [次へ] を選択して、「EMRServerlessS3AndGlueAccessPolicy」や「Create policy」な
どのポリシーの名前を入力します

6. IAM コンソールのナビゲーションペインで [ロール] をクリックします。

7. [ロールの作成] を選択してください。

8. ロールタイプには、[カスタム信頼ポリシー] を選択し、以下の信頼ポリシーを貼り付けま
す。これにより、Amazon EMR Serverless アプリケーションに送信されたジョブがユーザー
に代わって他の AWS のサービスにアクセスできます。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/
EMRServerlessExecutionRole", 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
    } 
  ]
} 

9. [次へ] を選択して [アクセス許可の追加] ページに移動
し、[EMRServerlessS3AndGlueAccessPolicy] を選択します。

10. [名前、確認、および作成] ページで、[ロール名] にロールの名前 (例:
EMRServerlessS3RuntimeRole) を入力します。この IAM ロールを作成するには、[ロー
ルの作成] を選択します。

ジョブランタイムロールを作成する 16
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CLI

1. IAM ロールに使用する信頼ポリシーが含まれている emr-serverless-trust-
policy.json という名前のファイルを作成します。ファイルには次のポリシーが含まれま
す。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessTrustPolicy", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Effect": "Allow", 
      "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/
EMRServerlessExecutionRole" 
    } 
  ]
}

2. IAM ロール (EMRServerlessS3RuntimeRole) を作成します。前のステップで作成した信
頼ポリシーを使用します。

aws iam create-role \ 
    --role-name EMRServerlessS3RuntimeRole \ 
    --assume-role-policy-document file://emr-serverless-trust-policy.json

出力の ARN に注目してください。ジョブの送信中に新しいロールの ARN を使用します。こ
の後、job-role-arn と呼ばれます。

3. ワークロードの IAM ポリシーを定義する emr-sample-access-policy.json という名前
のファイルを作成します。これにより、パブリック S3 バケットに保存されているスクリプ
トとデータへの読み取りアクセス権と、amzn-s3-demo-bucket への読み取り/書き込みア
クセス権が付与されます。

ジョブランタイムロールを作成する 17
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Important

以下のポリシーの amzn-s3-demo-bucket を EMR Serverless 用のストレージを準
備する で作成された実際のバケット名に置き換えます。これは AWS Glue および S3 
アクセスの基本ポリシーです。ジョブランタイムロールのその他の例については、
「Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール」を参照してください。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ReadAccessForEMRSamples", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce", 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "FullAccessToOutputBucket", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject", 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket", 
        "s3:DeleteObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket", 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*" 
      ] 
    }, 
    { 

ジョブランタイムロールを作成する 18
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      "Sid": "GlueCreateAndReadDataCatalog", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:GetDatabase", 
        "glue:CreateDatabase", 
        "glue:GetDataBases", 
        "glue:CreateTable", 
        "glue:GetTable", 
        "glue:UpdateTable", 
        "glue:DeleteTable", 
        "glue:GetTables", 
        "glue:GetPartition", 
        "glue:GetPartitions", 
        "glue:CreatePartition", 
        "glue:BatchCreatePartition", 
        "glue:GetUserDefinedFunctions" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

4. ステップ 3 で作成したポリシーファイルを使用し
て、EMRServerlessS3AndGlueAccessPolicy という名前の IAM ポリシーを作成しま
す。次のステップで新しいポリシーの ARN を使用するため、出力の ARN を書き留めます。

aws iam create-policy \ 
    --policy-name EMRServerlessS3AndGlueAccessPolicy \ 
    --policy-document file://emr-sample-access-policy.json

出力の新しいポリシーの ARN を書き留めます。次のステップで policy-arn に置き換えま
す。

5. IAM ポリシー EMRServerlessS3AndGlueAccessPolicy をジョブランタイムロール
EMRServerlessS3RuntimeRole にアタッチします。

aws iam attach-role-policy \ 
    --role-name EMRServerlessS3RuntimeRole \ 
    --policy-arn policy-arn

ジョブランタイムロールを作成する 19
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コンソールから EMR Serverless の使用を開始する

このセクションでは、EMR Studio の作成など、EMR Serverless の操作について説明します。ま
た、ジョブ実行を送信し、ログを表示する方法についても説明します。

完了すべきステップ

• ステップ 1: EMR Serverless アプリケーションを作成する

• ステップ 2: ジョブ実行またはインタラクティブワークロードを送信する

• ステップ 3: アプリケーション UI とログを表示する

• ステップ 4: クリーンアップする

ステップ 1: EMR Serverless アプリケーションを作成する

EMR Serverless を使用して、次のように新しいアプリケーションを作成します。

1. AWS マネジメントコンソール にサインインし、https://console.aws.amazon.com/emr で 
Amazon EMR コンソールを開きます。

2. 左側のナビゲーションペインで、[EMR Serverless] を選択して EMR Serverless ランディング
ページに移動します。

3. EMR Serverless アプリケーションを作成または管理するには、EMR Studio UI が必要です。

• アプリケーションを作成する AWS リージョンに EMR Studio が既にある場合は、[アプリケー
ションの管理] を選択して EMR Studio に移動するか、使用するスタジオを選択します。

• アプリケーションを作成する AWS リージョンに EMR Studio がない場合は、[使用を開始] を
選択し、[Studio の作成と起動] を選択します。EMR Serverless は、アプリケーションを作成
および管理できるように EMR Studio を作成します。

4. 新しいタブで開いた [Studio を作成] UI に、アプリケーションの名前、タイプ、リリースバー
ジョンを入力します。バッチジョブのみを実行する場合は、[バッチジョブのデフォルト設定の
みを使用する] を選択します。インタラクティブワークロードの場合は、[インタラクティブワー
クロードのデフォルト設定を使用する] を選択します。このオプションを使用すると、インタラ
クティブ対応アプリケーションでバッチジョブを実行することもできます。必要な場合は、これ
らの設定を後で変更できます。

詳細については、「Studio を作成する」を参照してください。

5. [アプリケーションの作成] を選択して、最初のアプリケーションを作成します。

コンソールからの開始方法 20

https://console.aws.amazon.com/emr
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/ManagementGuide/emr-studio-create-studio.html


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

次のセクション ステップ 2: ジョブ実行またはインタラクティブワークロードを送信する に進み、
ジョブ実行またはインタラクティブワークロードを送信します。

ステップ 2: ジョブ実行またはインタラクティブワークロードを送信する

Spark job run

このチュートリアルでは、PySpark スクリプトを使用して、複数のテキストファイルにわたる一
意の単語の出現数を計算します。パブリックで読み取り専用の S3 バケットには、スクリプトと
データセットの両方が保存されます。

Spark ジョブを実行するには

1. 次のコマンドを使用して、サンプルスクリプト wordcount.py を新しいバケットにアップ
ロードします。

aws s3 cp s3://us-east-1.elasticmapreduce/emr-containers/samples/wordcount/
scripts/wordcount.py s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/

2. ステップ 1: EMR Serverless アプリケーションを作成する を完了すると、EMR Studio の [ア
プリケーションの詳細] ページに移動します。そこで、[ジョブの送信] オプションを選択しま
す。

3. [ジョブの送信] ページで、以下の内容を行います。

• [名前] フィールドに、ジョブ実行を呼び出す名前を入力します。

• [ランタイムロール] フィールドに、ジョブランタイムロールを作成する で作成したロール
の名前を入力します。

• [スクリプトの場所] フィールドに、S3 URI として s3://amzn-s3-demo-bucket/
scripts/wordcount.py を入力します。

• [スクリプト引数] フィールドに、「["s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-spark/output"]」と入力します。

• [Spark プロパティ] セクションで、[テキストとして編集] を選択し、次の設定を入力しま
す。

--conf spark.executor.cores=1 --conf spark.executor.memory=4g --
conf spark.driver.cores=1 --conf spark.driver.memory=4g --conf 
 spark.executor.instances=1

4. [ジョブの送信] を選択してジョブの実行を開始します。
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5. [ジョブ実行] タブには、新しいジョブ実行が [実行中] のステータスで表示されます。

Hive job run

チュートリアルのこの部分では、テーブルを作成し、いくつかのレコードを挿入して、カウント
集計クエリを実行します。Hive ジョブを実行するには、まず、単一ジョブの一部として実行する
すべての Hive クエリを含むファイルを作成し、ファイルを S3 にアップロードして、Hive ジョ
ブを開始するときにこの S3 パスを指定します。

Hive ジョブを実行するには

1. Hive ジョブで実行するすべてのクエリを含む hive-query.ql というファイルを作成しま
す。

create database if not exists emrserverless;
use emrserverless;
create table if not exists test_table(id int);
drop table if exists Values__Tmp__Table__1;
insert into test_table values (1),(2),(2),(3),(3),(3);
select id, count(id) from test_table group by id order by id desc;

2. 次のコマンドを使用して、hive-query.ql を S3 バケットにアップロードします。

aws s3 cp hive-query.ql s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/query/hive-
query.ql

3. ステップ 1: EMR Serverless アプリケーションを作成する を完了すると、EMR Studio の [ア
プリケーションの詳細] ページに移動します。そこで、[ジョブの送信] オプションを選択しま
す。

4. [ジョブの送信] ページで、以下の内容を行います。

• [名前] フィールドに、ジョブ実行を呼び出す名前を入力します。

• [ランタイムロール] フィールドに、ジョブランタイムロールを作成する で作成したロール
の名前を入力します。

• [スクリプトの場所] フィールドに、S3 URI として s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/query/hive-query.ql を入力します。

• [Hive プロパティ] セクションで、[テキストとして編集] を選択し、次の設定を入力しま
す。
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--hiveconf hive.log.explain.output=false

• [ジョブ設定] セクションで、[JSON として編集] を選択し、次の JSON を入力します。

{ 
   "applicationConfiguration":  
   [{ 
       "classification": "hive-site", 
          "properties": { 
              "hive.exec.scratchdir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/hive/scratch", 
              "hive.metastore.warehouse.dir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/hive/warehouse", 
              "hive.driver.cores": "2", 
              "hive.driver.memory": "4g", 
              "hive.tez.container.size": "4096", 
              "hive.tez.cpu.vcores": "1" 
           } 
    }]
}

5. [ジョブの送信] を選択してジョブの実行を開始します。

6. [ジョブ実行] タブには、新しいジョブ実行が [実行中] のステータスで表示されます。

Interactive workload

Amazon EMR 6.14.0 以降では、EMR Studio でホストされているノートブックを使用して、EMR 
Serverless で Spark のインタラクティブワークロードを実行できます。アクセス許可や前提条件
などの詳細については、「EMR Studio を使用して EMR Serverless でインタラクティブワーク
ロードを実行する」を参照してください。

アプリケーションを作成し、必要なアクセス許可を設定したら、次の手順を使用して EMR 
Studio でインタラクティブノートブックを実行します。

1. EMR Studio UI で [Workspaces] タブに移動します。Amazon S3 ストレージの場所と EMR 
Studio サービスロール を引き続き設定する必要がある場合は、画面上部のバナーで [スタジ
オを設定する] ボタンを選択します。

2. ノートブックにアクセスするには、Workspace を選択するか、新しい Workspace を作成し
ます。クイック起動を使用して、新しいタブで Workspace を開きます。

ステップ 2: ジョブ実行またはインタラクティブワークロードを送信する 23
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3. 新しく開いたタブに移動します。左側のナビゲーションからコンピューティングアイコンを
選択します。EMR Serverless を [コンピューティングタイプ] として選択します。

4. 前のセクションで作成したインタラクティブ対応アプリケーションを選択します。

5. [ランタイムロール] フィールドに、EMR Serverless アプリケーションがジョブ実行のために
引き受けることができる IAM ロールの名前を入力します。ランタイムロールの詳細について
は、「Amazon EMR Serverless ユーザーガイド」の「Job runtime roles」を参照してくださ
い。

6. [アタッチ] を選択します。これには最大 1 分を要する場合があります。ページはアタッチさ
れると更新されます。

7. カーネルを選択し、ノートブックを起動します。EMR Serverless でサンプルノートブック
を参照し、Workspace にコピーすることもできます。サンプルノートブックにアクセスす
るには、左側のナビゲーションの [{...}] メニューに移動し、ノートブックファイル名に
serverless があるノートブックを参照します。

8. ノートブックでは、ドライバーログリンクと、ジョブをモニタリングするためのメトリクス
を備えたリアルタイムインターフェイスである Apache Spark UI へのリンクにアクセスでき
ます。詳細については、「Amazon EMR Serverless ユーザーガイド」の「EMR Serverless 
アプリケーションとジョブのモニタリング」を参照してください。

Studio ワークスペースにアプリケーションをアタッチすると、まだ実行されていない場合、アプ
リケーションは自動的にトリガーを開始します。また、アプリケーションを事前に起動し、ワー
クスペースにアタッチする前に準備しておくこともできます。

ステップ 3: アプリケーション UI とログを表示する

アプリケーション UI を表示するには、まずジョブ実行を識別します。Spark UI または Hive Tez UI
のオプションは、ジョブタイプに基づいて、対象のジョブ実行のオプションの最初の行で使用できま
す。適切なオプションを選択します。

Spark UI を選択した場合は、[エグゼキュター] タブを選択してドライバーとエグゼキュターのログを
表示します。Hive Tez UI を選択した場合は、[すべてのタスク] タブを選択してログを表示します。

ジョブ実行ステータスが [成功] と表示されたら、S3 バケットでジョブの出力を表示できます。
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ステップ 4: クリーンアップする

作成したアプリケーションは 15 分間非アクティブになった後に自動停止されますが、再度使用しな
いリソースをリリースすることをお勧めします。

アプリケーションを削除するには、[アプリケーションを一覧表示する] ページに移動します。作成し
たアプリケーションを選択し、[アクション] → [停止] を選択してアプリケーションを停止します。ア
プリケーションが STOPPED 状態になったら、同じアプリケーションを選択し、[アクション] → [削
除] を選択します。

Spark ジョブと Hive ジョブの実行に関するその他の例については、「EMR Serverless ジョブ実行時
の Spark 設定の使用」および「EMR Serverless ジョブ実行時の Hive 設定の使用」を参照してくだ
さい。

AWS CLI からの開始方法

コマンドを使用して AWS CLI から EMR Serverless の使用を開始して、アプリケーションの作成、
ジョブの実行、ジョブの実行出力の確認、リソースの削除を行います。

ステップ 1: EMR Serverless アプリケーションを作成する

最初の EMR Serverless アプリケーションを構築するには、emr-serverless create-
application コマンドを使用します。使用するアプリケーションバージョンに関連付けられたアプ
リケーションタイプと Amazon EMR リリースラベルを指定する必要があります。アプリケーション
の名前はオプションです。

Spark

Spark SQL アプリケーションを作成するには、次のコマンドを実行します。

aws emr-serverless create-application \ 
    --release-label emr-6.6.0 \ 
    --type "SPARK" \ 
    --name my-application

Hive

Hive アプリケーションを作成するには、次のコマンドを実行します。
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aws emr-serverless create-application \ 
    --release-label emr-6.6.0 \ 
    --type "HIVE" \ 
    --name my-application

出力で返されるアプリケーション ID を書き留めます。アプリケーションの起動とジョブの送信に こ
の ID を使用します。以後は application-id として参照します。

ステップ 2: EMR Serverless アプリケーションにジョブ実行を送信する に進む前に、アプリケー
ションが get-application API で CREATED 状態に達していることを確認してください。

aws emr-serverless get-application \ 
    --application-id application-id

EMR Serverless は、リクエストされたジョブに対応するワーカーを作成します。デフォルトでは、
これらはオンデマンドで作成されますが、アプリケーションの作成時に initialCapacity パラ
メータを設定することで、事前に初期化された容量を指定することもできます。maximumCapacity
パラメータを使用して、アプリケーションが使用できる最大容量の合計を制限することもできます。
これらのオプションの詳細については、「EMR Serverless を使用する際のアプリケーションの設
定」を参照してください。

ステップ 2: EMR Serverless アプリケーションにジョブ実行を送信する

これで、EMR Serverless アプリケーションはジョブを実行する準備が整いました。

Spark

このステップでは、PySpark スクリプトを使用して、複数のテキストファイルにわたる一意の
単語の出現数を計算します。パブリックで読み取り専用の S3 バケットには、スクリプトとデー
タセットの両方が保存されます。アプリケーションは、Spark ランタイムの出力ファイルとログ
データを、作成した S3 バケットの /output および /logs ディレクトリに送信します。

Spark ジョブを実行するには

1. 次のコマンドを使用して、実行するサンプルスクリプトを新しいバケットにコピーします。

aws s3 cp s3://us-east-1.elasticmapreduce/emr-containers/samples/wordcount/
scripts/wordcount.py s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/
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2. 次のコマンドで、application-id をアプリケーション ID に置き換えます。job-role-
arn を ジョブランタイムロールを作成する で作成したランタイムロール ARN に置き換え
ます。job-run-name をジョブ実行を呼び出す名前に置き換えます。すべての amzn-s3-
demo-bucket の文字列を作成した Amazon S3 バケットに置き換え、/output をパスに追
加します。これにより、バケットに新しいフォルダが作成され、EMR Serverless はアプリ
ケーションの出力ファイルをコピーできます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --name job-run-name \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
          "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/wordcount.py", 
          "entryPointArguments": ["s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-
spark/output"], 
          "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=1 
 --conf spark.executor.memory=4g --conf spark.driver.cores=1 --conf 
 spark.driver.memory=4g --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }'

3. 出力で返されるジョブ実行 ID を書き留めておいてください。次の手順で、job-run-id を
この ID に置き換えます。

Hive

このチュートリアルでは、テーブルを作成し、いくつかのレコードを挿入して、カウント集計ク
エリを実行します。Hive ジョブを実行するには、まず、単一のジョブの一部として実行するすべ
ての Hive クエリを含むファイルを作成し、ファイルを S3 にアップロードして、Hive ジョブを
開始するときにこの S3 パスを指定します。

Hive ジョブを実行するには

1. Hive ジョブで実行するすべてのクエリを含む hive-query.ql というファイルを作成しま
す。

create database if not exists emrserverless;
use emrserverless;
create table if not exists test_table(id int);
drop table if exists Values__Tmp__Table__1;
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insert into test_table values (1),(2),(2),(3),(3),(3);
select id, count(id) from test_table group by id order by id desc;

2. 次のコマンドを使用して、hive-query.ql を S3 バケットにアップロードします。

aws s3 cp hive-query.ql s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/query/hive-
query.ql

3. 次のコマンドで、application-id を独自のアプリケーション ID に置き換えます。job-
role-arn を ジョブランタイムロールを作成する で作成したランタイムロール ARN に置き
換えます。すべての amzn-s3-demo-bucket の文字列を作成した Amazon S3 バケットに
置き換え、/output と /logs をパスに追加します。これにより、バケットに新しいフォル
ダが作成され、EMR Serverless はアプリケーションの出力ファイルとログファイルをコピー
できます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
          "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/query/hive-
query.ql", 
          "parameters": "--hiveconf hive.log.explain.output=false" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
      "applicationConfiguration": [{ 
        "classification": "hive-site", 
          "properties": { 
            "hive.exec.scratchdir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-
hive/hive/scratch", 
            "hive.metastore.warehouse.dir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/hive/warehouse", 
            "hive.driver.cores": "2", 
            "hive.driver.memory": "4g", 
            "hive.tez.container.size": "4096", 
            "hive.tez.cpu.vcores": "1" 
            } 
        }], 
        "monitoringConfiguration": { 
          "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/logs" 

ステップ 2: ジョブ実行を送信する 28



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

           } 
        } 
    }'

4. 出力で返されるジョブ実行 ID を書き留めておいてください。次の手順で、job-run-id を
この ID に置き換えます。

ステップ 3: ジョブ実行の出力を確認する

ジョブの実行には通常、完了までに 3～5 分を要します。

Spark

次のコマンドを使用して、Spark ジョブの状態を確認できます。

aws emr-serverless get-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --job-run-id job-run-id

ログの送信先を s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-spark/logs に設定す
ると、この特定のジョブ実行のログを s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-
spark/logs/applications/application-id/jobs/job-run-id で確認できます。

Spark アプリケーションの場合、EMR Serverless は 30 秒ごとにイベントログを S3 ログ送信先
の sparklogs フォルダにプッシュします。ジョブが完了すると、ドライバーとエグゼキュー
ターの Spark ランタイムログが、driver や executor などのワーカータイプによって適切に
名前が付けられたフォルダにアップロードされます。PySpark ジョブの出力が s3://amzn-s3-
demo-bucket/output/ にアップロードされます。

Hive

以下のコマンドを使用して Hive ジョブの状態を確認できます。

aws emr-serverless get-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --job-run-id job-run-id

ログの送信先を s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/logs に設定する
と、この特定のジョブ実行のログを s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/
logs/applications/application-id/jobs/job-run-id で確認できます。
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Hive アプリケーションの場合、EMR Serverless は Hive ドライバーを S3 ログ送信先
の HIVE_DRIVER フォルダに、Tez タスクログを TEZ_TASK フォルダに継続的にアッ
プロードします。ジョブの実行が SUCCEEDED 状態に達すると、Hive クエリの出力
は、configurationOverrides の monitoringConfiguration フィールドで指定した 
Amazon S3 ロケーションで使用可能になります。

ステップ 4: クリーンアップする

このチュートリアルの操作が完了したら、作成したリソースの削除を検討してください。再度使用し
ないリソースをリリースすることをお勧めします。

アプリケーションを削除する

アプリケーションを削除するには、次のコマンドを使用します。

aws emr-serverless delete-application \ 
    --application-id application-id

S3 ログバケットを削除する

S3 ログ記録と出力バケットを削除するには、次のコマンドを使用します。amzn-s3-demo-bucket
を EMR Serverless 用のストレージを準備する で作成した S3 バケットの実際の名前に置き換えま
す。

aws s3 rm s3://amzn-s3-demo-bucket --recursive
aws s3api delete-bucket --bucket amzn-s3-demo-bucket

ジョブランタイムロールを削除する

ランタイムロールを削除するには、ロールからポリシーをデタッチします。その後、ロールとポリ
シーの両方を削除できます。

aws iam detach-role-policy \ 
    --role-name EMRServerlessS3RuntimeRole \ 
    --policy-arn policy-arn

ロールを削除するには、次のコマンドを使用します。

aws iam delete-role \ 
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    --role-name EMRServerlessS3RuntimeRole 

ロールにアタッチされているポリシーを削除するには、次のコマンドを使用します。

aws iam delete-policy \ 
    --policy-arn policy-arn

Spark ジョブと Hive ジョブの実行に関するその他の例については、「EMR Serverless ジョブ実行時
の Spark 設定の使用」および「EMR Serverless ジョブ実行時の Hive 設定の使用」を参照してくだ
さい。
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EMR Serverless アプリケーションを操作して設定する

このセクションでは、AWS CLI で Amazon EMR Serverless アプリケーションを操作する方法につ
いて説明します。また、Spark エンジンと Hive エンジンのアプリケーションの設定、カスタマイズ
の実行、およびデフォルトについても説明します。

トピック

• アプリケーションの状態

• EMR Studio コンソールからの EMR Serverless アプリケーションの作成

• AWS CLI での EMR Serverless アプリケーションの操作

• EMR Serverless を使用する際のアプリケーションの設定

• EMR Serverless イメージのカスタマイズ

• データに接続するための EMR Serverless アプリケーションの VPC アクセスの設定

• Amazon EMR Serverless アーキテクチャオプション

• EMR Serverless アプリケーションのジョブ同時実行とキューイング

アプリケーションの状態

EMR Serverless でアプリケーションを作成すると、アプリケーションの実行は CREATING 状態にな
ります。その後、以下の状態を経由して完了 (コード 0 で終了) または失敗 (0 以外のコードで終了) 
します。

アプリケーションには次の状態があります。

状態 説明

作成 アプリケーションは準備中であり、まだ使用す
る準備ができていません。

作成日時 アプリケーションは作成されていますが、容量
はまだプロビジョニングされていません。アプ
リケーションを変更して、初期容量設定を変更 
できます。
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状態 説明

スタート アプリケーションが起動し、容量をプロビジョ
ニングしています。

起動済み アプリケーションは新しいジョブを受け入れる
準備ができています。アプリケーションは、こ
の状態にある場合にのみジョブを受け入れます 
。

停止中 すべてのジョブが完了し、アプリケーションは
容量を解放しています。

停止 アプリケーションが停止しており、アプリケー
ションでリソースが実行されていません。アプ
リケーションを変更して、初期容量設定を変更 
できます。

終了済み アプリケーションが終了しており、アプリケー
ションリストに表示されません。

次の図は、EMR Serverless アプリケーションの状態の軌跡を示しています。

EMR Studio コンソールからの EMR Serverless アプリケーション
の作成

EMR Studio コンソールから、EMR Serverless アプリケーションを作成、表示、管理します。EMR 
Studio コンソールに移動するには、「コンソールからの開始方法」の手順に従ってください。

EMR Studio コンソールの使用 33

https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/EMR-Serverless-UserGuide/getting-started.html#gs-console


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

アプリケーションの作成

アプリケーションの作成ページでは、以下の手順に従って EMR Serverless アプリケーションを作成
します。

1. [名前] フィールドに、アプリケーションを呼び出す名前を入力します。

2. [タイプ] フィールドで、アプリケーションのタイプとして Spark または Hive を選択します。

3. [リリースバージョン] フィールドで、EMR リリース番号を選択します。

4. [アーキテクチャ] オプションで、使用する指示セットアーキテクチャを選択します。詳細につい
ては、「Amazon EMR Serverless アーキテクチャオプション」を参照してください。

• arm64 — 64-bit ARM アーキテクチャ。Graviton プロセッサを使用するためのアーキテクチャ

• x86_64 — 64 ビット x86 アーキテクチャ。x86 ベースのプロセッサを使用するためのアーキ
テクチャ

5. 残りのフィールドには、デフォルト設定とカスタム設定の 2 つのアプリケーション設定オプ
ションがあります。以下のフィールドはオプションです。

デフォルト設定 — デフォルト設定では、初期化済みの容量でアプリケーションをすばやく作
成できます。これには、Spark 用のドライバー 1 つとエグゼキューター 1 つ、Hive 用のドライ
バー 1 つと Tez タスク 1 つが含まれます。デフォルト設定では VPC へのネットワーク接続は
有効になりません。アプリケーションは、アイドル状態が 15 分間続くと停止するように設定さ
れ、ジョブの送信時に自動的に起動します。

カスタム設定 — カスタム設定では、次のプロパティを変更できます。

• 事前初期化された容量 — ドライバーとエグゼキューターまたは Hive Tez タスクワーカーの
数、および各ワーカーのサイズ。

• アプリケーションの制限 — アプリケーションの最大容量。

• アプリケーションの動作 — アプリケーションの自動起動および自動停止の動作。

• ネットワーク接続 — VPC リソースへのネットワーク接続。

• タグ — アプリケーションに割り当てるカスタムタグ。

事前初期化された容量、アプリケーションの制限、およびアプリケーションの動作の詳細につい
ては、「EMR Serverless を使用する際のアプリケーションの設定」を参照してください。ネッ
トワーク接続の詳細については、「データに接続するための EMR Serverless アプリケーション
の VPC アクセスの設定」を参照してください。
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6. アプリケーションを作成するには、[アプリケーションを作成] を選択します。

EMR Studio コンソールからアプリケーションを一覧表示する

既存の EMR Serverless アプリケーションはすべて、リストアプリケーションページからアクセスで
きます。アプリケーションの名前を選択して、対象のアプリケーションの詳細ページに移動できま
す。

EMR Studio コンソールからアプリケーションを管理する

アプリケーションに対して、[リストアプリケーション] ページまたは特定のアプリケーションの [詳
細] ページから、次のアクションを実行できます。

アプリケーションの起動

アプリケーションを手動で起動するには、このオプションを選択します。

アプリケーションの停止

アプリケーションを手動で停止するには、このオプションを選択します。アプリケーションを停
止するには、実行中のジョブがないことが必要です。アプリケーション状態の移行の詳細につい
ては、「アプリケーションの状態」を参照してください。

アプリケーションの設定

アプリケーションの設定ページからアプリケーションのオプション設定を編集します。ほとんど
のアプリケーション設定を変更できます。例えば、アプリケーションのリリースラベルを変更し
て Amazon EMR の別のバージョンにアップグレードする、またはアーキテクチャを x86_64 から 
arm64 に切り替えます。その他のオプション設定は、アプリケーションの作成ページの [カスタ
ム設定] セクションにある設定と同じです。アプリケーション設定の詳細については、「アプリ
ケーションの作成」を参照してください。

アプリケーションを削除

アプリケーションを手動で削除するには、このオプションを選択します。削除するには、アプリ
ケーションを停止する必要があります。アプリケーション状態の移行の詳細については、「アプ
リケーションの状態」を参照してください。
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AWS CLI での EMR Serverless アプリケーションの操作

AWS CLI から、個別のアプリケーションを作成、記述、削除します。また、すべてのアプリケー
ションを一覧表示して、それらを一度に確認します。このセクションでは、これらの手順の実施方
法について説明します。アプリケーションの起動、停止、更新など、その他のアプリケーションオ
ペレーションについては、「EMR Serverless API Reference」を参照してください。AWS SDK for 
Java を使用して EMR Serverless API を使用する方法の例については、GitHub リポジトリの Java 
の例を参照してください。AWS SDK for Python (Boto) を使用して EMR Serverless API を使用する
方法の例については、GitHub リポジトリの Python の例を参照してください。

アプリケーションを作成するには、create-application を使用します。アプリケーションの
type として SPARK または HIVE を指定する必要があります。このコマンドは、アプリケーション
の ARN、名前、ID を返します。

aws emr-serverless create-application \
--name my-application-name \
--type 'application-type' \
--release-label release-version 

アプリケーションを記述するには、get-application を使用して application-id を指定しま
す。このコマンドは、アプリケーションの状態と容量に関連する設定を返します。

aws emr-serverless get-application \
--application-id application-id

すべてのアプリケーションを一覧表示するには、list-applications を呼び出します。このコマ
ンドは get-application と同じプロパティを返しますが、すべてのアプリケーションが含まれま
す。

aws emr-serverless list-applications

アプリケーションを削除するには、delete-application を呼び出して application-id を指
定します。

aws emr-serverless delete-application \
--application-id application-id
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EMR Serverless を使用する際のアプリケーションの設定

EMR Serverless では、使用するアプリケーションを設定します。例えば、アプリケーションがス
ケールアップできる最大容量を設定し、ドライバーとワーカーが応答できるように事前初期化された
容量を設定して、アプリケーションレベルでランタイムとモニタリング設定の一般的なセットを指定
します。次のページでは、EMR Serverless を使用する際にアプリケーションを設定する方法につい
て説明します。

トピック

• EMR Serverless でのアプリケーションの動作について

• EMR Serverless でアプリケーションを操作するための事前初期化された容量

• EMR Serverless のデフォルトのアプリケーション設定

EMR Serverless でのアプリケーションの動作について

このセクションでは、ジョブを送信する際の動作、スケーリングの容量設定、EMR Serverless の
ワーカー設定について説明します。

アプリケーションのデフォルトの動作

自動起動 — デフォルトでは、アプリケーションはジョブの送信時に自動起動するように設定されて
います。この機能はオフにできます。

自動停止 — アプリケーションは、デフォルトで 15 分間アイドル状態になると自動停止するように
設定されています。アプリケーションが STOPPED 状態に変わると、設定された事前初期化済みの容
量が解放されます。アプリケーションが自動停止するまでのアイドル時間を変更できます。または、
この機能をオフにすることもできます。

最大容量

アプリケーションがスケールアップ可能な最大容量を設定できます。CPU、メモリ (GB)、ディスク 
(GB) について最大容量を指定できます。

Note

ワーカー数にそれらのサイズを乗じることで、サポートされるワーカーサイズに比例する
ように最大容量を設定することがベストプラクティスです。例えば、アプリケーションを 2 
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vCPU、16 GB メモリ、20 GB のディスクを備えた 50 個のワーカーに制限する必要がある場
合は、最大容量を 100 vCPU、800 GB メモリ、1,000 GB のディスクに設定します。

サポートされているワーカーの設定

次の表は、EMR Serverless に指定できるサポート対象のワーカーの設定とサイズを一覧示していま
す。ワークロードの必要性に応じて、ドライバーとエグゼキュターにさまざまなサイズを設定しま
す。

ワーカーの設定とサイズ

CPU メモリ デフォルトのエフェメラルス
トレージ

1 vCPU 最小 2 GB、最大 8 GB、1 GB 
単位

20 GB～200 GB

2 vCPU 最小 4 GB、最大 16 GB、1 
GB 単位

20 GB～200 GB

4 vCPU 最小 8 GB、最大 30 GB、1 
GB 単位

20 GB～200 GB

8 vCPU 最小 16 GB、最大 60 GB、4 
GB 単位

20 GB～200 GB

16 vCPU 最小 32 GB、最大 120 GB、8 
GB 単位

20 GB～200 GB

CPU — 各ワーカーには、1、2、4、8、または 16 個の vCPU を配置できます。

メモリ — 各ワーカーには、前の表に記載されている制限内で GB 単位で指定されたメモリ
が搭載されています。Spark ジョブにはメモリオーバーヘッドがあります。つまり、使用す
るメモリが指定されたコンテナサイズを超えています。このオーバーヘッドは、プロパティ
spark.driver.memoryOverhead と spark.executor.memoryOverhead で指定されます。
オーバーヘッドのデフォルト値はコンテナメモリの 10% であり、最小値は 384 MB です。ワーカー
サイズを選択する際は、このオーバーヘッドを考慮する必要があります。

アプリケーションの動作 38



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

例えば、ワーカーインスタンスに 4 個の vCPU を選択し、事前に初期化されたストレージ容量が 30 
GB である場合は、Spark ジョブのエグゼキュターメモリとして約 27 GB の値を設定します。これに
より、事前初期化された容量を最大限に活用できます。使用可能なメモリは 27 GB で、合計はこれ
に 27 GB の 10% (2.7 GB) を加えた 29.7 GB です。

ディスク — 各ワーカーには、最小サイズが 20 GB、最大サイズが 200 GB の一時ストレージディス
クを設定できます。ワーカーごとに設定する 20 GB を超える追加ストレージに対してのみ料金が発
生します。

EMR Serverless でアプリケーションを操作するための事前初期化された容
量

EMR Serverless には、ドライバーとワーカーを事前に初期化され、数秒で応答できる状態に保つた
めのオプション機能が用意されています。これによって、アプリケーションのワーカーのウォーム
プールが効率的に作成されます。この機能は、事前初期化された容量と呼ばれます。この機能を設
定するには、アプリケーションの initialCapacity パラメータを事前初期化するワーカーの数に
設定します。ワーカー容量が初期化済みの場合、ジョブは直ちに開始されます。これは、反復アプリ
ケーションと時間的制約のあるジョブを実装する場合に最適です。

事前初期化された容量により、ジョブとセッションが数秒で起動する準備ができた状態でワーカーの
ウォームプールが保持されます。プロビジョニングされた事前初期化済みのワーカーに対しては、ア
プリケーションがアイドル状態の場合でも料金が発生します。そのため、起動時間の短縮からメリッ
トを得ることができるユースケースにはこれを有効にし、リソースを最適に活用できるようにサイズ
設定することを提案します。EMR Serverless アプリケーションは、アイドル状態になると自動的に
シャットダウンします。予期しない料金が発生しないように、事前に初期化されたワーカーを使用す
る場合は、この機能をオンにしておくことを提案します。

ジョブを送信する際に、initialCapacity のワーカーが利用可能な場合、ジョブはそれらのリ
ソースを使用して実行を開始します。これらのワーカーが他のジョブで既に使用されている場合、
またはジョブが initialCapacity から利用可能なリソースよりも多くのリソースを必要とする場
合、アプリケーションは追加のワーカーをリクエストし、最大でアプリケーションに設定されてい
る上限数のリソースを取得します。ジョブの実行が完了すると、使用したワーカーが解放され、アプ
リケーションで使用できるリソースの数は initialCapacity に戻ります。アプリケーションは、
ジョブの実行が終了した後でも、リソースの initialCapacity を維持します。アプリケーション
は、ジョブの実行に必要がなくなった場合に、initialCapacity を超える余剰なリソースを解放
します。

初期化済みの容量は、アプリケーションの起動が完了した時点で利用可能になり、直ちに使用で
きます。アプリケーションが停止すると、事前初期化された容量は非アクティブになります。アプ
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リケーションは、リクエストされた事前初期化済みの容量が作成され、使用準備が整った場合に
のみ STARTED 状態に移行します。アプリケーションが STARTED 状態であるすべての期間、EMR 
Serverless は事前に初期化された容量をジョブやインタラクティブワークロードで使用可能または使
用されている状態で保持します。この機能は、リリースされたコンテナまたは失敗したコンテナの容
量を復元します。これにより、InitialCapacity パラメータが指定するワーカーの数が維持され
ます。事前に初期化された容量がないアプリケーションの状態は、直ちに CREATED から STARTED
に変化する可能性があります。

一定期間使用されていない場合 (デフォルトは 15 分) に、事前に初期化された容量を解放するように
アプリケーションを設定できます。停止したアプリケーションは、新しいジョブを送信すると自動的
に起動します。アプリケーションの作成時にこれらの自動開始および停止の設定を行うことができま
す。または、アプリケーションが CREATED または STOPPED の状態にある場合に変更します。

ワーカーごとに InitialCapacity カウントを変更し、CPU、メモリ、ディスクなどのコンピュー
ティング設定を指定できます。部分的な変更を行うことができないため、値を変更するときにすべて
のコンピューティング設定を指定します。アプリケーションが CREATED または STOPPED 状態にあ
る場合にのみ、設定を変更できます。

Note

アプリケーションによるリソースの使用を最適化するには、コンテナサイズを事前に初期
化された容量のワーカーのサイズに合わせることを提案します。例えば、Spark エグゼキュ
ターのサイズを 2 CPU に設定し、メモリを 8 GB に設定したものの、事前初期化済みのキャ
パシティワーカーのサイズが 4 CPU でメモリが 16 GB の場合、Spark エグゼキュターはこ
のジョブに割り当てられたときにワーカーのリソースの半分のみを使用します。

Spark と Hive の事前初期化済み容量のカスタマイズ

特定のビッグデータフレームワークで実行されるワークロード用に、事前に初期化された容量をさ
らにカスタマイズできます。例えば、ワークロードが Apache Spark で実行されるときに、ドライ
バーとして起動するワーカーの数とエグゼキュターとして起動するワーカーの数を指定します。同様
に、Apache Hive を使用する場合は、Hive ドライバーとして起動するワーカーの数と、Tez タスク
を実行するワーカーの数を指定します。

Apache Hive を実行するアプリケーションを事前に初期化された容量で設定する

次の API リクエストは、Amazon EMR リリース emr-6.6.0 に基づいて Apache Hive を実行するアプ
リケーションを作成します。アプリケーションは、それぞれ 2 個の vCPU と 4 GB のメモリを搭載
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した 5 つの事前初期化済み Hive ドライバー、およびそれぞれ 4 個の vCPU と 8 GB のメモリを搭載
した 50 個の事前初期化済み Tez タスクワーカーで起動します。Hive クエリがこのアプリケーショ
ンで実行されると、まず事前初期化されたワーカーを使用し、直ちに実行を開始します。事前初期化
済みのワーカーがすべてビジー状態であり、より多くの Hive ジョブが送信された場合、アプリケー
ションは合計 400 vCPU と 1,024 GB のメモリにスケールできます。必要に応じて、DRIVER ワー
カーまたは TEZ_TASK ワーカーの容量を省略できます。

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "HIVE" \ 
  --name my-application-name \ 
  --release-label emr-6.6.0 \ 
  --initial-capacity '{ 
    "DRIVER": { 
        "workerCount": 5, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "2vCPU", 
            "memory": "4GB" 
        } 
    }, 
    "TEZ_TASK": { 
        "workerCount": 50, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "4vCPU", 
            "memory": "8GB" 
        } 
    } 
  }' \ 
  --maximum-capacity '{ 
    "cpu": "400vCPU", 
    "memory": "1024GB" 
  }'

Apache Spark を実行しているアプリケーションを事前に初期化された容量で設定する

次の API リクエストは、Amazon EMR リリース 6.6.0 に基づいて Apache Spark 3.2.0 を実行するア
プリケーションを作成します。アプリケーションは、それぞれ 2 個の vCPU と 4 GB のメモリを搭
載した 5 つの事前初期化された Spark ドライバー、およびそれぞれ 4 vCPU と 8 GB のメモリを搭
載した 50 個の事前初期化されたエグゼキュターで起動します。このアプリケーションで Spark ジョ
ブを実行すると、まず事前初期化されたワーカーが使用され、直ちに実行を開始します。事前初期
化済みのワーカーがすべてビジー状態であり、より多くの Spark ジョブが送信された場合、アプリ
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ケーションは合計 400 vCPU と 1,024 GB のメモリにスケールできます。必要に応じて、DRIVER ま
たは EXECUTOR の容量を省略できます。

Note

Spark は、ドライバーとエグゼキュターにリクエストされたメモリに、デフォルト値の 10% 
の設定可能なメモリオーバーヘッドを追加します。ジョブが事前初期化されたワーカーを使
用する場合、初期容量メモリ設定は、ジョブとオーバーヘッドがリクエストしたメモリより
も大きな値にする必要があります。

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "SPARK" \ 
  --name my-application-name \ 
  --release-label emr-6.6.0 \ 
  --initial-capacity '{ 
    "DRIVER": { 
        "workerCount": 5, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "2vCPU", 
            "memory": "4GB" 
        } 
    }, 
    "EXECUTOR": { 
        "workerCount": 50, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "4vCPU", 
            "memory": "8GB" 
        } 
    } 
  }' \ 
  --maximum-capacity '{ 
    "cpu": "400vCPU", 
    "memory": "1024GB" 
  }'

EMR Serverless のデフォルトのアプリケーション設定

同じアプリケーションで送信するすべてのジョブに対して、アプリケーションレベルでランタイム設
定とモニタリング設定の一般的なセットを指定できます。これにより、ジョブごとに同じ設定を送信
する必要性に関連する追加のオーバーヘッドが軽減されます。
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設定は、次の時点で変更できます。

• ジョブの送信時にアプリケーションレベルの設定を宣言します。

• ジョブの実行中にデフォルト設定をオーバーライドします。

次の各セクションでは、その他の構文の詳細と例を示します。

アプリケーションレベルでの設定の宣言

アプリケーションで送信するジョブのアプリケーションレベルのログ記録とランタイムの設定プロパ
ティを指定できます。

monitoringConfiguration

アプリケーションで送信するジョブのログ設定を指定するには、[monitoringConfiguration]
フィールドを使用します。EMR Serverless のログ記録について詳しくは、「ログの保存」を参照
してください。

runtimeConfiguration

spark-defaults などのランタイム設定プロパティを指定するには、
[runtimeConfiguration] フィールドに設定オブジェクトを指定します。これは、アプリケー
ションで送信するすべてのジョブのデフォルト設定に影響します。詳細については、Hive 設定
オーバーライドパラメータ および Spark 設定オーバーライドパラメータ を参照してください。

特定の EMR Serverless リリースによって使用可能な設定分類は異なります。例えば、カスタム 
Log4j spark-driver-log4j2 と spark-executor-log4j2 の分類は、リリース 6.8.0 以降で
のみ使用できます。アプリケーション固有のプロパティのリストについては、「Spark ジョブの
プロパティ」および「Hive ジョブプロパティ」を参照してください。

アプリケーションレベルで Apache Log4j2 プロパティ、データ保護のための AWS Secrets 
Manager および Java 17 ランタイムを設定することもできます。

アプリケーションレベルで Secrets Manager シークレットを渡すには、シークレットを使用して 
EMR Serverless アプリケーションを作成または更新する必要があるユーザーとロールに次のポリ
シーをアタッチします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
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    { 
      "Sid": "SecretsManagerPolicy", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "secretsmanager:GetSecretValue", 
        "secretsmanager:DescribeSecret" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:secretsmanager:us-east-1:123456789012:secret:my-secret-
name-123abc" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "KMSDecryptPolicy", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "kms:Decrypt" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:kms:us-
east-1:123456789012:key/12345678-1234-1234-1234-123456789012" 
      ] 
    } 
  ]
}

シークレットのカスタムポリシー作成の詳細については、「AWS Secrets Manager ユーザーガイ
ド」の「AWS Secrets Manager のアクセス許可ポリシーの例」を参照してください。

Note

アプリケーションレベルで指定した runtimeConfiguration は、StartJobRun API の
applicationConfiguration にマッピングされます。

宣言の例

次の例は、create-application を使用してデフォルト設定を宣言する方法を示しています。

aws emr-serverless create-application \ 
    --release-label release-version  \ 

デフォルトのアプリケーション設定 44

https://docs.aws.amazon.com/secretsmanager/latest/userguide/auth-and-access_examples.html
https://docs.aws.amazon.com/emr-serverless/latest/APIReference/API_StartJobRun.html


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

    --type SPARK \ 
    --name my-application-name \ 
    --runtime-configuration '[ 
        { 
            "classification": "spark-defaults", 
            "properties": { 
                "spark.driver.cores": "4", 
                "spark.executor.cores": "2", 
                "spark.driver.memory": "8G", 
                "spark.executor.memory": "8G", 
                "spark.executor.instances": "2", 
                
 "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionDriverName":"org.mariadb.jdbc.Driver", 
                "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionURL":"jdbc:mysql://db-host:db-
port/db-name", 
                "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionUserName":"connection-user-
name", 
                "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionPassword": 
 "EMR.secret@SecretID" 
            } 
        }, 
        { 
            "classification": "spark-driver-log4j2", 
            "properties": { 
                "rootLogger.level":"error",  
                "logger.IdentifierForClass.name": "classpathForSettingLogger", 
                "logger.IdentifierForClass.level": "info" 
            } 
        } 
    ]' \ 
    --monitoring-configuration '{ 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-logging-bucket/logs/app-level" 
        }, 
        "managedPersistenceMonitoringConfiguration": { 
            "enabled": false 
        } 
    }'
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ジョブ実行中の設定のオーバーライド

StartJobRun API を使用して、アプリケーション設定とモニタリング設定の設定オーバーライドを
指定できます。次に、EMR Serverless はアプリケーションレベルとジョブレベルで指定された設定
をマージして、ジョブ実行の設定を決定します。

マージが発生する際の粒度レベルは次のとおりです。

• ApplicationConfiguration - 分類タイプ (例:spark-defaults )。

• MonitoringConfiguration - 設定タイプ (例:s3MonitoringConfiguration )。

Note

StartJobRun で指定した設定の優先度は、アプリケーションレベルで指定した設定よりも
優先されます。

優先順位ランキングの詳細については、「Hive 設定オーバーライドパラメータ」および「Spark 設
定オーバーライドパラメータ」を参照してください。

ジョブを開始するときに、特定の設定を指定しない場合、設定はアプリケーションから継承されま
す。ジョブレベルで設定を宣言する場合は、次の操作を実行できます。

• 既存の設定をオーバーライドする - オーバーライド値を使用して、StartJobRun リクエストに同
じ設定パラメータを指定します。

• 設定を追加する - StartJobRun リクエストに、指定する値を含む新しい設定パラメータを追加し
ます。

• 既存の設定を削除する - アプリケーションのランタイム設定を削除するには、削除する設定のキー
を指定し、設定の空の宣言 {} を渡します。ジョブの実行に必要なパラメータを含む分類を削除す
ることはお勧めしません。例えば、Hive ジョブに必要なプロパティを削除しようとすると、ジョ
ブは失敗します。

アプリケーションのモニタリング設定を削除するには、関連する設定タイプに適した方法を使用し
ます。

• cloudWatchLoggingConfiguration - cloudWatchLogging を削除するには、有効なフラ
グを false として渡します。
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• managedPersistenceMonitoringConfiguration - マネージド永続化設定を削除してデ
フォルトの有効状態にフォールバックするには、設定の空の宣言 {} を渡します。

• s3MonitoringConfiguration - s3MonitoringConfiguration を削除するには、設定の
空の宣言 {} を渡します。

オーバーライドの例

次の例は、start-job-run でのジョブ送信中に実行できるさまざまなオペレーションを示してい
ます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id your-application-id \ 
    --execution-role-arn your-job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://us-east-1.elasticmapreduce/emr-containers/samples/
wordcount/scripts/wordcount.py",  
            "entryPointArguments": ["s3://amzn-s3-demo-destination-bucket1/
wordcount_output"] 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [  
            { 
                // Override existing configuration for spark-defaults in the 
 application 
                "classification": "spark-defaults",  
                "properties": { 
                    "spark.driver.cores": "2", 
                    "spark.executor.cores": "1", 
                    "spark.driver.memory": "4G", 
                    "spark.executor.memory": "4G" 
                } 
            }, 
            { 
                // Add configuration for spark-executor-log4j2 
                "classification": "spark-executor-log4j2", 
                "properties": { 
                    "rootLogger.level": "error",  
                    "logger.IdentifierForClass.name": "classpathForSettingLogger", 
                    "logger.IdentifierForClass.level": "info" 
                } 
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            }, 
            { 
                // Remove existing configuration for spark-driver-log4j2 from the 
 application 
                "classification": "spark-driver-log4j2", 
                "properties": {} 
            } 
        ], 
        "monitoringConfiguration": { 
            "managedPersistenceMonitoringConfiguration": { 
                // Override existing configuration for managed persistence 
                "enabled": true 
            }, 
            "s3MonitoringConfiguration": { 
                // Remove configuration of S3 monitoring 
            }, 
            "cloudWatchLoggingConfiguration": { 
                // Add configuration for CloudWatch logging 
                "enabled": true 
            } 
        } 
    }'

ジョブの実行時に、「Hive 設定オーバーライドパラメータ」および「Spark 設定オーバーライドパ
ラメータ」で説明されている優先度のオーバーライドのランキングに基づいて、次の分類と設定が適
用されます。

• 分類 spark-defaults は、ジョブレベルで指定したプロパティで更新されます。この分類で
は、StartJobRun に含まれるプロパティのみが考慮されます。

• 分類 spark-executor-log4j2 は、既存の分類リストに追加されます。

• 分類 spark-driver-log4j2 は削除されます。

• managedPersistenceMonitoringConfiguration の設定は、ジョブレベルの設定で更新され
ます。

• s3MonitoringConfiguration の設定は削除されます。

• cloudWatchLoggingConfiguration の設定は、既存のモニタリング設定に追加されます。
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EMR Serverless イメージのカスタマイズ

Amazon EMR 6.9.0 以降では、カスタムイメージを使用して、Amazon EMR Serverless を使用し
てアプリケーションの依存関係とランタイム環境を 1 つのコンテナにパッケージ化します。これ
により、ワークロードの依存関係を管理する方法が簡単になり、パッケージの移植性が向上しま
す。EMR Serverless イメージをカスタマイズすると、次の利点が得られます。

• ワークロードに最適化されたパッケージをインストールして設定します。これらのパッケージ
は、Amazon EMR ランタイム環境のパブリックディストリビューションでは広範囲に利用できま
せん。

• EMR Serverless をローカルでの開発やテストなど、組織内で現在確立されているビルド、テス
ト、デプロイの各プロセスと統合します。

• 組織内のコンプライアンスとガバナンスに関する要件を満たす、確立されたセキュリティプロセス 
(イメージスキャンなど) を適用します。

• アプリケーションに独自のバージョンの JDK と Python を使用できます。

EMR Serverless には、独自のイメージを作成するときにベースとして使用するイメージが用意され
ています。ベースイメージは、イメージが EMR Serverless とやり取りするための必須のジャー、設
定、ライブラリを備えています。ベースイメージは、Amazon ECR Public Gallery で取得できます。
アプリケーションタイプ (Spark または Hive) とリリースバージョンに一致するイメージを使用しま
す。例えば、Amazon EMR リリース 6.9.0 でアプリケーションを作成する場合は、次のイメージを
使用します。

タイプ イメージ

Spark public.ecr.aws/emr-serverless/
spark/emr-6.9.0:latest

Hive public.ecr.aws/emr-serverless/
hive/emr-6.9.0:latest

前提条件

EMR Serverless カスタムイメージを作成する前に、以下の前提条件を満たすようにしてください。
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1. EMR Serverless アプリケーションの起動に使用するのと同じ AWS リージョンに Amazon ECR 
リポジトリを作成します。Amazon ECR プライベートリポジトリを作成するには、「Creating a 
private repository」を参照してください。

2. Amazon ECR リポジトリへのアクセス権をユーザーに付与するには、このリポジトリのイメージ
を使用して EMR Serverless アプリケーションを作成または更新するユーザーとロールに次のポリ
シーを追加します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ECRRepositoryListGetPolicy", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "ecr:GetDownloadUrlForLayer", 
        "ecr:BatchGetImage", 
        "ecr:DescribeImages" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:ecr:*:123456789012:repository/my-repo" 
      ] 
    } 
  ]
}

Amazon ECR アイデンティティベースのポリシーのその他の例については、「Amazon Elastic 
Container Registry identity-based policy examples」を参照してください。

ステップ 1: EMR Serverless ベースイメージからカスタムイメージを作成
する

まず、任意のベースイメージを使用する FROM 指示で始まる Dockerfile を作成します。FROM 指示の
後、イメージに加える必要がある変更を追加します。ベースイメージは、USER を自動的に hadoop
に設定します。この設定には、追加するすべての変更に対するアクセス許可がありません。回避策
として、USER を root に設定し、イメージを変更してから、USER を hadoop:hadoop に戻しま
す。一般的なユースケースのサンプルを参照するには、「EMR Serverless でのカスタムイメージの
使用」を参照してください。
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# Dockerfile
FROM public.ecr.aws/emr-serverless/spark/emr-6.9.0:latest

USER root
# MODIFICATIONS GO HERE

# EMRS runs the image as hadoop
USER hadoop:hadoop

Dockerfile を取得したら、次のコマンドを使用してイメージを構築します。

# build the docker image
docker build . -t aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-
repository[:tag]or[@digest]

ステップ 2: イメージをローカルで検証する

EMR Serverless は、カスタムイメージを静的にチェックして、基本的なファイル、環境変数、およ
び正しいイメージ設定を検証できるオフラインツールを備えています。ツールをインストールして実
行する方法については、「Amazon EMR Serverless Image CLI GitHub」を参照してください。

ツールをインストールしたら、次のコマンドを実行してイメージを検証します。

amazon-emr-serverless-image \
validate-image -r emr-6.9.0 -t spark \
-i aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-repository:tag/@digest

以下のような出力が表示されます:

Amazon EMR Serverless - Image CLI
Version: 0.0.1
... Checking if docker cli is installed
... Checking Image Manifest
[INFO] Image ID: 9e2f4359cf5beb466a8a2ed047ab61c9d37786c555655fc122272758f761b41a
[INFO] Created On: 2022-12-02T07:46:42.586249984Z
[INFO] Default User Set to hadoop:hadoop : PASS
[INFO] Working Directory Set to  : PASS
[INFO] Entrypoint Set to /usr/bin/entrypoint.sh : PASS
[INFO] HADOOP_HOME is set with value: /usr/lib/hadoop : PASS
[INFO] HADOOP_LIBEXEC_DIR is set with value: /usr/lib/hadoop/libexec : PASS
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[INFO] HADOOP_USER_HOME is set with value: /home/hadoop : PASS
[INFO] HADOOP_YARN_HOME is set with value: /usr/lib/hadoop-yarn : PASS
[INFO] HIVE_HOME is set with value: /usr/lib/hive : PASS
[INFO] JAVA_HOME is set with value: /etc/alternatives/jre : PASS
[INFO] TEZ_HOME is set with value: /usr/lib/tez : PASS
[INFO] YARN_HOME is set with value: /usr/lib/hadoop-yarn : PASS
[INFO] File Structure Test for hadoop-files in /usr/lib/hadoop: PASS
[INFO] File Structure Test for hadoop-jars in /usr/lib/hadoop/lib: PASS
[INFO] File Structure Test for hadoop-yarn-jars in /usr/lib/hadoop-yarn: PASS
[INFO] File Structure Test for hive-bin-files in /usr/bin: PASS
[INFO] File Structure Test for hive-jars in /usr/lib/hive/lib: PASS
[INFO] File Structure Test for java-bin in /etc/alternatives/jre/bin: PASS
[INFO] File Structure Test for tez-jars in /usr/lib/tez: PASS
-----------------------------------------------------------------
Overall Custom Image Validation Succeeded.
-----------------------------------------------------------------

ステップ 3: イメージを Amazon ECR リポジトリにアップロードする

以下のコマンドを使用して、Amazon ECR リポジトリに ECR イメージをプッシュします。イメージ
をリポジトリにプッシュするための正しい IAM アクセス許可があることを確認します。詳細につい
ては、「Amazon ECR ユーザーガイド」の「Pushing an image」を参照してください。

# login to ECR repo
aws ecr get-login-password --region region | docker login --username AWS --password-
stdin aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com

# push the docker image
docker push aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-repository:tag/@digest

ステップ 4: カスタムイメージを使用してアプリケーションを作成または更
新する

アプリケーションを起動する方法に従って [AWS マネジメントコンソール] タブまたは [AWS CLI] タ
ブを選択し、次の手順を行います。

Console

1. https://console.aws.amazon.com/emr で EMR Studio コンソールにサインインします。アプ
リケーションに移動するか、「アプリケーションの作成」の手順で新しいアプリケーション
を作成します。
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2. EMR Serverless アプリケーションを作成または更新するときにカスタムイメージを指定する
には、アプリケーション設定オプションで [カスタム設定] を選択します。

3. [カスタムイメージ設定] セクションで、[このアプリケーションでカスタムイメージを使用す
る] チェックボックスをオンにします。

4. Amazon ECR イメージ URI を [イメージ URI] フィールドに貼り付けます。EMR Serverless 
は、アプリケーションのすべてのワーカータイプにこのイメージを使用します。または、[異
なるカスタムイメージ] を選択し、ワーカータイプごとに異なる Amazon ECR イメージ URI 
を貼り付けることができます。

CLI

• image-configuration パラメータを使用してアプリケーションを作成します。EMR 
Serverless は、この設定をすべてのワーカータイプに適用します。

aws emr-serverless create-application \
--release-label emr-6.9.0 \
--type SPARK \
--image-configuration '{ 
    "imageUri": "aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-repository:tag/
@digest"
}'

ワーカータイプごとに異なるイメージ設定を持つアプリケーションを作成するに
は、worker-type-specifications パラメータを使用します。

aws emr-serverless create-application \
--release-label emr-6.9.0 \
--type SPARK \
--worker-type-specifications '{ 
    "Driver": { 
        "imageConfiguration": { 
            "imageUri": "aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-
repository:tag/@digest" 
        } 
    }, 
    "Executor" : { 
        "imageConfiguration": { 
            "imageUri": "aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-
repository:tag/@digest" 
        } 
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    }
}'

アプリケーションを更新するには、image-configuration パラメータを使用しま
す。EMR Serverless は、この設定をすべてのワーカータイプに適用します。

aws emr-serverless update-application \
--application-id application-id \
--image-configuration '{ 
    "imageUri": "aws-account-id.dkr.ecr.region.amazonaws.com/my-repository:tag/
@digest"
}'

ステップ 5: EMR Serverless がカスタムイメージリポジトリにアクセスで
きるようにする

Amazon ECR リポジトリに次のリソースポリシーを追加して、EMR Serverless サービスプリンシパ
ルがこのリポジトリの get、describe、download のリクエストを使用できるようにします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EmrServerlessCustomImageSupport", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "ecr:BatchGetImage", 
        "ecr:DescribeImages", 
        "ecr:GetDownloadUrlForLayer" 
      ], 
      "Resource": "arn:aws:ecr:*:123456789012:repository/my-repo", 
      "Condition": { 
        "ArnLike": { 
          "aws:SourceArn": "arn:aws:emr-serverless:*:123456789012:/applications/
*" 
        } 
      } 
    } 
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  ]
}

セキュリティのベストプラクティスとして、リポジトリポリシーに aws:SourceArn 条件キーを
追加します。IAM グローバル条件キー aws:SourceArn は、EMR Serverless がアプリケーション 
ARN にのみリポジトリを使用するようにします。Amazon ECR リポジトリポリシーの詳細について
は、「Creating a private repository」を参照してください。

考慮事項と制限

カスタムイメージを使用して作業する場合は、次の点を考慮してください。

• アプリケーションのタイプ (Spark または Hive) とリリースラベル (emr-6.9.0 など) に一致する
正しいベースイメージを使用します。

• EMR Serverless は、Docker ファイル内の [CMD] または [ENTRYPOINT] の指示を無視しま
す。[COPY]、[RUN]、[WORKDIR] など Docker ファイルで一般的な手順を使用します。

• カスタムイメージを作成するときに、環境変数
JAVA_HOME、SPARK_HOME、HIVE_HOME、TEZ_HOME を変更しないでください。

• カスタムイメージのサイズは 10 GB を超えることはできません。

• Amazon EMR ベースイメージのバイナリまたはジャーを変更することにより、アプリケーション
またはジョブの起動に失敗する可能性があります。

• Amazon ECR リポジトリは、EMR Serverless アプリケーションの起動に使用するのと同じ AWS 
リージョン に存在する必要があります。

データに接続するための EMR Serverless アプリケーションの 
VPC アクセスの設定

Amazon Redshift クラスター、Amazon RDS データベース、VPC エンドポイントを持つ Amazon S3 
バケットなど、VPC 内のデータストアに接続するように EMR Serverless アプリケーションを設定
できます。EMR Serverless アプリケーションは、VPC 内のデータストアにアウトバウンド接続しま
す。デフォルトでは、EMR Serverless はアプリケーションへのインバウンドアクセスおよびアウト
バウンドインターネットアクセスの両方をブロックし、セキュリティを強化します。
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Note

アプリケーションに外部 Hive メタストアデータベースを使用する場合は、VPC アクセスを
設定する必要があります。外部 Hive メタストアを設定する方法については、「Metastore 
configuration」を参照してください。

アプリケーションを作成

[アプリケーションの作成] ページで、カスタム設定を選択し、EMR Serverless アプリケーションで
使用できる VPC、サブネット、セキュリティグループを指定します。

VPC

データストアを含む仮想プライベートクラウド (VPC) の名前を選択します。[アプリケーションの作
成] ページには、選択した AWS リージョンのすべての VPC が一覧表示されます。

サブネット

データストアを含む VPC 内のサブネットを選択します。[アプリケーションの作成] ページに
は、VPC 内のデータストアのすべてのサブネットが一覧表示されます。パブリックサブネットとプ
ライベートサブネットの両方がサポートされています。プライベートサブネットまたはパブリックサ
ブネットをアプリケーションに渡すことができます。パブリックサブネットとプライベートサブネッ
トのどちらを持つかの選択には、いくつかの関連する考慮事項があります。

プライベートサブネットの場合:

• 関連付けられたルートテーブルにインターネットゲートウェイがあってはなりません。

• インターネットへのアウトバウンド接続では、必要な場合、NAT Gateway を使用したアウトバウ
ンドルートを設定します。NAT ゲートウェイを設定するには、「NAT ゲートウェイ」を参照して
ください。

• Amazon S3 接続の場合、NAT ゲートウェイまたは VPC エンドポイントを設定します。S3 VPC 
エンドポイントを設定するには、「Create a gateway endpoint」を参照してください。

• S3 VPC エンドポイントを設定し、アクセスを制御するエンドポイントポリシーをアタッチする場
合は、「Logging for EMR Serverless with managed storage」の手順に従って、EMR Serverless 
がアプリケーションログを保存して処理するためのアクセス許可を提供します。
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• Amazon DynamoDB などの VPC 外部の他の AWS のサービス への接続に対しては、VPC エンド
ポイントまたは NAT ゲートウェイを設定します。AWS のサービス の VPC エンドポイントを設定
するには、「Work with VPC endpoints」を参照してください。

Note

プライベートサブネットに Amazon EMR Serverless アプリケーションを設定するとき
は、Amazon S3 の VPC エンドポイントも設定することを提案します。EMR Serverless ア
プリケーションが Amazon S3 の VPC エンドポイントのないプライベートサブネットに
ある場合、S3 トラフィックに関連する追加の NAT ゲートウェイ料金が発生します。これ
は、VPC エンドポイントが設定されていない場合、EMR アプリケーションと Amazon S3 
間のトラフィックが VPC 内にとどまらないためです。

パブリックサブネットの場合:

• これらには、インターネットゲートウェイへのルートがあります。

• アウトバウンドトラフィックを制御するには、適切なセキュリティグループ設定を確認しなければ
なりません。

ワーカーは、アウトバウンドトラフィックを介して VPC 内のデータストアに接続できます。デフォ
ルトでは、EMR Serverless はワーカーへのインバウンドアクセスをブロックします。これはセキュ
リティ向上のためです。

AWS Config を使用すると、EMR Serverless はすべてのワーカーのエラスティックネットワー
クインターフェイス項目のレコードを作成します。このリソースに関連するコストを回避するに
は、AWS Config で AWS::EC2::NetworkInterface をオフにすることを検討してください。

Note

複数のアベイラビリティーゾーンで複数のサブネットを選択することを提案します。これ
は、選択したサブネットによって、EMR Serverless アプリケーションを起動するために使用
できるアベイラビリティーゾーンが決定されるためです。各ワーカーは、起動するサブネッ
トで IP アドレスを使用します。指定したサブネットに、起動するワーカー数に対して十分
な IP アドレスがあることを確認してください。サブネット計画の作成について詳しくは、
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「the section called “サブネット計画の作成に関するベストプラクティス”」を参照してくだ
さい。

サブネットの考慮事項と制約事項

• パブリックサブネットを持つ EMR Serverless は AWS Lake Formation をサポートしていません。

• インバウンドトラフィックは、パブリックサブネットではサポートされていません。

セキュリティグループ

データストアと通信できる 1 つ以上のセキュリティグループを選択します。[アプリケーションの
作成] ページには、VPC 内のすべてのセキュリティグループが一覧表示されます。EMR Serverless 
は、VPC サブネットにアタッチされている Elastic Network Interface にこれらのセキュリティグルー
プを関連付けます。

Note

EMR Serverless アプリケーション用に別のセキュリティグループを作成することを提案し
ます。セキュリティグループで 0.0.0.0/0 または ::/0 の範囲にパブリックインターネットへの
ポートが開いている場合、EMR Serverless ではアプリケーションを作成/更新/開始できませ
ん。これにより、セキュリティ、分離が向上し、ネットワークルールの管理がより効率的に
なります。例えば、パブリック IP アドレスを持つワーカーへの予期しないトラフィックをブ
ロックします。Amazon Redshift クラスターと通信するには、次のセクションの例に示すよ
うに、Redshift と EMR Serverless セキュリティグループ間のトラフィックルールを定義し
ます。

Example 例 — Amazon Redshift クラスターとの通信

1. EMR Serverless セキュリティグループの一つから Amazon Redshift セキュリティグループにイ
ンバウンドトラフィックのルールを追加します。
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タイプ プロトコル ポート範囲 ソース

すべての TCP TCP 5439 emr-serve 
rless-sec 
urity-group

2. EMR Serverless セキュリティグループの一つからのアウトバウンドトラフィックのルールを追
加します。これは以下の 2 つの方法のいずれかで行います。まず、すべてのポートへのアウト
バウンドトラフィックを開きます。

タイプ プロトコル ポート範囲 ルーティング先

すべてのトラフィッ 
ク

TCP すべて 0.0.0.0/0

または、アウトバウンドトラフィックを Amazon Redshift クラスターに制限することもできま
す。これは、アプリケーションが Amazon Redshift クラスターとのみ通信する必要がある場合
に限って有効です。

タイプ プロトコル ポート範囲 ソース

すべての TCP TCP 5439 redshift- 
security- 
group

アプリケーションの設定

既存の EMR Serverless アプリケーションのネットワーク設定は、[アプリケーションの設定] ページ
から変更できます。

アクセスジョブ実行の詳細

[ジョブ実行の詳細] ページで、特定の実行のためにジョブが使用するサブネットにアクセスします。
ジョブは、指定されたサブネットから選択された 1 つのサブネットでのみ実行されることに注意し
てください。
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サブネット計画の作成に関するベストプラクティス

AWS リソースは、Amazon VPC で使用可能な IP アドレスのサブセットであるサブネットに作成さ
れます。例えば、/16 ネットマスクを持つ VPC には最大 65,536 個の使用可能な IP アドレスがあ
り、サブネットマスクを使用して複数の小さなネットワークに分割できます。例えば、この範囲を 2 
つのサブネットに分割し、それぞれに /17 マスクと 32,768 個の使用可能な IP アドレスを使用でき
ます。サブネットはアベイラビリティーゾーン内に存在し、複数のゾーンにわたって存在することは
できません。

サブネットは、EMR Serverless アプリケーションのスケーリング制限を考慮して設計する必要があ
ります。例えば、4 つの vCpu ワーカーをリクエストするアプリケーションがあり、4,000 vCpu ま
でスケールアップできる場合、アプリケーションには最大 1,000 個のワーカーが必要になり、合計 
1,000 個のネットワークインターフェイスが必要です。複数のアベイラビリティーゾーンにサブネッ
トを作成することを提案します。これにより、EMR Serverless は、アベイラビリティーゾーンが
失敗した場合に、万一、ジョブを再試行する、または別のアベイラビリティーゾーンに事前初期化
された容量をプロビジョニングすることができます。したがって、少なくとも 2 つのアベイラビリ
ティーゾーンの各サブネットには、1,000 個を超える使用可能な IP アドレスが必要です。

1,000 個のネットワークインターフェイスをプロビジョニングするには、マスクサイズが 22 以下の
サブネットが必要です。22 を超えるマスクは要件を満たしません。例えば、/23 のサブネットマス
クは 512 個の IP アドレスを提供し、/22 のマスクは 1,024 個を提供し、/21 のマスクは 2,048 個の 
IP アドレスを提供します。以下に示すのは、異なるアベイラビリティーゾーンに割り当てることが
できる /16 ネットマスクの VPC に /22 マスクを持つ 4 つのサブネットの例です。各サブネットの最
初の 4 つの IP アドレスと最後の IP アドレスは AWS によって予約されるため、利用可能な IP アド
レスと使用可能な IP アドレスには 5 つの違いがあります。

サブネット 
ID

サブネットア
ドレス

サブネットマ
スク

IP アドレス
範囲

利用可能な 
IP アドレス

使用可能な 
IP アドレス

1 10.0.0.0 255.255.2 
52.0/22

10.0.0.0～ 
10.0.3.255

1,024 1,019

2 10.0.4.0 255.255.2 
52.0/22

10.0.4.0～ 
10.0.7.255

1,024 1,019

3 10.0.8.0 255.255.2 
52.0/22

10.0.8.0 - 
10.0.11.255

1,024 1,019
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サブネット 
ID

サブネットア
ドレス

サブネットマ
スク

IP アドレス
範囲

利用可能な 
IP アドレス

使用可能な 
IP アドレス

4 10.0.12.0 255.255.2 
52.0/22

10.0.12.0～
10.0.15.255

1,024 1,019

ワークロードがより大きなワーカーサイズに適しているかどうかを評価する必要があります。より
大きなワーカーサイズを使用すると、必要なネットワークインターフェイスが少なくなります。例
えば、アプリケーションのスケーリング制限が 4,000 vCpu の 16 個の vCpu ワーカーを使用する場
合、ネットワークインターフェイスをプロビジョニングするには、合計 250 個の使用可能な IP アド
レスに対して最大 250 個のワーカーが必要です。250 個のネットワークインターフェイスをプロビ
ジョニングするには、マスクサイズが 24 以下の複数のアベイラビリティーゾーンにサブネットが必
要です。24 を超えるマスクサイズは、250 個未満の IP アドレスを提供します。

複数のアプリケーション間でサブネットを共有する場合、各サブネットはすべてのアプリケーショ
ンの集合的なスケーリング制限を念頭に置いて設計する必要があります。例えば、4 つの vCpu ワー
カーをリクエストする 3 つのアプリケーションがあり、それぞれが 12,000 の vCpu アカウントレベ
ルのサービスベースのクォータで 4,000 vCpu までスケールアップできる場合、各サブネットには 
3,000 個の使用可能な IP アドレスが必要です。使用する VPC に十分な数の IP アドレスがない場合
は、使用可能な IP アドレスの数を増やしてみてください。この操作を行うには、VPC への追加の 
Classless Inter-Domain Routing (CIDR) ブロックの関連付けが必要になります。詳細については、
「Amazon VPC ユーザーガイド」の「追加の IPv4 CIDR ブロックと VPC の関連付け」を参照して
ください。

オンラインで利用可能な多数のツールのいずれかを使用して、サブネット定義をすばやく生成し、使
用可能な IP アドレスの範囲を確認できます。

Amazon EMR Serverless アーキテクチャオプション

Amazon EMR Serverless アプリケーションの命令セットアーキテクチャは、アプリケーションが
ジョブの実行に使用するプロセッサのタイプを決定します。Amazon EMR には、x86_64 と arm64
の 2 つのアーキテクチャオプションがあります。EMR Serverless は、最新世代のインスタンスが利
用可能になると自動的に更新されるため、追加の労力を必要とせずにアプリケーションで新しいイン
スタンスを使用できます。

トピック

• x86_64 アーキテクチャの使用
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• arm64 アーキテクチャの使用 (Graviton)

• Graviton サポートによる新しいアプリケーションの起動

• Graviton を使用するように既存のアプリケーションを設定する

• Graviton を使用するときの考慮事項

x86_64 アーキテクチャの使用

x86_64 アーキテクチャは、x86 64 ビットまたは x64 とも呼ばれます。x86_64 は EMR Serverless 
アプリケーションのデフォルトオプションです。このアーキテクチャは x86 ベースのプロセッサを
使用し、ほとんどのサードパーティーのツールやライブラリと互換性があります。

ほとんどのアプリケーションは x86 ハードウェアプラットフォームと互換性があり、デフォルトの
x86_64 アーキテクチャで正常に稼働できます。ただし、アプリケーションが 64 ビット ARM と互
換性がある場合は、arm64 に切り替えて Graviton プロセッサを使用しパフォーマンス、コンピュー
ティングパワー、メモリが向上します。x86 アーキテクチャで同じサイズのインスタンスを実行する
場合よりも、arm64 アーキテクチャでインスタンスを実行する方がコストが低減されます。

arm64 アーキテクチャの使用 (Graviton)

AWS Graviton プロセッサは、64 ビット ARM Neoverse コアを使用して AWS によってカスタ
ム設計され、arm64 アーキテクチャ (Arch64 または 64 ビット ARM とも呼ばれます) を利用し
ます。EMR Serverless で利用可能なプロセッサの AWS Graviton ラインには、Graviton3 および 
Graviton2 プロセッサが含まれます。これらのプロセッサは、x86_64 アーキテクチャで実行される
同等のワークロードと比較して、Spark および Hive ワークロードに対して優れた価格パフォーマン
スを実現します。EMR Serverless は、最新世代のプロセッサにアップグレードするために、ユー
ザー側の労力を必要とせずに、最新世代のプロセッサを自動的に使用します。

Graviton サポートによる新しいアプリケーションの起動

arm64 アーキテクチャを使用するアプリケーションを起動するには、次のいずれかの方法を使用し
ます。

AWS CLI

AWS CLI から Graviton プロセッサを使用してアプリケーションを起動するには、create-
application API の architecture パラメータとして ARM64 を指定します。他のパラメータ
でアプリケーションに適した値を指定します。
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aws emr-serverless create-application \ 
 --name my-graviton-app \ 
 --release-label emr-6.8.0 \ 
 --type "SPARK" \ 
 --architecture "ARM64" \ 
 --region us-west-2

EMR Studio

EMR Studio から Graviton プロセッサを使用してアプリケーションを起動するには、アプリケー
ションを作成または更新するときにアーキテクチャオプションとして [arm64] を選択します。

Graviton を使用するように既存のアプリケーションを設定する

SDK、AWS CLI または EMR Studio で Graviton (arm64) アーキテクチャを使用するように既存の 
Amazon EMR Serverless アプリケーションを設定できます。

既存のアプリケーションを x86 から arm64 に変換するには

1. architecture パラメータをサポートする AWS CLI/SDK の最新バージョンを使用しているこ
とを確認します。

2. 実行中のジョブがないことを確認してから、アプリケーションを停止します。

aws emr-serverless stop-application \ 
 --application-id application-id \ 
 --region us-west-2

3. Graviton を使用するようにアプリケーションを更新するには、update-application API の
architecture パラメータに ARM64 を指定します。

aws emr-serverless update-application \ 
 --application-id application-id \ 
 --architecture 'ARM64' \ 
 --region us-west-2

4. アプリケーションの CPU アーキテクチャが ARM64 になったことを確認するには、get-
application API を使用します。

aws emr-serverless get-application \ 
 --application-id application-id \ 
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 --region us-west-2

5. 準備ができたら、アプリケーションを再起動します。

aws emr-serverless start-application \ 
 --application-id application-id \ 
 --region us-west-2

Graviton を使用するときの考慮事項

Graviton をサポートするために arm64 を使用して EMR Serverless アプリケーションを起動する前
に、以下の内容を確認してください。

ライブラリの互換性

アーキテクチャオプションとして Graviton (arm64) を選択する場合は、サードパーティーのパッ
ケージとライブラリが 64 ビット ARM アーキテクチャと互換性があることを確認してください。選
択したアーキテクチャと互換性のある Python 仮想環境に Python ライブラリをパッケージ化する方
法については、「EMR Serverless での Python ライブラリの使用」を参照してください。

詳細については、GitHub の「AWS Graviton 入門リポジトリ」を参照してください。このリポジトリ
には、ARM ベースの Graviton の使用開始に役立つ重要なリソースが含まれています。

EMR Serverless アプリケーションのジョブ同時実行とキューイン
グ
Amazon EMR バージョン 7.0.0 以降では、アプリケーションのジョブ実行キューのタイムアウトと
同時実行設定を指定します。この設定を指定すると、Amazon EMR Serverless はジョブをキューに
入れ、アプリケーションの同時実行使用率に基づいて実行を開始します。例えば、ジョブ実行の同
時実行が 10 の場合、アプリケーションで一度に実行されるジョブは 10 個のみです。残りのジョブ
は、実行中のジョブのいずれかが終了するまでキューに入れられます。キューのタイムアウトが早ま
ると、ジョブはタイムアウトします。詳細については、「Job run states」を参照してください。

同時実行とキューイングの主な利点

ジョブの同時実行とキューイングは、多くのジョブの送信が必要な場合に次の利点をもたらします。

• これにより、同時実行ジョブを制御して、アプリケーションレベルの容量制限を効率的に使用でき
ます。
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• キューには、設定可能なタイムアウト設定で、ジョブ送信の突然のバーストを配置することができ
ます。

同時実行とキューイングの開始方法

次の手順では、同時実行とキューイングを実装するいくつかの方法をデモンストレーションします。

AWS CLI の使用

1. キューのタイムアウトと同時ジョブ実行を使用して Amazon EMR Serverless アプリケーション
を作成します。

aws emr-serverless create-application \
--release-label emr-7.0.0 \
--type SPARK \
--scheduler-configuration '{"maxConcurrentRuns": 1, "queueTimeoutMinutes": 30}'

2. アプリケーションを更新して、ジョブキューのタイムアウトと同時実行を変更します。

aws emr-serverless update-application \
--application-id application-id \
--scheduler-configuration '{"maxConcurrentRuns": 5, "queueTimeoutMinutes": 30}'

Note

既存のアプリケーションを更新して、ジョブの同時実行とキューイングを有効にするこ
とができます。これを行うには、アプリケーションにリリースラベル emr-7.0.0 以降が
必要です。

AWS マネジメントコンソール の使用

次の手順では、AWS マネジメントコンソール を使用してジョブの同時実行とキューイングを開始す
る方法をデモンストレーションします。

1. EMR Studio に移動し、リリースラベル EMR-7.0.0 以降でアプリケーションを作成することを選
択します。

2. [アプリケーションセットアップオプション] で、[カスタム設定を使用する] オプションを選択し
ます。
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3. [その他の設定] には、[ジョブ実行設定] のセクションがあります。[ジョブの同時実行を有効にす
る] オプションを選択して、機能を有効にします。

4. 選択後、[同時ジョブ実行] と [キュータイムアウト] を選択して、それぞれ同時ジョブ実行と
キュータイムアウトの数を設定できます。これらの設定に対して値を入力しない場合は、デフォ
ルト値が使用されます。

5. [アプリケーションを作成] を選択すると、この機能を有効にしてアプリケーションが作成されま
す。確認するには、ダッシュボードに移動し、アプリケーションを選択して、プロパティタブで
機能が有効になっているかどうかを確認します。

設定後、この機能を有効にしてジョブを送信します。

同時実行とキューイングに関する考慮事項

同時実行とキューイングを実装する場合は、次の点を考慮してください。

• ジョブ同時実行とキューは、Amazon EMR リリース 7.0.0 以上でサポートされています。

• Amazon EMR リリース 7.3.0 以上では、ジョブの同時実行とキューがデフォルトで有効になって
います。

• STARTED 状態のアプリケーションの同時実行を更新できません。

• maxConcurrentRuns の有効な範囲は 1～1000 であり、queueTimeoutMinutes の有効な範囲
は 15～720 です。

• アカウントの QUEUED 状態には、最大 2,000 個のジョブを配置できます。

• 同時実行とキューイングは、バッチジョブとストリーミングジョブに適用されます。インタラ
クティブジョブには使用できません。詳細については、「Run interactive workloads with EMR 
Serverless through EMR Studio」を参照してください。
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EMR Serverless を使用して S3 Express One Zone にデータ
を取得する

Amazon EMR リリース 7.2.0 以降では、Amazon S3 Express One Zone ストレージクラスで EMR 
Serverless を使用して、ジョブとワークロードを実行する際のパフォーマンスが向上します。S3 
Express One Zone は、最もレイテンシーの影響を受けやすいアプリケーションに 1 桁のミリ秒単位
で一貫したデータアクセスを提供する、高パフォーマンスの単一ゾーンの Amazon S3 ストレージ
クラスです。リリース時点で、S3 Express One Zone は、Amazon S3 の中でレイテンシーが最も低
く、パフォーマンスの最も高いクラウドオブジェクトストレージを提供しています。

前提条件

• S3 Express One Zone のアクセス許可 - S3 Express One Zone が S3 オブジェクトに対して
GET、LIST、PUT などのアクションを最初に実行すると、ストレージクラスがユーザーに代わっ
て CreateSession を呼び出します。S3A コネクタが CreateSession API を呼び出せるよう
に、お使いの IAM ポリシーで s3express:CreateSession アクセス許可を付与する必要があり
ます。このアクセス許可ポリシーの例については、「S3 Express One Zone の使用を開始する」
を参照してください。

• S3A コネクタ - S3 Express One Zone ストレージクラスを使用する Amazon S3 バケットのデータ
にアクセスするように Spark クラスターを設定するには、Apache Hadoop コネクタ S3A を使用
します。コネクタを使用するには、すべての S3 URI が s3a スキームを使用していることを確認
してください。使用していない場合は、s3 スキームと s3n スキーム用にファイルシステム実装を
変更します。

s3 スキームを変更するには、以下のクラスター設定を指定します。

[ 
  { 
    "Classification": "core-site", 
    "Properties": { 
      "fs.s3.impl": "org.apache.hadoop.fs.s3a.S3AFileSystem", 
      "fs.AbstractFileSystem.s3.impl": "org.apache.hadoop.fs.s3a.S3A" 
    } 
  }
]
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s3n スキームを変更するには、以下のクラスター設定を指定します。

[ 
  { 
    "Classification": "core-site", 
    "Properties": { 
      "fs.s3n.impl": "org.apache.hadoop.fs.s3a.S3AFileSystem", 
      "fs.AbstractFileSystem.s3n.impl": "org.apache.hadoop.fs.s3a.S3A" 
    } 
  }
]

S3 Express One Zone の使用を開始する

S3 Express One Zone の使用を開始するには、次の手順に従います。

1. VPC エンドポイントを作成します。エンドポイント  com.amazonaws.us-
west-2.s3express を VPC エンドポイントに追加します。

2. 「Amazon EMR Serverless の使用を開始する」に従って、Amazon EMR リリースラベル 7.2.0 
以降でアプリケーションを作成します。

3. 新しく作成された VPC エンドポイント、プライベートサブネットグループ、セキュリティグ
ループを使用するようにアプリケーションを設定します。

4. CreateSession アクセス許可をジョブの実行ロールに追加します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Action": [ 
        "s3express:CreateSession" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3EXPRESSCreatesession" 
    } 
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  ]
}

5. ジョブを実行します。S3 Express One Zone バケットにアクセスするには、S3A スキームを使
用します。

aws emr-serverless start-job-run \       
--application-id <application-id> \           
--execution-role-arn <job-role-arn> \
--name <job-run-name> \
--job-driver '{ 
 "sparkSubmit": {                                                                   
                                                                                    
                                  
 "entryPoint": "s3a://<DOC-EXAMPLE-BUCKET>/scripts/wordcount.py",  
 "entryPointArguments":["s3a://<DOC-EXAMPLE-BUCKET>/emr-serverless-spark/output"], 
 "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4  
 --conf spark.executor.memory=8g --conf spark.driver.cores=4  
 --conf spark.driver.memory=8g --conf spark.executor.instances=2  
 --conf spark.hadoop.fs.s3a.change.detection.mode=none  
 --conf spark.hadoop.fs.s3a.endpoint.region={<AWS_REGION>} 
 --conf spark.hadoop.fs.s3a.select.enabled=false  
 --conf spark.sql.sources.fastS3PartitionDiscovery.enabled=false  
 }'
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ジョブの実行
アプリケーションをプロビジョニングしたら、アプリケーションにジョブを送信します。このセク
ションでは、AWS CLI を使用してこれらのジョブを実行する方法について説明します。このセク
ションでは、EMR Serverless で使用できる各タイプのアプリケーションのデフォルト値も特定しま
す。

トピック

• ジョブ実行状態

• EMR Serverless 猶予期間を含むジョブ実行のキャンセル

• EMR Studio コンソールからのジョブの実行

• AWS CLI からのジョブの実行

• 実行 IAM ポリシー。

• シャッフル最適化ディスクの使用

• 継続的にストリーミングされたデータを処理するためのストリーミングジョブ

• EMR Serverless ジョブ実行時の Spark 設定の使用

• EMR Serverless ジョブ実行時の Hive 設定の使用

• EMR Serverless ジョブの耐障害性

• EMR Serverless のメタストア設定

• EMR Serverless から別の AWS アカウントの S3 データへのアクセス

• EMR Serverless のエラーのトラブルシューティング

ジョブ実行状態
Amazon EMR Serverless ジョブキューにジョブ実行を送信すると、ジョブ実行は SUBMITTED 状態
になります。ジョブ状態は、SUBMITTED から RUNNING を経て FAILED、SUCCESS、CANCELLING
のいずれかになります。

ジョブ実行の各状態は以下のとおりです。

状態 説明

Submitted (送信済み) EMR Serverless にジョブ実行を送信すると
きの初期のジョブ状態。ジョブはアプリケー

ジョブ実行状態 70



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

状態 説明

ションのスケジュールを待機します。EMR 
Serverless は、ジョブ実行の優先順位付けとス
ケジュールを開始します。

Queued (キューに追加済み) ジョブ実行は、アプリケーションレベルのジョ
ブ実行の同時実行が完全に占有されていると、
この状態で待機します。キューへの追加と同時 
実行の詳細については、「EMR Serverless ア
プリケーションのジョブ同時実行とキューイン
グ」を参照してください。

Pending (保留中) スケジューラは、ジョブ実行を評価して、ア
プリケーションの実行の優先順位付けとスケ
ジューリングを行います。

Scheduled (スケジュール済み) EMR Serverless は、アプリケーションのジョ
ブ実行をスケジュールし、ジョブを実行するリ
ソースを割り当てています。

Running (実行中) EMR Serverless は、ジョブが最初に必要とす
るリソースを割り当て、ジョブはアプリケー
ションで実行されています。Spark アプリケー
ションでは、これは Spark ドライバープロセス 
が running 状態にあることを意味します。

Failed (失敗) EMR Serverless は、ジョブ実行をアプリケー
ションに送信できなかったか、正常に完了しま
せんでした。このジョブの失敗の詳細につい 
ては、「StateDetails 」を参照してくださ 
い。

Success (成功) ジョブ実行は正常に完了しました。
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状態 説明

Cancelling (キャンセル中) CancelJobRun  API がジョブ実行のキャンセ
ルをリクエストしたか、ジョブ実行がタイム
アウトしました。EMR Serverless は、アプリ
ケーションのジョブをキャンセルし、リソース
をリリースしようとしています。

Cancelled (キャンセル) ジョブの実行は正常にキャンセルされ、使用し
たリソースがリリースされました。

EMR Serverless 猶予期間を含むジョブ実行のキャンセル

データ処理システムでは、突然終了することにより、リソースの無駄、不完全なオペレーション、
データの不整合が発生する可能性があります。Amazon EMR Serverless では、ジョブ実行をキャン
セルする時に猶予期間を指定できます。この機能を使用することにより、ジョブが終了する前に、適
切なクリーンアップと進行中の作業の完了にかかる時間を確保できます。

ジョブ実行のキャンセルする場合、パラメータ shutdownGracePeriodInSeconds を使用して猶
予期間 (秒単位) を指定します。この間、ジョブは最終終了前にクリーンアップオペレーションを実
行できます。動作とデフォルト設定は、バッチジョブとストリーミングジョブによって異なります。

バッチジョブの猶予期間

バッチジョブの場合、EMR Serverless では、猶予期間中に実行されるカスタムクリーンアップオペ
レーションを実装できます。これらのクリーンアップオペレーションは、JVM シャットダウンフッ
クの一部としてアプリケーションコードに登録できます。

デフォルトの動作

シャットダウンのデフォルトの動作は、猶予期間がないことです。その構成は以下の 2 つのアク
ションです:

• 即時終了

• リソースはすぐにリリースされます

設定オプション
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正常なシャットダウンにつながる設定を指定できます:

• シャットダウン猶予期間の有効な範囲: 15～1800 秒 (オプション)

• 即時終了 (猶予期間なし): 0 秒

正常なシャットダウンを有効にする

バッチジョブの正常なシャットダウンを実装するには、以下の手順に従います:

1. カスタムシャットダウンロジックを含むアプリケーションコードにシャットダウンフックを追加
します。

Example in Scala

import org.apache.hadoop.util.ShutdownHookManager

// Register shutdown hook with priority (second argument)
// Higher priority hooks run first
ShutdownHookManager.get().addShutdownHook(() => { 
    logger.info("Performing cleanup operations...")
}, 100)

ShutdownHookManager の使用

Example in PySpark

import atexit

def cleanup(): 
    # Your cleanup logic here 
    print("Performing cleanup operations...")

# Register the cleanup function
atexit.register(cleanup)

2. ジョブをキャンセルするときに猶予期間を指定して、以前に追加されたフックの実行に時間を確
保します

例

# Default (immediate termination)
aws emr-serverless cancel-job-run \ 
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  --application-id APPLICATION_ID \ 
  --job-run-id JOB_RUN_ID

# With 5-minute grace period
aws emr-serverless cancel-job-run \ 
  --application-id APPLICATION_ID \ 
  --job-run-id JOB_RUN_ID \ 
  --shutdown-grace-period-in-seconds 300

ストリーミングジョブの猶予期間

Spark 構造化ストリーミングでは、計算で外部データソースとの間で読み取りまたは書き込みが行わ
れるため、突然シャットダウンすると望ましくない結果が生じる可能性があります。ストリーミング
ジョブはマイクロバッチでデータを処理し、これらのオペレーションを途中で中断することにより、
その後の試行で処理が重複する可能性があります。これは、前のマイクロバッチの最新チェックポイ
ントが書き込まれなかった場合に発生し、ストリーミングジョブの再起動時に同じデータが再度処理
されます。このような重複処理はコンピューティングリソースを浪費するだけでなく、ビジネスオペ
レーションにも影響するため、突然のシャットダウンを避けることが重要です。

EMR Serverless は、ストリーミングクエリリスナーによる正常なシャットダウンを組み込みでサ
ポートします。これにより、ジョブの終了前に継続的なマイクロバッチが適切に完了します。この
サービスは、ストリーミングアプリケーションのマイクロバッチ間の正常なシャットダウンを自動的
に管理し、現在のマイクロバッチが処理を完了し、チェックポイントが適切に書き込まれ、シャット
ダウンプロセス中に新しいデータを取り込まずにストリーミングコンテキストがクリーンに終了され
るようにします。

デフォルトの動作

• デフォルトで有効になっている 120 秒の猶予期間。

• 組み込みのストリーミングクエリリスナーは、正常なシャットダウンを管理します。

設定オプション

• シャットダウン猶予期間の有効な範囲: 15～1800 秒 (オプション)

• 即時終了: 0 秒
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正常なシャットダウンを有効にする

ストリーミングジョブに正常なシャットダウンを実装するには:

ジョブをキャンセルする時に猶予期間を指定して、進行中のマイクロバッチが完了するまでの時間を
確保します。

例

# Default graceful shutdown (120 seconds)
aws emr-serverless cancel-job-run \ 
  --application-id APPLICATION_ID \ 
  --job-run-id JOB_RUN_ID

# Custom grace period (e.g. 300 seconds)
aws emr-serverless cancel-job-run \ 
  --application-id APPLICATION_ID \ 
  --job-run-id JOB_RUN_ID \ 
  --shutdown-grace-period-in-seconds 300

# Immediate Termination
aws emr-serverless cancel-job-run \ 
  --application-id APPLICATION_ID \ 
  --job-run-id JOB_RUN_ID \ 
  --shutdown-grace-period-in-seconds 0

カスタムシャットダウンフックを追加する (オプション)

EMR Serverless は、組み込みのストリーミングクエリリスナーを通じてデフォルトで正常なシャッ
トダウンを管理しますが、オプションで個々のストリーミングクエリにカスタムシャットダウ
ンロジックを実装できます。EMR Serverless は、正常なシャットダウンリスナーを優先度 60 
(ShutdownHookManager を使用) で登録します。優先度の高いフックが最初に実行されるため、カス
タムクリーンアップオペレーションを 60 を超える優先度で登録して、EMR Serverless のシャット
ダウンプロセスが開始される前に実行されるようにすることができます。

カスタムフックを追加するには、アプリケーションコードにシャットダウンフックを追加する方法を
示すこのトピックの最初の例を参照してください。ここで、優先度は 100 で、60 を超えています。
したがって、このようなシャットダウンフックが最初に実行されます。
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Note

カスタムシャットダウンフックはオプションであり、EMR Serverless によって自動的に処理
される正常なシャットダウン機能には不要です。

猶予期間の料金とバッチ期間

猶予期間 (120 秒) のデフォルト値を使用する場合:

• バッチ期間が 120 秒未満の場合は、バッチの完了に必要な実際の時間に対してのみ課金されま
す。

• バッチ期間が 120 秒を超える場合、最大猶予期間 (120 秒) に対して課金されますが、クエリは強
制終了されるため、正常にシャットダウンされない場合があります。

コストを最適化し、正常なシャットダウンを確保するには:

• バッチ期間 > 120 秒の場合: バッチ期間に合わせて猶予期間を増やすことを検討してください

• バッチ期間 < 120 秒の場合: 実際の処理時間に対してのみ課金されるため、猶予期間を調整する必
要はありません

考慮事項

猶予期間の動作

• 猶予期間は、登録されたシャットダウンフックが完了するまでの時間を提供します。

• ジョブは、猶予期間よりかなり前であっても、シャットダウンフックが終了するとすぐに終了しま
す。

• クリーンアップ操作が猶予期間を超えると、ジョブは強制的に終了します。

サービスの動作

• 猶予期間のシャットダウンは、RUNNING 状態のジョブでのみ使用できます。

• CANCELLING 状態の後続のキャンセルリクエストは無視されます。

• 内部サービスエラーが原因で EMR Serverless が猶予期間シャットダウンの開始に失敗した場合:
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• サービスは最大 2 分間再試行します。

• 再試行が失敗することにより、ジョブは強制的に終了します。

請求

ジョブは、猶予期間中にかかった時間を含め、ジョブが完全にシャットダウンするまで使用されたコ
ンピューティングリソースに対して請求されます。

EMR Studio コンソールからのジョブの実行

EMR Serverless アプリケーションにジョブ実行を送信し、EMR Studio コンソールからジョブアク
セスできます。EMR Studio コンソールで EMR Serverless アプリケーションを作成または移動する
には、「コンソールからの開始方法」の手順に従ってください。

ジョブを送信する

[ジョブの送信] ページで、次のように EMR Serverless アプリケーションにジョブを送信します。

Spark

1. [名前] フィールドにジョブ実行の名前を入力します。

2. [ランタイムロール] フィールドに、EMR Serverless アプリケーションがジョブ実行のために
引き受けることができる IAM ロールの名前を入力します。ランタイムロールの詳細について
は、「Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール」を参照してください。

3. [スクリプトの場所] フィールドに、実行するスクリプトまたは JAR の Amazon S3 の場所を
入力します。Spark ジョブの場合、スクリプトは Python (.py) ファイルまたは JAR (.jar) 
ファイルのいずれかになります。

4. スクリプトの場所が JAR ファイルの場合は、ジョブのエントリポイントであるクラス名を
[メインクラス] フィールドに入力します。

5. (オプション) 残りのフィールドの値を入力します。

• スクリプトの引数 — メイン JAR または Python スクリプトに渡す引数を入力します。
コードはこれらのパラメータを読み取ります。配列の各引数は、カンマで区切ります。

• Spark のプロパティ — Spark プロパティセクションを展開し、このフィールドに Spark 設
定パラメータを入力します。
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Note

Spark ドライバーとエグゼキュターのサイズを指定する場合は、メモリのオー
バーヘッドを考慮します。プロパティ spark.driver.memoryOverhead と
spark.executor.memoryOverhead にメモリオーバーヘッド値を指定し
ます。メモリオーバーヘッドのデフォルト値はコンテナメモリの 10% で、最
小 384 MB です。エグゼキュターメモリとメモリオーバーヘッドを合わせて
も、ワーカーメモリを超えることはできません。例えば、30 GB ワーカーの
spark.executor.memory の最大値は 27 GB である必要があります。

• ジョブ設定 — このフィールドにジョブ設定を指定します。アプリケーションのデフォル
トの設定を上書きするために、ジョブ設定を使用できます。

• 追加設定 — AWS Glue データカタログをメタストアとしてアクティブまたは非アクティ
ブにして、アプリケーションログ設定を変更します。メタストア設定の詳細については、
「EMR Serverless のメタストア設定」を参照してください。アプリケーションログ記録オ
プションの詳細については、「ログの保存」を参照してください。

• タグ — アプリケーションにカスタムタグを割り当てます。

6. [Submit job] (ジョブの送信) を選択します。

Hive

1. [名前] フィールドにジョブ実行の名前を入力します。

2. [ランタイムロール] フィールドに、EMR Serverless アプリケーションがジョブ実行のために
引き受けることができる IAM ロールの名前を入力します。

3. [スクリプトの場所] フィールドに、実行するスクリプトまたは JAR の Amazon S3 の場所を
入力します。Hive ジョブの場合、スクリプトは Hive (.sql) ファイルである必要がありま
す。

4. (オプション) 残りのフィールドの値を入力します。

• 初期化スクリプトの場所 – Hive スクリプトを実行する前にテーブルを初期化するスクリプ
トの場所を入力します。

• Hive プロパティ – Hive プロパティセクションを展開し、このフィールドに Hive 設定パラ
メータを入力します。

• ジョブ設定 – 任意のジョブ設定を指定します。アプリケーションのデフォル
トの設定を上書きするために、ジョブ設定を使用できます。Hive ジョブの場
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合、hive.exec.scratchdir および hive.metastore.warehouse.dir は hive-
site 設定に必要なプロパティです。

{ 
    "applicationConfiguration": [ 
        { 
            "classification": "hive-site", 
            "configurations": [], 
            "properties": { 
                "hive.exec.scratchdir": "s3://DOC-EXAMPLE_BUCKET/hive/
scratch", 
                "hive.metastore.warehouse.dir": "s3://DOC-EXAMPLE_BUCKET/hive/
warehouse" 
            } 
        } 
    ], 
    "monitoringConfiguration": {}
}

• 追加設定 — AWS Glue データカタログをメタストアとしてアクティブまたは非アクティ
ブにして、アプリケーションログ設定を変更します。メタストア設定の詳細については、
「EMR Serverless のメタストア設定」を参照してください。アプリケーションログ記録オ
プションの詳細については、「ログの保存」を参照してください。

• タグ — アプリケーションに任意のカスタムタグを割り当てます。

5. [Submit job] (ジョブの送信) を選択します。

ジョブ実行へのアクセス

アプリケーションの [詳細] ページの [ジョブ実行] タブからジョブ実行へアクセスして、ジョブ実行
に対して次のアクションを実行できます。

ジョブのキャンセル — RUNNING 状態のジョブ実行をキャンセルするには、このオプションを選択
します。ジョブ実行の移行の詳細については、「ジョブ実行状態」を参照してください。

ジョブのクローン — 以前のジョブ実行のクローンを作成して再送信するには、このオプションを選
択します。
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AWS CLI からのジョブの実行

AWS CLI で個々のジョブを作成、説明、削除できます。すべてのジョブを一覧表示してアクセスす
ることもできます。

新しいジョブを送信するには、start-job-run を使用します。実行するアプリケーションの ID 
と、ジョブ固有のプロパティを指定します。Spark の例については、「EMR Serverless ジョブ実行
時の Spark 設定の使用」を参照してください。Hive の例については、「EMR Serverless ジョブ実行
時の Hive 設定の使用」を参照してください。このコマンドは application-id、ARN、および新
しい job-id を返します。

各ジョブの実行には、タイムアウト時間が設定されています。ジョブの実行がこの時間を超える場
合、EMR Serverless は自動的にジョブをキャンセルします。デフォルトのタイムアウトは 12 時間
です。ジョブの実行を開始するときに、このタイムアウト設定をジョブの要件を満たす値に設定しま
す。executionTimeoutMinutes プロパティを使用してこの値を設定します。

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id application-id \ 
  --execution-role-arn job-role-arn \ 
  --execution-timeout-minutes 15 \ 
  --job-driver '{ 
    "hive": { 
        "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/create_table.sql", 
        "parameters": "--hiveconf hive.exec.scratchdir=s3://amzn-s3-demo-bucket/
hive/scratch --hiveconf hive.metastore.warehouse.dir=s3://amzn-s3-demo-bucket/hive/
warehouse" 
    } 
   }' \ 
  --configuration-overrides '{ 
    "applicationConfiguration": [{ 
        "classification": "hive-site", 
        "properties": { 
            "hive.client.cores": "2", 
            "hive.client.memory": "4GIB" 
        } 
    }]
}'

ジョブを記述するには、get-job-run を使用します。このコマンドは、ジョブ固有の設定と新しい
ジョブの容量の設定を返します。
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aws emr-serverless get-job-run \
--job-run-id job-id \
--application-id application-id

ジョブを一覧表示するには、list-job-runs を使用します。このコマンドは、ジョブタイプ、状
態などの高レベル属性を含むプロパティの簡略版のセットを返します。すべてのジョブにアクセスし
ない場合は、アクセスするジョブの最大数を 50 個まで指定します。次の例では、最後の 2 つのジョ
ブ実行をアクセスするように指定しています。

aws emr-serverless list-job-runs \
--max-results 2 \
--application-id application-id

ジョブをキャンセルするには、cancel-job-run を使用します。キャンセルするジョブの
application-id と job-id を指定します。

aws emr-serverless cancel-job-run \
--job-run-id job-id \
--application-id application-id 

AWS CLI からジョブを実行する方法の詳細については、「EMR Serverless API Reference」を参照
してください。

実行 IAM ポリシー。

EMR Serverless でジョブ実行を送信する時に、実行ロールに加えて実行 IAM ポリシーを指定できま
す。ジョブ実行によって引き受けられるアクセス許可は、実行ロールのアクセス許可と指定された実
行 IAM ポリシーの共通部分です。

概要

実行 IAM ポリシーを使用する手順:

emr-serverless アプリケーションを作成するか、既存のアプリケーションを使用して、以下の 
aws cli を実行して、インライン IAM ポリシーでジョブ実行を開始します:

aws emr-serverless start-job-run --region us-west-2 \ 
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      --application-id application-id \ 
      --execution-role-arn execution-role-arn \ 
      --job-driver job-driver-options \ 
      --execution-iam-policy '{"policy": "inline-policy"}'

CLI コマンドの例

以下のポリシーがマシンの policy.json ファイルに格納されている場合:

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket", 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket/*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3Getobject" 
    } 
  ]
}

その後、以下のAWS CLIコマンドを使用して、このポリシーでジョブを開始できます:

aws emr-serverless start-job-run --region us-west-2 \ 
      --application-id application-id \ 
      --execution-role-arn execution-role-arn \ 
      --job-driver job-driver-options
      --execution-iam-policy '{ 
          "policy": '$(jq -c '. | @json' policy.json)' 
      }'

AWS とカスタマー管理ポリシーの両方を使用し、ARN を通じて指定することもできます:
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aws emr-serverless start-job-run --region us-west-2 \ 
      --application-id application-id \ 
      --execution-role-arn execution-role-arn \ 
      --job-driver job-driver-options
      --execution-iam-policy '{ 
          "policyArns": [ 
          "arn:aws:iam::aws:policy/AmazonS3FullAccess", 
          "arn:aws:iam::aws:policy/CloudWatchLogsFullAccess" 
          ] 
    }'

同じリクエストでインライン IAM ポリシーとマネージドポリシー ARN の両方を指定することもでき
ます:

aws emr-serverless start-job-run --region us-west-2 \ 
      --application-id application-id \ 
      --execution-role-arn execution-role-arn \ 
      --job-driver job-driver-options
      --execution-iam-policy '{ 
          "policy": '$(jq -c '. | @json' policy.json)', 
          "policyArns": [ 
          "arn:aws:iam::aws:policy/AmazonS3FullAccess", 
          "arn:aws:iam::aws:policy/CloudWatchLogsFullAccess" 
          ] 
      }'

重要な注意事項

• execution-role-policy の policy フィールドの最大長は 2048 文字です。

• execution-iam-policy の policyフィールドで指定されたインライン IAM ポリシー文字列
は、json 文字列標準に準拠する必要があります。前の例のように改行や引用符はエスケープされ
ません。

• 最大 10 個の管理ポリシー ARNs のリストは、execution-iam-policy の policyArns フィー
ルドの値として指定できます。

• 管理ポリシー ARNs は、有効な AWS またはカスタマー管理ポリシー ARN のリストである必要
があります。カスタマー管理ポリシー ARN を指定する場合、ポリシーは EMR-S JobRun の同じ 
AWS アカウントに属している必要があります。

• インライン IAM ポリシーと 管理ポリシーの両方を使用する場合、インラインポリシーと 管理ポリ
シーの組み合わせに使用するプレーンテキストは 2,048 文字を超えることはできません。
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• JobRun によって引き受けられるアクセス許可は、実行ロールのアクセス許可と指定された実行 
IAM ポリシーの共通部分です。

ポリシーの交差

ジョブ実行によって引き受けられるアクセス許可は、実行ロールのアクセス許可と指定された実行 
IAM ポリシーの共通部分です。つまり、JobRun を機能させるには、必要なアクセス許可を両方の場
所で指定しなければなりません。ただし、更新または上書きする予定のないアクセス許可について
は、インラインポリシーで追加の一括許可ステートメントを指定できます。

例

以下の実行 IAM ロールポリシーを前提としています:

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:DescribeLogGroups" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:logs:us-west-2:123456789012:log-group::log-stream" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGSDescribeloggroups" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
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      "Action": [ 
        "dynamodb:DescribeTable" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:dynamodb:*:*:table/MyCompany1table" 
      ], 
      "Sid": "AllowDYNAMODBDescribetable" 
    } 
  ]
}

そして以下のインライン IAM ポリシー。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket/tenant1", 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket/tenant1/*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3Getobject" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:*", 
        "dynamodb:*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGS" 
    } 
  ]
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}

JobRun によって引き受けられるアクセス許可は次のとおりです:

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket/tenant1", 
        "arn:aws:s3:::my-test-bucket/tenant1/*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3Getobject" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:DescribeLogGroups" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:logs:us-west-2:123456789012:log-group::log-stream" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGSDescribeloggroups" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "dynamodb:DescribeTable" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:dynamodb:*:*:table/MyCompany1table" 
      ], 
      "Sid": "AllowDYNAMODBDescribetable" 
    } 
  ]
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}

シャッフル最適化ディスクの使用

Amazon EMR リリース 7.1.0 以降では、Apache Spark ジョブまたは Apache Hive ジョブを実行す
るときにシャッフル最適化ディスクを使用して、I/O 集約型ワークロードのパフォーマンスが向上し
ます。標準ディスクと比較して、シャッフル最適化ディスクは IOPS (1 秒あたりの I/O オペレーショ
ン) が高く、シャッフルオペレーション中のデータ移動の高速化とレイテンシーの短縮を実現しま
す。シャッフル最適化ディスクを使用することにより、ワーカーごとに最大 2 TB のディスクサイズ
をアタッチできるので、ワークロード要件に適した容量を設定します。

主な利点

シャッフル最適化ディスクには以下の利点があります。

• 高い IOPS パフォーマンス – シャッフル最適化ディスクは、標準ディスクよりも高い IOPS を実現
し、Spark ジョブや Hive ジョブなどのシャッフル集約型ワークロードでデータシャッフルをより
効率的かつ迅速に行うことができます。

• より大きなディスクサイズ – シャッフル最適化ディスクは、ワーカーあたり 20 GB から 2 TB の
ディスクサイズをサポートしているため、ワークロードに基づいて適切な容量を選択でします。

はじめに

ワークフローでシャッフル最適化ディスクを使用するには、次の手順を参照してください。

Spark

1. 次のコマンドを使用して、EMR Serverless リリース 7.1.0 アプリケーションを作成します。

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "SPARK" \ 
  --name my-application-name \ 
  --release-label emr-7.1.0 \ 
  --region <AWS_REGION>

2. パラメータ spark.emr-serverless.driver.disk.type や spark.emr-
serverless.executor.disk.type を指定して、シャッフル最適化ディスクで実行する
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ように Spark ジョブを設定します。ユースケースに応じて、一方または両方のパラメータを
使用できます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "/usr/lib/spark/examples/jars/spark-examples.jar", 
            "entryPointArguments": ["1"], 
            "sparkSubmitParameters": "--class org.apache.spark.examples.SparkPi  
            --conf spark.executor.cores=4  
            --conf spark.executor.memory=20g  
            --conf spark.driver.cores=4  
            --conf spark.driver.memory=8g  
            --conf spark.executor.instances=1  
            --conf spark.emr-serverless.executor.disk.type=shuffle_optimized" 
        } 
    }'

詳細については、「Spark ジョブのプロパティ」を参照してください。

Hive

1. 次のコマンドを使用して、EMR Serverless リリース 7.1.0 アプリケーションを作成します。

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "HIVE" \ 
  --name my-application-name \ 
  --release-label emr-7.1.0 \ 
  --region <AWS_REGION>

2. パラメータ hive.driver.disk.type や hive.tez.disk.type を指定して、シャッフ
ル最適化ディスクで実行するように Hive ジョブを設定します。ユースケースに応じて、一
方または両方のパラメータを使用できます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
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            "query": "s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET>/emr-serverless-hive/query/hive-
query.ql", 
            "parameters": "--hiveconf hive.log.explain.output=false" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 
            "classification": "hive-site", 
            "properties": { 
                "hive.exec.scratchdir": "s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET>/emr-
serverless-hive/hive/scratch", 
                "hive.metastore.warehouse.dir": "s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET>/emr-
serverless-hive/hive/warehouse", 
                "hive.driver.cores": "2", 
                "hive.driver.memory": "4g", 
                "hive.tez.container.size": "4096", 
                "hive.tez.cpu.vcores": "1", 
                "hive.driver.disk.type": "shuffle_optimized", 
                "hive.tez.disk.type": "shuffle_optimized" 
            } 
        }] 
    }'

詳細については、「Hive ジョブプロパティ」を参照してください。

事前に初期化された容量でのアプリケーションの設定

Amazon EMR リリース 7.1.0 に基づいてアプリケーションを作成するには、次の例を参照してくだ
さい。これらのアプリケーションには、次のプロパティがあります。

• 5 台の事前に初期化された Spark ドライバー。それぞれ 2 つの vCPU、4 GB のメモリ、50 GB の
シャッフル最適化ディスクを備えています。

• 50 個の事前に初期化されたエグゼキューター。それぞれ 4 つの vCPU、8 GB のメモリ、500 GB 
のシャッフル最適化ディスクを備えています。

このアプリケーションが Spark ジョブを実行すると、最初に初期化済みのワーカーを消費し、その
後オンデマンドワーカーを最大 400 個の vCPU と 1024 GB のメモリ容量までスケーリングします。
必要に応じて、DRIVER または EXECUTOR のいずれかの容量を省略できます。
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Spark

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "SPARK" \ 
  --name <my-application-name> \ 
  --release-label emr-7.1.0 \ 
  --initial-capacity '{ 
    "DRIVER": { 
        "workerCount": 5, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "2vCPU", 
            "memory": "4GB", 
            "disk": "50GB", 
            "diskType": "SHUFFLE_OPTIMIZED" 
        } 
    }, 
    "EXECUTOR": { 
        "workerCount": 50, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "4vCPU", 
            "memory": "8GB", 
            "disk": "500GB", 
            "diskType": "SHUFFLE_OPTIMIZED" 
        } 
    } 
  }' \ 
  --maximum-capacity '{ 
    "cpu": "400vCPU", 
    "memory": "1024GB" 
  }'

Hive

aws emr-serverless create-application \ 
  --type "HIVE" \ 
  --name <my-application-name> \ 
  --release-label emr-7.1.0 \ 
  --initial-capacity '{ 
    "DRIVER": { 
        "workerCount": 5, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "2vCPU", 
            "memory": "4GB", 

はじめに 90



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

            "disk": "50GB", 
            "diskType": "SHUFFLE_OPTIMIZED" 
        } 
    }, 
    "EXECUTOR": { 
        "workerCount": 50, 
        "workerConfiguration": { 
            "cpu": "4vCPU", 
            "memory": "8GB", 
            "disk": "500GB", 
            "diskType": "SHUFFLE_OPTIMIZED" 
        } 
    } 
  }' \ 
  --maximum-capacity '{ 
    "cpu": "400vCPU", 
    "memory": "1024GB" 
  }'

継続的にストリーミングされたデータを処理するためのストリーミ
ングジョブ

EMR Serverless のストリーミングジョブは、ストリーミングデータをほぼリアルタイムで分析、処
理できるジョブモードです。これらの長時間実行されるジョブは、ストリーミングデータをポーリン
グし、データが到着すると継続的に結果を処理します。ストリーミングジョブは、ほぼリアルタイム
の分析、不正検出、レコメンデーションエンジンなど、リアルタイムのデータ処理を必要とするタス
クに最適です。EMR Serverless ストリーミングジョブは、組み込みジョブの耐障害性、リアルタイ
ムモニタリング、拡張ログ管理、ストリーミングコネクタとの統合などの最適化を提供します。

ストリーミングジョブのユースケースを次に示します。

• ほぼリアルタイムの分析 – Amazon EMR Serverless のストリーミングジョブを使用すると、スト
リーミングデータをほぼリアルタイムで処理できるため、ログデータ、センサーデータ、クリック
ストリームデータなどの継続的なデータストリームに対してリアルタイム分析を実行してインサイ
トを取得し、最新の情報に基づいてタイムリーな意思決定を行うことができます。

• 不正検出 – データストリームを分析し、疑わしいパターンや異常が発生したときに特定すること
により、ストリーミングジョブを使用して、金融取引、クレジットカードオペレーション、オンラ
インアクティビティでほぼリアルタイムの不正検出を実行します。
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• レコメンデーションエンジン – ストリーミングジョブは、ユーザーアクティビティデータを処理
してレコメンデーションモデルを更新できます。そうすることで、行動や好みに基づいてパーソナ
ライズされたリアルタイムのレコメンデーションの可能性が広がります。

• ソーシャルメディア分析 – ストリーミングジョブは、ツイート、コメント、投稿などのソーシャ
ルメディアデータを処理できるため、組織はトレンドの監視、感情分析、ブランドの評判の管理を
ほぼリアルタイムで行うことができます。

• モノのインターネット (IoT) 分析 – ストリーミングジョブは、IoT デバイス、センサー、接続され
た機械からの高速ストリームを処理、分析できるので、異常検出、予知保全、その他の IoT 分析の
ユースケースを実行します。

• クリックストリーム分析 – ストリーミングジョブは、ウェブサイトやモバイルアプリケーション
からのクリックストリームデータを処理して分析できます。このようなデータを使用する企業は、
分析を実行してユーザーの行動を詳細に把握し、ユーザーエクスペリエンスをパーソナライズし、
マーケティングキャンペーンを最適化できます。

• ログの監視と分析 – ストリーミングジョブは、サーバー、アプリケーション、ネットワークデバ
イスからのログデータを処理することもできます。これにより、異常検出、トラブルシューティン
グ、システムの正常性とパフォーマンスが得られます。

主な利点

EMR Serverless でのストリーミングジョブは、ジョブの耐障害性を自動的に提供します。これは、
以下の要素の組み合わせです。

• 自動再試行 – EMR Serverless は、失敗したジョブをユーザーから手動で入力することなく自動的
に再試行します。

• アベイラビリティーゾーン (AZ) の耐障害性 – EMR Serverless は、元の AZ で問題が発生するとス
トリーミングジョブを正常な AZ に自動的に切り替えます。

• ログ管理:

• ログローテーション – ディスクストレージ管理をより効率的にするために、EMR Serverless は
長時間のストリーミングジョブのログを定期的にローテーションします。これにより、すべての
ディスク領域を消費する可能性のあるログの蓄積を防ぐことができます。

• ログの圧縮 — マネージド永続化でログファイルを効率的に管理および最適化できます。圧縮に
より、マネージド Spark 履歴サーバーを使用する場合のデバッグのエクスペリエンスも向上し
ます。

サポートされているデータソースとデータシンク
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EMR Serverless は、多数の入力データソースと出力データシンクで動作します。

• サポートされている入力データソース – Amazon Kinesis Data Streams、Amazon Managed 
Streaming for Apache Kafka、セルフマネージド Apache Kafka クラスター。デフォルトで
は、Amazon EMR リリース 7.1.0 以降には Amazon Kinesis Data Streams コネクタが含まれてい
るため、追加のパッケージを構築またはダウンロードする必要はありません。

• サポートされている出力データシンク – AWS Glue Data Catalog テーブル、Amazon S3、Amazon 
Redshift、MySQL、PostgreSQL Oracle、Oracle、Microsoft SQL、Apache Iceberg、Delta 
Lake、Apache Hudi。

考慮事項と制限

ストリーミングジョブを使用するときは、以下の考慮事項と制限事項に留意してください。

• ストリーミングジョブは、Amazon EMR リリース 7.1.0 以降でサポートされています。

• EMR Serverless ではストリーミングジョブが長時間実行されることが予想されるため、ジョブの
実行時間を制限する実行タイムアウトを設定できません。

• ストリーミングジョブは、構造化ストリーミングフレームワークに構築された Spark エンジンと
のみ互換性があります。

• EMR Serverless はストリーミングジョブを無期限に再試行します。最大試行回数はカスタマイ
ズできません。失敗した試行回数が 1 時間ごとの時間枠で設定されたしきい値を超えた場合、ス
ラッシュ防止が自動的に組み込まれてジョブの再試行が停止します。デフォルトのしきい値は、1 
時間あたり 5 回の試行の失敗です。このしきい値は、1～10 回試行するように設定できます。詳
細については、「Job resiliency」を参照してください。

• ストリーミングジョブにはランタイムの状態と進行状況を保存するチェックポイントがあるた
め、EMR Serverless は最新のチェックポイントからストリーミングジョブを再開できます。詳細
については、Apache Spark ドキュメントの「Recovering from failures with Checkpointing」を参
照してください。

ストリーミングジョブの使用開始

ストリーミングジョブを使用開始する方法については、以下の手順を参照してください。

1. 「Amazon EMR Serverless の使用を開始する」に従ってアプリケーションを作成します。アプ
リケーションは Amazon EMR リリース 7.1.0 以降を実行する必要があります。
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2. アプリケーションの準備ができたら、次の AWS CLI 例のように、ストリーミングジョブを送信
するように mode パラメータを STREAMING に設定します。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id <APPPLICATION_ID> \
--execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \
--mode 'STREAMING' \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
        "entryPoint": "s3://<streaming script>", 
        "entryPointArguments": ["s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET-OUTPUT>/output"], 
        "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 
            --conf spark.executor.memory=16g  
            --conf spark.driver.cores=4 
            --conf spark.driver.memory=16g  
            --conf spark.executor.instances=3" 
    }
}'

サポートされているストリーミングコネクタ

ストリーミングコネクタは、ストリーミングソースからのデータの読み取りを容易にし、ストリーミ
ングシンクにデータを書き込むこともできます。

サポートされているストリーミングコネクタは次のとおりです。

Amazon Kinesis Data Streams コネクタ

Apache Spark 用の Amazon Kinesis Data Streams コネクタを使用すると、Amazon Kinesis Data 
Streams との間でデータを消費し、データを書き込むストリーミングアプリケーションとパイプライ
ンを構築できます。コネクタは、シャードあたり最大 2 MB/秒の専用の読み取りスループットレート
で、拡張ファンアウト消費をサポートします。デフォルトでは、Amazon EMR Serverless 7.1.0 以降
にはコネクタが組み込まれているため、追加のパッケージを構築またはダウンロードする必要はあり
ません。コネクタの詳細については、GitHub の spark-sql-kinesis-connector ページを参照してくだ
さい。

以下は、Kinesis Data Streams コネクタの依存関係を使用してジョブ実行を開始する方法の例です。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id <APPLICATION_ID> \
--execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \
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--mode 'STREAMING' \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
        "entryPoint": "s3://<Kinesis-streaming-script>", 
        "entryPointArguments": ["s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET-OUTPUT>/output"], 
        "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 
                --conf spark.executor.memory=16g  
                --conf spark.driver.cores=4 
                --conf spark.driver.memory=16g  
                --conf spark.executor.instances=3 
                --jars /usr/share/aws/kinesis/spark-sql-kinesis/lib/spark-streaming-
sql-kinesis-connector.jar" 
    }
}'

Kinesis Data Streams に接続するには、VPC アクセスを使用して EMR Serverless アプリケーション
を設定し、VPC エンドポイントを使用してプライベートアクセスを許可するか、NAT Gateway を使
用してパブリックアクセスを取得します。詳細については、「Configuring VPC access」を参照して
ください。また、ジョブのランタイムロールに、必要とするデータストリームにアクセスするために
必要な読み取り権限と書き込み権限があることを確認する必要があります。ジョブランタイムロール
の設定方法の詳細については、「Job runtime roles for Amazon EMR Serverless」を参照してくださ
い。必要なすべてのアクセス許可の完全なリストについては、GitHub の spark-sql-kinesis-connector 
ページを参照してください。

Apache Kafka コネクタ

Spark 構造化ストリーミング用の Apache Kafka コネクタは Spark コミュニティのオープンソー
スコネクタであり、Maven リポジトリで利用できます。このコネクタにより、Spark 構造化スト
リーミングアプリケーションや、セルフマネージド Apache Kafka と Amazon Managed Streaming 
for Apache Kafka との間でデータを読み書きするのがが容易になります。コネクタの詳細について
は、Apache Spark ドキュメントの「Structured Streaming + Kafka Integration Guide」を参照してく
ださい。

次の例は、ジョブ実行リクエストに Kafka コネクタを含める方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id <APPLICATION_ID> \
--execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \
--mode 'STREAMING' \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
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        "entryPoint": "s3://<Kafka-streaming-script>", 
        "entryPointArguments": ["s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET-OUTPUT>/output"], 
        "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 
                --conf spark.executor.memory=16g  
                --conf spark.driver.cores=4 
                --conf spark.driver.memory=16g  
                --conf spark.executor.instances=3 
                --packages org.apache.spark:spark-sql-
kafka-0-10_2.12:<KAFKA_CONNECTOR_VERSION>" 
    }
}'

Apache Kafka コネクタのバージョンは、EMR Serverless リリースバージョンと対応する Spark 
バージョンによって異なります。正しい Kafka バージョンを確認するには、「Structured Streaming 
+ Kafka Integration Guide」を参照してください。

IAM 認証で Amazon Managed Streaming for Apache Kafka を使用するには、Kafka コネクタが IAM 
で Amazon MSK に接続できるように別の依存関係を含めます。詳細については、GitHub の aws-
msk-iam-auth リポジトリを参照してください。また、ジョブのランタイムロールに必要な IAM アク
セス許可があることを確認する必要があります。次の例は、IAM 認証でコネクタを使用する方法を
示しています。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id <APPLICATION_ID> \
--execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \
--mode 'STREAMING' \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
        "entryPoint": "s3://<Kafka-streaming-script>", 
        "entryPointArguments": ["s3://<DOC-EXAMPLE-BUCKET-OUTPUT>/output"], 
        "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 
                --conf spark.executor.memory=16g  
                --conf spark.driver.cores=4 
                --conf spark.driver.memory=16g  
                --conf spark.executor.instances=3 
                --packages org.apache.spark:spark-sql-
kafka-0-10_2.12:<KAFKA_CONNECTOR_VERSION>,software.amazon.msk:aws-msk-iam-
auth:<MSK_IAM_LIB_VERSION>" 
    }
}'
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Amazon MSK から Kafka コネクタと IAM 認証ライブラリを使用するには、VPC アクセスを使用し
て EMR Serverless アプリケーションを設定します。サブネットにはインターネットアクセスが必要
で、Maven の依存関係にアクセスするには NAT Gateway を使用する必要があります。詳細につい
ては、「Configuring VPC access」を参照してください。Kafka クラスターにアクセスするには、サ
ブネットにネットワーク接続が必要です。これは、Kafka クラスターがセルフマネージド型かどう
か、Amazon Managed Streaming for Apache Kafka を使用しているかどうか、に関係なく当てはま
ります。

ストリーミングジョブのログ管理

ストリーミングジョブは、Spark アプリケーションログとイベントログのログローテーション、およ
び Spark イベントログのログ圧縮をサポートしています。これにより、リソースを効果的に管理で
きます。

ログローテーション

ストリーミングジョブは、Spark アプリケーションログとイベントログのログローテーションをサ
ポートします。ログローテーションにより、長時間のストリーミングジョブで大きなログファイルが
生成して使用可能なディスク領域をすべて使ってしまうのを防ぎます。ログローテーションはディス
クストレージを節約し、ディスク容量が少ないためにジョブが失敗するのを防ぐのに役立ちます。詳
細については、「Rotating logs」を参照してください。

ログ圧縮

ストリーミングジョブは、マネージドログ記録が利用可能な場合は必ず Spark イベントログのログ
圧縮もサポートします。マネージドログ記録の詳細については、「Logging with managed storage」
を参照してください。ストリーミングジョブは長時間実行できるため、イベントデータが時間の経
過とともに蓄積されて、ログファイルのサイズが著しく増加する可能性があります。Spark History 
Server は、これらのイベントを読み取り、Spark アプリケーション UI のメモリにロードします。こ
のプロセスは、特に Amazon S3 に保存されているイベントログが非常に大きい場合、レイテンシー
が大きくなりコストが高くなる可能性があります。

ログ圧縮によりイベントログのサイズが小さくなるため、Spark History Server が常に 1 GB を超え
るイベントログをロードする必要はなくなります。詳細については、Apache Spark ドキュメントの
「Monitoring and Instrumentation」を参照してください。

EMR Serverless ジョブ実行時の Spark 設定の使用
type パラメータを SPARK に設定して、アプリケーションで Spark ジョブを実行できます。ジョブ
は、Amazon EMR リリースバージョンと互換性のある Spark バージョンと互換性がある必要があ
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ります。例えば、Amazon EMR リリース 6.6.0 でジョブを実行する場合、ジョブは Apache Spark 
3.2.0 と互換性がある必要があります。各リリースのアプリケーションバージョンの詳細について
は、「Amazon EMR Serverless のリリースバージョン」を参照してください。

Spark ジョブのパラメータ

StartJobRun API を使用して Spark ジョブを実行する場合は、次のパラメータを指定します。

必須パラメータ

• Spark ジョブのランタイムロール

• Spark ジョブのドライバーパラメータ

• Spark 設定オーバーライドパラメータ

• Spark 動的リソース割り当ての最適化

Spark ジョブのランタイムロール

executionRoleArn を使用して、アプリケーションが Spark ジョブの実行に使用する IAM ロール
の ARN を指定します。このロールには、以下のアクセス許可が含まれている必要があります。

• データが存在する S3 バケットまたはその他のデータソースからの読み取り

• PySpark スクリプトまたは JAR ファイルが存在する S3 バケットまたはプレフィックスからの読
み取り

• 最終出力を書き込む予定の S3 バケットへの書き込み

• S3MonitoringConfiguration が指定した S3 バケットまたはプレフィックスへのログの書き
込み

• KMS キーを使用して S3 バケット内のデータを暗号化する場合の KMS キーへのアクセス

• SparkSQL を使用している場合の AWS Glue データカタログへのアクセス

Spark ジョブが他のデータソースとの間でデータを読み書きする場合は、この IAM ロールに適切な
アクセス許可を指定します。これらのアクセス許可を IAM ロールに指定しなければ、ジョブが失敗
する可能性があります。詳細については、Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール およ
び ログの保存 を参照してください。
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Spark ジョブのドライバーパラメータ

jobDriver を使用してジョブに入力します。ジョブのドライバーパラメータは、実行するジョブタ
イプに対して 1 つの値のみを受け入れます。Spark ジョブの場合、パラメータの値は sparkSubmit
です。このジョブタイプを使用して、Scala、PySpark およびその他のサポートされているジョブを 
Spark 送信を通じて実行できます。Spark ジョブには、以下のパラメータがあります。

• sparkSubmitParameters - これらは、ジョブに送信する追加の Spark パラメータです。このパ
ラメータを使用して、ドライバーメモリや、引数 --conf や --class で定義されたものなどのエ
グゼキューターの数など、デフォルトの Spark プロパティを上書きします。

• entryPointArguments - これはメイン JAR または Python ファイルに渡す引数の配列です。こ
れらのパラメータの読み取りは、エントリーポイントコードを使用して処理する必要があります。
配列の各引数は、カンマで区切ります。

• entryPoint – これは、実行するメイン JAR または Python ファイルへの Amazon S3 で
の参照です。Scala または Java JAR を実行している場合は、--class 引数を使用して
SparkSubmitParameters でメインエントリクラスを指定します。

詳細については、Launching Applications with spark-submit を参照してください。

Spark 設定オーバーライドパラメータ

configurationOverrides を使用して、モニタリングレベルおよびアプリケーションレベルの設
定プロパティを上書きします。このパラメータは、次の 2 つのフィールドを持つ JSON オブジェク
トを受け付けます。

• monitoringConfiguration – このフィールドを使用して、EMR Serverless ジョブに Spark 
ジョブのログを保存する Amazon S3 URL (s3MonitoringConfiguration) を指定します。この
バケットは、アプリケーションをホストするのと同じ AWS アカウントで作成し、ジョブが実行さ
れているのと同じ AWS リージョンで作成してください。

• applicationConfiguration – アプリケーションのデフォルトの設定を上書きするために、
このフィールドの設定オブジェクトを指定できます。短縮構文を使用して、設定を指定した
り、JSON ファイルの設定オブジェクトを参照したりできます。設定オブジェクトは、分類、プロ
パティ、オプションの入れ子になっている設定で構成されます。プロパティは、そのファイル内で
上書きする設定で構成されます。単一の JSON オブジェクトで、複数のアプリケーションに複数
の分類を指定できます。
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Note

特定の EMR Serverless リリースによって使用可能な設定分類は異なります。例えば、カ
スタム Log4j spark-driver-log4j2 と spark-executor-log4j2 の分類は、リリー
ス 6.8.0 以降でのみ使用できます。

アプリケーションの上書きと Spark 送信パラメータで同じ設定を使用すると、Spark 送信パラメー
タが優先されます。設定は、優先順位の高いものから低いものへとランク付けしたものです。

• EMR Serverless が SparkSession を作成するときに指定する設定。

• --conf 引数で sparkSubmitParameters の一部として指定する設定。

• アプリケーションの一部として提供する設定は、ジョブの開始時に上書きされます。

• アプリケーションの作成時に runtimeConfiguration の一部として提供する設定。

• リリース用に Amazon EMR によって使用された最適化された設定。

• アプリケーションのデフォルトのオープンソース構成。

アプリケーションレベルでの設定の宣言と、ジョブ実行時の設定の上書きの詳細については、
「EMR Serverless のデフォルトのアプリケーション設定」を参照してください。

Spark 動的リソース割り当ての最適化

EMR Serverless のリソース使用量を最適化するには、dynamicAllocationOptimization を使
用します。このプロパティを Spark 設定分類で true に設定すると、EMR Serverless がエグゼキュ
ターリソースの割り当てを最適化して、Spark がエグゼキュターをリクエストおよびキャンセルする
レートと、EMR Serverless がワーカーを作成およびリリースするレートをより適切に調整できるこ
とを示します。これにより、EMR Serverless はステージ間でワーカーをより最適に再利用できるた
め、同じパフォーマンスを維持しながら複数のステージでジョブを実行する場合のコストが削減され
ます。

このプロパティは、すべての Amazon EMR リリースバージョンで使用できます。

以下は、dynamicAllocationOptimization を使用した設定分類の例です。

[ 
  { 
    "Classification": "spark", 
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    "Properties": { 
      "dynamicAllocationOptimization": "true" 
    } 
  }
]

動的割り当て最適化を使用している場合は、次の点を考慮してください。

• この最適化は、動的リソース割り当てを有効にした Spark ジョブで使用できます。

• 最高のコスト効率を実現するには、ワークロードに基づいてジョブレベル設定
spark.dynamicAllocation.maxExecutors またはアプリケーションレベルの最大容量設定を
使用して、ワーカーの上限スケーリングを設定することを提案します。

• 単純なジョブではコスト改善が見られない場合があります。例えば、ジョブが小さなデータセット
で実行する場合や、1 つのステージで実行が終了する場合は、Spark は多数のエグゼキュターや複
数のスケーリングイベントを必要としないことがあります。

• 大きなステージ、小さなステージ、そして再び大きなステージのシーケンスを持つジョブでは、
ジョブの実行時にリグレッションが発生する可能性があります。EMR Serverless がリソースをよ
り効率的に使用すると、より大きなステージで利用可能なワーカーが少なくなり、ランタイムが長
くなる可能性があります。

Spark ジョブのプロパティ

次の表に、オプションの Spark プロパティと、Spark ジョブを送信するときに上書きできるデフォ
ルト値を示します。

オプションの Spark プロパティとデフォルト値

キー 説明 デフォルト値

spark.archives Spark が各エグゼキュータ 
ーの作業ディレクトリに
抽出するアーカイブのカン
マ区切りリスト。サポート
されるタイプには .jar、
.tar.gz、.tgz、.zip な
どがあります。抽出する
ディレクトリ名を指定する
には、抽出するファイル名の

NULL
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キー 説明 デフォルト値

後に # を追加します。例え 
ば、file.zip#directory

。

spark.authenticate Spark の内部接続の認証を有
効にするオプション。

TRUE

spark.driver.cores ドライバーが使用するコアの
数。

4

spark.driver.extra 
JavaOptions

Spark ドライバーの追加 Java 
オプション。

NULL

spark.driver.memory ドライバーが使用するメモリ
の量。

14G

spark.dynamicAlloc 
ation.enabled

動的リソース割り当てを有効
にするオプション。このオプ
ションは、ワークロードに基
づいて、アプリケーションに
登録されたエグゼキュターの
数をスケールアップまたはス
ケールダウンします。

TRUE

spark.dynamicAlloc 
ation.executorIdle 
Timeout

Spark がエグゼキュターを削
除するまで、エグゼキュター
がアイドル状態を維持できる 
時間の長さ。これは、動的割
り当てを有効にした場合にの
み適用されます。

60 秒

spark.dynamicAlloc 
ation.initialExecu 
tors

動的割り当てを有効にした場
合に実行するエグゼキュター
の初期数。

3
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キー 説明 デフォルト値

spark.dynamicAlloc 
ation.maxExecutors

動的割り当てを有効にした場
合のエグゼキュター数の上
限。

6.10.0 以降では infinity

6.9.0 以前では 100

spark.dynamicAlloc 
ation.minExecutors

動的割り当てを有効にした場
合のエグゼキュター数の下
限。

0

spark.emr-serverle 
ss.allocation.batc 
h.size

エグゼキュター割り当ての各
サイクルでリクエストするコ
ンテナの数。各割り当てサイ
クル間には 1 秒のギャップが
あります。

20

spark.emr-serverle 
ss.driver.disk

Spark ドライバーディスク。 20G

spark.emr-serverle 
ss.driverEnv. [KEY]

Spark ドライバーに環境変数
を追加するオプション。

NULL

spark.emr-serverle 
ss.executor.disk

Spark エグゼキュターディス
ク。

20G

spark.emr-serverle 
ss.memoryOverheadF 
actor

ドライバーとエグゼキュター
のコンテナメモリに追加する
メモリオーバーヘッドを設定
します。

0.1

spark.emr-serverle 
ss.driver.disk.type

Spark ドライバーにアタッチ
されたディスクタイプ。

規格

spark.emr-serverle 
ss.executor.disk.t 
ype

Spark エグゼキュターにア 
タッチされたディスクタイ
プ。

規格

spark.executor.cores 各エグゼキュターが使用する
コアの数。

4
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キー 説明 デフォルト値

spark.executor.ext 
raJavaOptions

Spark エグゼキューターの追
加 Java オプション。

NULL

spark.executor.ins 
tances

割り当てる Spark エグゼキュ
ターコンテナの数。

3

spark.executor.mem 
ory

各エグゼキュターが使用する
メモリの量。

14G

spark.executorEnv.
[KEY]

Spark エグゼキュターに環境
変数を追加するオプション。

NULL

spark.files 各エグゼキューターの作業
ディレクトリに配置される
ファイルのカンマ区切りリス
ト。これらのファイルのファ
イルパスには、SparkFile 
s.get( fileName) を使用
してエグゼキューターでアク
セスできます。

NULL

spark.hadoop.hive. 
metastore.client.f 
actory.class

Hive メタストア実装クラス。 NULL

spark.jars ドライバーとエグゼキュター
のランタイムクラスパスに追
加する追加のジャー。

NULL

spark.network.cryp 
to.enabled

AES ベースの RPC 暗号化を
有効にするオプション。これ
には、Spark 2.2.0 で追加され
た認証プロトコルが含まれま 
す。

FALSE
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キー 説明 デフォルト値

spark.sql.warehous 
e.dir

マネージドデータベースと
テーブルのデフォルトの場
所。

$PWD/spark-warehouse
の値

spark.submit.pyFiles Python アプリの PYTHONPAT 
H  に配置する .zip、.egg、
または  .py ファイルのカン
マ区切りリスト。

NULL

次の表に、デフォルトの Spark 送信パラメータを示します。

デフォルトの Spark 送信パラメータ

キー 説明 デフォルト値

archives Spark が各エグゼキューター
の作業ディレクトリに抽出す
るアーカイブのカンマ区切り 
リスト。

NULL

class アプリケーションのメイン
クラス (Java アプリおよび 
Scala アプリの場合)。

NULL

conf 任意の Spark 設定プロパ
ティ。

NULL

driver-cores ドライバーが使用するコアの
数。

4

driver-memory ドライバーが使用するメモリ
の量。

14G

executor-cores 各エグゼキュターが使用する
コアの数。

4
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キー 説明 デフォルト値

executor-memory エグゼキュターが使用するメ
モリの量。

14G

files 各エグゼキューターの作業
ディレクトリに配置される
ファイルのカンマ区切りリス
ト。これらのファイルのファ
イルパスには、SparkFile 
s.get( fileName) を使用
してエグゼキューターでアク
セスできます。

NULL

jars ドライバーとエグゼキュー
ターのクラスパスに含める jar 
のカンマ区切りリスト。

NULL

num-executors 起動するエグゼキューターの
数。

3

py-files Python アプリの PYTHONPAT 
H  に配置する .zip、.egg、
または .py ファイルのカンマ
区切りリスト。

NULL

verbose 追加のデバッグ出力を有効に
するオプション。

NULL

リソース設定のベストプラクティス

StartJobRun API を使用したドライバーとエグゼキュターのリソースの設定

Note

Spark ドライバーとエグゼキュターのコアとメモリプロパティを指定する場合
は、StartJobRun API リクエストで直接指定しなければなりません。
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この方法でリソースを設定することにより、EMR Serverless はジョブを実行する前に正しいリソー
スを割り当てることができます。これは、.py ファイルや .jar ファイルなど、ユーザースクリプトで
提供される設定とは対照的です。これは、ドライバーワーカーとエグゼキュターワーカーがスクリプ
トの実行を開始する前に事前プロビジョニングされる可能性があるので、評価が遅すぎます。ジョブ
の送信中にこれらのリソースを設定する方法は 2 つサポートされています:

オプション 1: sparkSubmitParameters を使用する

"jobDriver": { 
 "sparkSubmit": { 
    "entryPoint": "s3://your-script-path.py", 
    "sparkSubmitParameters": "—conf spark.driver.memory=4g \ 
    —conf spark.driver.cores=2 \ 
    —conf spark.executor.memory=8g \ 
    —conf spark.executor.cores=4" 
  } 
 }

オプション 2: spark-defaults 分類に configurationOverrides を使用する

"configurationOverrides": { 
 "applicationConfiguration": [ 
 { 
 "classification": "spark-defaults", 
 "properties": { 
     "spark.driver.memory": "4g", 
     "spark.driver.cores": "2", 
     "spark.executor.memory": "8g", 
     "spark.executor.cores": "4" 
      } 
    } 
  ] 
 }

Spark の例

次の例では、StartJobRun API を使用して Python スクリプトを実行する方法を示しています。こ
の例を使用するエンドツーエンドのチュートリアルについては、「Amazon EMR Serverless の使用
を開始する」を参照してください。PySpark ジョブを実行し、Python 依存関係を追加する方法のそ
の他の例は、EMR Serverless Samples GitHub リポジトリにあります。
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aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://us-east-1.elasticmapreduce/emr-containers/samples/
wordcount/scripts/wordcount.py", 
            "entryPointArguments": ["s3://amzn-s3-demo-destination-bucket/
wordcount_output"], 
            "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=1 --conf 
 spark.executor.memory=4g --conf spark.driver.cores=1 --conf spark.driver.memory=4g --
conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }'

次の例は、StartJobRun API を使用して Spark JAR を実行する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "/usr/lib/spark/examples/jars/spark-examples.jar", 
            "entryPointArguments": ["1"], 
            "sparkSubmitParameters": "--class org.apache.spark.examples.SparkPi --conf 
 spark.executor.cores=4 --conf spark.executor.memory=20g --conf spark.driver.cores=4 --
conf spark.driver.memory=8g --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }'

EMR Serverless ジョブ実行時の Hive 設定の使用
type パラメータを HIVE に設定して、アプリケーションで Hive ジョブを実行できます。ジョブ
は、Amazon EMR のリリースバージョンと互換性のある Hive バージョンと互換性がある必要があり
ます。例えば、Amazon EMR リリース 6.6.0 のアプリケーションでジョブを実行する場合、ジョブ
は Apache Hive 3.1.2 と互換性がある必要があります。各リリースのアプリケーションバージョンの
詳細については、「Amazon EMR Serverless のリリースバージョン」を参照してください。

Hive ジョブのパラメータ

StartJobRun API を使用して Hive ジョブを実行する場合は、次のパラメータを指定します。
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必須パラメータ

• Hive ジョブのランタイムロール

• Hive ジョブのドライバーパラメータ

• Hive 設定オーバーライドパラメータ

Hive ジョブのランタイムロール

executionRoleArn を使用して、アプリケーションが Hive ジョブの実行に使用する IAM ロールの 
ARN を指定します。このロールには、以下のアクセス許可が含まれている必要があります。

• データが存在する S3 バケットまたはその他のデータソースからの読み取り

• Hive クエリファイルと init クエリファイルが存在する S3 バケットまたはプレフィックスからの読
み取り

• Hive Scratch ディレクトリと Hive メタストアウェアハウスディレクトリが存在する S3 バケット
への読み取りと書き込み

• 最終出力を書き込む予定の S3 バケットへの書き込み

• S3MonitoringConfiguration が指定した S3 バケットまたはプレフィックスへのログの書き
込み

• KMS キーを使用して S3 バケット内のデータを暗号化する場合の KMS キーへのアクセス

• AWS Glue データカタログへのアクセス

Hive ジョブが他のデータソースとの間でデータを読み書きする場合は、この IAM ロールに適切なア
クセス許可を指定します。これらのアクセス許可を IAM ロールに指定しなければ、ジョブが失敗す
る可能性があります。詳細については、「Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール」を
参照してください。

Hive ジョブのドライバーパラメータ

jobDriver を使用してジョブに入力します。ジョブのドライバーパラメータは、実行するジョ
ブタイプに対して 1 つの値のみを受け入れます。hive をジョブタイプとして指定すると、EMR 
Serverless は Hive クエリを jobDriver パラメータに渡します。Hive ジョブには、以下のパラメー
タがあります。

• query – これは、実行する Hive クエリファイルへの Amazon S3 での参照です。
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• parameters – 上書きする追加の Hive 設定プロパティです。プロパティを上書きするには、プロ
パティを --hiveconf property=value としてこのパラメータに渡します。変数を上書きする
には、変数を --hivevar key=value としてこのパラメータに渡します。

• initQueryFile – これは init Hive クエリファイルです。Hive はクエリの前にこのファイルを実
行し、このファイルでテーブルを初期化できます。

Hive 設定オーバーライドパラメータ

configurationOverrides を使用して、モニタリングレベルおよびアプリケーションレベルの設
定プロパティを上書きします。このパラメータは、次の 2 つのフィールドを持つ JSON オブジェク
トを受け入れます。

• monitoringConfiguration – このフィールドを使用して、EMR Serverless ジョブに Hive ジョ
ブのログを保存する Amazon S3 URL (s3MonitoringConfiguration) を指定します。このバ
ケットは、アプリケーションをホストするのと同じ AWS アカウントで作成し、ジョブが実行され
ているのと同じ AWS リージョンで作成してください。

• applicationConfiguration – このフィールドに設定オブジェクトを指定すると、アプリケー
ションのデフォルト設定を上書きできます。短縮構文を使用して、設定を指定したり、JSON ファ
イルの設定オブジェクトを参照したりできます。設定オブジェクトは、分類、プロパティ、オプ
ションの入れ子になっている設定で構成されます。プロパティは、そのファイル内で上書きする設
定で構成されます。単一の JSON オブジェクトで、複数のアプリケーションに複数の分類を指定
できます。

Note

特定の EMR Serverless リリースによって使用可能な設定分類は異なります。例えば、カ
スタム Log4j spark-driver-log4j2 と spark-executor-log4j2 の分類は、リリー
ス 6.8.0 以降でのみ使用できます。

アプリケーションの上書きと Hive パラメータで同じ設定を渡すと、Hive パラメータが優先されま
す。次のリストは、設定を優先順位の高いものから低いものへとランク付けしたものです。

• --hiveconf property=value で Hive パラメータの一部として提供する設定。

• アプリケーションの一部として提供する設定は、ジョブの開始時に上書きされます。

• アプリケーションの作成時に runtimeConfiguration の一部として提供する設定。
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• リリース用に Amazon EMR が割り当てた最適化された設定。

• アプリケーションのデフォルトのオープンソース設定。

アプリケーションレベルでの設定の宣言と、ジョブ実行時の設定の上書きの詳細については、
「EMR Serverless のデフォルトのアプリケーション設定」を参照してください。

Hive ジョブプロパティ

次の表に、Hive ジョブの送信時に設定する必須プロパティを示します。

必須の Hive ジョブプロパティ

設定 説明

hive.exec.scratchdir Hive ジョブの実行中に EMR Serverless が一時
ファイルを作成する Amazon S3 の場所。

hive.metastore.warehouse.dir Hive のマネージドテーブル用データベースの 
Amazon S3 の場所。

次の表に、オプションの Hive プロパティと、Hive ジョブを送信するときに上書きできるデフォルト
値を示します。

オプションの Hive プロパティとデフォルト値

設定 説明 デフォルト値

fs.s3.customAWSCre 
dentialsProvider

使用する AWS 認証情報プロ
バイダー。

com.amazonaws.auth 
.DefaultAWSCredentialsProvi 
derChain

fs.s3a.aws.credent 
ials.provider

S3A ファイルシステムで使用
する AWS 認証情報プロバイ
ダー。

com.amazonaws.auth 
.DefaultAWSCredentialsProvi 
derChain

hive.auto.convert. 
join

入力ファイルサイズに基づい
た共通結合のマップ結合へ
の自動変換を有効にするオプ
ション。

TRUE
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設定 説明 デフォルト値

hive.auto.convert. 
join.noconditional 
task

Hive が入力ファイルサイズに
基づいて共通結合をマップ結
合に変換するときに最適化を
有効にするオプション。

TRUE

hive.auto.convert. 
join.noconditional 
task.size

このサイズ以下では、結合は
マップ結合に直接変換されま
す。

最適な値は Tez タスクメモリ
に基づいて計算されます

hive.cbo.enable Calcite フレームワークでコス
トベースの最適化を有効にす
るオプション。

TRUE

hive.cli.tez.sessi 
on.async

Hive クエリのコンパイル中
にバックグラウンド Tez セッ
ションを開始するオプショ
ン。false に設定すると、Hi 
ve クエリのコンパイル後に 
Tez AM が起動されます。

TRUE

hive.compute.query 
.using.stats

Hive をアクティブ化して、メ
タストアに保存された統計を
使用して特定のクエリに回答
するオプション。基本的な統
計については、hive.stat 
s.autogather  を TRUE に
設定します。クエリのより高
度なコレクションについては 
、analyze table queries
を実行します。

TRUE
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設定 説明 デフォルト値

hive.default.filef 
ormat

CREATE TABLE ステートメン
トのデフォルトのファイル形
式。CREATE TABLE コマンド
で STORED AS [FORMAT] を
指定した場合、これを明示的
に上書きできます。

TEXTFILE

hive.driver.cores Hive ドライバープロセスに使
用するコアの数。

2

hive.driver.disk Hive ドライバーのディスクサ
イズ。

20G

hive.driver.disk.t 
ype

Hive ドライバーのディスクタ
イプ。

規格

hive.tez.disk.type tez ワーカーのディスクサイ
ズ。

規格

hive.driver.memory Hive ドライバープロセスご
とに使用するメモリ量。Hive 
CLI と Tez Application Master 
は、このメモリを 20% のヘッ
ドルームを取って均等に共有
します。

6G

hive.emr-serverles 
s.launch.env.[ KEY]

Hive ドライバー、Tez 
AM、Tez タスクなど、すべて 
の Hive 固有のプロセスで KEY
環境変数を設定するオプショ
ン。

 

hive.exec.dynamic. 
partition

DML/DDL で動的パーティショ 
ンを有効にするオプション。

TRUE
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設定 説明 デフォルト値

hive.exec.dynamic. 
partition.mode

厳格モードを使用するか、非
厳格モードを使用するかを指
定するオプション。厳格モー
ドでは、すべてのパーティ
ションを誤って上書きする場
合に備えて、少なくとも 1 つ
の静的パーティションを指定
します。非厳格モードでは、 
すべてのパーティションを動
的にすることができます。

strict

hive.exec.max.dyna 
mic.partitions

Hive が全体で作成する動的
パーティションの最大数。

1,000

hive.exec.max.dyna 
mic.partitions.per 
node

Hive がマッパーノードとリ
デューサーノードのそれぞれ
に作成する動的パーティショ 
ンの最大数。

100

hive.exec.orc.spli 
t.strategy

次のいずれかの値が予想され
ます。BI、ETL、HYBRID。
これはユーザーレベルの設定
ではありません。BI は、ク
エリの実行よりも分割生成に
費やす時間を減らすように指
定します。ETL は分割生成に
より多くの時間を費やすよう
に指定します。HYBRID は、
ヒューリスティックに基づい
て上記の戦略の選択を指定し
ます。

HYBRID
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設定 説明 デフォルト値

hive.exec.reducers 
.bytes.per.reducer

リデューサーあたりのサイ
ズ。デフォルトは 256 MB で
す。入力サイズが 1G の場
合、ジョブは 4 つのリデュー
サーを使用します。

256000000

hive.exec.reducers 
.max

リデューサーの最大数。 256

hive.exec.stagingdir Hive がテーブルの場所内およ
び hive.exec.scratchd 
ir  プロパティで指定された
スクラッチディレクトリの場
所内に作成する一時ファイル
を保存するディレクトリの名
前。

.hive-staging

hive.fetch.task.co 
nversion

次のいずれかの
値が予想されま
す。NONE、MINIMAL、MORE。Hive 
は、選択クエリを 1 つの
FETCH タスクに変換できま 
す。これにより、レイテン
シーが最小限に抑えられま
す。

MORE

hive.groupby.posit 
ion.alias

Hive が GROUP BY ステート
メントで列位置エイリアスを
使用するようにするオプショ
ン。

FALSE

hive.input.format デフォルトの入力形 
式。CombineHiveInputFo 
rmat  で問題が発生した場合
は、HiveInputFormat  に
設定します。

org.apache.hadoop. 
hive.ql.io.Combine 
HiveInputFormat
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設定 説明 デフォルト値

hive.log.explain.o 
utput

Hive ログ内のクエリの拡張
出力の説明を有効にするオプ
ション。

FALSE

hive.log.level Hive ロギングレベル。 INFO

hive.mapred.reduce 
.tasks.speculative 
.execution

リデューサーの投機的起動を
有効にするオプション。Ama 
zon EMR 6.10.x 以前でのみサ
ポートされています。

TRUE

hive.max-task-cont 
ainers

同時コンテナの最大数。設定
されたマッパーメモリにこの
値を乗じて、分割計算とタス
クプリエンプションが使用す
る利用可能なメモリを決定し
ます。

1,000

hive.merge.mapfiles マップのみのジョブの最後に
小さなファイルがマージされ
るオプション。

TRUE

hive.merge.size.pe 
r.task

ジョブの最後にマージされた
ファイルのサイズ。

256000000

hive.merge.tezfiles Tez DAG の最後に小さなファ 
イルのマージを有効にするオ
プション。

FALSE

hive.metastore.cli 
ent.factory.class

IMetaStoreClient  イン
ターフェイスを実装するオブ
ジェクトを生成するファクト
リークラスの名前。

com.amazonaws.glue 
.catalog.metastore 
.AWSGlueDataCatalo 
gHiveClientFactory
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設定 説明 デフォルト値

hive.metastore.glu 
e.catalogid

AWS Glue Data Catalog がメ
タストアとして機能し、ジョ
ブとは異なる AWS アカウン
トで実行される場合、ジョブ
が実行されている AWS アカ
ウントの ID。

NULL

hive.metastore.uris メタストアクライアントがリ
モートメタストアへの接続に
使用する thrift URI。

NULL

hive.optimize.ppd 述語プッシュダウンを有効に
するオプション。

TRUE

hive.optimize.ppd. 
storage

ストレージハンドラーへの述
語プッシュダウンを有効にす
るオプション。

TRUE

hive.orderby.posit 
ion.alias

Hive が ORDER BY ステート
メントで列位置エイリアスを
使用するようにするオプショ
ン。

TRUE

hive.prewarm.enabled Tez のコンテナプレウォーム
をオンにするオプション。

FALSE

hive.prewarm.numco 
ntainers

Tez でプレウォームするコン
テナの数。

10

hive.stats.autogat 
her

INSERT OVERWRITE  コマン
ド中に Hive が基本統計を自動
的に収集できるようにするオ
プション。

TRUE
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設定 説明 デフォルト値

hive.stats.fetch.c 
olumn.stats

メタストアからの列統計の取
得を無効にするオプション。
列の数が多い場合、列統計の
取得は高価になる可能性があ
ります。

FALSE

hive.stats.gather. 
num.threads

partialscan  および
noscan ANALYZE コマンド
がパーティションテーブルに
使用するスレッドの数。これ
は、StatsProvidingReco 
rdReader  を実装するファイ
ル形式 (ORC など) にのみ適
用されます。

10

hive.strict.checks 
.cartesian.product

厳密なデカルト結合チェック
を有効にするオプション。こ
れらのチェックでは、直積集
合 (クロス結合) は許可されま
せん。

FALSE

hive.strict.checks 
.type.safety

厳密なタイプの安全チェッ
クを有効にし、string と
double の両方と bigint の
比較を無効にするオプショ
ン。

TRUE

hive.support.quote 
d.identifiers

NONE または COLUMN の値が
必要です。NONE は、英数字と
アンダースコア文字のみが識
別子として有効であることを
示します。COLUMN は、列名
に任意の文字を含めることが
できることを示します。

COLUMN
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設定 説明 デフォルト値

hive.tez.auto.redu 
cer.parallelism

Tez 自動リデューサー並列処
理機能を有効にするオプショ
ン。Hive は引き続きデータ
サイズを推定し、並列処理の
推定値を設定します。Tez は
ソース頂点の出力サイズをサ
ンプリングし、必要に応じて 
実行時に推定値を調整しま
す。

TRUE

hive.tez.container 
.size

Tez タスクプロセスごとに使
用するメモリ量。

6144

hive.tez.cpu.vcores Tez タスクごとに使用するコ
アの数。

2

hive.tez.disk.size 各タスクコンテナのディスク
サイズ。

20G

hive.tez.input.for 
mat

Tez AM での分割生成の入力 
形式。

org.apache.hadoop. 
hive.ql.io.HiveInp 
utFormat

hive.tez.min.parti 
tion.factor

自動リデューサー並列処理を
有効にするときに Tez が指定
するリデューサーの下限。

0.25

hive.vectorized.ex 
ecution.enabled

ベクトル化されたクエリ実行
モードを有効にするオプショ
ン。

TRUE

hive.vectorized.ex 
ecution.reduce.ena 
bled

クエリ実行のリデュース側の
ベクトル化モードを有効にす
るオプション。

TRUE
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設定 説明 デフォルト値

javax.jdo.option.C 
onnectionDriverName

JDBC メタストアのドライ 
バークラス名。

org.apache.derby.j 
dbc.EmbeddedDriver

javax.jdo.option.C 
onnectionPassword

メタストアデータベースに関
連付けられたパスワード。

NULL

javax.jdo.option.C 
onnectionURL

JDBC メタストアの JDBC 接
続文字列。

jdbc:derby:;databa 
seName=metastore_d 
b;create=true

javax.jdo.option.C 
onnectionUserName

メタストアデータベースに関
連付けられたユーザー名。

NULL

mapreduce.input.fi 
leinputformat.spli 
t.maxsize

入力形式が org.apach 
e.hadoop.hive.ql.i 
o.CombineHiveInput 
Format  の場合、分割計算時 
の分割の最大サイズ。値 0 (ゼ
ロ) は、制限がないことを示し
ます。

0

tez.am.dag.cleanup 
.on.completion

DAG の完了時にシャッフル
データのクリーンアップを有
効にするオプション。

TRUE

tez.am.emr-serverl 
ess.launch.env.[ KEY]

Tez AM プロセスで KEY 環
境変数を設定するオプショ
ン。Tez AM の場合、この値
は hive.emr-serverles 
s.launch.env.[ KEY] 値
を上書きします。

 

tez.am.log.level EMR Serverless が Tez App 
プライマリーに渡すルートロ
グインレベル。

INFO
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設定 説明 デフォルト値

tez.am.sleep.time. 
before.exit.millis

EMR Serverless は、AM 
シャットダウンリクエストか
らこの期間の後に ATS イベン
トをプッシュする必要があり
ます。

0

tez.am.speculation 
.enabled

遅いタスクを投機的に起動す
るオプション。これにより、
マシンの不良や遅延のため
に一部のタスクの実行が遅く
なっている場合、ジョブのレ
イテンシーを減らすことがで
きます。Amazon EMR 6.10.x 
以前でのみサポートされてい
ます。

FALSE

tez.am.task.max.fa 
iled.attempts

特定のタスクが失敗するまで
の最大試行回数。この数は、
手動で終了した試行数をカウ
ントしません。

3

tez.am.vertex.clea 
nup.height

すべての依存頂点が完了する
と、Tez AM が頂点シャッフ
ルデータを削除する距離。こ
の機能は、値が 0 の場合に無
効になります。Amazon EMR 
バージョン 6.8.0 以降でこの
機能がサポートされています 
。

0

tez.client.asynchr 
onous-stop

EMR Serverless が Hive ドラ
イバーを終了する前に ATS 
イベントをプッシュするオプ
ション。

FALSE
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設定 説明 デフォルト値

tez.grouping.max-s 
ize

グループ化された分割のサイ
ズの上限 (バイト単位)。この
制限により、過度に大きな分
割が防止されます。

1073741824

tez.grouping.min-s 
ize

グループ化された分割のサイ
ズの下限 (バイト単位)。この
制限により、小さい分割が多
発するのが防止されます。

16777216

tez.runtime.io.sor 
t.mb

Tez が出力をソートするとき
のソフトバッファのサイズ。

最適な値は Tez タスクメモリ
に基づいて計算されます

tez.runtime.unorde 
red.output.buffer. 
size-mb

Tez がディスクに直接書き込
まない場合に使用するバッ
ファのサイズ。

最適な値は Tez タスクメモリ
に基づいて計算されます

tez.shuffle-vertex 
-manager.max-src-f 
raction

EMR Serverless が現在の頂
点のすべてのタスクをスケ
ジュールする前に完了する
必要があるソースタスクの
割合 (ScatterGather  接
続の場合)。現在の頂点でス
ケジューリングできるタス
クの数は、min-fraction
と max-fraction  の間で
直線的にスケールされます。
これはデフォルト値または
tez.shuffle-vertex 
-manager.min-src-f 
raction  のいずれか大きい
方がデフォルトになります。

0.75
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設定 説明 デフォルト値

tez.shuffle-vertex 
-manager.min-src-f 
raction

EMR Serverless が現在の頂点
のタスクをスケジュールする
前に完了する必要があるソー
スタスクの割合 (ScatterGa 
ther  接続の場合)。

0.25

tez.task.emr-serve 
rless.launch.env.[
KEY]

Tez タスクプロセスで KEY
環境変数を設定するオプショ
ン。Tez タスクの場合、この 
値は hive.emr-serverles 
s.launch.env.[ KEY] 値
を上書きします。

 

tez.task.log.level EMR Serverless が Tez タス
クに渡すルートログインレベ
ル。

INFO

tez.yarn.ats.event 
.flush.timeout.mil 
lis

シャットダウンする前にイベ
ントがフラッシュされるまで
の AM の最大待機時間。

300000

Hive ジョブの例

次のコード例は、StartJobRun API を使用して Hive クエリを実行する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
            "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/query/hive-
query.ql", 
            "parameters": "--hiveconf hive.log.explain.output=false" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 

Hive の例 123



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

            "classification": "hive-site", 
            "properties": { 
                "hive.exec.scratchdir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/
hive/scratch", 
                "hive.metastore.warehouse.dir": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/hive/warehouse", 
                "hive.driver.cores": "2", 
                "hive.driver.memory": "4g", 
                "hive.tez.container.size": "4096", 
                "hive.tez.cpu.vcores": "1" 
            } 
        }] 
    }'

Hive ジョブを実行する方法のその他の例は、EMR Serverless Samples GitHub リポジトリにありま
す。

EMR Serverless ジョブの耐障害性
EMR Serverless リリース 7.1.0 以降には、ジョブの耐障害性のサポートが含まれているため、失敗
したジョブはユーザーによる手動入力を必要とせず自動的に再試行されます。ジョブの障害耐性のも
う 1 つの利点は、AZ で問題が発生した場合に EMR Serverless がジョブ実行を異なるアベイラビリ
ティーゾーン (AZ) に移動することです。

ジョブの障害耐性を有効にするには、ジョブの再試行ポリシーを設定します。再試行ポリシーは、
ジョブがいずれかの時点で失敗した場合に EMR Serverless が自動的に再起動するようにします。再
試行ポリシーはバッチジョブとストリーミングジョブでサポートされるため、ユースケースに応じて
ジョブの耐障害性をカスタマイズします。次の表は、バッチジョブとストリーミングジョブ全体にお
けるジョブの耐障害性の動作と相違点を比較したものです。

  バッチジョブ ストリーミングジョブ

デフォルトの動作 ジョブを再実行しません。 アプリケーションがジョブの
実行中にチェックポイントを
作成するため、常にジョブの
実行を再試行します。

再試行ポイント バッチジョブにはチェック
ポイントがないため、EMR 

ストリーミングジョブは
チェックポイントをサポー
トしているため、ランタイ
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  バッチジョブ ストリーミングジョブ

Serverless は常にジョブを最
初から再実行します。

ム状態を保存し、Amazon 
S3 のチェックポイントの場
所に進むようにストリーミ
ングクエリを設定します。E 
MR Serverless は、チェック
ポイントからのジョブ実行 
を再開します。詳細につい
ては、Apache Spark ドキュ
メントの「Recovering from 
failures with Checkpointing」
を参照してください。

再試行の最大回数 最大 10 回の再試行を許可しま
す。

ストリーミングジョブにはス
ラッシュ防止コントロールが
組み込まれているため、1 時
間にわたってジョブが失敗し
続けると、アプリケーション 
は再試行を停止します。1 時
間以内のデフォルトの再試行
回数は 5 回です。この再試行 
回数は 1～10 に設定できま
す。最大試行回数をカスタマ
イズすることはできません。
値 1 は、再試行が行われない
ことを示します。

EMR Serverless はジョブの再実行を試みる際に、ジョブに試行番号のインデックスも付加するた
め、試行全体でジョブのライフサイクルを追跡します。

EMR Serverless API オペレーションまたは AWS CLI を使用して、ジョブの耐障害性を変更する、
またはジョブの耐障害性に関連する情報にアクセスします。詳細については、「EMR Serverless 
API guide」を参照してください。

デフォルトでは、EMR Serverless はバッチジョブを再実行しません。バッチジョブの再試行を
有効にするには、バッチジョブの実行を開始するときに maxAttempts パラメータを設定しま
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す。maxAttempts パラメータはバッチジョブにのみ適用されます。デフォルトは 1 です。つまり、
ジョブを再実行しません。使用できる値は 1～10 (両端の値を含む) です。

次の例は、ジョブ実行の開始時に最大試行回数として 10 回を指定する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run 
 --application-id <APPLICATION_ID> \ 
 --execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \ 
 --mode 'BATCH' \ 
 --retry-policy '{ 
    "maxAttempts": 10 
 }' \ 
 --job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
         "entryPoint": "/usr/lib/spark/examples/jars/spark-examples-does-not-
exist.jar", 
         "entryPointArguments": ["1"], 
         "sparkSubmitParameters": "--class org.apache.spark.examples.SparkPi" 
     }
}'

EMR Serverless は、失敗したストリーミングジョブを無期限に再試行します。回復不可能な障害が
繰り返し発生することによるスラッシングを回避するには、maxFailedAttemptsPerHour を使用
してストリーミングジョブの再試行のスラッシュ防止コントロールを設定します。このパラメータを
使用すると、EMR Serverless が再試行を停止するまでの 1 時間に許容される失敗の最大試行回数を
指定できます。デフォルトは 5 回です。使用できる値は 1～10 (両端の値を含む) です。

aws emr-serverless start-job-run 
 --application-id <APPPLICATION_ID> \ 
 --execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \ 
 --mode 'STREAMING' \ 
 --retry-policy '{ 
    "maxFailedAttemptsPerHour": 7 
 }' \ 
 --job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
         "entryPoint": "/usr/lib/spark/examples/jars/spark-examples-does-not-
exist.jar", 
         "entryPointArguments": ["1"], 
         "sparkSubmitParameters": "--class org.apache.spark.examples.SparkPi" 
     }
}'
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他のジョブ実行 API オペレーションを使用して、ジョブに関する情報を取得することもできます。
例えば、GetJobRun オペレーションで attempt パラメータを使用して、特定のジョブの試行に関
する詳細情報を取得します。attempt パラメータを設定しない場合は、オペレーションによって最
新の試行に関する情報が返されます。

aws emr-serverless get-job-run \ 
    --job-run-id job-run-id \ 
    --application-id application-id \ 
    --attempt 1

ListJobRunAttempts オペレーションは、ジョブ実行に関連するすべての試行に関する情報を返
します。

aws emr-serverless list-job-run-attempts \ 
  --application-id application-id \ 
  --job-run-id job-run-id

GetDashboardForJobRun オペレーションは、ジョブ実行のアプリケーション UI にアクセスする
ために使用する URL を作成して返します。attempt パラメータを使用すると、特定の試行の URL 
を取得できます。attempt パラメータを設定しない場合は、オペレーションによって最新の試行に
関する情報が返されます。

aws emr-serverless get-dashboard-for-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --job-run-id job-run-id \ 
    --attempt 1

再試行ポリシーを使用してジョブをモニタリングする

ジョブの耐障害性サポートでは、新しいイベント EMR Serverless ジョブ実行の再試行も追加されま
す。EMR Serverless は、ジョブの再試行ごとにこのイベントを発行します。この通知を使用して、
ジョブの再試行を追跡できます。イベントの詳細については、「Amazon EventBridge events」を参
照してください。

再試行ポリシーを使用したログ記録

EMR Serverless がジョブを再試行するたびに、試行によって独自のログセットが生成されま
す。EMR Serverless がこれらのログを上書きせずに Amazon S3 と Amazon CloudWatch に正常に
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配信できるようにするため、EMR Serverless は S3 ログパスと CloudWatch ログストリーム名の形
式にプレフィックスを追加して、ジョブの試行数を設定します。

以下に示しているのは、形式の具体的な例です。

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/attempts/<attemptNumber>/'.

この形式により、EMR Serverless はジョブの試行ごとにすべてのログを Amazon S3 および 
CloudWatch の独自の指定場所に発行します。詳細については、「Storing logs」を参照してくださ
い。

Note

EMR Serverless は、すべてのストリーミングジョブと再試行が有効になっているバッチジョ
ブでのみ、このプレフィックス形式を使用します。

EMR Serverless のメタストア設定

Hive メタストアは、スキーマ、パーティション名、データ型など、テーブルに関する構造情報を一
元的に保存する場所です。EMR Serverless を使用することにより、このテーブルメタデータをジョ
ブにアクセスできるメタストアに保持します。

Hive メタストアとして 2 つのオプションがあります。

• AWS Glue データカタログ

• 外部の Apache Hive メタストア

メタストアとしての AWS Glue データカタログの使用

AWS Glue データカタログをメタストアとして使用するように Spark ジョブと Hive ジョブを設定で
きます。永続的なメタストア、またはさまざまなアプリケーション、サービス、あるいは AWS アカ
ウントで共有されるメタストアが必要である場合は、この設定をお勧めします。データカタログの詳
細については、「AWS Glue データカタログの入力」を参照してください。AWS Glue の料金につい
ては、「AWS Glue の料金」を参照してください。

EMR Serverless ジョブは、アプリケーションと同じ AWS アカウントまたは別の AWS アカウント
で AWS Glue データカタログを使用するように設定できます。

EMR Serverless のメタストア設定 128

https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/EMR-Serverless-UserGuide/logging.html
https://docs.aws.amazon.com/glue/latest/dg/populate-data-catalog.html
https://aws.amazon.com/glue/pricing


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

AWS Glue データカタログを設定する

データカタログを設定するには、使用する EMR Serverless アプリケーションのタイプを選択しま
す。

Spark

EMR Studio を使用して EMR Serverless Spark アプリケーションでジョブを実行する場
合、AWS Glue データカタログはデフォルトのメタストアです。

SDK または AWS CLI を使用する場合、ジョブ実行の sparkSubmit パラメー
タで設定 spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class を
com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory
に設定します。次の例は、AWS CLI を使用してデータカタログを設定する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/code/pyspark/
extreme_weather.py", 
            "sparkSubmitParameters": "--conf 
 spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory 
 --conf spark.driver.cores=1 --conf spark.driver.memory=3g --conf 
 spark.executor.cores=4 --conf spark.executor.memory=3g" 
        } 
    }'

または、Spark コードで新しい SparkSession を作成するときにこの設定をすることができま
す。

from pyspark.sql import SparkSession

spark = ( 
    SparkSession.builder.appName("SparkSQL") 
    .config( 
        "spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class", 
        "com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory", 
    ) 
    .enableHiveSupport() 
    .getOrCreate()
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)

# we can query tables with SparkSQL
spark.sql("SHOW TABLES").show()

# we can also them with native Spark
print(spark.catalog.listTables())

Hive

EMR Serverless Hive アプリケーションの場合、データカタログはデフォルトのメタストアで
す。つまり、EMR Serverless Hive アプリケーションでジョブを実行すると、Hive はアプリケー
ションと同じ AWS アカウントでデータカタログにメタストア情報を記録します。データカタロ
グをメタストアとして使用するのに、仮想プライベートクラウド (VPC) は必要ありません。

Hive メタストアテーブルにアクセスするには、「AWS Glue の IAM アクセス許可の設定」で説
明されている必要な AWS Glue ポリシーを追加します。

EMR Serverless および AWS Glue データカタログのクロスアカウントアクセスを設
定する

EMR Serverless のクロスアカウントアクセスを設定するには、まず次の AWS アカウントにサイン
インします。

• AccountA – EMR Serverless アプリケーションを作成している AWS アカウント。

• AccountB – EMR Serverless ジョブ実行でアクセスさせる AWS Glue データカタログを含む 
AWS アカウント。

1. AccountB の管理者またはその他の承認された ID が、AccountB のデータカタログにリソー
スポリシーをアタッチしていることを確認します。このポリシーは、AccountB カタログ内
のリソースに対してオペレーションを実行するための特定のクロスアカウントアクセス許可を
AccountA に付与します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
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      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:GetDatabase", 
        "glue:CreateDatabase", 
        "glue:GetDataBases", 
        "glue:CreateTable", 
        "glue:GetTable", 
        "glue:UpdateTable", 
        "glue:DeleteTable", 
        "glue:GetTables", 
        "glue:GetPartition", 
        "glue:GetPartitions", 
        "glue:CreatePartition", 
        "glue:BatchCreatePartition", 
        "glue:GetUserDefinedFunctions" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:glue:*:123456789012:catalog" 
      ], 
      "Sid": "AllowGLUEGetdatabase" 
    } 
  ]
}

2. IAM ポリシーを AccountA の EMR Serverless ジョブランタイムロールに追加して、ロールが
AccountB のデータカタログリソースにアクセスできるようにします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:GetDatabase", 
        "glue:CreateDatabase", 
        "glue:GetDataBases", 
        "glue:CreateTable", 
        "glue:GetTable", 
        "glue:UpdateTable", 
        "glue:DeleteTable", 
        "glue:GetTables", 
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        "glue:GetPartition", 
        "glue:GetPartitions", 
        "glue:CreatePartition", 
        "glue:BatchCreatePartition", 
        "glue:GetUserDefinedFunctions" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:glue:*:123456789012:catalog" 
      ], 
      "Sid": "AllowGLUEGetdatabase" 
    } 
  ]
}

3. ジョブの実行を開始します。このステップは、AccountA の EMR Serverless アプリケーション
タイプによって少し異なります。

Spark

以下の例に示されているように、spark.hadoop.hive.metastore.glue.catalogid
プロパティを sparkSubmitParameters に渡します。AccountB-catalog-id
は、AccountB のデータカタログの ID に置き換えます。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id "application-id" \
--execution-role-arn "job-role-arn" \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
        "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/test.py", 
         "sparkSubmitParameters": "--conf 
 spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory 
 --conf spark.hadoop.hive.metastore.glue.catalogid=AccountB-catalog-
id --conf spark.executor.cores=1 --conf spark.executor.memory=1g 
 --conf spark.driver.cores=1 --conf spark.driver.memory=1g --conf 
 spark.executor.instances=1" 
    } 
  }' \
--configuration-overrides '{ 
    "monitoringConfiguration": { 
    "s3MonitoringConfiguration": { 
    "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/logs/" 
    } 
  }
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}'

Hive

以下の例に示されているように、hive.metastore.glue.catalogid プロパティを
hive-site 分類に設定します。AccountB-catalog-id は、AccountB のデータカタログ
の ID に置き換えます。

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id "application-id" \
--execution-role-arn "job-role-arn" \
--job-driver '{ 
    "hive": { 
    "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/hive/scripts/create_table.sql", 
    "parameters": "--hiveconf hive.exec.scratchdir=s3://amzn-s3-demo-bucket/
hive/scratch --hiveconf hive.metastore.warehouse.dir=s3://amzn-s3-demo-bucket/
hive/warehouse" 
    }
}' \
--configuration-overrides '{ 
    "applicationConfiguration": [{ 
        "classification": "hive-site", 
        "properties": { 
            "hive.metastore.glue.catalogid": "AccountB-catalog-id" 
        } 
    }]
}'

AWS Glue データカタログを使用する場合の考慮事項

Hive スクリプトで ADD JAR に補助 JAR を追加できます。その他の考慮事項については、
「Considerations when using AWS Glue Data Catalog」を参照してください。

外部の Hive メタストアの使用

EMR Serverless Spark ジョブと Hive ジョブを設定して、Amazon Aurora や Amazon RDS for 
MySQL などの外部 Hive メタストアに接続できます。このセクションでは、Amazon RDS Hive メタ
ストアの設定方法、VPC の設定方法、外部メタストアを使用するように EMR Serverless ジョブを
設定する方法について説明します。
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外部の Hive メタストアを作成する

1. VPC を作成するの手順に従って、プライベートサブネットを使用して Amazon Virtual Private 
Cloud (Amazon VPC) を作成します。

2. 新しい Amazon VPC とプライベートサブネットを使用して EMR Serverless アプリケーション
を作成します。EMR Serverless アプリケーションを VPC で設定すると、最初に、指定したサ
ブネットごとに Elastic Network Interface がプロビジョニングされます。次に、指定されたセ
キュリティグループをそのネットワークインターフェイスにアタッチします。これにより、アプ
リケーションへのアクセスコントロールが可能になります。VPC のセットアップ方法の詳細に
ついては、「データに接続するための EMR Serverless アプリケーションの VPC アクセスの設
定」を参照してください。

3. Amazon VPC のプライベートサブネットに MySQL または Aurora PostgreSQL データベースを
作成します。Amazon RDS データベースを作成する方法については、「Amazon RDS DB イン
スタンスの作成」を参照してください。

4. Amazon RDS DB インスタンスを変更するの手順に従って、MySQL または Aurora データベー
スのセキュリティグループを変更して、EMR Serverless セキュリティグループからの JDBC 接
続を許可します。EMR Serverless セキュリティグループの 1 つから RDS セキュリティグルー
プへのインバウンドトラフィックのルールを追加します。

タイプ プロトコル ポート範囲 ソース

すべての TCP TCP 3306 emr-serve 
rless-sec 
urity-group

Spark オプションの設定

JDBC の使用

Amazon RDS for MySQL または Amazon Aurora MySQL インスタンスに基づいて Hive メタスト
アに接続するように EMR Serverless Spark アプリケーションを設定するには、JDBC 接続を使用
します。ジョブ実行の spark-submit パラメータで --jars の付いた mariadb-connector-
java.jar を渡します。

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id "application-id" \ 
  --execution-role-arn "job-role-arn" \ 
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  --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/spark-jdbc.py", 
            "sparkSubmitParameters": "--jars s3://amzn-s3-demo-bucket/mariadb-
connector-java.jar  
            --conf 
 spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionDriverName=org.mariadb.jdbc.Driver  
            --conf spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionUserName=<connection-user-
name>  
            --conf spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionPassword=<connection-
password> 
            --conf spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionURL=<JDBC-Connection-
string>  
            --conf spark.driver.cores=2 
            --conf spark.executor.memory=10G  
            --conf spark.driver.memory=6G  
            --conf spark.executor.cores=4" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/spark/logs/" 
        } 
    }
}'

次のコード例は、Amazon RDS の Hive メタストアとやり取りする Spark エントリポイントスクリ
プトです。

from os.path import expanduser, join, abspath
from pyspark.sql import SparkSession
from pyspark.sql import Row
# warehouse_location points to the default location for managed databases and tables
warehouse_location = abspath('spark-warehouse')
spark = SparkSession \ 
    .builder \ 
    .config("spark.sql.warehouse.dir", warehouse_location) \ 
    .enableHiveSupport() \ 
    .getOrCreate()
spark.sql("SHOW DATABASES").show()
spark.sql("CREATE EXTERNAL TABLE `sampledb`.`sparknyctaxi`(`dispatching_base_num` 
 string, `pickup_datetime` string, `dropoff_datetime` string, `pulocationid` bigint, 
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 `dolocationid` bigint, `sr_flag` bigint) STORED AS PARQUET LOCATION 's3://<s3 prefix>/
nyctaxi_parquet/'")
spark.sql("SELECT count(*) FROM sampledb.sparknyctaxi").show()
spark.stop()

thrift サービスの使用

Amazon RDS for MySQL または Amazon Aurora MySQL インスタンスに基づいて Hive メタストア
に接続するように EMR Serverless Hive アプリケーションを設定できます。これを行うには、既存
の Amazon EMR クラスターのプライマリノードで thrift サーバーを実行します。このオプション
は、EMR Serverless ジョブ設定を簡素化するために使用する thrift サーバーを備えた Amazon EMR 
クラスターが既にある場合に最適です。

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id "application-id" \ 
  --execution-role-arn "job-role-arn" \ 
  --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/thriftscript.py", 
            "sparkSubmitParameters": "--jars s3://amzn-s3-demo-bucket/mariadb-
connector-java.jar  
            --conf spark.driver.cores=2 
            --conf spark.executor.memory=10G  
            --conf spark.driver.memory=6G  
            --conf spark.executor.cores=4" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/spark/logs/" 
        } 
    }
}'

次のコード例は、thrift プロトコルを使用して Hive メタストアに接続するエントリポイントスクリプ
ト (thriftscript.py) です。hive.metastore.uris プロパティは、外部 Hive メタストアから
読み取るように設定する必要があります。

from os.path import expanduser, join, abspath
from pyspark.sql import SparkSession
from pyspark.sql import Row
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# warehouse_location points to the default location for managed databases and tables
warehouse_location = abspath('spark-warehouse')
spark = SparkSession \ 
    .builder \ 
    .config("spark.sql.warehouse.dir", warehouse_location) \ 
    .config("hive.metastore.uris","thrift://thrift-server-host:thift-server-port") \ 
    .enableHiveSupport() \ 
    .getOrCreate()
spark.sql("SHOW DATABASES").show()
spark.sql("CREATE EXTERNAL TABLE sampledb.`sparknyctaxi`( `dispatching_base_num` 
 string, `pickup_datetime` string, `dropoff_datetime` string, `pulocationid` bigint, 
 `dolocationid` bigint, `sr_flag` bigint) STORED AS PARQUET LOCATION 's3://<s3 prefix>/
nyctaxi_parquet/'")
spark.sql("SELECT * FROM sampledb.sparknyctaxi").show()
spark.stop()

Hive オプションの設定

JDBC の使用

Amazon RDS MySQL または Amazon Aurora インスタンスのいずれかで外部 Hive データベースの場
所を指定する場合は、デフォルトのメタストア設定を上書きできます。

Note

Hive では、メタストアテーブルへの複数の書き込みを同時に実行できます。2 つのジョブ間
でメタストア情報を共有する場合は、同じメタストアテーブルに同時に書き込まないように
します (同じメタストアテーブルの別のパーティションに書き込む場合は除きます)。

hive-site 分類で次の設定を行って、外部 Hive メタストアをアクティブ化します。

{ 
    "classification": "hive-site", 
    "properties": { 
        "hive.metastore.client.factory.class": 
 "org.apache.hadoop.hive.ql.metadata.SessionHiveMetaStoreClientFactory", 
        "javax.jdo.option.ConnectionDriverName": "org.mariadb.jdbc.Driver", 
        "javax.jdo.option.ConnectionURL": "jdbc:mysql://db-host:db-port/db-name", 
        "javax.jdo.option.ConnectionUserName": "username", 
        "javax.jdo.option.ConnectionPassword": "password" 
    }
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}

thrift サーバーの使用

Amazon RDS for MySQL または Amazon Aurora MySQL インスタンスに基づいて Hive メタスト
アに接続するように EMR Serverless Hive アプリケーションを設定できます。これを行うには、
既存の Amazon EMR クラスターのメインノードで thrift サーバーを実行します。このオプション
は、thrift サーバーを実行する Amazon EMR クラスターが既にあり、EMR Serverless ジョブ設定を
使用する場合に最適です。

EMR Serverless がリモート thrift メタストアにアクセスできるように、hive-site 分類で次の設定
を行います。外部 Hive メタストアから読み取るように hive.metastore.uris プロパティを設定
する必要があります。

{ 
    "classification": "hive-site", 
    "properties": { 
        "hive.metastore.client.factory.class": 
 "org.apache.hadoop.hive.ql.metadata.SessionHiveMetaStoreClientFactory", 
        "hive.metastore.uris": "thrift://thrift-server-host:thirft-server-port" 
    }
} 

EMR Serverless での AWS Glue マルチカタログ階層の使用

AWS Glue マルチカタログ階層で動作するように EMR Serverless アプリケーションを設定できま
す。次の例は、EMR-S Spark を AWS Glue マルチカタログ階層で使用する方法を示しています。

マルチカタログ階層の詳細については、「Working with a multi-catalog hierarchy in AWS Glue Data 
Catalog with Spark on Amazon EMR」を参照してください。

Iceberg と AWSv Glue データカタログでの Redshift マネージドストレージ (RMS) の
使用

以下は、Iceberg と AWS Glue データカタログを統合するように Spark を設定する方法を示していま
す。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
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    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/myscript.py", 
            "sparkSubmitParameters": "--conf spark.sql.catalog.nfgac_rms = 
 org.apache.iceberg.spark.SparkCatalog 
             --conf spark.sql.catalog.rms.type=glue  
             --conf spark.sql.catalog.rms.glue.id=Glue RMS catalog ID 
             --conf spark.sql.defaultCatalog=rms 
             --conf 
 spark.sql.extensions=org.apache.iceberg.spark.extensions.IcebergSparkSessionExtensions" 
        } 
    }'

統合後のカタログ内のテーブルからのサンプルクエリ:

SELECT * FROM my_rms_schema.my_table

Iceberg REST API と AWS Glue データカタログでの Redshift マネージドストレージ 
(RMS) の使用

以下は、Iceberg REST カタログで動作するように Spark を設定する方法を示しています:

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id application-id \
--execution-role-arn job-role-arn \
--job-driver '{
"sparkSubmit": {
"entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/myscript.py", 
    "sparkSubmitParameters": " 
    --conf spark.sql.catalog.rms=org.apache.iceberg.spark.SparkCatalog 
    --conf spark.sql.catalog.rms.type=rest 
    --conf spark.sql.catalog.rms.warehouse=Glue RMS catalog ID
    --conf spark.sql.catalog.rms.uri=Glue endpoint URI/iceberg
    --conf spark.sql.catalog.rms.rest.sigv4-enabled=true 
    --conf spark.sql.catalog.rms.rest.signing-name=glue 
    --conf 
 spark.sql.extensions=org.apache.iceberg.spark.extensions.IcebergSparkSessionExtensions" 
    } 
  }'

カタログ内のテーブルからのサンプルクエリ:
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SELECT * FROM my_rms_schema.my_table

外部メタストアを使用する場合の考慮事項

• MariaDB JDBC と互換性のあるデータベースをメタストアとして設定できます。これらのデータ
ベースの例としては、RDS for MariaDB、MySQL、Amazon Aurora などがあります。

• メタストアは自動初期化されません。メタストアが Hive バージョンのスキーマで初期化されてい
ない場合は、Hive スキーマツールを使用します。

• EMR Serverless は Kerberos 認証をサポートしていません。EMR Serverless の Spark ジョブまた
は Hive ジョブでは、Kerberos 認証で thrift メタストアサーバーを使用することはできません。

• マルチカタログ階層を使用するように VPC アクセスを設定しなければなりません。

EMR Serverless から別の AWS アカウントの S3 データへのアク
セス

Amazon EMR Serverless ジョブを 1 つの AWS アカウントから実行し、別の AWS アカウントに
属する Amazon S3 バケットのデータにアクセスするように設定できます。このページでは、EMR 
Serverless から S3 へのクロスアカウントアクセスを設定する方法について説明します。

EMR Serverless で実行されるジョブは、S3 バケットポリシーまたは引き受けたロールを使用して、
別の AWS アカウントから Amazon S3 のデータにアクセスできます。

前提条件

Amazon EMR Serverless のクロスアカウントアクセスを設定するには、以下の 2 つの AWS アカウ
ントにサインインしている間にタスクを完了します。

• AccountA – これは、Amazon EMR Serverless アプリケーションを作成した AWS アカウントで
す。クロスアカウントアクセスを設定する前に、このアカウントで以下の準備をします。

• ジョブを実行する Amazon EMR Serverless アプリケーション。

• アプリケーションでジョブを実行するために必要な許可を持つジョブ実行ロール。詳細について
は、「Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール」を参照してください。

• AccountB – これは、Amazon EMR Serverless ジョブがアクセスする S3 バケットを含む AWS ア
カウントです。
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S3 バケットポリシーを使用してクロスアカウント S3 データにアクセスす
る

account A から account B の S3 バケットにアクセスするには、次のポリシーを account B の S3 バ
ケットにアタッチします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ExamplePermissions1", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::my-bucket-name" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "ExamplePermissions2", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject", 
        "s3:GetObject", 
        "s3:DeleteObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::my-bucket-name/*" 
      ] 
    } 
  ]
}

S3 バケットポリシーを使用した S3 クロスアカウントアクセスの詳細については、「Amazon 
Simple Storage Service ユーザーガイド」の「例 2: バケット所有者がクロスアカウントのバケット
のアクセス許可を付与する」を参照してください。
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引き受けたロールを使用してクロスアカウント S3 データにアクセスする

Amazon EMR Serverless のクロスアカウントアクセスを設定するもう 1 つの方法は、AWS Security 
Token Service (AWS STS) の AssumeRole アクションを使用することです。AWS STS は、ユー
ザー用の、権限が制限された一時的な認証情報をリクエストできるグローバルウェブサービス
です。AssumeRole で作成した一時的なセキュリティ認証情報を使用して、EMR Serverless と 
Amazon S3 に API コールを行うことができます。

次の手順は、引き受けたロールを使用して EMR Serverless からクロスアカウント S3 データにアク
セスする方法を示しています。

1. Amazon S3 バケット (############) を AccountB に作成します。詳細については、
「Amazon Simple Storage Service ユーザーガイド」の「バケットの作成」を参照してくださ
い。DynamoDB へのクロスアカウントアクセスが必要な場合は、AccountB で DynamoDB 
テーブルを作成します。詳細については、「Amazon DynamoDB デベロッパーガイド」の
「DynamoDB にテーブルを作成する」を参照してください。

2. ############にアクセスできる Cross-Account-Role-B IAM ロールを AccountB に作成し
ます。

a. AWS マネジメントコンソールにサインインして、IAM コンソール (https:// 
console.aws.amazon.com/iam/) を開きます。

b. [ロール] を選択し、新しいロール Cross-Account-Role-B を作成します。IAM ロールの作
成方法の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ロールの作成」を参照してくださ
い。

c. 以下のポリシーステートメントに示すように、############の S3 バケットにアクセスす
るための Cross-Account-Role-B の許可を指定する IAM ポリシーを作成します。IAM ポリ
シーを Cross-Account-Role-B にアタッチします。詳細については、「IAM ユーザーガイ
ド」の「IIAM ポリシーを作成する」を参照してください。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:*" 
      ], 
      "Resource": [ 
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        "arn:aws:s3:::cross-account-bucket", 
        "arn:aws:s3:::cross-account-bucket/*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3" 
    } 
  ]
}

DynamoDB アクセスが必要な場合は、クロスアカウントの DynamoDB テーブルにアクセスする
ための許可を指定する IAM ポリシーを作成します。IAM ポリシーを Cross-Account-Role-B
にアタッチします。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「Amazon DynamoDB: 特定の
テーブルへのアクセスの許可」を参照してください。

DynamoDB テーブル CrossAccountTable へのアクセスを許可するためのポリシーを以下に示
します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "dynamodb:*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:dynamodb:*:123456789012:table/CrossAccountTable" 
      ], 
      "Sid": "AllowDYNAMODB" 
    } 
  ]
}

3. Cross-Account-Role-B ロールの信頼関係を編集します。

a. ロールの信頼関係を設定するには、IAM コンソールでステップ 2 で作成したロール Cross-
Account-Role-B の [信頼関係] タブを選択します。

b. [信頼関係の編集] を選択します。

c. 次のポリシードキュメントを追加します。これにより、AccountA の Job-Execution-
Role-A に Cross-Account-Role-B ロールを引き受けることが許可されます。
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JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/Job-Execution-Role-A", 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
    } 
  ]
}

4. AccountA の Job-Execution-Role-A に Cross-Account-Role-B を引き受ける AWS STS
AssumeRole アクセス許可を付与します。

a. AWS アカウント AccountA の IAM コンソールで、Job-Execution-Role-A を選択します。

b. 次のポリシーステートメントを Job-Execution-Role-A に追加して、Cross-Account-
Role-B ロールに対して AssumeRole アクションを許可します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:iam::123456789012:role/Cross-Account-Role-B" 
      ], 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
    } 
  ]
}

引き受けたロールを使用する 144



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

引き受けたロールの例

1 つの引き受けたロールを使用して、アカウント内のすべての S3 リソースにアクセスします。ま
た、Amazon EMR 6.11 以降では、別々のクロスアカウント S3 バケットにアクセスするときに引き
受けるための複数の IAM ロールを設定します。

トピック

• 1 つの引き受けたロールを使用して S3 リソースにアクセスする

• 複数の引き受けたロールを使用して S3 リソースにアクセスする

1 つの引き受けたロールを使用して S3 リソースにアクセスする

Note

1 つの引き受けたロールを使用するようにジョブを設定すると、ジョブ全体のすべての S3 
リソースが entryPoint スクリプトを含むそのロールを使用します。

1 つの引き受けたロールを使用してアカウント B 内のすべての S3 リソースにアクセスする場合は、
次の設定を指定します。

1. EMRFS 設定 fs.s3.customAWSCredentialsProvider を
com.amazonaws.emr.AssumeRoleAWSCredentialsProvider に指定します。

2. Spark の場合は、spark.emr-
serverless.driverEnv.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN と
spark.executorEnv.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN を使用してドライバーとエグ
ゼキュターの環境変数を指定します。

3. Hive の場合は、hive.emr-
serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN、tez.am.emr-
serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN、および
tez.task.emr-serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN を使用
して、Hive ドライバー、Tez アプリケーションプライマリー、および Tez タスクコンテナの環境
変数を指定します。

次の例は、引き受けたロールを使用してクロスアカウントアクセスで EMR Serverless ジョブの実行
を開始する方法をデモンストレーションしています。
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Spark

次の例は、引き受けたロールを使用して、S3 へのクロスアカウントアクセスで EMR Serverless 
Spark ジョブの実行を開始する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "entrypoint_location", 
            "entryPointArguments": [":argument_1:", ":argument_2:"], 
            "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 --conf 
 spark.executor.memory=20g --conf spark.driver.cores=4 --conf spark.driver.memory=8g 
 --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }' \ 
     --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 
            "classification": "spark-defaults", 
            "properties": { 
                "spark.hadoop.fs.s3.customAWSCredentialsProvider": 
 "com.amazonaws.emr.AssumeRoleAWSCredentialsProvider", 
                "spark.emr-serverless.driverEnv.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN": 
 "arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B", 
                "spark.executorEnv.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN": 
 "arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B" 
            } 
        }] 
    }'

Hive

次の例は、引き受けたロールを使用して、S3 へのクロスアカウントアクセスで EMR Serverless 
Hive ジョブの実行を開始する方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
            "query": "query_location", 
            "parameters": "hive_parameters" 
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        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 
            "classification": "hive-site", 
            "properties": { 
                "fs.s3.customAWSCredentialsProvider": 
 "com.amazonaws.emr.serverless.credentialsprovider.AssumeRoleAWSCredentialsProvider", 
                "hive.emr-serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN": 
 "arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B", 
                "tez.am.emr-serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN": 
 "arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B", 
                "tez.task.emr-
serverless.launch.env.ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN": 
 "arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B" 
            } 
        }] 
    }'

複数の引き受けたロールを使用して S3 リソースにアクセスする

EMR Serverless リリース 6.11.0 以降では、別々のクロスアカウントバケットにアクセスするとき
に引き受ける複数の IAM ロールを設定します。アカウント B でさまざまな引き受けたロールを使用
して別々の S3 リソースにアクセスする場合は、ジョブの実行を開始するときに次の設定を使用しま
す。

1. EMRFS 設定 fs.s3.customAWSCredentialsProvider を
com.amazonaws.emr.serverless.credentialsprovider.BucketLevelAssumeRoleCredentialsProvider
に指定します。

2. EMRFS 設定 fs.s3.bucketLevelAssumeRoleMapping を指定して、S3 バケット名か
ら引き受けるアカウント B の IAM ロールへのマッピングを定義します。値は、bucket1-
>role1;bucket2->role2 の形式である必要があります。

例えば、arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-1 を使用してバケット
bucket1 にアクセスし、arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-2 を使用
してバケット bucket2 にアクセスします。次の例は、複数の引き受けたロールを使用してクロスア
カウントアクセスで EMR Serverless ジョブの実行を開始する方法をデモンストレーションしていま
す。
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Spark

次の例は、複数の引き受けたロールを使用して EMR Serverless Spark ジョブの実行を作成する
方法を示しています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "entrypoint_location", 
            "entryPointArguments": [":argument_1:", ":argument_2:"], 
            "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=4 --conf 
 spark.executor.memory=20g --conf spark.driver.cores=4 --conf spark.driver.memory=8g 
 --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }' \ 
     --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 
            "classification": "spark-defaults", 
            "properties": { 
                "spark.hadoop.fs.s3.customAWSCredentialsProvider": 
 "com.amazonaws.emr.serverless.credentialsprovider.BucketLevelAssumeRoleCredentialsProvider", 
                "spark.hadoop.fs.s3.bucketLevelAssumeRoleMapping": 
 "bucket1->arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-1;bucket2-
>arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-2" 
            } 
        }] 
    }'

Hive

次の例は、複数の引き受けたロールを使用して EMR Serverless Hive ジョブの実行を作成する方
法をデモンストレーションしています。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
            "query": "query_location", 
            "parameters": "hive_parameters" 
        } 
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    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [{ 
            "classification": "hive-site", 
            "properties": { 
                "fs.s3.customAWSCredentialsProvider": 
 "com.amazonaws.emr.serverless.credentialsprovider.AssumeRoleAWSCredentialsProvider", 
                "fs.s3.bucketLevelAssumeRoleMapping": "bucket1-
>arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-1;bucket2-
>arn:aws:iam::AccountB:role/Cross-Account-Role-B-2" 
            } 
        }] 
    }'

EMR Serverless のエラーのトラブルシューティング

Amazon EMR Serverless の使用時に発生する一般的な問題の診断や修正には、次の情報が役立ちま
す。

トピック

• エラー: アカウントが同時に使用できる最大 vCPU のサービス制限に達したため、ジョブは失敗し
ました。

• エラー: アプリケーションが maximumCapacity 設定を超えたため、ジョブが失敗しました。

• エラー: アプリケーションが maximumCapacity を超え、ワーカーを割り当てることができなかっ
たため、ジョブが失敗しました。

• エラー: S3 アクセスが拒否されました。必要な S3 リソースのジョブランタイムロールの S3 アク
セス許可を確認してください。

• エラー: ModuleNotFoundError: <module> という名前のモジュールがありません。EMR Serverless 
で Python ライブラリを使用する方法については、ユーザーガイドを参照してください。

• エラー: 実行ロール <role name> が存在しないか、必要な信頼関係で設定されていないため、引き
受けることができませんでした。
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エラー: アカウントが同時に使用できる最大 vCPU のサービス制限に達した
ため、ジョブは失敗しました。

このエラーは、アカウントが設定された最大容量を超えたため、EMR Serverless がジョブを送信で
きなかったことを示します。アカウントの最大容量を増やします。EMR Serverless サービスクォー
タでサービス制限を確認します。

エラー: アプリケーションが maximumCapacity 設定を超えたため、ジョブ
が失敗しました。

このエラーは、アプリケーションが設定された最大容量を超えたため、EMR Serverless がジョブを
送信できなかったことを示します。アプリケーションの最大容量を引き上げます。

エラー: アプリケーションが maximumCapacity を超え、ワーカーを割り当
てることができなかったため、ジョブが失敗しました。

このエラーは、ジョブを完了できなかったことを示します。アプリケーションが maximumCapacity 
設定を超えているため、ワーカーを割り当てることができませんでした。

エラー: S3 アクセスが拒否されました。必要な S3 リソースのジョブラン
タイムロールの S3 アクセス許可を確認してください。

このエラーは、ジョブが S3 リソースにアクセスできないことを示します。ジョブランタイムロール
に、ジョブが使用する必要がある S3 リソースにアクセスする許可があることを確認します。ランタ
イムロールの詳細については、「Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール」を参照して
ください。

エラー: ModuleNotFoundError: <module> という名前のモジュールがありま
せん。EMR Serverless で Python ライブラリを使用する方法については、
ユーザーガイドを参照してください。

このエラーは、Spark ジョブで Python モジュールが使用できないことを示します。依存する Python 
ライブラリがジョブで使用できることを確認します。Python ライブラリをパッケージ化する方法に
ついては、「EMR Serverless での Python ライブラリの使用」を参照してください。

エラー: アカウントが同時に使用できる最大 vCPU のサービス制限に達したため、ジョブは失敗しまし
た。
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エラー: 実行ロール <role name> が存在しないか、必要な信頼関係で設定さ
れていないため、引き受けることができませんでした。

このエラーは、ジョブに指定したジョブランタイムロールが存在しないか、ロールに EMR 
Serverless アクセス許可の信頼関係がないことを示します。IAM ロールが存在していることを
検証し、ロールの信頼ポリシーが正しく設定されていることを確認するには、「Amazon EMR 
Serverless のジョブランタイムロール」の手順を参照してください。

エラー: 実行ロール <role name> が存在しないか、必要な信頼関係で設定されていないため、引き受ける
ことができませんでした。
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EMR Studio を使用して EMR Serverless でインタラクティ
ブワークロードを実行する
EMR Serverless インタラクティブアプリケーションを使用することにより、EMR Studio でホスト
されているノートブックを使用して、EMR Serverless で Spark のインタラクティブワークロードを
実行します。

概要

インタラクティブアプリケーションは、インタラクティブ機能が有効になっている EMR Serverless 
アプリケーションです。Amazon EMR Serverless インタラクティブアプリケーションを使用する
と、Amazon EMR Studio で管理されている Jupyter ノートブックを使用してインタラクティブワー
クロードを実行できます。これにより、データエンジニア、データサイエンティスト、データアナリ
ストは EMR Studio を使用して、Amazon S3 や Amazon DynamoDB などのデータストア内のデータ
セットでインタラクティブな分析を実行できます。

EMR Serverless のインタラクティブアプリケーションのユースケースには、次のものがあります。

• データエンジニアは、EMR Studio の IDE エクスペリエンスを使用して ETL スクリプトを作成し
ます。スクリプトはオンプレミスからデータを取り込み、分析のためにデータを変換し、Amazon 
S3 にデータを保存します。

• データサイエンティストはノートブックを使用してデータセットを調べ、データセットの異常を検
出するように機械学習 (ML) モデルをトレーニングします。

• データアナリストはデータセットを調査し、ビジネスダッシュボードなどのアプリケーションを更
新する日次レポートを生成するスクリプトを作成します。

前提条件

EMR Serverless でインタラクティブワークロードを使用するには、次の要件を満たします。

• EMR Serverless インタラクティブアプリケーションは、Amazon EMR 6.14.0 以降でサポートされ
ています。

• インタラクティブアプリケーションにアクセスし、送信するワークロードを実行し、EMR Studio 
からインタラクティブノートブックを実行するには、特定のアクセス許可とロールが必要です。詳
細については、「インタラクティブワークロードに必要なアクセス許可」を参照してください。
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インタラクティブワークロードに必要なアクセス許可

EMR Serverless へのアクセスに必要な基本的なアクセス許可に加えて、IAM ID またはロールに追加
のアクセス許可を設定します。

インタラクティブアプリケーションにアクセスするには

EMR Studio のユーザーアクセス許可と Workspace アクセス許可を設定します。詳細について
は、「Amazon EMR 管理ガイド」の「Configure EMR Studio user permissions」を参照してくだ
さい。

EMR Serverless で送信するワークロードを実行するには

ジョブのランタイムロールを設定する 詳細については、「ジョブランタイムロールを作成する」
を参照してください。

EMR Studio からインタラクティブノートブックを実行するには

Studio ユーザーの IAM ポリシーに次の権限を追加します。

• emr-serverless:AccessInteractiveEndpoints -として指定したインタラクティブアプ
リケーションにアクセスして接続するためのアクセス許可を付与します。。Resourceこのア
クセス許可は、EMR Studio Workspace から EMR Serverless アプリケーションにアタッチす
るために必要です。

• iam:PassRole - アプリケーションにアタッチするときに使用する予定の IAM 実行ロールに
アクセスするためのアクセス許可を付与します。EMR Studio Workspace から EMR Serverless 
アプリケーションにアタッチするには、適切な PassRole アクセス許可が必要です。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessInteractiveAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:AccessInteractiveEndpoints" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:emr-serverless:*:123456789012:/applications/*" 
      ] 
    }, 
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    { 
      "Sid": "EMRServerlessRuntimeRoleAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "iam:PassRole" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:iam::123456789012:role/EMRServerlessInteractiveRole" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringLike": { 
          "iam:PassedToService": "emr-serverless.amazonaws.com" 
        } 
      } 
    } 
  ]
}

インタラクティブアプリケーションの設定

以下の概略的な手順を使用して、AWS マネジメントコンソールの Amazon EMR Studio のインタラ
クティブ機能を備えた EMR Serverless アプリケーションを作成します。

1. Amazon EMR Serverless の使用を開始する の手順に従ってアプリケーションを作成します。

2. 次に、EMR Studio からワークスペースを起動し、コンピューティングオプションとして EMR 
Serverless アプリケーションにアタッチします。詳細については、EMR Serverless Getting 
Started ドキュメントのステップ 2 のインタラクティブワークロードタブを参照してください。

Studio Workspace にアプリケーションをアタッチすると、まだ実行されていない場合、アプリケー
ションは自動的にトリガーを開始します。また、アプリケーションを事前に起動し、ワークスペース
にアタッチする前に準備しておくこともできます。

インタラクティブアプリケーションの考慮事項

• EMR Serverless インタラクティブアプリケーションは、Amazon EMR 6.14.0 以降でサポートされ
ています。

• EMR Studio は、EMR Serverless インタラクティブアプリケーションと統合されている唯一のク
ライアントです。EMR Serverless インタラクティブアプリケーションでは、Workspace コラボ
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レーション、SQL Explorer、ノートブックのプログラムによる実行などの EMR Studio 機能はサ
ポートされていません。

• インタラクティブアプリケーションは Spark エンジンでのみサポートされています。

• インタラクティブアプリケーションは、Python 3、PySpark、Spark Scala カーネルをサポートし
ています。

• 1 つのインタラクティブアプリケーションで最大 25 個のノートブックを同時に実行できます。

• インタラクティブアプリケーションでセルフホスト Jupyter ノートブックをサポートするエンドポ
イントや API インターフェイスはありません。

• 起動エクスペリエンスを最適化するには、ドライバーとエグゼキューターの事前初期化された容量
を設定し、アプリケーションを事前に起動することを提案します。アプリケーションを事前に起動
する場合は、Workspace にアタッチする際に準備が整っていることを確認します。

aws emr-serverless start-application \  
--application-id your-application-id

• デフォルトでは、autoStopConfig はアプリケーションに対して有効になっています。これに
より、アイドル時間が 30 分経過するとアプリケーションがシャットダウンされます。この設定
は、create-application または update-application リクエストの一部として変更できま
す。

• インタラクティブアプリケーションを使用する場合は、ノートブックを実行するカーネル、ドラ
イバー、エグゼキューターの事前に初期化された容量を設定することを提案します。Spark インタ
ラクティブセッションごとに 1 つのカーネルと 1 つのドライバーが必要なため、EMR Serverless 
は、事前に初期化されたドライバーごとに、事前に初期化されたカーネルワーカーを維持しま
す。デフォルトでは、EMR Serverless は、ドライバーに事前初期化された容量を指定しない場
合でも、アプリケーション全体で 1 つのカーネルワーカーの事前初期化された容量を維持しま
す。各カーネルワーカーは 4 つの vCPU と 16 GB のメモリを使用します。現在の料金について
は、Amazon EMR の料金ページを参照してください。

• インタラクティブワークロードを実行するには、AWS アカウントに十分な vCPU サービスクォー
タが必要です。Lake Formation 対応のワークロードを実行しない場合は、少なくとも 24 個の 
vCPU を提案します。その場合、少なくとも 28 個の vCPU を提案します。

• EMR Serverless は、60 分を超える時間アイドル状態になっている場合に、ノートブックからカー
ネルを自動的に終了します。EMR Serverless は、ノートブックセッション中に完了した最後のア
クティビティからカーネルアイドル時間を計算します。現在、カーネルアイドルタイムアウト設定
を変更することはできません。
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• インタラクティブワークロードで Lake Formation を有効にするには、EMR Serverless アプリケー
ション を作成するときに、runtime-configuration オブジェクトの spark-defaults 分類
で設定 spark.emr-serverless.lakeformation.enabled を true に設定します。詳細につ
いては、「Enabling Lake Formation in Amazon EMR」を参照してください。

Apache Livy エンドポイントを介して EMR Serverless でインタラ
クティブワークロードを実行する

Amazon EMR リリース 6.14.0 以降では、EMR Serverless アプリケーションの作成時に Apache Livy 
エンドポイントを作成および有効化し、セルフホストノートブックまたはカスタムクライアントを使
用してインタラクティブワークロードを実行します。Apache Livy エンドポイントには以下の利点が
あります。

• Jupyter ノートブックを介して Apache Livy エンドポイントに安全に接続し、Apache Livy の 
REST インターフェイスを使用して Apache Spark ワークロードを管理できます。

• Apache Livy REST API オペレーションは、Apache Spark ワークロードのデータを使用するイン
タラクティブなウェブアプリケーションに使用します。

前提条件

EMR Serverless で Apache Livy エンドポイントを使用するには、次の要件を満たします。

• Amazon EMR Serverless の使用を開始するの手順を完了します。

• Apache Livy エンドポイントを介してインタラクティブワークロードを実行するには、特定の
アクセス許可とロールが必要です。詳細については、「Required permissions for interactive 
workloads」を参照してください。

必要なアクセス許可

EMR Serverless にアクセスするために必要なアクセス許可に加えて、Apache Livy エンドポイン
トにアクセスしてアプリケーションを実行するために、IAM ロールに次のアクセス許可を追加しま
す。

• emr-serverless:AccessLivyEndpoints – Resource として指定した Livy 対応アプリケー
ションにアクセスして接続するためのアクセス許可を付与します。Apache Livy エンドポイントか
ら利用可能な REST API オペレーションを実行するには、このアクセス許可が必要です。
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• iam:PassRole – Apache Livy セッション作成時に IAM 実行ロールにアクセスするためのアクセ
ス許可を付与します。EMR Serverless は、このロールを使用してワークロードを実行します。

• emr-serverless:GetDashboardForJobRun – Spark Live UI とドライバーのログリンクを生成
するためのアクセス許可を付与し、Apache Livy セッションの結果の一部としてログへのアクセス
を許可します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessInteractiveAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:AccessLivyEndpoints" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:emr-serverless:*:123456789012:/applications/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessRuntimeRoleAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "iam:PassRole" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:iam::123456789012:role/EMRServerlessExecutionRole" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringLike": { 
          "iam:PassedToService": "emr-serverless.amazonaws.com" 
        } 
      } 
    }, 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessDashboardAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:GetDashboardForJobRun" 
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      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:emr-serverless:*:123456789012:/applications/*" 
      ] 
    } 
  ]
}

はじめに

Apache Livy 対応アプリケーションを作成して実行するには、次の手順に従います。

1. Apache Livy 対応アプリケーションを作成するには、次のコマンドを実行します。

 aws emr-serverless create-application \
--name my-application-name \  
--type 'application-type' \ 
 --release-label <Amazon EMR-release-version>
--interactive-configuration '{"livyEndpointEnabled": true}'

2. EMR Serverless がアプリケーションを作成したら、アプリケーションを起動して Apache Livy 
エンドポイントを使用可能にします。

 aws emr-serverless start-application \ 
 --application-id application-id

アプリケーションの状態を確認するには、次のコマンドを使用します。ステータスが STARTED
になったら、Apache Livy エンドポイントにアクセスします。

aws emr-serverless get-application \
--region <AWS_REGION> --application-id >application_id>

3. 以下の URL を使用してエンドポイントにアクセスします。

https://_<application-id>_.livy.emr-serverless-
services._<AWS_REGION>_.amazonaws.com
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エンドポイントの準備ができたら、ユースケースに基づいてワークロードを送信します。SIGv4 プ
ロトコルを使用してエンドポイントへのすべてのリクエストに署名し、認証ヘッダーを渡す必要があ
ります。次の方法を使用してワークロードを実行できます。

• HTTP クライアント – カスタム HTTP クライアントを使用して Apache Livy エンドポイント API 
オペレーションを送信します。

• Sparkmagic カーネル – Sparkmagic カーネルをローカルで実行し、Jupyter ノートブックを使用し
てインタラクティブクエリを送信します。

HTTP クライアント

Apache Livy セッションを作成するには、リクエスト本文の conf パラメータで emr-
serverless.session.executionRoleArn を送信します。次の例は、サンプルの POST /
sessions リクエストです。

{     
    "kind": "pyspark", 
    "heartbeatTimeoutInSecond": 60,  
    "conf": { 
        "emr-serverless.session.executionRoleArn": "<executionRoleArn>" 
    }
}

次の表は、使用可能なすべての Apache Livy API オペレーションを示しています。

API オペレーション 説明

GET /sessions アクティブなすべてのインタラクティブセッ
ションのリストを返します。

POST /sessions spark または pyspark を使用して新しいインタ
ラクティブセッションを作成します。

GET /sessions/<sessionId > セッション情報を返します。

GET /sessions/<sessionId >/state セッションの状態を返します。

DELETE /sessions/<sessionId > セッションを停止して削除します。
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API オペレーション 説明

GET /sessions/<sessionId >/statements セッション内のすべてのステートメントを返し
ます。

POST /sessions/<sessionId >/statements セッションでステートメントを実行します。

GET /sessions/<sessionId >/statements/
<statementId >

セッションで指定されたステートメントの詳細
を返します。

POST /sessions/<sessionId >/statements/
<statementId >/cancel

このセッションで指定されたステートメントを
キャンセルします。

Apache Livy エンドポイントへのリクエストの送信

HTTP クライアントから Apache Livy エンドポイントに直接リクエストを送信することもできます。
これにより、ノートブックの外部でユースケースのコードをリモート実行できます。

エンドポイントへのリクエストの送信を開始するには、まず次のライブラリがインストールされてい
ることを確認してください。

pip3 install botocore awscrt requests

以下に示すのは、HTTP リクエストをエンドポイントに直接送信するための Python スクリプトのサ
ンプルです。

from botocore import crt
import requests  
from botocore.awsrequest import AWSRequest
from botocore.credentials import Credentials
import botocore.session
import json, pprint, textwrap

endpoint = 'https://<application_id>.livy.emr-serverless-
services.<AWS_REGION>.amazonaws.com'
headers = {'Content-Type': 'application/json'}

session = botocore.session.Session()
signer = crt.auth.CrtS3SigV4Auth(session.get_credentials(), 'emr-serverless', 
 '<AWS_REGION>')
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### Create session request

data = {'kind': 'pyspark', 'heartbeatTimeoutInSecond': 60, 'conf': { 'emr-
serverless.session.executionRoleArn': 'arn:aws:iam::123456789012:role/role1'}}

request = AWSRequest(method='POST', url=endpoint + "/sessions", data=json.dumps(data), 
 headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)

prepped = request.prepare()

r = requests.post(prepped.url, headers=prepped.headers, data=json.dumps(data))

pprint.pprint(r.json())

### List Sessions Request

request = AWSRequest(method='GET', url=endpoint + "/sessions", headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)

prepped = request.prepare()

r2 = requests.get(prepped.url, headers=prepped.headers)
pprint.pprint(r2.json())

### Get session state

session_url = endpoint + r.headers['location']

request = AWSRequest(method='GET', url=session_url, headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)
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prepped = request.prepare()

r3 = requests.get(prepped.url, headers=prepped.headers)

pprint.pprint(r3.json())

### Submit Statement

data = { 
      'code': "1 + 1"
}

statements_url = endpoint + r.headers['location'] + "/statements"

request = AWSRequest(method='POST', url=statements_url, data=json.dumps(data), 
 headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)

prepped = request.prepare()

r4 = requests.post(prepped.url, headers=prepped.headers, data=json.dumps(data))

pprint.pprint(r4.json())

### Check statements results

specific_statement_url = endpoint + r4.headers['location']

request = AWSRequest(method='GET', url=specific_statement_url, headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)

prepped = request.prepare()

r5 = requests.get(prepped.url, headers=prepped.headers)

pprint.pprint(r5.json())
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### Delete session

session_url = endpoint + r.headers['location']

request = AWSRequest(method='DELETE', url=session_url, headers=headers)

request.context["payload_signing_enabled"] = False

signer.add_auth(request)

prepped = request.prepare()

r6 = requests.delete(prepped.url, headers=prepped.headers)

pprint.pprint(r6.json())

Sparkmagic カーネル

sparkmagic をインストールする前に、sparkmagic をインストールするインスタンスに AWS 認証情
報が設定されていることを確認してください。

1. インストール手順に従って sparkmagic をインストールします。最初の 4 つのステップのみを実
行することに注意してください。

2. sparkmagic カーネルはカスタム認証をサポートしているため、認証ツールを sparkmagic カー
ネルと統合して、すべてのリクエストが SIGv4 署名されるようにできます。

3. EMR Serverless カスタム認証ツールをインストールします。

pip install emr-serverless-customauth

4. 次に、カスタム認証ツールへのパスと、sparkmagic の設定 json ファイル内の Apache Livy エン
ドポイント URL を指定します。以下のコマンドを使用して設定ファイルを開きます。

vim ~/.sparkmagic/config.json

次に、サンプル config.json ファイルを示します。

{
"kernel_python_credentials" : { 

はじめに 163

https://github.com/jupyter-incubator/sparkmagic?tab=readme-ov-file#installation


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

    "username": "", 
    "password": "", 
    "url": "https://<application-id>.livy.emr-serverless-
services.<AWS_REGION>.amazonaws.com", 
    "auth": "Custom_Auth" 
  }, 

  "kernel_scala_credentials" : { 
    "username": "", 
    "password": "", 
    "url": "https://<application-id>.livy.emr-serverless-
services.<AWS_REGION>.amazonaws.com", 
    "auth": "Custom_Auth" 
  }, 
  "authenticators": { 
    "None": "sparkmagic.auth.customauth.Authenticator", 
    "Basic_Access": "sparkmagic.auth.basic.Basic", 
    "Custom_Auth": 
 "emr_serverless_customauth.customauthenticator.EMRServerlessCustomSigV4Signer" 
  }, 
  "livy_session_startup_timeout_seconds": 600, 
  "ignore_ssl_errors": false
}

5. Jupyter ラボを起動します。最後のステップで設定したカスタム認証を使用する必要がありま
す。

6. その後、次のノートブックコマンドとコードを実行して開始できます。

%%info //Returns the information about the current sessions.

%%configure -f //Configure information specific to a session. We supply 
 executionRoleArn in this example. Change it for your use case.
{ 
    "driverMemory": "4g", 
    "conf": { 
          "emr-serverless.session.executionRoleArn": 
 "arn:aws:iam::123456789012:role/JobExecutionRole" 
    }
}

<your code>//Run your code to start the session
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内部的には、各命令は、設定された Apache Livy エンドポイント URL を介して各 Apache Livy API 
オペレーションを呼び出します。その後、ユースケースに従って指示を記述できます。

考慮事項

Apache Livy エンドポイントを介してインタラクティブワークロードを実行する場合は、次の考慮事
項を検討してください。

• EMR Serverless は、発信者プリンシパルを使用してセッションレベルの分離を維持します。セッ
ションを作成する発信者プリンシパルは、セッションにアクセスできる唯一のプリンシパルです。
より詳細な分離のために、認証情報を引き受けるときにソース ID を設定します。この場合、EMR 
Serverless は発信者プリンシパルとソース ID に基づいてセッションレベルの分離を適用します。
ソース ID の詳細については、「引き受けたロールで実行されるアクションのモニタリングと制
御」を参照してください。

• Apache Livy エンドポイントは、EMR Serverless リリース 6.14.0 以降でサポートされています。

• Apache Livy エンドポイントは、Apache Spark エンジンでのみサポートされています。

• Apache Livy エンドポイントは Scala Spark と PySpark をサポートしています。

• デフォルトでは、autoStopConfig はアプリケーションで有効になっています。これは、アイ
ドル状態が 15 分間継続するとアプリケーションがシャットダウンすることを表します。この設定
は、create-application または update-application リクエストの一部として変更できま
す。

• 単一の Apache Livy エンドポイント対応アプリケーションで最大 25 件の同時セッションを実行で
きます。

• 最適な起動エクスペリエンスを実現するには、ドライバーとエグゼキューターの事前初期化された
容量を設定することを提案します。

• Apache Livy エンドポイントに接続する前に、アプリケーションを手動で起動する必要がありま
す。

• Apache Livy エンドポイントでインタラクティブワークロードを実行するには、AWS アカウント 
に十分な vCPU サービスクォータが必要です。少なくとも 24 個の vCPU を提案します。

• Apache Livy セッションのデフォルトのタイムアウトは 1 時間です。ステートメントを 1 時間
実行しない場合、Apache Livy はセッションを削除し、ドライバーとエグゼキューターを解放
します。リリース emr-7.8.0 から、この値は ttl パラメータを Livy /sessions POST リクエ
ストの一部として指定することで設定できます。例えば、 2h(時間)、 120m(分)、 7200s(秒)、
7200000ms(ミリ秒) などです。
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Note

この設定を emr-7.8.0 より前に変更できません。以下の例は、サンプルの POST /
sessions リクエスト本文です。

{     
    "kind": "pyspark", 
    "heartbeatTimeoutInSecond": 60,  
    "conf": { 
        "emr-serverless.session.executionRoleArn": "executionRoleArn" 
    }, 
    "ttl": "2h"
}

• LakeFormation によるきめ細かなアクセスコントロールが有効になっているアプリケーション
用の Amazon EMR リリース emr-7.8.0 以降、セッションごとに設定を無効にできます。EMR 
Serverless アプリケーションのきめ細かなアクセスコントロールを有効にする方法の詳細について
は、「Methods for fine-grained access control」を参照してください。

Note

Lake Formation は、アプリケーションに対して有効になっていないセッションに対して有
効にできません。以下の例は、サンプルの POST /sessions リクエスト本文です。

{     
    "kind": "pyspark", 
    "heartbeatTimeoutInSecond": 60,  
    "conf": { 
        "emr-serverless.session.executionRoleArn": "executionRoleArn" 
    }, 
    "spark.emr-serverless.lakeformation.enabled" : "false"
}

• アクティブなセッションのみが Apache Livy エンドポイントとやり取りできます。セッションが終
了、キャンセル、または停止すると、Apache Livy エンドポイントからセッションにアクセスでき
なくなります。
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ログ記録とモニタリング

モニタリングは、EMR Serverless アプリケーションとジョブの信頼性、可用性、パフォーマンスを
維持する際の重要な部分です。マルチポイント障害が発生した場合は、障害をより簡単にデバッグで
きるように、EMR Serverless ソリューションのすべての部分からモニタリングデータを収集する必
要があります。

トピック

• ログの保存

• ログのローテーション

• ログの暗号化

• Amazon EMR Serverless の Apache Log4j2 プロパティを設定する

• EMR Serverless のモニタリング

• Amazon EventBridge による EMR Serverless の自動化

ログの保存

EMR Serverless でのジョブの進行状況をモニタリングし、ジョブの失敗をトラブルシューティング
するには、EMR Serverless がアプリケーションログを保存して処理する方法を選択します。ジョ
ブ実行を送信する際に、ログ記録オプションとしてマネージドストレージ、Amazon S3、Amazon 
CloudWatch を指定します。

CloudWatch では、使用するログタイプとログの場所を指定するか、デフォルトのタイプと場所を受
け入れます。CloudWatch のログの詳細については、「the section called “Amazon CloudWatch”」を
参照してください。マネージドストレージと S3 のログ記録について、次の表にマネージドストレー
ジ、Amazon S3 バケット、または両方を選択した場合に想定されるログの場所と UI の可用性を一覧
表示します。

オプション イベントログ コンテナログ アプリケーション UI

マネージドストレー 
ジ

マネージドストレー 
ジに保存

マネージドストレー 
ジに保存

サポート
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オプション イベントログ コンテナログ アプリケーション UI

マネージドストレー 
ジと S3 バケットの両
方

両方の場所に保存 S3 バケットに保存 サポート

Amazon S3 バケット S3 バケットに保存 S3 バケットに保存 サポート外1

1 マネージドストレージオプションを選択したままにすることを提案します。それ以外の場合は、組
み込みのアプリケーション UI を使用できません。

マネージドストレージを使用した EMR Serverless のログ記録

デフォルトでは、EMR Serverless はアプリケーションログを Amazon EMR マネージドストレージ
に最大 30 日間安全に保存します。

Note

デフォルトのオプションをオフにすると、Amazon EMR はユーザーに代わってジョブのトラ
ブルシューティングを行うことができません。例: EMR Serverless コンソールから Spark-UI 
にアクセスできません。

EMR Studio からこのオプションをオフにするには、ジョブの送信ページの [追加設定] セクションの
[AWS がログを 30 日間保持することを許可] チェックボックスをオフにします。

AWS CLI からこのオプションをオフにするには、ジョブ実行を送信するときに
managedPersistenceMonitoringConfiguration 設定を使用します。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "managedPersistenceMonitoringConfiguration": { 
            "enabled": false 
        } 
    }
}

EMR Serverless アプリケーションが Amazon S3 の VPC エンドポイントを持つプライベート
サブネットにあり、アクセスを制御するエンドポイントポリシーをアタッチする場合は、EMR 
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Serverless がアプリケーションログを保存して処理するための次のアクセス許可を追加しま
す。Resource を、Amazon S3 にアクセスするプライベートサブネットのサンプルポリシーの使用
可能なリージョンテーブルの AppInfo バケットに置き換えます。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessManagedLogging", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject", 
        "s3:PutObjectAcl" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::prod.us-east-1.appinfo.src", 
        "arn:aws:s3:::prod.us-east-1.appinfo.src/*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:PrincipalServiceName": "emr-serverless.amazonaws.com", 
          "aws:SourceVpc": "vpc-12345678" 
        } 
      } 
    } 
  ]
}

さらに、aws:SourceVpc 条件キーを使用して、リクエストが VPC エンドポイントがアタッチされ
ている VPC を通過することを確認します。

Amazon S3 バケットを使用した EMR Serverless のログ記録

ジョブが Amazon S3 にログデータを送信できるようにするには、ジョブのランタイムロールのアク
セス許可ポリシーに次のアクセス許可を設定します。amzn-s3-demo-logging-bucket をログ記
録バケットの名前に置き換えます。
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JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*" 
      ], 
      "Sid": "AllowS3Putobject" 
    } 
  ]
}

AWS CLI のログを保存する Amazon S3 バケットを設定するには、ジョブの実行を開始する
際に s3MonitoringConfiguration 設定を使用します。これを行うには、設定で以下の --
configuration-overrides を指定します。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-logging-bucket/logs/" 
        } 
    }
}

再試行が有効になっていないバッチジョブの場合、EMR Serverless はログを次のパスに送信しま
す。

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>'

Spark ドライバーログは、EMR Serverless によって以下のパスに保存されます

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/SPARK_DRIVER/'
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Spark エグゼキュターログは、EMR Serverless によって以下のパスに保存されます

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/SPARK_EXECUTOR/<EXECUTOR-ID>'

<EXECUTOR-ID> は整数です。

EMR Serverless リリース 7.1.0 以降では、ストリーミングジョブとバッチジョブの再試行がサポー
トされています。再試行を有効にしてジョブを実行すると、EMR Serverless はログパスプレフィッ
クスに試行番号を自動的に追加するため、ログをより適切に区別して追跡できます。

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/attempts/<attemptNumber>/'

Amazon CloudWatch を使用した EMR Serverless のログ記録

EMR Serverless アプリケーションにジョブを送信する場合は、アプリケーションログを保存するた
めのオプションとして Amazon CloudWatch を選択します。これにより、CloudWatch Logs Insights 
や Live Tail などの CloudWatch ログ分析機能を使用できます。CloudWatch から OpenSearch など
の他のシステムにログをストリーミングして、詳細に分析することもできます。

EMR Serverless は、ドライバーログのリアルタイムログ記録を可能にします。CloudWatch ライブ
テール機能、または CloudWatch CLI テールコマンドを使用して、ログにリアルタイムでアクセスで
きます。

デフォルトでは、EMR Serverless の CloudWatch ログ記録は無効になっています。有効にするに
は、AWS CLI の設定を使用してください。

Note

Amazon CloudWatch はログをリアルタイムで発行するため、ワーカーのより多くのリソー
スが消費されます。ワーカーの容量に対して小さな値を選択すると、ジョブの実行時間へ
の影響が増加する可能性があります。CloudWatch のログ記録を有効にする場合は、より大
きなワーカー容量の値を選択することを提案します。また、PutLogEvents の 1 秒あたり
のトランザクション (TPS) レートが過剰に低い場合は、ログ発行がスロットリングする可
能性があります。CloudWatch のスロットリング設定は、EMR Serverless を含むすべての
サービスに対してグローバルです。詳細については、AWS re:post の「How do I determine 
throttling in my CloudWatch logs?」を参照してください。
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CloudWatch でのログ記録に必要なアクセス許可

ジョブが Amazon CloudWatch にログデータを送信できるようにするには、ジョブランタイムロール
のアクセス許可ポリシーに次のアクセス許可を設定します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:DescribeLogGroups" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:logs:*:123456789012:*" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGSDescribeloggroups" 
    }, 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:PutLogEvents", 
        "logs:CreateLogGroup", 
        "logs:CreateLogStream", 
        "logs:DescribeLogStreams" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:logs:*:123456789012:log-group:my-log-group-name:*" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGSPutlogevents" 
    } 
  ]
}

AWS CLI

AWS CLI から EMR Serverless のログを保存するように Amazon CloudWatch を設定するには、
ジョブの実行を開始するときに cloudWatchLoggingConfiguration 設定を使用します。これを
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行うには、次の設定のオーバーライドを指定します。必要に応じて、ロググループ名、ログストリー
ムプレフィックス名、ログタイプ、および暗号化キー ARN を指定します。

オプションの値を指定しない場合、CloudWatch はデフォルトのログストリーム /
applications/applicationId/jobs/jobId/worker-type を使用して、デフォルトのロググ
ループ /aws/emr-serverless にログを発行します。

EMR Serverless リリース 7.1.0 以降では、ストリーミングジョブとバッチジョブの再試行がサポー
トされています。ジョブの再試行を有効にした場合、EMR Serverless はログパスプレフィックスに
試行番号を自動的に追加するため、ログをより適切に区別して追跡できます。

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/attempts/<attemptNumber>/worker-type'

以下では、EMR Serverless のデフォルト設定で Amazon CloudWatch ログ記録を有効にするために
必要な最小設定をデモンストレーションします。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "cloudWatchLoggingConfiguration": { 
            "enabled": true 
         } 
     }
}

次の例は、EMR Serverless の Amazon CloudWatch ログ記録を有効にする際に指定する必須および
オプションのすべての設定を示しています。サポートされている logTypes 値もこの例の下に示さ
れています。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "cloudWatchLoggingConfiguration": { 
            "enabled": true, // Required 
            "logGroupName": "Example_logGroup", // Optional 
            "logStreamNamePrefix": "Example_logStream", // Optional  
            "encryptionKeyArn": "key-arn", // Optional  
            "logTypes": {  
                "SPARK_DRIVER": ["stdout", "stderr"] //List of values 
             } 
         } 
     }
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}

デフォルトでは、EMR Serverless はドライバーの stdout と stderr ログのみを CloudWatch に発行し
ます。他のログが必要な場合は、logTypes フィールドでコンテナロールと対応するログタイプを
指定します。

次のリストは、logTypes 設定で指定するサポートされているワーカータイプを示しています:

Spark

• SPARK_DRIVER : ["STDERR", "STDOUT"]

• SPARK_EXECUTOR : ["STDERR", "STDOUT"]

Hive

• HIVE_DRIVER : ["STDERR", "STDOUT", "HIVE_LOG", "TEZ_AM"]

• TEZ_TASK : ["STDERR", "STDOUT", "SYSTEM_LOGS"]

ログのローテーション

Amazon EMR Serverless は、Spark アプリケーションログとイベントログをローテーションできま
す。ログローテーションによって、長時間実行されるジョブが大きなログファイルを生成し、すべて
のディスク領域を占有する可能性がある問題を解消できます。ログをローテーションすると、ディス
クストレージを節約し、ディスクに空き領域がなくなるため、ジョブの失敗を低減することができま
す。

ログローテーションはデフォルトで有効になっており、Spark ジョブでのみ利用できます。

Spark イベントログ

Note

Spark イベントログローテーションは、すべての Amazon EMR リリースラベルで利用でき
ます。

EMR Serverless は、単一のイベントログファイルを生成する代わりに、イベントログを定期的に
ローテーションし、古いイベントログファイルを削除します。ログをローテーションしても、S3 バ
ケットにアップロードされたログには影響しません。
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Spark アプリケーションログ

Note

Spark アプリケーションのログローテーションは、すべての Amazon EMR リリースラベル
で利用できます。

EMR Serverless は、stdout ファイルや stderr ファイルなどのドライバーやエグゼキュターの 
Spark アプリケーションログもローテーションします。Spark 履歴サーバーと Live UI リンクを使
用して Studio のログリンクを選択すると、最新のログファイルにアクセスできます。ログファイ
ルは、最新のログの切り捨てられたバージョンです。古いローテーションされたログを参照するに
は、ログを保存するときに Amazon S3 の場所を指定します。詳細については、「 Logging for EMR 
Serverless with Amazon S3 buckets」を参照してください。

最新のログファイルは、次の場所にあります。EMR Serverless は 15 秒ごとにファイルを更新しま
す。これらのファイルの範囲は 0 MB から 128 MB です。

<example-S3-logUri>/applications/<application-id>/jobs/<job-id>/SPARK_DRIVER/stderr.gz

次の場所には、古いローテーションされたファイルが格納されています。各ファイルは 128 MB で
す。

<example-S3-logUri>/applications/<application-id>/jobs/<job-id>/SPARK_DRIVER/archived/
stderr_<index>.gz 

Spark エグゼキュターにも同じ動作が適用されます。この変更は S3 ログ記録にのみ適用されます。
ログローテーションでは、Amazon CloudWatch にアップロードされたログストリームに変更は加え
られません。

EMR Serverless リリース 7.1.0 以降では、ストリーミングジョブとバッチジョブの再試行がサポー
トされています。ジョブで再試行を有効にした場合、EMR Serverless はそれらのジョブのログパス
にプレフィックスを追加して、ログをより適切に追跡し、互いに区別できるようにします。このパス
には、ローテーションされたすべてのログが含まれます。

'/applications/<applicationId>/jobs/<jobId>/attempts/<attemptNumber>/'.
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ログの暗号化

マネージドストレージによる EMR Serverless ログの暗号化

独自の KMS キーを使用してマネージドストレージのログを暗号化するには、ジョブ実行を送信する
ときに managedPersistenceMonitoringConfiguration 設定を使用します。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "managedPersistenceMonitoringConfiguration" : { 
            "encryptionKeyArn": "key-arn" 
        } 
    }
}

Amazon S3 バケットを使用した EMR Serverless ログの暗号化

独自の KMS キーを使用して Amazon S3 バケットのログを暗号化するには、ジョブ実行を送信する
ときに s3MonitoringConfiguration 設定を使用します。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-logging-bucket/logs/", 
            "encryptionKeyArn": "key-arn" 
        } 
    }
}

Amazon CloudWatch による EMR Serverless ログの暗号化

独自の KMS キーを使用して Amazon CloudWatch のログを暗号化するには、ジョブ実行を送信する
ときに cloudWatchLoggingConfiguration 設定を使用します。

{ 
    "monitoringConfiguration": { 
        "cloudWatchLoggingConfiguration": { 
            "enabled": true, 
            "encryptionKeyArn": "key-arn" 
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         } 
     }
}

ログ暗号化に必要なアクセス許可

このセクションの内容

• 必要なユーザーアクセス許可

• Amazon S3 とマネージドストレージの暗号化キーのアクセス許可

• Amazon CloudWatch の暗号化キーアクセス許可

必要なユーザーアクセス許可

ジョブを送信する、またはログやアプリケーション UI を表示するユーザーは、キーを使用するため
のアクセス許可を付与されている必要があります。ユーザー、グループ、またはロールの KMS キー
ポリシーまたは IAM ポリシーでアクセス許可を指定できます。ジョブを送信するユーザーに KMS 
キーのアクセス許可が付与されていない場合、EMR Serverless はジョブ実行の送信を拒否します。

キーポリシーの例

次のキーポリシーによって、kms:GenerateDataKey と kms:Decrypt にアクセス許可が付与され
ます。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Principal":{ 
       "AWS": "arn:aws:iam::111122223333:user/user-name" 
     }, 
     "Action": [ 
       "kms:GenerateDataKey",        
       "kms:Decrypt" 
      ], 
     "Resource": "*" 
 }

IAM ポリシーの例:

次の IAM ポリシーによって、kms:GenerateDataKey と kms:Decrypt にアクセス許可が付与さ
れます。
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JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "kms:GenerateDataKey", 
        "kms:Decrypt" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:kms:*:123456789012:key/12345678-1234-1234-1234-123456789012" 
      ], 
      "Sid": "AllowKMSGeneratedatakey" 
    } 
  ]
}

Spark UI または Tez UI を起動するには、次のように emr-
serverless:GetDashboardForJobRun API にアクセスするためのアクセス許可をユーザー、グ
ループ、またはロールに付与します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:GetDashboardForJobRun" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Sid": "AllowEMRSERVERLESSGetdashboardforjobrun" 
    } 
  ]
}
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Amazon S3 とマネージドストレージの暗号化キーのアクセス許可

マネージドストレージまたは S3 バケットで独自の暗号化キーを使用してログを暗号化する場合は、
次のように KMS キーのアクセス許可を設定します。

emr-serverless.amazonaws.com プリンシパルには、KMS キーのポリシーで次のアクセス許可
が設定されている必要があります。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Principal":{ 
       "Service": "emr-serverless.amazonaws.com"  
     }, 
     "Action": [ 
       "kms:Decrypt", 
       "kms:GenerateDataKey" 
      ], 
     "Resource": "*" 
     "Condition": { 
       "StringLike": { 
         "aws:SourceArn": "arn:aws:emr-serverless:region:aws-account-id:/
applications/application-id" 
       } 
     } 
 }

セキュリティのベストプラクティスとして、KMS キーポリシーに aws:SourceArn 条件キーを追加
することを提案します。IAM グローバル条件キー aws:SourceArn によって、EMR Serverless がア
プリケーション ARN にのみ KMS キーを使用するように設定できます。

ジョブのランタイムロールには、IAM ポリシーで次のアクセス許可が付与されている必要がありま
す。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
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        "kms:GenerateDataKey", 
        "kms:Decrypt" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:kms:*:123456789012:key/12345678-1234-1234-1234-123456789012" 
      ], 
      "Sid": "AllowKMSGeneratedatakey" 
    } 
  ]
}

Amazon CloudWatch の暗号化キーアクセス許可

KMS キー ARN をロググループに関連付けるには、ジョブランタイムロールに次の IAM ポリシーを
使用します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "logs:AssociateKmsKey" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:logs:*:123456789012:log-group:my-log-group-name:*" 
      ], 
      "Sid": "AllowLOGSAssociatekmskey" 
    } 
  ]
}

Amazon CloudWatch に KMS アクセス許可を付与するように KMS キーポリシーを設定します。

JSON

{ 
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  "Version":"2012-10-17",        
  "Id": "key-default-1", 
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "kms:Decrypt", 
        "kms:GenerateDataKey" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "ArnLike": { 
          "kms:EncryptionContext:aws:logs:arn": "arn:aws:logs:*:123456789012:*" 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowKMSDecrypt" 
    } 
  ]
}

Amazon EMR Serverless の Apache Log4j2 プロパティを設定する

このページでは、StartJobRun で EMR Serverless ジョブのカスタム Apache Log4j 2.x プロパティ
を設定する方法について説明します。アプリケーションレベルで Log4j 分類を設定する場合は、
「EMR Serverless のデフォルトのアプリケーション設定」を参照してください。

Amazon EMR Serverless の Spark Log4j2 プロパティを設定する

Amazon EMR リリース 6.8.0 以降では、Apache Log4j 2.x プロパティをカスタマイズして、詳細な
ログ設定を指定できます。これにより、EMR Serverless での Spark ジョブのトラブルシューティ
ングが容易になります。これらのプロパティを設定するには、spark-driver-log4j2 および
spark-executor-log4j2 の分類を使用します。

トピック

• Spark の Log4j2 分類

• Spark の Log4j2 設定例

• サンプル Spark ジョブの Log4j2
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• Spark の Log4j2 に関する考慮事項

Spark の Log4j2 分類

Spark ログ設定をカスタマイズするには、applicationConfiguration で次の分類を使用しま
す。Log4j 2.x プロパティを設定するには、次の properties を使用します。

spark-driver-log4j2

この分類は、ドライバーの log4j2.properties ファイル内の値を設定します。

spark-executor-log4j2

この分類は、エグゼキュターの log4j2.properties ファイル内の値を設定します。

Spark の Log4j2 設定例

次の例は、applicationConfiguration を使用して Spark ジョブを送信し、Spark ドライバーと
エグゼキュターの Log4j2 設定をカスタマイズする方法を示しています。

ジョブを送信するときではなく、アプリケーションレベルで Log4j 分類を設定するには、「EMR 
Serverless のデフォルトのアプリケーション設定」を参照してください。

aws emr-serverless start-job-run \ 
    --application-id application-id \ 
    --execution-role-arn job-role-arn \ 
    --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "/usr/lib/spark/examples/jars/spark-examples.jar", 
            "entryPointArguments": ["1"], 
            "sparkSubmitParameters": "--class org.apache.spark.examples.SparkPi --conf 
 spark.executor.cores=4 --conf spark.executor.memory=20g --conf spark.driver.cores=4 --
conf spark.driver.memory=8g --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }' 
    --configuration-overrides '{ 
        "applicationConfiguration": [ 
             { 
                "classification": "spark-driver-log4j2", 
                "properties": { 
                    "rootLogger.level":"error", // will only display Spark error logs 
                    "logger.IdentifierForClass.name": "classpath for setting logger", 
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                    "logger.IdentifierForClass.level": "info" 
                    
                } 
            }, 
            { 
                "classification": "spark-executor-log4j2", 
                "properties": { 
                    "rootLogger.level":"error", // will only display Spark error logs 
                    "logger.IdentifierForClass.name": "classpath for setting logger", 
                    "logger.IdentifierForClass.level": "info" 
                } 
            } 
       ] 
    }'

サンプル Spark ジョブの Log4j2

次のコードサンプルは、アプリケーションのカスタム Log4j2 設定を初期化する際に Spark アプリ
ケーションを作成する方法を示しています。

Python

Example - Python で Spark ジョブに Log4j2 を使用する

import os
import sys

from pyspark import SparkConf, SparkContext
from pyspark.sql import SparkSession

app_name = "PySparkApp"
if __name__ == "__main__": 
    spark = SparkSession\ 
        .builder\ 
        .appName(app_name)\ 
        .getOrCreate() 
     
    spark.sparkContext._conf.getAll() 
    sc = spark.sparkContext 
    log4jLogger = sc._jvm.org.apache.log4j 
    LOGGER = log4jLogger.LogManager.getLogger(app_name) 

    LOGGER.info("pyspark script logger info") 
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    LOGGER.warn("pyspark script logger warn") 
    LOGGER.error("pyspark script logger error") 
     
    // your code here
    
    spark.stop()

Spark ジョブの実行時にドライバーの Log4j2 をカスタマイズするには、以下の設定を使用しま
す:

{ 
   "classification": "spark-driver-log4j2", 
      "properties": { 
          "rootLogger.level":"error", // only display Spark error logs 
          "logger.PySparkApp.level": "info",  
          "logger.PySparkApp.name": "PySparkApp" 
      }
}

Scala

Example - Scala で Spark ジョブに Log4j2 を使用する

import org.apache.log4j.Logger
import org.apache.spark.sql.SparkSession

object ExampleClass { 
  def main(args: Array[String]): Unit = { 
    val spark = SparkSession 
    .builder 
    .appName(this.getClass.getName) 
    .getOrCreate() 

    val logger = Logger.getLogger(this.getClass); 
    logger.info("script logging info logs") 
    logger.warn("script logging warn logs") 
    logger.error("script logging error logs")

// your code here
    spark.stop() 
  }
}
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Spark ジョブの実行時にドライバーの Log4j2 をカスタマイズするには、以下の設定を使用しま
す:

{ 
   "classification": "spark-driver-log4j2", 
      "properties": { 
          "rootLogger.level":"error", // only display Spark error logs 
          "logger.ExampleClass.level": "info",  
          "logger.ExampleClass.name": "ExampleClass" 
      }
}

Spark の Log4j2 に関する考慮事項

Spark プロセスでは、次の Log4j2.x プロパティは設定できません。

• rootLogger.appenderRef.stdout.ref

• appender.console.type

• appender.console.name

• appender.console.target

• appender.console.layout.type

• appender.console.layout.pattern

設定できる Log4j2.x プロパティの詳細については、GitHub の「log4j2.properties.template
ファイル」を参照してください。

EMR Serverless のモニタリング

このセクションでは、Amazon EMR Serverless アプリケーションとジョブをモニタリングする方法
について説明します。

トピック

• EMR Serverless アプリケーションとジョブのモニタリング

• Amazon Managed Service for Prometheus で Spark メトリクスをモニタリングする

• EMR Serverless 使用状況メトリクス
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EMR Serverless アプリケーションとジョブのモニタリング

EMR Serverless の Amazon CloudWatch メトリクスを使用することにより、1 分間の CloudWatch 
メトリクスを受け取り、CloudWatch ダッシュボードにアクセスして、EMR Serverless アプリケー
ションのパフォーマンスとオペレーションにほぼリアルタイムでアクセスできます。

EMR Serverless は CloudWatch に毎分メトリクスを送信します。EMR Serverless は、これらのメト
リクスをアプリケーションレベルだけでなく、ジョブ、ワーカータイプ、容量の割り当てタイプのレ
ベルで出力します。

開始するには、EMR Serverless GitHub リポジトリに用意されている EMR Serverless CloudWatch 
ダッシュボードテンプレートを使用してデプロイします。

Note

EMR Serverless インタラクティブワークロードでは、アプリケーションレベルのモニタリ
ングのみが有効化されており、新しいワーカータイプのディメンション Spark_Kernel が
あります。インタラクティブワークロードをモニタリングおよびデバッグするには、EMR 
Studio Workspace 内からログと Apache Spark UI にアクセスします。

メトリクスのモニタリング

Important

メトリクス表示を再構築して、ディメンションとして ApplicationName および JobName
を追加しています。リリース 7.10 以降では、古いメトリクスは更新されなくなります。7.10 
以前の EMR リリースでは、古いメトリクスは引き続き使用できます。

現在のディメンション

以下の表は、AWS/EMR Serverless 名前空間内で使用可能な EMR Serverless ディメンションを示
しています。
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EMR Serverless メトリクスのディメンション

ディメンション 説明

ApplicationId アプリケーション ID を使用
して、EMR Serverless アプ
リケーションのすべてのメト
リクスをフィルタリングしま
す。

ApplicationName その名前を使用して、EMR 
Serverless アプリケーション
のすべてのメトリクスをフィ
ルタリングします。名前が指
定されていない場合、または 
ASCII 以外の文字が含まれて
いる場合、[指定なし] として
発行されます。

JobId EMR Serverless ジョブ実行 
ID のすべてのメトリクスを
フィルタリングします。

JobName その名前を使用して、EMR 
Serverless ジョブ実行のすべ
てのメトリクスをフィルタリ
ングします。名前が指定され
ていない場合、または ASCII 
以外の文字が含まれている場
合、[指定なし] として発行さ
れます。

WorkerType 特定のワーカータイプのすべ
てのメトリクスをフィルタリ
ングします。例えば、Spark 
ジョブの SPARK_DRIVER  と
SPARK_EXECUTORS  をフィ
ルタリングできます。
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ディメンション 説明

CapacityAllocation 
Type

特定の容量割り当てタイ
プのすべてのメトリクスを
フィルタリングします。例
えば、事前に初期化された
容量と、その他すべての
OnDemandCapacity  に対
して PreInitCapacity  を
フィルタリングできます。

アプリケーションレベルのモニタリング

Amazon CloudWatch メトリクスを使用して、EMR Serverless アプリケーションレベルで容量の使
用状況をモニタリングできます。CloudWatch ダッシュボードでアプリケーション容量の使用状況を
モニタリングするように 1 つのディスプレイを設定することもできます。

EMR Serverless アプリケーションメトリクス

メトリクス 説明 単位 ディメンション

MaxCPUAllowed アプリケーションに 
許容される CPU の最
大数。

vCPU ApplicationId ,
ApplicationName

MaxMemory 
Allowed

アプリケーションに 
許容されるメモリの 
最大 GB 数。

ギガバイト数 (GB) ApplicationId ,
ApplicationName

MaxStorag 
eAllowed

アプリケーションに 
許容されるストレー 
ジの最大 GB 数。

ギガバイト数 (GB) ApplicationId ,
ApplicationName

CPUAllocated 割り当てられた vCPU 
の合計数。

vCPU ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType
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メトリクス 説明 単位 ディメンション

IdleWorkerCount アイドル状態のワー 
カーの合計数。

カウント ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType

MemoryAllocated 割り当てられたメモ 
リの合計 GB 数。

ギガバイト数 (GB) ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType

PendingCr 
eationWor 
kerCount

作成保留中のワーカ 
ーの合計数。

カウント ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType

RunningWo 
rkerCount

アプリケーションで 
使用されているワー 
カーの合計数。

カウント ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType

StorageAl 
located

割り当てられたディ 
スクストレージの合 
計 GB 数。

ギガバイト数 (GB) ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType

TotalWork 
erCount

使用可能なワーカー 
の合計数。

カウント ApplicationId ,
ApplicationName ,
WorkerTyp 
e , CapacityA 
llocationType
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ジョブレベルのモニタリング

Amazon EMR Serverless は、1 分ごとに次のジョブレベルのメトリクスを Amazon CloudWatch に
送信します。ジョブ実行集計のメトリクス値は、ジョブ実行状態別にアクセスできます。各メトリク
スの単位はカウントです。

EMR Serverless ジョブレベルのメトリクス

メトリクス 説明 ディメンション

SubmittedJobs 送信済み状態のジョブの数。 ApplicationId ,
ApplicationName

PendingJobs 保留中状態のジョブの数。 ApplicationId ,
ApplicationName

ScheduledJobs スケジュールされた状態の
ジョブの数。

ApplicationId ,
ApplicationName

RunningJobs 実行中状態のジョブの数。 ApplicationId ,
ApplicationName

SuccessJobs 成功状態のジョブの数。 ApplicationId ,
ApplicationName

FailedJobs 失敗状態のジョブの数。 ApplicationId ,
ApplicationName

CancellingJobs キャンセル中状態のジョブの
数。

ApplicationId ,
ApplicationName

CancelledJobs キャンセル済み状態のジョブ
の数。

ApplicationId ,
ApplicationName

エンジン固有のアプリケーション UI を使用して、実行中の EMR Serverless ジョブと完了した EMR 
Serverless ジョブのエンジン固有のメトリクスをモニタリングできます。実行中のジョブの UI にア
クセスすることにより、リアルタイムの更新が反映されたライブアプリケーション UI が表示されま
す。完了したジョブの UI にアクセスすることにより、永続アプリケーション UI が表示されます。

ジョブの実行
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実行中の EMR Serverless ジョブでは、エンジン固有のメトリクスを示すリアルタイムインターフェ
イスにアクセスします。Apache Spark UI または Hive Tez UI のいずれかを使用して、ジョブをモニ
タリングおよびデバッグできます。これらの UI にアクセスするには、EMR Studio コンソールを使
用するか、AWS Command Line Interfaceで安全な URL エンドポイントをリクエストします。

完了したジョブ

完了した EMR Serverless ジョブについては、Spark History Server または Persistent Hive Tez UI 
を使用して、Spark または Hive ジョブ実行のジョブの詳細、ステージ、タスク、メトリクスに
アクセスします。これらの UI にアクセスするには、EMR Studio コンソールを使用するか、AWS 
Command Line Interface で安全な URL エンドポイントをリクエストします。

ジョブワーカーレベルのモニタリング

Amazon EMR Serverless は、AWS/EMRServerless 名前空間および Job Worker Metrics メト
リクスグループで利用可能な以下のジョブワーカーレベルのメトリクスを Amazon CloudWatch に
送信します。EMR Serverless は、ジョブレベル、ワーカータイプ、容量割り当てタイプのレベルで
ジョブの実行中に個別のワーカーからデータポイントを収集します。ApplicationId をディメン
ションとして使用して、同じアプリケーションに属する複数のジョブをモニタリングできます。

EMR Serverless ジョブワーカーレベルのメトリクス

メトリクス 説明 単位 ディメンション

WorkerCpu 
Allocated

ジョブ実行で
ワーカーに割
り当てられた 
vCPU コアの合
計数。

vCPU JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

WorkerCpu 
Used

ジョブ実行で
ワーカーによっ
て使用されてい
る vCPU コアの
合計数。

vCPU JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type
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メトリクス 説明 単位 ディメンション

WorkerMem 
oryAlloca 
ted

ジョブ実行で
ワーカーに割
り当てられたメ
モリの合計 GB 
数。

ギガバイト数 
(GB)

JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

WorkerMem 
oryUsed

ジョブ実行で
ワーカーによっ
て使用されるメ
モリの合計 GB 
数。

ギガバイト数 
(GB)

JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

WorkerEph 
emeralSto 
rageAlloc 
ated

ジョブ実行で
ワーカーに割
り当てられたエ
フェメラルスト
レージのバイト
数。

ギガバイト数 
(GB)

JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

WorkerEph 
emeralSto 
rageUsed

ジョブ実行で
ワーカーによっ
て使用されるエ
フェメラルスト 
レージのバイト
数。

ギガバイト数 
(GB)

JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type
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メトリクス 説明 単位 ディメンション

WorkerSto 
rageReadB 
ytes

ジョブ実行で
ワーカーがスト
レージから読み
取るバイト数。

バイト JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

WorkerSto 
rageWrite 
Bytes

ジョブ実行で
ワーカーからス
トレージに書き
込まれたバイト 
数。

バイト JobId、JobName、Applicati 
onId 、Applicati 
onName 、WorkerTyp 
e 、および
CapacityA 
llocation 
Type

以下の手順では、さまざまなタイプのメトリクスにアクセスする方法について説明します。

Console

コンソールを使用してアプリケーション UI にアクセスするには

1. コンソールからの開始方法の手順を使用して、EMR Studio の EMR Serverless アプリケー
ションに移動します。

2. 実行中ジョブのエンジン固有のアプリケーション UI とログにアクセスするには:

a. RUNNING ステータスのジョブを選択します。

b. [アプリケーションの詳細] ページでジョブを選択するか、ジョブの [ジョブの詳細] ペー
ジに移動します。

c. [UI を表示] ドロップダウンメニューで、[Spark UI] または [Hive Tez UI] のいずれかを選
択して、ジョブタイプのアプリケーション UI に移動します。

d. Spark エンジンログにアクセスするには、Spark UI の [エグゼキュター] タブに移動し、
ドライバーのログリンクを選択します。Hive エンジンログにアクセスするには、Hive 
Tez UI で適切な DAG のログリンクを選択します。
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3. 完了したジョブのエンジン固有のアプリケーション UI とログにアクセスするには:

a. SUCCESS ステータスのジョブを選択します。

b. アプリケーションの [アプリケーションの詳細] ページでジョブを選択するか、ジョブの
[ジョブの詳細] ページに移動します。

c. [UI を表示] ドロップダウンメニューで、[Spark 履歴サーバー] または [Persistent Hive 
Tez UI] のいずれかを選択して、ジョブタイプのアプリケーション UI に移動します。

d. Spark エンジンログにアクセスするには、Spark UI の [エグゼキュター] タブに移動し、
ドライバーのログリンクを選択します。Hive エンジンログにアクセスするには、Hive 
Tez UI で適切な DAG のログリンクを選択します。

AWS CLI

AWS CLI を使用してアプリケーション UI にアクセスするには

• 実行中のジョブと完了したジョブでアプリケーション UI にアクセスするために使用できる 
URL を生成するには、GetDashboardForJobRun API を呼び出します。

aws emr-serverless get-dashboard-for-job-run /
--application-id <application-id> /
--job-run-id <job-id> 

生成した URL は 1 時間有効です。

Amazon Managed Service for Prometheus で Spark メトリクスをモニタリ
ングする

Amazon EMR リリース 7.1.0 以降では、EMR Serverless を Amazon Managed Service for 
Prometheus と統合して、EMR Serverless ジョブとアプリケーションの Apache Spark メトリクスを
収集できます。この統合は、AWS コンソール、EMR Serverless API、または AWS CLI を使用して
ジョブを送信するか、アプリケーションを作成するときに実施できます。

前提条件

Spark メトリクスを Amazon Managed Service for Prometheus に配信するには、次の前提条件を満
たします。
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• Amazon Managed Service for Prometheus ワークスペースを作成します。このワークスペース
は、取り込みエンドポイントとして機能します。エンドポイント - リモート書き込み URL に表示
された URL を書き留めます。EMR Serverless アプリケーションを作成するときに URL を指定す
る必要があります。

• モニタリング目的で Amazon Managed Service for Prometheus にジョブへのアクセス許可を付与
するには、ジョブ実行ロールに次のポリシーを追加します。

{ 
    "Sid": "AccessToPrometheus", 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": ["aps:RemoteWrite"], 
    "Resource": "arn:aws:aps:<AWS_REGION>:<AWS_ACCOUNT_ID>:workspace/<WORKSPACE_ID>"
}

セットアップ

AWS コンソールを使用して、Amazon Managed Service for Prometheus と統合されたアプリケー
ションを作成するには

1. 「Amazon EMR Serverless の使用を開始する」を参照してアプリケーションを作成します。

2. アプリケーションの作成中に、[カスタム設定を使用する] を選択し、設定するフィールドに情報
を指定してアプリケーションを設定します。

3. [アプリケーションのログとメトリクス] で、[エンジンメトリクスを Amazon Managed Service 
for Prometheus に配信] を選択し、リモート書き込み URL を指定します。

4. 必要な他の設定を指定し、[アプリケーションの作成と起動] を選択します。

AWS CLI または EMR Serverless API を使用する

AWS CLI または EMR Serverless API を使用して、create-application または start-job-
run コマンドを実行しているときに EMR Serverless アプリケーションを Amazon Managed Service 
for Prometheus と統合することもできます。

create-application

aws emr-serverless create-application \
--release-label emr-7.1.0 \
--type "SPARK" \
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--monitoring-configuration '{  
    "prometheusMonitoringConfiguration": { 
        "remoteWriteUrl": "https://aps-workspaces.<AWS_REGION>.amazonaws.com/
workspaces/<WORKSPACE_ID>/api/v1/remote_write" 
    }
}'

start-job-run

aws emr-serverless start-job-run \
--application-id <APPPLICATION_ID> \
--execution-role-arn <JOB_EXECUTION_ROLE> \
--job-driver '{ 
    "sparkSubmit": { 
        "entryPoint": "local:///usr/lib/spark/examples/src/main/python/pi.py", 
        "entryPointArguments": ["10000"], 
        "sparkSubmitParameters": "--conf spark.dynamicAllocation.maxExecutors=10" 
    }
}' \
--configuration-overrides '{ 
     "monitoringConfiguration": { 
        "prometheusMonitoringConfiguration": { 
            "remoteWriteUrl": "https://aps-workspaces.<AWS_REGION>.amazonaws.com/
workspaces/<WORKSPACE_ID>/api/v1/remote_write" 
        } 
    }
}'

コマンドで prometheusMonitoringConfiguration を指定すると、EMR Serverless は Spark 
メトリクスを収集し、Amazon Managed Service for Prometheus の remoteWriteUrl エンドポイ
ントに書き込むエージェントを使用して Spark ジョブを実行する必要があることが示されます。そ
の後、Amazon Managed Service for Prometheus の Spark メトリクスを使用して、視覚化、アラー
ト、分析を行うことができます。

高度な設定プロパティ

EMR Serverless は、PrometheusServlet という名前の Spark 内のコンポーネントを使用して 
Spark メトリクスを収集し、パフォーマンスデータを Amazon Managed Service for Prometheus と
互換性のあるデータに変換します。デフォルトでは、EMR Serverless は Spark にデフォルト値を設
定し、PrometheusMonitoringConfiguration を使用してジョブを送信するときにドライバー
とエグゼキュターのメトリクスを解析します。
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次の表は、Amazon Managed Service for Prometheus にメトリクスを送信する Spark ジョブを送信
するときに設定するすべてのプロパティを示しています。

Spark プロパティ デフォルト値 説明

spark.metrics.conf 
.*.sink.prometheus 
Servlet.class

org.apache.spark.metrics.si 
nk.PrometheusServlet

Spark が Amazon Managed 
Service for Prometheus にメ
トリクスを送信するために使
用するクラス。デフォルトの
動作をオーバーライドするに
は、独自のカスタムクラスを 
指定します。

spark.metrics.conf 
.*.source.jvm.class

org.apache.spark.metrics.so 
urce.JvmSource

Spark が基盤となる Java 仮
想マシンから重要なメトリク
スを収集して送信するために 
使用するクラス。JVM メトリ
クスの収集を停止するには、
このプロパティを "" などの
空の文字列に設定して無効に
します。デフォルトの動作を
オーバーライドするには、独
自のカスタムクラスを指定し
ます。

spark.metrics.conf 
.driver.sink.prome 
theusServlet.path

/metrics/prometheus Amazon Managed Service for 
Prometheus がドライバーから
メトリクスを収集するために
使用する個別の URL。デフォ
ルトの動作をオーバーライド
するには、独自のパスを指定
します。ドライバーメトリク
スの収集を停止するには、こ
のプロパティを "" などの空
の文字列に設定して無効にし
ます。
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Spark プロパティ デフォルト値 説明

spark.metrics.conf 
.executor.sink.pro 
metheusServlet.path

/metrics/executor/prometheus Amazon Managed Service for 
Prometheus がエグゼキュター
からメトリクスを収集するた
めに使用する個別の URL。デ
フォルトの動作をオーバーラ 
イドするには、独自のパスを
指定します。エグゼキュター
メトリクスの収集を停止する
には、このプロパティを ""
などの空の文字列に設定して
無効にします。

Spark メトリクスの詳細については、「Apache Spark メトリクス」を参照してください。

考慮事項と制限

Amazon Managed Service for Prometheus を使用して EMR Serverless からメトリクスを収集する場
合は、以下の考慮事項と制限事項を検討してください。

• Amazon Managed Service for Prometheus を EMR Serverless で使用するためのサポート
は、Amazon Managed Service for Prometheus が一般的に利用可能な AWS リージョンでのみ利用
できます。

• Amazon Managed Service for Prometheus で Spark メトリクスを収集するためにエージェントを
実行するには、より多くのワーカーのリソースが必要です。1 つの vCPU ワーカーなど、より小さ
なワーカーサイズを選択すると、ジョブの実行時間が長くなる可能性があります。

• EMR Serverless で Amazon Managed Service for Prometheus を使用するためのサポート
は、Amazon EMR リリース 7.1.0 以降でのみ利用できます。

• Amazon Managed Service for Prometheus は、メトリクスを収集するには EMR Serverless を実行
するのと同じアカウントにデプロイする必要があります。
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EMR Serverless 使用状況メトリクス

Amazon CloudWatch 使用状況メトリクスを使用して、アカウントが使用するリソースを可視化でき
ます。これらのメトリクスを使用して、CloudWatch グラフやダッシュボードでサービスの使用状況
を可視化できます。

EMR Serverless 使用状況メトリクスは、Service Quotas に対応しています。使用量がサービ
スクォータに近づいたときに警告するアラームを設定することもできます。詳細については、
「Service Quotas ユーザーガイド」の「Service Quotas and Amazon CloudWatch alarms」を参照し
てください。

EMR Serverless のサービスクォータの詳細については、「EMR Serverless のエンドポイントと
クォータ」を参照してください。

EMR Serverless のサービスクォータ使用状況メトリクス

EMR Serverless は、以下のサービスクォータ使用状況メトリクスを AWS/Usage 名前空間で発行し
ます。

メトリクス 説明

ResourceCount アカウントで実行されている指定されたリソー
スの合計数。リソースは、メトリクスに関連付
けられたディメンションによって定義されま 
す。

EMR Serverless サービスクォータ使用状況メトリクスのディメンション

次のディメンションを使用して、EMR Serverless が発行する使用状況メトリクスを絞り込むことが
できます。

ディメンション 値 説明

Service EMR Serverless リソースが含まれる AWS の
サービスの名前。

Type リソース EMR Serverless がレポートす
るエンティティのタイプ。
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ディメンション 値 説明

Resource vCPU EMR Serverless が追跡してい
るリソースのタイプ。

Class なし EMR Serverless が追跡してい
るリソースのクラス。

Amazon EventBridge による EMR Serverless の自動化
Amazon EventBridge を使用すると、AWS のサービスを自動化して、アプリケーションの可用性の
問題やリソースの変更などのシステムイベントに自動的に応答できます。EventBridge は、AWS リ
ソースにおける変化を説明するシステムイベントの、ほぼリアルタイムのストリームを配信します。
簡単なルールを記述して、注目するイベントと、イベントがルールに一致した場合に自動的に実行す
るアクションを指定できます。EventBridge を使用すると、自動的に以下の内容を実行できます。

• AWS Lambda 関数を呼び出す

• Amazon Kinesis Data Streams にイベントを中継する

• AWS Step Functions ステートマシンをアクティブ化する

• Amazon SNS トピックまたは Amazon SQS キューへの通知

例えば、EMR Serverless で EventBridge を使用する場合、ETL ジョブが成功したときに AWS 
Lambda 関数をアクティブ化する、または ETL ジョブが失敗したときに Amazon SNS トピックに通
知することができます。

EMR Serverless は、次の 4 種類のイベントを出力します。

• アプリケーションの状態変更イベント – アプリケーションの状態変更をすべて出力するイベン
ト。アプリケーションの状態の詳細については、「アプリケーションの状態」を参照してくださ
い。

• ジョブの実行状態変更イベント – ジョブ実行のすべての状態変更を出力するイベント。詳細につ
いては、「ジョブ実行状態」を参照してください。

• ジョブ実行の再試行イベント – Amazon EMR Serverless リリース 7.1.0 以降から実行されるジョ
ブのすべての再試行を出力するイベント。

• ジョブリソース使用率の更新イベント – ジョブ実行のリソース使用率の更新を 30 分に近い間隔で
実行するイベント。
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EMR Serverless EventBridge のイベント例

EMR Serverless によって報告されるイベントには、次の例のように、source に aws.emr-
serverless の値が割り当てられます。

アプリケーションの状態変更イベント

次のイベント例は、CREATING 状態のアプリケーションを示しています。

{ 
    "version": "0", 
    "id": "9fd3cf79-1ff1-b633-4dd9-34508dc1e660", 
    "detail-type": "EMR Serverless Application State Change", 
    "source": "aws.emr-serverless", 
    "account": "123456789012", 
    "time": "2022-05-31T21:16:31Z", 
    "region": "us-east-1", 
    "resources": [], 
    "detail": { 
        "applicationId": "00f1cbsc6anuij25", 
        "applicationName": "3965ad00-8fba-4932-a6c8-ded32786fd42", 
        "arn": "arn:aws:emr-serverless:us-east-1:111122223333:/
applications/00f1cbsc6anuij25", 
        "releaseLabel": "emr-6.6.0", 
        "state": "CREATING", 
        "type": "HIVE", 
        "createdAt": "2022-05-31T21:16:31.547953Z", 
        "updatedAt": "2022-05-31T21:16:31.547970Z", 
        "autoStopConfig": { 
            "enabled": true, 
            "idleTimeout": 15 
        }, 
        "autoStartConfig": { 
            "enabled": true 
        } 
    }
}

ジョブ実行の状態変更イベント

次のイベント例は、SCHEDULED 状態から RUNNING 状態に移行するジョブ実行を示しています。

{ 
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    "version": "0", 
    "id": "00df3ec6-5da1-36e6-ab71-20f0de68f8a0", 
    "detail-type": "EMR Serverless Job Run State Change", 
    "source": "aws.emr-serverless", 
    "account": "123456789012", 
    "time": "2022-05-31T21:07:42Z", 
    "region": "us-east-1", 
    "resources": [], 
    "detail": { 
        "jobRunId": "00f1cbn5g4bb0c01", 
        "applicationId": "00f1982r1uukb925", 
        "arn": "arn:aws:emr-serverless:us-east-1:123456789012:/
applications/00f1982r1uukb925/jobruns/00f1cbn5g4bb0c01", 
        "releaseLabel": "emr-6.6.0", 
        "state": "RUNNING", 
        "previousState": "SCHEDULED", 
        "createdBy": "arn:aws:sts::123456789012:assumed-role/
TestRole-402dcef3ad14993c15d28263f64381e4cda34775/6622b6233b6d42f59c25dd2637346242", 
        "updatedAt": "2022-05-31T21:07:42.299487Z", 
        "createdAt": "2022-05-31T21:07:25.325900Z" 
    }
}

ジョブ実行再試行イベント

ジョブ実行の再試行イベントの例を以下に示します。

{ 
    "version": "0", 
    "id": "00df3ec6-5da1-36e6-ab71-20f0de68f8a0", 
    "detail-type": "EMR Serverless Job Run Retry", 
    "source": "aws.emr-serverless", 
    "account": "123456789012", 
    "time": "2022-05-31T21:07:42Z", 
    "region": "us-east-1", 
    "resources": [], 
    "detail": { 
        "jobRunId": "00f1cbn5g4bb0c01", 
        "applicationId": "00f1982r1uukb925", 
        "arn": "arn:aws:emr-serverless:us-east-1:123456789012:/
applications/00f1982r1uukb925/jobruns/00f1cbn5g4bb0c01", 
        "releaseLabel": "emr-6.6.0", 
        "createdBy": "arn:aws:sts::123456789012:assumed-role/
TestRole-402dcef3ad14993c15d28263f64381e4cda34775/6622b6233b6d42f59c25dd2637346242", 
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        "updatedAt": "2022-05-31T21:07:42.299487Z", 
        "createdAt": "2022-05-31T21:07:25.325900Z", 
        //Attempt Details 
        "previousAttempt": 1, 
        "previousAttemptState": "FAILED", 
        "previousAttemptCreatedAt": "2022-05-31T21:07:25.325900Z", 
        "previousAttemptEndedAt": "2022-05-31T21:07:30.325900Z", 
        "newAttempt": 2, 
        "newAttemptCreatedAt": "2022-05-31T21:07:30.325900Z" 
    }
}

ジョブリソース使用率の更新

次のイベント例は、実行後にターミナル状態に移行したジョブの最終的なリソース使用率の更新を示
しています。

{ 
    "version": "0", 
    "id": "00df3ec6-5da1-36e6-ab71-20f0de68f8a0", 
    "detail-type": "EMR Serverless Job Resource Utilization Update", 
    "source": "aws.emr-serverless", 
    "account": "123456789012", 
    "time": "2022-05-31T21:07:42Z", 
    "region": "us-east-1", 
    "resources": [ 
        "arn:aws:emr-serverless:us-east-1:123456789012:/applications/00f1982r1uukb925/
jobruns/00f1cbn5g4bb0c01" 
    ], 
    "detail": { 
        "applicationId": "00f1982r1uukb925", 
        "jobRunId": "00f1cbn5g4bb0c01", 
        "attempt": 1, 
        "mode": "BATCH", 
        "createdAt": "2022-05-31T21:07:25.325900Z", 
        "startedAt": "2022-05-31T21:07:26.123Z", 
        "calculatedFrom": "2022-05-31T21:07:42.299487Z", 
        "calculatedTo": "2022-05-31T21:07:30.325900Z", 
        "resourceUtilizationFinal": true, 
        "resourceUtilizationForInterval": { 
            "vCPUHour": 0.023, 
            "memoryGBHour": 0.114, 
            "storageGBHour": 0.228 
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        }, 
        "billedResourceUtilizationForInterval": { 
            "vCPUHour": 0.067, 
            "memoryGBHour": 0.333, 
            "storageGBHour": 0 
        }, 
        "totalResourceUtilization": { 
            "vCPUHour": 0.023, 
            "memoryGBHour": 0.114, 
            "storageGBHour": 0.228 
        }, 
        "totalBilledResourceUtilization": { 
            "vCPUHour": 0.067, 
            "memoryGBHour": 0.333, 
            "storageGBHour": 0 
        } 
    }
}

startedAt フィールドは、ジョブが実行中の状態に移行した場合にのみイベント内に表示されます。
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リソースのタグ付け
EMR Serverless リソースの管理を容易にするために、タグを使用して各リソースに独自のメタデー
タを割り当てます。このセクションでは、タグ機能の概要とタグの作成方法について説明します。

トピック

• タグとは

• リソースのタグ付け

• タグ付けに関する制限事項

• AWS CLI および Amazon EMR Serverless API を使用してタグを操作する

タグとは

タグとは、AWS リソースに付けるラベルです。タグはそれぞれ、1 つのキーと 1 つの値で構成され
ており、どちらもお客様側が定義します。タグを使用すると、AWS リソースを目的、所有者、環境
などの属性で分類できます。同じ型のリソースが多い場合に、割り当てたタグに基づいて特定のリ
ソースをすばやく識別します。例えば、Amazon EMR Serverless に一連のタグを定義して、各アプ
リケーションの所有者とスタックレベルを追跡します。リソースタイプごとに一貫した一連のタグ
キーを考案することを提案します。

タグは自動的にはリソースに割り当てられません。リソースにタグを追加したら、任意の時点でタグ
の値を変更する、またはリソースからタグを削除します。タグには、Amazon EMR Serverless に関
連する意味論的な意味はなく、厳密に文字列として解釈されます。そのリソースの既存のタグと同じ
キーを持つタグを追加した場合、古い値は新しい値によって上書きされます。

IAM を使用すると、AWS アカウント内のどのユーザーにタグを管理するためのアクセス許可を付与
するかを制御できます。タグベースのアクセスコントロールポリシーの例については、「タグベース
のアクセスコントロールのポリシー」を参照してください。

リソースのタグ付け

新規または既存のアプリケーションとジョブの実行にタグを付けることができます。Amazon EMR 
Serverless API、AWS CLI、または AWS SDK を使用している場合は、関連する API アクションの
tags パラメータを使用して、新しいリソースにタグを適用できます。TagResource API アクショ
ンを使用して既存のリソースにタグを適用することもできます。
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リソースの作成時に、リソースのタグを指定するためのいくつかのリソース作成アクションを使用で
きます。その場合、リソースの作成中にタグを適用できないときは、リソースの作成は失敗します。
これにより、作成時にタグ付けしたリソースが、指定したタグで作成されているか、まったく作成さ
れていないかが確認できます。作成時にリソースにタグ付けを行う場合、リソースの作成後にカスタ
ムタグ付けスクリプトを実行する必要はありません。

次の表に、タグ付け可能な Amazon EMR Serverless リソースを示します。

タグ付け可能な リソース

リソース タグをサポート タグの伝播をサ
ポート

作成時のタグ
付けをサポー
ト (Amazon 
EMR Serverles 
s API、AWS 
CLI、AWS SDK)

作成時の API (作
成時にタグを追 
加可能)

アプリケーショ
ン

あり いいえ。アプリ
ケーションに関
連付けられたタ
グは、対象の 
アプリケーショ
ンに送信された
ジョブ実行には
反映されませ 
ん。

あり CreateApp 
lication

ジョブ実行 あり なし あり StartJobRun

タグ付けに関する制限事項

次の基本的な制限事項がタグに適用されます。

• 各リソースには、最大 50 個のユーザー作成タグを設定できます。

• タグキーはリソースごとにそれぞれ一意である必要があります。また、各タグキーに設定できる値
は 1 つのみです。

• キーの最大長は UTF-8 で 128 Unicode 文字です。
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• 値の最大長は UTF-8 で 256 Unicode 文字です。

• 使用できる文字は、UTF-8 対応の文字、数字、スペースと、文字 (_ . : / = + - @) です。

• タグキーを空の文字列にすることはできません。タグの値を空の文字列にすることはできます
が、null にすることはできません。

• タグのキーと値では、大文字と小文字が区別されます。

• キーまたは値のプレフィックスとして、AWS: またはその大文字と小文字の組み合わせを変えたも
のを使用しないでください。これらは AWS でのみ使用するように予約されています。

AWS CLI および Amazon EMR Serverless API を使用してタグを操
作する

リソースのタグの追加、更新、リスト表示、および削除を行うには、次の AWS CLI コマンドまたは 
Amazon EMR Serverless API オペレーションを使用します。

タグの CLI コマンドと API オペレーション

リソース タグをサポート タグの伝播をサポート

1 つ以上のタグを追加、また
は上書きします

tag-resource TagResource

リソースのタグの一覧表示 list-tags-for-reso 
urce

ListTagsForResource

1 つ以上のタグを削除します untag-resource UntagResource

以下の例では、AWS CLI を使用して、リソースに対してタグ付けまたはタグ削除する方法をデモン
ストレーションしています。

既存のアプリケーションにタグを付ける

次のコマンドは既存のアプリケーションにタグ付けします。

aws emr-serverless tag-resource --resource-arn resource_ARN --tags team=devs

既存のアプリケーションのタグを削除する
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次のコマンドは既存のアプリケーションからタグを削除します。

aws emr-serverless untag-resource --resource-arn resource_ARN --tag-keys tag_key

リソースのタグの一覧表示

次のコマンドは、既存のリソースに関連付けられているタグのリストを取得します。

aws emr-serverless list-tags-for-resource --resource-arn resource_ARN
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EMR Serverless のチュートリアル
このセクションでは、EMR Serverless アプリケーションで作業する際の一般的なユースケースに
ついて説明します。これには、Hudi や Iceberg など、大規模なデータセットを処理し、Python や 
Python ライブラリを使用して Spark ジョブを送信するためのさまざまなツールが含まれます。

トピック

• Amazon EMR Serverless での Java 17 の使用

• EMR Serverless での Apache Hudi の使用

• EMR Serverless での Apache Iceberg の使用

• EMR Serverless での Python ライブラリの使用

• EMR Serverless でのさまざまな Python バージョンの使用

• EMR Serverless での Delta Lake OSS の使用

• Airflow からの EMR Serverless ジョブの送信

• EMR Serverless での Hive ユーザー定義関数の使用

• EMR Serverless でのカスタムイメージの使用

• Amazon EMR Serverless での Amazon Redshift integration for Apache Spark の使用

• Amazon EMR Serverless を使用した DynamoDB への接続

Amazon EMR Serverless での Java 17 の使用

Amazon EMR リリース 6.11.0 以降では、Java 仮想マシン (JVM) で Java 17 ランタイムを使用する
ように EMR Serverless Spark ジョブを設定します。次のいずれかの方法を使用して、Java 17 で 
Spark を設定します。

JAVA_HOME

EMR Serverless 6.11.0 以降の JVM 設定を上書きするには、spark.emr-
serverless.driverEnv および spark.executorEnv の環境分類に JAVA_HOME 設定を指定しま
す。

x86_64

必要なプロパティを設定して、Spark ドライバーとエグゼキュターの JAVA_HOME 設定として 
Java 17 を指定します。
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--conf spark.emr-serverless.driverEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-17-amazon-
corretto.x86_64/  
--conf spark.executorEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-17-amazon-corretto.x86_64/

arm_64

必要なプロパティを設定して、Spark ドライバーとエグゼキュターの JAVA_HOME 設定として 
Java 17 を指定します。

--conf spark.emr-serverless.driverEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-17-amazon-
corretto.aarch64/
--conf spark.executorEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-17-amazon-corretto.aarch64/

spark-defaults

また、spark-defaults 分類で Java 17 を指定して、EMR Serverless 6.11.0 以降の JVM 設定を上
書きすることもできます。

x86_64

spark-defaults 分類で Java 17 を指定します。

{
"applicationConfiguration": [  
         {  
            "classification": "spark-defaults", 
            "properties": {  
               "spark.emr-serverless.driverEnv.JAVA_HOME" : "/usr/lib/jvm/java-17-
amazon-corretto.x86_64/", 
               "spark.executorEnv.JAVA_HOME": "/usr/lib/jvm/java-17-amazon-
corretto.x86_64/"  
            } 
         } 
      ]
}

arm_64

spark-defaults 分類で Java 17 を指定します。

{
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"applicationConfiguration": [  
         {  
            "classification": "spark-defaults", 
            "properties": {  
               "spark.emr-serverless.driverEnv.JAVA_HOME" : "/usr/lib/jvm/java-17-
amazon-corretto.aarch64/", 
               "spark.executorEnv.JAVA_HOME": "/usr/lib/jvm/java-17-amazon-
corretto.aarch64/"  
            } 
         } 
      ]
}

EMR Serverless での Apache Hudi の使用

このセクションでは、EMR Serverless アプリケーションで Apache Hudi を使用する方法について説
明します。Hudi は、データ処理をよりシンプルにするデータ管理フレームワークです。

EMR Serverless アプリケーションで Apache Hudi を使用するには

1. 対応する Spark ジョブ実行で必要な Spark プロパティを設定します。

spark.jars=/usr/lib/hudi/hudi-spark-bundle.jar,/usr/lib/hudi/hudi-utilities-
bundle.jar,/usr/lib/hudi/hudi-aws-bundle.jar
spark.serializer=org.apache.spark.serializer.KryoSerializer

2. Hudi テーブルを設定されたカタログに同期するには、AWS Glue データカタログをメタスト
アとして指定するか、外部メタストアを設定します。EMR Serverless は、Hudi ワークロード
で Hive テーブルの同期モードとして hms をサポートします。EMR Serverless は、このプロ
パティをデフォルトでアクティブ化します。メタストアの設定方法の詳細については、「EMR 
Serverless のメタストア設定」を参照してください。

Important

EMR Serverless は、Hudi ワークロードを処理する Hive テーブルの同期モードオプ
ションとして HIVEQL または JDBC をサポートしていません。詳細については、「Sync 
modes」を参照してください。
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AWS Glue データカタログをメタストアとして使用する場合は、Hudi ジョブに次の設定プロパ
ティを指定します。

--conf spark.jars=/usr/lib/hudi/hudi-spark-bundle.jar,
--conf spark.serializer=org.apache.spark.serializer.KryoSerializer,
--conf 
 spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory

Amazon EMR の Apache Hudi リリースの詳細については、「Hudi release history」を参照してくだ
さい。

EMR Serverless での Apache Iceberg の使用

このセクションでは、EMR Serverless アプリケーションで Apache Iceberg を使用する方法につい
て説明します。Apache Iceberg は、データレイクで大規模なデータセットを扱うのに役立つテーブ
ル形式です。

EMR Serverless アプリケーションで Apache Iceberg を使用するには

1. 対応する Spark ジョブ実行で必要な Spark プロパティを設定します。

spark.jars=/usr/share/aws/iceberg/lib/iceberg-spark3-runtime.jar

2. AWS Glue データカタログをメタストアとして指定するか、外部メタストアを設定します。メタ
ストアの設定の詳細については、「EMR Serverless のメタストア設定」を参照してください。

Iceberg に使用するメタストアプロパティを設定します。例えば、AWS Glue データカタログを
使用する場合は、アプリケーション設定で次のプロパティを設定します。

spark.sql.catalog.dev.warehouse=s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/
spark.sql.extensions=org.apache.iceberg.spark.extensions.IcebergSparkSessionExtensions
spark.sql.catalog.dev=org.apache.iceberg.spark.SparkCatalog
spark.sql.catalog.dev.catalog-impl=org.apache.iceberg.aws.glue.GlueCatalog
spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory

AWS Glue データカタログをメタストアとして使用する場合は、Iceberg ジョブに次の設定プロ
パティを指定します。
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--conf spark.jars=/usr/share/aws/iceberg/lib/iceberg-spark3-runtime.jar,
--conf 
 spark.sql.extensions=org.apache.iceberg.spark.extensions.IcebergSparkSessionExtensions,
--conf spark.sql.catalog.dev=org.apache.iceberg.spark.SparkCatalog,  
--conf spark.sql.catalog.dev.catalog-impl=org.apache.iceberg.aws.glue.GlueCatalog,  
--conf spark.sql.catalog.dev.warehouse=s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/
--conf 
 spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory

Amazon EMR の Apache Iceberg リリースの詳細については、「Iceberg release history」を参照し
てください。

EMR Serverless での Python ライブラリの使用
Amazon EMR Serverless アプリケーションで PySpark ジョブを実行する際に、さまざまな Python 
ライブラリを依存関係としてパッケージ化します。これを行うには、ネイティブ Python 機能を使用
するか、仮想環境を構築するか、Python ライブラリを使用するように PySpark ジョブを直接設定し
ます。このページでは、それぞれの方法について説明します。

ネイティブ Python 機能の使用

以下の設定を行うと、PySpark を使用して Python ファイル (.py)、圧縮 Python パッケージ 
(.zip)、および Egg ファイル (.egg) を Spark エグゼキューターにアップロードします。

--conf spark.submit.pyFiles=s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/<.py|.egg|.zip 
 file>

PySpark ジョブで Python 仮想環境を使用する方法の詳細については、「Using PySpark Native 
Features」を参照してください。

EMR Notebook を使用する場合、次のコードを実行して、Python 依存関係を Notebook で使用でき
るようにできます。

    %%configure -f 
 { 
    "conf": { 
    "spark.submit.pyFiles":"s3:///amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/<.py|.egg|.zip 
 file>
                   } 
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 }

Python 仮想環境の構築

PySpark ジョブの Python ライブラリをパッケージ化するために、独立した Python 仮想環境を構築
します。

1. Python 仮想環境を構築するには、次のコマンドを実行します。次の例では、scipy パッケージ
と matplotlib パッケージを仮想環境パッケージにインストールし、アーカイブを Amazon S3 
の場所にコピーします。

Important

EMR Serverless で使用するのと同じバージョンの Python、つまり Amazon EMR リ
リース 6.6.0 用の Python 3.7.10 を使用して、同様の Amazon Linux 2 環境で、次のコマ
ンドを実行する必要があります。Dockerfile の例は、EMR Serverless Samples GitHub 
リポジトリにあります。

# initialize a python virtual environment
python3 -m venv pyspark_venvsource
source pyspark_venvsource/bin/activate

# optionally, ensure pip is up-to-date
pip3 install --upgrade pip

# install the python packages
pip3 install scipy
pip3 install matplotlib

# package the virtual environment into an archive
pip3 install venv-pack
venv-pack -f -o pyspark_venv.tar.gz

# copy the archive to an S3 location
aws s3 cp pyspark_venv.tar.gz s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/

# optionally, remove the virtual environment directory
rm -fr pyspark_venvsource

2. Python 仮想環境を使用するようにプロパティを設定し、Spark ジョブを送信します。
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--conf spark.archives=s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/
pyspark_venv.tar.gz#environment  
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_DRIVER_PYTHON=./environment/bin/
python
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_PYTHON=./environment/bin/python  
--conf spark.executorEnv.PYSPARK_PYTHON=./environment/bin/python

元の Python バイナリを上書きしない場合、前述の一連の設定で 2 番目の設定が --conf 
spark.executorEnv.PYSPARK_PYTHON=python になることに注意してください。

PySpark ジョブに Python 仮想環境を使用する方法の詳細については、「Using Virtualenv」を参
照してください。Spark ジョブを送信する方法の例については、「EMR Serverless ジョブ実行
時の Spark 設定の使用」を参照してください。

Python ライブラリを使用するように PySpark ジョブを設定する

Amazon EMR リリース 6.12.0 以降では、新たにセットアップをしなくて
も、pandas、NumPy、PyArrow といった一般的なデータサイエンス向けの Python ライブラリを使
用するように、直接 EMR Serverless PySpark ジョブを設定できます。

次の例は、PySpark ジョブで各 Python ライブラリをパッケージ化する方法をデモンストレーション
しています。

NumPy

NumPy は、数学、並べ替え、ランダムシミュレーション、基本統計のための多次元配列とオペ
レーションを提供する科学計算用の Python ライブラリです。NumPy を使用するには、次のコマ
ンドを実行します。

import numpy

pandas

pandas は、NumPy に構築された Python ライブラリです。pandas ライブラリは、DataFrame
データ構造とデータ分析ツールをデータサイエンティストに提供します。pandas を使用するに
は、次のコマンドを実行します。

import pandas
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PyArrow

PyArrow は、ジョブのパフォーマンスを向上させるためにインメモリ列指向データを管理する 
Python ライブラリです。PyArrow は、Apache Arrow のクロス言語開発仕様に基づいています。
これは、データを列指向形式で表現して交換するための標準的な方法です。PyArrow を使用する
には、次のコマンドを実行します。

import pyarrow

EMR Serverless でのさまざまな Python バージョンの使用
EMR Serverless での Python ライブラリの使用 のユースケースに加えて、Python 仮想環境を使
用して、Amazon EMR Serverless アプリケーションの Amazon EMR リリースでパッケージ化さ
れたバージョンとは異なる Python バージョンを扱うこともできます。これを行うには、使用する 
Python バージョンで Python 仮想環境を構築します。

Python 仮想環境からジョブを送信するには

1. 次の例のコマンドを使用して仮想環境を構築します。この例では、Python 3.9.9 を仮想環境パッ
ケージにインストールし、アーカイブを Amazon S3 の場所にコピーします。

Important

Amazon EMR リリース 7.0.0 以降を使用する場合は、EMR Serverless アプリケーショ
ンで使用するのと同様の Amazon Linux 2023 環境でコマンドを実行します。
リリース 6.15.0 以前を使用する場合は、同様の Amazon Linux 2 環境で次のコマンドを
実行します。

# install Python 3.9.9 and activate the venv
yum install -y gcc openssl-devel bzip2-devel libffi-devel tar gzip wget make
wget https://www.python.org/ftp/python/3.9.9/Python-3.9.9.tgz && \
tar xzf Python-3.9.9.tgz && cd Python-3.9.9 && \
./configure --enable-optimizations && \
make altinstall

# create python venv with Python 3.9.9
python3.9 -m venv pyspark_venv_python_3.9.9 --copies  
source pyspark_venv_python_3.9.9/bin/activate
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# copy system python3 libraries to venv
cp -r /usr/local/lib/python3.9/* ./pyspark_venv_python_3.9.9/lib/python3.9/

# package venv to archive.  
# **Note** that you have to supply --python-prefix option  
# to make sure python starts with the path where your  
# copied libraries are present.
# Copying the python binary to the "environment" directory.
pip3 install venv-pack
venv-pack -f -o pyspark_venv_python_3.9.9.tar.gz --python-prefix /home/hadoop/
environment

# stage the archive in S3  
aws s3 cp pyspark_venv_python_3.9.9.tar.gz s3://<path>

# optionally, remove the virtual environment directory
rm -fr pyspark_venv_python_3.9.9

2. Python 仮想環境を使用するようにプロパティを設定し、Spark ジョブを送信します。

# note that the archive suffix "environment" is the same as the directory where you 
 copied the Python binary.
--conf spark.archives=s3://amzn-s3-demo-bucket/EXAMPLE-PREFIX/
pyspark_venv_python_3.9.9.tar.gz#environment  
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_DRIVER_PYTHON=./environment/bin/
python
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_PYTHON=./environment/bin/python  
--conf spark.executorEnv.PYSPARK_PYTHON=./environment/bin/python

PySpark ジョブに Python 仮想環境を使用する方法の詳細については、「Using Virtualenv」を参照
してください。Spark ジョブを送信する方法の例については、「EMR Serverless ジョブ実行時の 
Spark 設定の使用」を参照してください。
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EMR Serverless での Delta Lake OSS の使用

Amazon EMR バージョン 6.9.0 以降

Note

Amazon EMR 7.0.0 以降では、Delta Lake 3.0.0 が使用され、delta-core.jar ファイル名
が delta-spark.jar に変更されます。Amazon EMR 7.0.0 以降を使用する場合は、設定で
delta-spark.jar を指定する必要があります。

Amazon EMR 6.9.0 以降には Delta Lake が含まれているため、Delta Lake を自分でパッケージ化し
たり、EMR Serverless ジョブで --packages フラグを指定したりする必要がなくなりました。

1. EMR Serverless ジョブを送信するときは、次の設定プロパティがあり、次のパラメータが
sparkSubmitParameters フィールドに含まれていることを確認してください。

--conf spark.jars=/usr/share/aws/delta/lib/delta-core.jar,/usr/share/aws/delta/lib/
delta-storage.jar 
    --conf spark.sql.extensions=io.delta.sql.DeltaSparkSessionExtension 
    --conf 
 spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.spark.sql.delta.catalog.DeltaCatalog

2. Delta テーブルの作成と読み取りをテストするローカル delta_sample.py を作成します。

# delta_sample.py 
    from pyspark.sql import SparkSession 
     
    import uuid 
     
    url = "s3://amzn-s3-demo-bucket/delta-lake/output/%s/" % str(uuid.uuid4()) 
    spark = SparkSession.builder.appName("DeltaSample").getOrCreate() 
     
    ## creates a Delta table and outputs to target S3 bucket 
    spark.range(5).write.format("delta").save(url) 
     
    ## reads a Delta table and outputs to target S3 bucket 
    spark.read.format("delta").load(url).show
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3. AWS CLI を使用して、delta_sample.py ファイルを Amazon S3 バケットにアップロードし
ます。次に、start-job-run コマンドを使用して、既存の EMR Serverless アプリケーション
にジョブを送信します。

aws s3 cp delta_sample.py s3://amzn-s3-demo-bucket/code/ 
     
    aws emr-serverless start-job-run \ 
        --application-id application-id \ 
        --execution-role-arn job-role-arn \ 
        --name emr-delta \ 
        --job-driver '{ 
            "sparkSubmit": { 
                "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/code/delta_sample.py", 
                "sparkSubmitParameters": "--conf spark.jars=/usr/share/
aws/delta/lib/delta-core.jar,/usr/share/aws/delta/lib/delta-storage.jar --
conf spark.sql.extensions=io.delta.sql.DeltaSparkSessionExtension --conf 
 spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.spark.sql.delta.catalog.DeltaCatalog" 
            } 
        }'

Delta Lake で Python ライブラリを使用するには、delta-core ライブラリを依存関係としてパッ
ケージ化するか、カスタムイメージとして使用して追加します。

また、SparkContext.addPyFile を使用して delta-core JAR ファイルから Python ライブラリ
を追加することもできます。

import glob
from pyspark.sql import SparkSession

spark = SparkSession.builder.getOrCreate()
spark.sparkContext.addPyFile(glob.glob("/usr/share/aws/delta/lib/delta-core_*.jar")[0])

Amazon EMR バージョン 6.8.0 以前

Amazon EMR 6.8.0 以前を使用している場合は、以下の手順に従って、EMR Serverless アプリケー
ションで Delta Lake OSS を使用します。

1. Amazon EMR Serverless アプリケーションの Spark のバージョンと互換性のある Delta Lake の
オープンソースバージョンをビルドするには、Delta GitHub に移動して指示に従います。

2. Delta Lake ライブラリを AWS アカウントの Amazon S3 バケットにアップロードします。
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3. アプリケーション設定で EMR Serverless ジョブを送信するときは、バケットに現在ある Delta 
Lake JAR ファイルを含めます。

--conf spark.jars=s3://amzn-s3-demo-bucket/jars/delta-core_2.12-1.1.0.jar

4. Delta テーブルとの読み書きを確実に行うには、サンプル PySpark テストを実行します。

from pyspark import SparkConf, SparkContext 
    from pyspark.sql import HiveContext, SparkSession 
     
    import uuid 
     
    conf = SparkConf() 
    sc = SparkContext(conf=conf) 
    sqlContext = HiveContext(sc) 
     
    url = "s3://amzn-s3-demo-bucket/delta-lake/output/1.0.1/%s/" % 
 str(uuid.uuid4()) 
     
    ## creates a Delta table and outputs to target S3 bucket 
    session.range(5).write.format("delta").save(url) 
     
    ## reads a Delta table and outputs to target S3 bucket 
    session.read.format("delta").load(url).show

Airflow からの EMR Serverless ジョブの送信

Apache Airflow の Amazon プロバイダーは、EMR Serverless 演算子を提供します。演算子の詳細に
ついては、Apache Airflow ドキュメントの「Amazon EMR Serverless Operators」を参照してくださ
い。

EmrServerlessCreateApplicationOperator を使用して Spark アプリケーションまたは Hive 
アプリケーションを作成できます。EmrServerlessStartJobOperator を使用して、新しいアプ
リケーションで 1 つ以上のジョブを開始することもできます。

Airflow 2.2.2 の Amazon Managed Workflows for Apache Airflow (MWAA) で 演算子を使用するに
は、次の行を requirements.txt ファイルに追加し、新しいファイルを使用するように MWAA 環
境を更新します。

apache-airflow-providers-amazon==6.0.0
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boto3>=1.23.9

Amazon プロバイダーのリリース 5.0.0 に EMR Serverless のサポートが追加されました。リリース 
6.0.0 は、Airflow 2.2.2 と互換性のある最後のバージョンです。それ以降のバージョンは、MWAA の 
Airflow 2.4.3 で使用できます。

次の簡単な例は、アプリケーションを作成し、複数の Spark ジョブを実行してからアプリケーショ
ンを停止する方法を示しています。完全な例は、EMR Serverless Samples GitHub リポジトリにあ
ります。sparkSubmit 設定の詳細については、「EMR Serverless ジョブ実行時の Spark 設定の使
用」を参照してください。

from datetime import datetime

from airflow import DAG
from airflow.providers.amazon.aws.operators.emr import ( 
    EmrServerlessCreateApplicationOperator, 
    EmrServerlessStartJobOperator, 
    EmrServerlessDeleteApplicationOperator,
)

# Replace these with your correct values
JOB_ROLE_ARN = "arn:aws:iam::account-id:role/emr_serverless_default_role"
S3_LOGS_BUCKET = "amzn-s3-demo-bucket"

DEFAULT_MONITORING_CONFIG = { 
    "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": {"logUri": f"s3://amzn-s3-demo-bucket/logs/"} 
    },
}

with DAG( 
    dag_id="example_endtoend_emr_serverless_job", 
    schedule_interval=None, 
    start_date=datetime(2021, 1, 1), 
    tags=["example"], 
    catchup=False,
) as dag: 
    create_app = EmrServerlessCreateApplicationOperator( 
        task_id="create_spark_app", 
        job_type="SPARK", 
        release_label="emr-6.7.0", 
        config={"name": "airflow-test"}, 
    ) 
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    application_id = create_app.output 

    job1 = EmrServerlessStartJobOperator( 
        task_id="start_job_1", 
        application_id=application_id, 
        execution_role_arn=JOB_ROLE_ARN, 
        job_driver={ 
            "sparkSubmit": { 
                "entryPoint": "local:///usr/lib/spark/examples/src/main/python/
pi_fail.py", 
            } 
        }, 
        configuration_overrides=DEFAULT_MONITORING_CONFIG, 
    ) 

    job2 = EmrServerlessStartJobOperator( 
        task_id="start_job_2", 
        application_id=application_id, 
        execution_role_arn=JOB_ROLE_ARN, 
        job_driver={ 
            "sparkSubmit": { 
                "entryPoint": "local:///usr/lib/spark/examples/src/main/python/pi.py", 
                "entryPointArguments": ["1000"] 
            } 
        }, 
        configuration_overrides=DEFAULT_MONITORING_CONFIG, 
    ) 

    delete_app = EmrServerlessDeleteApplicationOperator( 
        task_id="delete_app", 
        application_id=application_id, 
        trigger_rule="all_done", 
    ) 

    (create_app >> [job1, job2] >> delete_app)

EMR Serverless での Hive ユーザー定義関数の使用

Hive ユーザー定義関数 (UDF) を使用すると、レコードまたはレコードのグループを処理するカスタ
ム関数を作成できます。このチュートリアルでは、既存の Amazon EMR Serverless アプリケーショ
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ンでサンプル UDF を使用して、クエリ結果を出力するジョブを実行します。アプリケーションの設
定方法については、「Amazon EMR Serverless の使用を開始する」を参照してください。

EMR Serverless で UDF を使用するには

1. サンプル UDF の GitHub に移動します。リポジトリのクローンを作成し、使用する git ブランチ
に切り替えます。リポジトリの pom.xml ファイルの maven-compiler-plugin をソースを
持つように更新します。また、ターゲットの Java のバージョン設定を 1.8 に更新します。mvn 
package -DskipTests を実行して、サンプル UDF を含む JAR ファイルを作成します。

2. JAR ファイルを作成したら、次のコマンドを使用して S3 バケットに JAR ファイルをアップ
ロードします。

aws s3 cp brickhouse-0.8.2-JS.jar s3://amzn-s3-demo-bucket/jars/

3. サンプルファイルを作成して、サンプルの UDF 関数のいずれかを使用します。このクエリを
udf_example.q として保存し、S3 バケットにアップロードします。

add jar s3://amzn-s3-demo-bucket/jars/brickhouse-0.8.2-JS.jar;
CREATE TEMPORARY FUNCTION from_json AS 'brickhouse.udf.json.FromJsonUDF';
select from_json('{"key1":[0,1,2], "key2":[3,4,5,6], "key3":[7,8,9]}', map("", 
 array(cast(0 as int))));
select from_json('{"key1":[0,1,2], "key2":[3,4,5,6], "key3":[7,8,9]}', map("", 
 array(cast(0 as int))))["key1"][2];

4. 次の Hive ジョブを送信します。

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id application-id \ 
  --execution-role-arn job-role-arn \ 
  --job-driver '{ 
    "hive": { 
        "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/queries/udf_example.q", 
        "parameters": "--hiveconf hive.exec.scratchdir=s3://amzn-s3-demo-bucket/
emr-serverless-hive/scratch --hiveconf hive.metastore.warehouse.dir=s3://'$BUCKET'/
emr-serverless-hive/warehouse" 
    }
}' --configuration-overrides '{ 
    "applicationConfiguration": [{ 
        "classification": "hive-site", 
        "properties": { 
            "hive.driver.cores": "2", 
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            "hive.driver.memory": "6G" 
        } 
    }], 
    "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/logs/" 
        } 
    }
}'

5. get-job-run コマンドを使用して、ジョブの状態を確認します。状態が SUCCESS になるまで
待ちます。

aws emr-serverless get-job-run --application-id application-id --job-run-id job-id

6. 次のコマンドを使って、出力ファイルをダウンロードします。

aws s3 cp --recursive s3://amzn-s3-demo-bucket/logs/applications/application-id/
jobs/job-id/HIVE_DRIVER/ .

stdout.gz ファイルは次のようなものです。

{"key1":[0,1,2],"key2":[3,4,5,6],"key3":[7,8,9]}
2

EMR Serverless でのカスタムイメージの使用

トピック
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• データサイエンスイメージを構築する
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• カスタムイメージを使用するためのライセンス情報

カスタムイメージの使用 224



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

カスタム Python バージョンを使用する

別のバージョンの Python を使用するようにカスタムイメージを構築できます。例えば、Spark ジョ
ブに Python バージョン 3.10 を使用するには、次のコマンドを実行します。

FROM public.ecr.aws/emr-serverless/spark/emr-6.9.0:latest

USER root

# install python 3
RUN yum install -y gcc openssl-devel bzip2-devel libffi-devel tar gzip wget make
RUN wget https://www.python.org/ftp/python/3.10.0/Python-3.10.0.tgz && \
tar xzf Python-3.10.0.tgz && cd Python-3.10.0 && \
./configure --enable-optimizations && \
make altinstall

# EMRS runs the image as hadoop
USER hadoop:hadoop

Spark ジョブを送信する前に、次のように Python 仮想環境を使用するようにプロパティを設定しま
す。

--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_DRIVER_PYTHON=/usr/local/bin/python3.10
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.PYSPARK_PYTHON=/usr/local/bin/python3.10
--conf spark.executorEnv.PYSPARK_PYTHON=/usr/local/bin/python3.10

カスタム Java バージョンを使用する

次の例は、Spark ジョブに Java 11 を使用するようにカスタムイメージを構築する方法を示していま
す。

FROM public.ecr.aws/emr-serverless/spark/emr-6.9.0:latest

USER root

# install JDK 11
RUN amazon-linux-extras install java-openjdk11

# EMRS runs the image as hadoop
USER hadoop:hadoop
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Spark ジョブを送信する前に、次のように Java 11 を使用するように Spark プロパティを設定しま
す。

--conf spark.executorEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-11-
openjdk-11.0.16.0.8-1.amzn2.0.1.x86_64  
--conf spark.emr-serverless.driverEnv.JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-11-
openjdk-11.0.16.0.8-

データサイエンスイメージを構築する

次の例は、Pandas や NumPy などの一般的なデータサイエンス Python パッケージを組み込む方法
を示しています。

FROM public.ecr.aws/emr-serverless/spark/emr-6.9.0:latest

USER root

# python packages
RUN pip3 install boto3 pandas numpy
RUN pip3 install -U scikit-learn==0.23.2 scipy  
RUN pip3 install sk-dist
RUN pip3 install xgboost

# EMR Serverless runs the image as hadoop
USER hadoop:hadoop

Apache Sedona による地理空間データの処理

次の例は、地理空間処理のために Apache Sedona を組み込むようにイメージを構築する方法を示し
ています。

FROM public.ecr.aws/emr-serverless/spark/emr-6.9.0:latest

USER root

RUN yum install -y wget
RUN wget https://repo1.maven.org/maven2/org/apache/sedona/sedona-core-3.0_2.12/1.3.0-
incubating/sedona-core-3.0_2.12-1.3.0-incubating.jar -P /usr/lib/spark/jars/
RUN pip3 install apache-sedona

# EMRS runs the image as hadoop

データサイエンスイメージを構築する 226



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

USER hadoop:hadoop

カスタムイメージを使用するためのライセンス情報

EMR Serverless でカスタムイメージを構築して、特定のタスクを実行したり、特定のバージョンの
ソフトウェアパッケージを使用したりできます。カスタムイメージの変更と配布には、ルールとライ
センス条項が適用される場合があります。ライセンステキストは、以下のサブセクションに表示され
ます。

カスタムイメージに適用されるライセンス

Copyright Amazon.com and its affiliates; all rights reserved。このソフトウェアは、AWS カスタマー
アグリーメントに基づく AWS コンテンツであり、許可なく配布してはなりません。AWS 許諾者
は、AWS Intellectual Property License のアクセス許可に加えて、これらの追加のアクセス許可を付
与します:

AWS コンテンツの派生物の作成、コピー、使用は、以下の条件が満たされている場合に許可されま
す。

• AWS コンテンツ自体を変更することはなく、派生物は単に新しいコンテンツを追加した結果で
す。

• 内部複製は、上記の著作権表示を保持しなければなりません。

• ソースまたはバイナリ形式の外部配布は、変更の有無にかかわらず、本ライセンス条項では許可さ
れません。

カスタムイメージの使用の詳細については、「Using custom images with EMR Serverless」を参照
してください。

Amazon EMR Serverless での Amazon Redshift integration for 
Apache Spark の使用

Amazon EMR リリース 6.9.0 以降、リリースイメージには常に Apache Spark と Amazon Redshift 
をつなぐコネクタが含まれます。このコネクタを使用して、Amazon EMR Serverless で Spark 
を使用して Amazon Redshift に保存されているデータを処理します。このインテグレーション
は、spark-redshift オープンソースコネクタをベースにしています。Amazon EMR Serverless 
では、Amazon Redshift integration for Apache Spark がネイティブインテグレーションとして含まれ
ています。
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トピック

• Amazon Redshift integration for Apache Spark を使用した Spark アプリケーションの起動

• Amazon Redshift integration for Apache Spark による認証

• Amazon Redshift に対する読み書き

• Spark コネクタを使用する際の考慮事項と制限事項

Amazon Redshift integration for Apache Spark を使用した Spark アプリ
ケーションの起動

EMR Serverless 6.9.0 とのインテグレーションを使用するには、Spark ジョブで必要な Spark 
Redshift の依存関係を渡します。--jars を使用して、Redshift コネクタ関連のライブラリを含めま
す。ファイルの保存先として --jars オプションでサポートされている他の場所にアクセスするに
は、Apache Spark ドキュメントの「Advanced Dependency Management」セクションを参照して
ください。

• spark-redshift.jar

• spark-avro.jar

• RedshiftJDBC.jar

• minimal-json.jar

Amazon EMR リリース 6.10.0 以降は minimal-json.jar 依存関係を必要とせず、デフォルト
で他の依存関係を各クラスターに自動的にインストールします。以下の例は、Apache Spark 用の 
Amazon Redshift インテグレーションを使用して Spark アプリケーションを起動する方法をデモン
ストレーションしています。

Amazon EMR 6.10.0 +

EMR Serverless リリース 6.10.0 以降で Amazon Redshift integration for Apache Spark を使用し
て、Amazon EMR Serverless の Spark ジョブを起動します。

spark-submit my_script.py

Amazon EMR 6.9.0

EMR Serverless リリース 6.9.0 で Amazon Redshift integration for Apache Spark を使用し
て、Amazon EMR Serverless の Spark ジョブを起動するには、次の例に示すように --jars オ
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プションを使用します。なお、--jars オプションに指定されているパスは JAR ファイルのデ
フォルトのパスであることに注意してください。

--jars  
    /usr/share/aws/redshift/jdbc/RedshiftJDBC.jar, 
    /usr/share/aws/redshift/spark-redshift/lib/spark-redshift.jar, 
    /usr/share/aws/redshift/spark-redshift/lib/spark-avro.jar, 
    /usr/share/aws/redshift/spark-redshift/lib/minimal-json.jar

spark-submit \ 
  --jars /usr/share/aws/redshift/jdbc/RedshiftJDBC.jar,/usr/share/aws/redshift/
spark-redshift/lib/spark-redshift.jar,/usr/share/aws/redshift/spark-redshift/lib/
spark-avro.jar,/usr/share/aws/redshift/spark-redshift/lib/minimal-json.jar \ 
  my_script.py

Amazon Redshift integration for Apache Spark による認証

AWS Secrets Manager を使用した認証情報の取得と Amazon Redshift への接続

Secrets Manager に認証情報を保存し、Spark ジョブに GetSecretValue API を呼び出させて認証
情報を取得させることで、Amazon Redshift を安全に認証できます。

from pyspark.sql import SQLContextimport boto3

sc = # existing SparkContext
sql_context = SQLContext(sc)

secretsmanager_client = boto3.client('secretsmanager', 
 region_name=os.getenv('AWS_REGION'))
secret_manager_response = secretsmanager_client.get_secret_value( 
    SecretId='string', 
    VersionId='string', 
    VersionStage='string'
)
username = # get username from secret_manager_response
password = # get password from secret_manager_response
url = "jdbc:redshift://redshifthost:5439/database?user=" + username + "&password=" 
 + password
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# Access to Redshift cluster using Spark 
             

JDBC ドライバーによる Amazon Redshift の認証

JDBC URL 内にユーザー名とパスワードを設定する

Amazon Redshift クラスターに対して Spark ジョブを認証するには、JDBC URL に Amazon 
Redshift データベース名とパスワードを指定します。

Note

URL にデータベース認証情報を渡すと、その URL にアクセスできるユーザーなら誰でもそ
の認証情報にアクセスできます。この方法は、安全な方法ではないため、一般的にはお勧め
しません。

ご使用のアプリケーションでセキュリティが問題にならない場合は、JDBC URL に次の形式を使用
してユーザー名とパスワードを設定します。

jdbc:redshift://redshifthost:5439/database?user=username&password=password

Amazon EMR Serverless ジョブ実行ロールでの IAM ベースの認証の使用

Amazon EMR Serverless リリース 6.9.0 以降、Amazon Redshift JDBC ドライバー 2.1 以降が環境に
パッケージ化されます。JDBC ドライバー 2.1 以降では、JDBC URL を指定できます。未加工のユー
ザー名とパスワードを含めることはできません。

代わりに、jdbc:redshift:iam:// スキームを指定します。このコマンドは、EMR Serverless 
ジョブ実行ロールを使用して認証情報を自動的に取得するように JDBC ドライバーに指示していま
す。詳細については、「Amazon Redshift 管理ガイド」の「Configure a JDBC or ODBC connection 
to use IAM credentials」を参照してください。この URL の例は次のとおりです。

jdbc:redshift:iam://examplecluster.abc123xyz789.us-west-2.redshift.amazonaws.com:5439/
dev

指定された条件を満たすためには、ジョブ実行ロールに次の権限が必要です。
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アクセス許可 ジョブ実行ロールで必要になる条件

redshift:GetCluste 
rCredentials

JDBC ドライバーが Amazon Redshift から認証情報を取得する
ために必要

redshift:DescribeC 
luster

JDBC URL に Amazon Redshift クラスターのほか、エンドポイ
ントではなく AWS リージョンを指定する場合に必要

redshift-serverles 
s:GetCredentials

JDBC ドライバーが Amazon Redshift Serverless から認証情報
を取得するために必要

redshift-serverles 
s:GetWorkgroup

Amazon Redshift Serverless を使用していて、URL にワークグ
ループ名とリージョンを含めて指定している場合に必要

別の VPC 内の Amazon Redshift への接続

VPC でプロビジョニングされた Amazon Redshift クラスターまたは Amazon Redshift Serverless 
ワークグループを設定する場合は、リソースにアクセスするように Amazon EMR Serverless アプリ
ケーションの VPC 接続を設定します。EMR Serverless アプリケーションで VPC 接続を設定する方
法の詳細については、「データに接続するための EMR Serverless アプリケーションの VPC アクセ
スの設定」を参照してください。

• プロビジョニングされた Amazon Redshift クラスターまたは Amazon Redshift Serverless ワーク
グループにパブリックにアクセスできる場合は、EMR Serverless アプリケーションの作成時に 
NAT ゲートウェイがアタッチされている 1 つ以上のプライベートサブネットを指定します。

• プロビジョニングされた Amazon Redshift クラスターまたは Amazon Redshift Serverless ワーク
グループにパブリックにアクセスできない場合は、「データに接続するための EMR Serverless 
アプリケーションの VPC アクセスの設定」の説明に従って、Amazon Redshift クラスターの 
Amazon Redshift マネージド VPC エンドポイントを作成する必要があります。また、「Amazon 
Redshift 管理ガイド」の「Amazon Redshift Serverless への接続」の説明に従って、Amazon 
Redshift Serverless ワークグループを作成することもできます。EMR Serverless アプリケーショ
ンの作成時に指定したプライベートサブネットにクラスターまたはサブグループを関連付ける必要
があります。
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Note

IAM ベースの認証を使用し、EMR Serverless アプリケーションのプライベートサブネッ
トに NAT ゲートウェイがアタッチされていない場合は、Amazon Redshift または Amazon 
Redshift Serverless のサブネットに VPC エンドポイントを作成する必要もあります。これ
により、JDBC ドライバーは認証情報を取得できます。

Amazon Redshift に対する読み書き

次のコード例では、PySpark でデータソース API と SparkSQL を使用して、Amazon Redshift デー
タベースに対してサンプルデータを読み書きします。

Data source API

PySpark を使用して、データソース API を使用して Amazon Redshift データベースとの間でサン
プルデータを読み書きします。

import boto3
from pyspark.sql import SQLContext

sc = # existing SparkContext
sql_context = SQLContext(sc)

url = "jdbc:redshift:iam://redshifthost:5439/database"
aws_iam_role_arn = "arn:aws:iam::account-id:role/role-name"

df = sql_context.read \ 
    .format("io.github.spark_redshift_community.spark.redshift") \ 
    .option("url", url) \ 
    .option("dbtable", "table-name") \ 
    .option("tempdir", "s3://path/for/temp/data") \ 
    .option("aws_iam_role", "aws-iam-role-arn") \ 
    .load()

df.write \ 
    .format("io.github.spark_redshift_community.spark.redshift") \ 
    .option("url", url) \ 
    .option("dbtable", "table-name-copy") \ 
    .option("tempdir", "s3://path/for/temp/data") \ 
    .option("aws_iam_role", "aws-iam-role-arn") \ 
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    .mode("error") \ 
    .save()

SparkSQL

PySpark を使用して、SparkSQL を使用して Amazon Redshift データベースとの間でサンプル
データを読み書きします。

import boto3
import json
import sys
import os
from pyspark.sql import SparkSession

spark = SparkSession \ 
    .builder \ 
    .enableHiveSupport() \ 
    .getOrCreate() 
     
url = "jdbc:redshift:iam://redshifthost:5439/database"
aws_iam_role_arn = "arn:aws:iam::account-id:role/role-name" 
     
bucket = "s3://path/for/temp/data"
tableName = "table-name" # Redshift table name

s = f"""CREATE TABLE IF NOT EXISTS {table-name} (country string, data string)  
    USING io.github.spark_redshift_community.spark.redshift  
    OPTIONS (dbtable '{table-name}', tempdir '{bucket}', url '{url}', aws_iam_role 
 '{aws-iam-role-arn}' ); """

spark.sql(s) 
          
columns = ["country" ,"data"]
data = [("test-country","test-data")]
df = spark.sparkContext.parallelize(data).toDF(columns)

# Insert data into table
df.write.insertInto(table-name, overwrite=False)
df = spark.sql(f"SELECT * FROM {table-name}")
df.show()
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Spark コネクタを使用する際の考慮事項と制限事項

• Amazon EMR 上の Spark から Amazon Redshift への JDBC 接続に対して SSL を有効にすること
を提案します。

• ベストプラクティスとして、AWS Secrets Manager で Amazon Redshift クラスターの認証情報を
管理することを提案します。例については、「Using AWS Secrets Manager to retrieve credentials 
for connecting to Amazon Redshift」を参照してください。

• Amazon Redshift 認証パラメータのパラメータ aws_iam_role を使用して IAM ロールを渡すこと
を提案します。

• 現在、パラメータ tempformat は Parquet 形式をサポートしていません。

• tempdir URI は Amazon S3 の場所を指します。この一時ディレクトリは、自動的にはクリーン
アップされないため、追加コストが発生する可能性があります。

• Amazon Redshift については、次の推奨事項を検討してください。

• Amazon Redshift クラスターにパブリックにアクセスできないようにすることを提案します。

• Amazon Redshift 監査ログ作成を有効にすることを提案します。

• Amazon Redshift 保管時の暗号化を有効にすることを提案します。

• Amazon S3 については、次の推奨事項を検討してください。

• Amazon S3 バケットへのパブリックアクセスをブロックすることを提案します。

• Amazon S3 サーバー側の暗号化を使用して、使用する Amazon S3 バケットを暗号化すること
を提案します。

• Amazon S3 ライフサイクルポリシーを使用して、Amazon S3 バケットの保持ルールを定義する
ことを提案します。

• Amazon EMR は、常にオープンソースからイメージにインポートされるコードを検証します。
セキュリティのため、Spark から Amazon S3 への次の認証方法はサポートされていません。

• hadoop-env 設定分類での AWS アクセスキーの設定

• tempdir URI での AWS アクセスキーのエンコード

コネクタとそのサポートされているパラメータの使用方法の詳細については、次のリソースを参照し
てください。

• 「Amazon Redshift 管理ガイド」の「Amazon Redshift integration for Apache Spark」

• Github の spark-redshift コミュニティリポジトリ
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Amazon EMR Serverless を使用した DynamoDB への接続
このチュートリアルでは、米国地名委員会で提供されるデータのサブセットを Amazon S3 バケッ
トにアップロードし、Amazon EMR Serverless の Hive または Spark を使用してクエリできる 
Amazon DynamoDB テーブルにデータをコピーします。

ステップ 1: データを Amazon S3 バケットにアップロードする

Amazon S3 バケットを作成するには、「Amazon Simple Storage Service コンソールユーザーガイ
ド」の「バケットの作成」の手順に従います。amzn-s3-demo-bucket への参照を、新しく作成さ
れたバケットの名前に置き換えます。これで、EMR Serverless アプリケーションはジョブを実行す
る準備が整いました。

1. 次のコマンドを使用して、サンプルデータアーカイブ features.zip をダウンロードします。

wget https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/samples/
features.zip

2. アーカイブから features.txt ファイルを抽出し、ファイル内の最初の数行にアクセスしま
す。

unzip features.zip
head features.txt

結果は次のようになります。

1535908|Big Run|Stream|WV|38.6370428|-80.8595469|794
875609|Constable Hook|Cape|NJ|40.657881|-74.0990309|7
1217998|Gooseberry Island|Island|RI|41.4534361|-71.3253284|10
26603|Boone Moore Spring|Spring|AZ|34.0895692|-111.410065|3681
1506738|Missouri Flat|Flat|WA|46.7634987|-117.0346113|2605
1181348|Minnow Run|Stream|PA|40.0820178|-79.3800349|1558
1288759|Hunting Creek|Stream|TN|36.343969|-83.8029682|1024
533060|Big Charles Bayou|Bay|LA|29.6046517|-91.9828654|0
829689|Greenwood Creek|Stream|NE|41.596086|-103.0499296|3671
541692|Button Willow Island|Island|LA|31.9579389|-93.0648847|98

ここにある各行のフィールドは、一意の識別子、名前、自然の特徴量のタイプ、状態、緯度 
(度)、経度 (度)、高さ (フィート) で示しています。

3. データを Amazon S3 にアップロードする
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aws s3 cp features.txt s3://amzn-s3-demo-bucket/features/

ステップ 2: Hive テーブルを作成する

Apache Spark または Hive を使用して、Amazon S3 にアップロードされたデータを含む新しい Hive 
テーブルを作成します。

Spark

Spark で Hive テーブルを作成するには、次のコマンドを実行します。

import org.apache.spark.sql.SparkSession

val sparkSession = SparkSession.builder().enableHiveSupport().getOrCreate()

sparkSession.sql("CREATE TABLE hive_features \ 
    (feature_id BIGINT, \ 
    feature_name STRING, \ 
    feature_class STRING, \ 
    state_alpha STRING, \ 
    prim_lat_dec DOUBLE, \ 
    prim_long_dec DOUBLE, \ 
    elev_in_ft BIGINT) \ 
    ROW FORMAT DELIMITED \ 
    FIELDS TERMINATED BY '|' \ 
    LINES TERMINATED BY '\n' \ 
    LOCATION 's3://amzn-s3-demo-bucket/features';")

これで、features.txt ファイルからのデータが格納された Hive テーブルが用意できます。
データがテーブルにあることを確認するには、次の例に示すように Spark SQL クエリを実行しま
す。

sparkSession.sql( 
    "SELECT state_alpha, COUNT(*) FROM hive_features GROUP BY state_alpha;")

Hive

Hive で Hive テーブルを作成するには、次のコマンドを実行します。

CREATE TABLE hive_features
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    (feature_id             BIGINT, 
    feature_name            STRING , 
    feature_class           STRING , 
    state_alpha             STRING, 
    prim_lat_dec            DOUBLE , 
    prim_long_dec           DOUBLE , 
    elev_in_ft              BIGINT) 
    ROW FORMAT DELIMITED 
    FIELDS TERMINATED BY '|' 
    LINES TERMINATED BY '\n' 
    LOCATION 's3://amzn-s3-demo-bucket/features';

これで、features.txt ファイルからのデータを含む Hive テーブルが作成されました。データ
がテーブルにあることを確認するには、次の例に示すように HiveQL クエリを実行します。

SELECT state_alpha, COUNT(*) FROM hive_features GROUP BY state_alpha;

ステップ 3: データを DynamoDB にコピーする

Spark または Hive を使用してデータを新しい DynamoDB テーブルにコピーします。

Spark

前のステップで作成した Hive テーブルから DynamoDB にデータをコピーするには、データを 
DynamoDB にコピーするのステップ 1～3 に従います。これにより、Features という名前の新
しい DynamoDB テーブルが作成されます。その後、次の例に示すように、テキストファイルか
ら直接データを読み取って DynamoDB テーブルにコピーできます。

import com.amazonaws.services.dynamodbv2.model.AttributeValue
import org.apache.hadoop.dynamodb.DynamoDBItemWritable
import org.apache.hadoop.dynamodb.read.DynamoDBInputFormat
import org.apache.hadoop.io.Text
import org.apache.hadoop.mapred.JobConf
import org.apache.spark.SparkContext

import scala.collection.JavaConverters._

object EmrServerlessDynamoDbTest { 

    def main(args: Array[String]): Unit = { 
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        jobConf.set("dynamodb.input.tableName", "Features") 
        jobConf.set("dynamodb.output.tableName", "Features") 
        jobConf.set("dynamodb.region", "region") 

        jobConf.set("mapred.output.format.class", 
 "org.apache.hadoop.dynamodb.write.DynamoDBOutputFormat") 
        jobConf.set("mapred.input.format.class", 
 "org.apache.hadoop.dynamodb.read.DynamoDBInputFormat") 
     
        val rdd = sc.textFile("s3://amzn-s3-demo-bucket/ddb-connector/") 
            .map(row => { 
                val line = row.split("\\|") 
                val item = new DynamoDBItemWritable() 
                 
                val elevInFt = if (line.length > 6) { 
                    new AttributeValue().withN(line(6)) 
                } else { 
                    new AttributeValue().withNULL(true) 
                } 
                 
                item.setItem(Map( 
                    "feature_id" -> new AttributeValue().withN(line(0)),  
                    "feature_name" -> new AttributeValue(line(1)),  
                    "feature_class" -> new AttributeValue(line(2)),  
                    "state_alpha" -> new AttributeValue(line(3)),  
                    "prim_lat_dec" -> new AttributeValue().withN(line(4)),  
                    "prim_long_dec" -> new AttributeValue().withN(line(5)), 
                    "elev_in_ft" -> elevInFt) 
                    .asJava) 
                (new Text(""), item) 
        }) 
        rdd.saveAsHadoopDataset(jobConf) 
    }
}

Hive

前のステップで作成した Hive テーブルから DynamoDB にデータをコピーするには、データを 
DynamoDB にコピーするの手順に従います。
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ステップ 4: DynamoDB からデータをクエリする

Spark または Hive を使用して DynamoDB テーブルをクエリします。

Spark

前のステップで作成した DynamoDB テーブルからデータをクエリするには、Spark SQL または 
Spark MapReduce API のいずれかを使用します。

Example – Spark SQL を使用して DynamoDB テーブルをクエリする

次の Spark SQL クエリは、すべての特徴量タイプのリストをアルファベット順に返します。

val dataFrame = sparkSession.sql("SELECT DISTINCT feature_class \ 
    FROM ddb_features \ 
    ORDER BY feature_class;")

次の Spark SQL クエリは、M で始まるすべてのレイクのリストを返します。

val dataFrame = sparkSession.sql("SELECT feature_name, state_alpha \ 
    FROM ddb_features \ 
    WHERE feature_class = 'Lake' \ 
    AND feature_name LIKE 'M%' \ 
    ORDER BY feature_name;")

次の Spark SQL クエリは、1 マイルを超える特徴量を 3 つ以上持つすべての状態のリストを返し
ます。

val dataFrame = sparkSession.dql("SELECT state_alpha, feature_class, COUNT(*) \ 
    FROM ddb_features \ 
    WHERE elev_in_ft > 5280 \ 
    GROUP by state_alpha, feature_class \ 
    HAVING COUNT(*) >= 3 \ 
    ORDER BY state_alpha, feature_class;")

Example – Spark MapReduce API を使用して DynamoDB テーブルをクエリする

次の MapReduce クエリは、すべての特徴量タイプのリストをアルファベット順に返します。

val df = sc.hadoopRDD(jobConf, classOf[DynamoDBInputFormat], classOf[Text], 
 classOf[DynamoDBItemWritable]) 
    .map(pair => (pair._1, pair._2.getItem)) 
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    .map(pair => pair._2.get("feature_class").getS) 
    .distinct() 
    .sortBy(value => value) 
    .toDF("feature_class")

次の MapReduce クエリは、M で始まるすべてのレイクのリストを返します。

val df = sc.hadoopRDD(jobConf, classOf[DynamoDBInputFormat], classOf[Text], 
 classOf[DynamoDBItemWritable]) 
    .map(pair => (pair._1, pair._2.getItem)) 
    .filter(pair => "Lake".equals(pair._2.get("feature_class").getS)) 
    .filter(pair => pair._2.get("feature_name").getS.startsWith("M")) 
    .map(pair => (pair._2.get("feature_name").getS, 
 pair._2.get("state_alpha").getS)) 
    .sortBy(_._1) 
    .toDF("feature_name", "state_alpha")

次の MapReduce クエリは、1 マイルを超える特徴量を 3 つ以上持つすべての状態のリストを返
します。

val df = sc.hadoopRDD(jobConf, classOf[DynamoDBInputFormat], classOf[Text], 
 classOf[DynamoDBItemWritable]) 
    .map(pair => pair._2.getItem) 
    .filter(pair => pair.get("elev_in_ft").getN != null) 
    .filter(pair => Integer.parseInt(pair.get("elev_in_ft").getN) > 5280) 
    .groupBy(pair => (pair.get("state_alpha").getS, pair.get("feature_class").getS)) 
    .filter(pair => pair._2.size >= 3) 
    .map(pair => (pair._1._1, pair._1._2, pair._2.size)) 
    .sortBy(pair => (pair._1, pair._2)) 
    .toDF("state_alpha", "feature_class", "count")

Hive

前のステップで作成した DynamoDB テーブルからデータをクエリするには、DynamoDB テーブ
ル内のデータをクエリするの手順に従います。

クロスアカウントアクセスのセットアップ

EMR Serverless のクロスアカウントアクセスを設定するには、次の手順を実行します。この
例では、AccountA は Amazon EMR Serverless アプリケーションを作成したアカウントであ
り、AccountB は Amazon DynamoDB があるアカウントです。
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1. AccountB で DynamoDB テーブルを作成します。詳細については、ステップ 1: テーブルを作
成するを参照してください。

2. AccountB に、DynamoDB テーブルにアクセスできる Cross-Account-Role-B IAM ロール
を作成します。

a. AWS マネジメントコンソールにサインインして、IAM コンソール (https:// 
console.aws.amazon.com/iam/) を開きます。

b. [ロール] を選択し、Cross-Account-Role-B という新しいロールを作成します。IAM 
ロールの作成方法の詳細については、ユーザーガイドの「IAM ロールの作成」を参照して
ください。

c. クロスアカウント DynamoDB テーブルへのアクセス権限を付与する IAM ポリシーを作成し
ます。IAM ポリシーを Cross-Account-Role-B にアタッチします。

DynamoDB テーブル CrossAccountTable へのアクセスを許可するポリシーを次に示し
ます。

d. Cross-Account-Role-B ロールの信頼関係を編集します。

ロールの信頼関係を設定するには、IAM コンソールで、ステップ 2: Cross-Account-Role-B
で作成したロールの [信頼関係] タブを選択します。

[信頼関係の編集] を選択し、次のポリシードキュメントを追加します。このドキュメントで
は、AccountA の Job-Execution-Role-A がこの Cross-Account-Role-B ロールを
引き受けることを許可します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/Job-Execution-Role-A", 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
    } 
  ]
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}

e. - STS Assume role を持つ AccountA の Job-Execution-Role-A に、Cross-
Account-Role-B を引き受けるアクセス権限を付与します。

AWS アカウント AccountA の IAM コンソールで、Job-Execution-Role-A を選択し
ます。次のポリシーステートメントを Job-Execution-Role-A に追加して、Cross-
Account-Role-B ロールに対して AssumeRole アクションを許可します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:iam::123456789012:role/Cross-Account-Role-B" 
      ], 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
    } 
  ]
}

f. core-site 分類で値を com.amazonaws.emr.AssumeRoleAWSCredentialsProvider と
して dynamodb.customAWSCredentialsProvider プロパティを設定します。環境変数
ASSUME_ROLE_CREDENTIALS_ROLE_ARN に ARN 値 Cross-Account-Role-B を設定し
ます。

3. Job-Execution-Role-A を使用して Spark ジョブまたは Hive ジョブを実行します。

考慮事項

Apache Spark または Apache Hive で DynamoDB コネクタを使用する場合、これらの動作と制限に
注意してください。
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Apache Spark で DynamoDB コネクタを使用する場合の考慮事項

• Spark SQL は、ストレージハンドラーオプションが付いた Hive テーブルの作成をサポートして
いません。詳細については、Apache Spark ドキュメントの「Specifying storage format for Hive 
tables」を参照してください。

• Spark SQL は、ストレージハンドラーを使用した STORED BY オペレーションをサポートしてい
ません。外部の Hive テーブル経由で DynamoDB テーブルとやり取りする場合は、まず Hive を使
用してテーブルを作成します。

• クエリを DynamoDB クエリに変換するには、DynamoDB コネクタは述語プッシュダウンを使用
します。述語プッシュダウンは、DynamoDB テーブルのパーティションキーにマッピングされた
列でデータをフィルタリングします。述語プッシュダウンは、MapReduce API ではなく、Spark 
SQL でコネクタを使用する場合にのみ動作します。

Apache Hive で DynamoDB コネクタを使用する場合の考慮事項

マッパーの最大数の調整

• SELECT クエリを使用して DynamoDB にマッピングされる外部の Hive テーブルからデータを読
み取る場合、EMR Serverless のマップタスクの数は、DynamoDB テーブルに設定された合計読み
取りスループットをマップタスクあたりのスループットで割って計算されます。マップタスクあた
りのデフォルトのスループットは 100 です。

• Hive ジョブは、DynamoDB 用に設定された読み取りスループットに応じて、EMR Serverless ア
プリケーションごとに設定されたコンテナの最大数を超えるマップタスクの数を使用できます。
また、長時間実行される Hive クエリは、DynamoDB テーブルのプロビジョニングされた読み込み
キャパシティをすべて消費できます。これは他のユーザーに悪影響を及ぼします。

• dynamodb.max.map.tasks プロパティを使用して、マップタスクの上限を設定することができ
ます。このプロパティを使用して、タスクコンテナのサイズに基づいて、各マップタスクによって
読み込まれるデータの量を調整することもできます。

• dynamodb.max.map.tasks プロパティは、Hive クエリレベル、または start-job-run コマ
ンドの hive-site 分類で設定できます。この値は、1 以上にする必要があります。Hive 
がクエリを処理する際に実行される Hive ジョブは、DynamoDB テーブルからの読み込み
時、dynamodb.max.map.tasks の値を超えるタスクを使用することはありません。

タスクあたりの書き込みスループットの調整
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• EMR Serverless のタスクあたりの書き込みスループットは、DynamoDB テーブルに設定された合
計書き込みスループットを mapreduce.job.maps プロパティの値で割って計算されます。Hive 
の場合、このプロパティのデフォルト値は 2 です。したがって、Hive ジョブの最終ステージで最
初の 2 つのタスクは、すべての書き込みスループットを消費できます。これにより、同じジョブ
や他のジョブで他のタスクの書き込みがスロットリングされます。

• 書き込みのスロットリングを回避するには、最終ステージのタスク数またはタスクごとに割り当て
る書き込みスループットに基づいて mapreduce.job.maps プロパティの値を設定します。EMR 
Serverless の start-job-run コマンドの mapred-site 分類にこのプロパティを設定します。
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セキュリティ
「AWS」 ではクラウドセキュリティが最優先事項です。セキュリティを最も重視する組織の要件を
満たすために構築された 「AWS」 のデータセンターとネットワークアーキテクチャは、お客様に大
きく貢献します。

セキュリティは、「AWS」 と顧客の間の責任共有です。責任共有モデルでは、この責任がクラウ
ドのセキュリティおよびクラウド内のセキュリティとして説明されています。

• クラウドのセキュリティ - AWS は AWS Cloud で AWS のサービスを実行するインフラストラク
チャを保護する責任を負います。また、AWS は使用するサービスを安全に提供します。「AWS」 
コンプライアンスプログラムの一環として、サードパーティーの監査が定期的にセキュリティの有
効性をテストおよび検証しています。Amazon EMR Serverless に適用されるコンプライアンスプ
ログラムについては、「コンプライアンスプログラムによる AWS 対象範囲内のサービス」を参照
してください。

• クラウド内のセキュリティ – お客様の責任は使用する AWS のサービスによって決まります。ま
た、お客様は、お客様のデータの機密性、企業の要件、および適用可能な法律および規制などの他
の要因についても責任を担います。

このドキュメントは、Amazon EMR Serverless を使用する際の責任共有モデルの適用について理解
するのに役立ちます。このトピックでは、Amazon EMR Serverless を設定し、他の AWS サービス
を使用して、セキュリティおよびコンプライアンスの目的を達成する方法を説明します。

トピック

• Amazon EMR Serverless のセキュリティに関するベストプラクティス

• データ保護

• Amazon EMR Serverless での Identity and Access Management (IAM)

• Amazon EMR Serverless での信頼された ID の伝播

• EMR Serverless での Lake Formation の使用

• ワーカー間の暗号化

• EMR Serverless によるデータ保護のための Secrets Manager

• EMR Serverless での Amazon S3 Access Grants の使用

• AWS CloudTrail を使用した Amazon EMR Serverless API コールのログ記録

• Amazon EMR Serverless のコンプライアンス検証
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• Amazon EMR Serverless のレジリエンス

• Amazon EMR Serverless でのインフラストラクチャセキュリティ

• Amazon EMR Serverless での設定と脆弱性の分析

Amazon EMR Serverless のセキュリティに関するベストプラク
ティス

Amazon EMR Serverless には、独自のセキュリティポリシーを策定および実装する際に考慮すべ
き、さまざまなセキュリティ機能が用意されています。以下のベストプラクティスは一般的なガイド
ラインであり、完全なセキュリティソリューションを説明するものではありません。これらのベスト
プラクティスはお客様の環境に適切ではないか、十分ではない場合があるため、これらは指示ではな
く、有用な考慮事項と見なしてください。

最小特権の原則を適用する

EMR Serverless は、実行ロールなどの IAM ロールを使用して、アプリケーションに対してきめ細か
いアクセスポリシーを提供します。実行ロールには、アプリケーションのカバーやログ送信先への
アクセスなど、ジョブに必要な最小限の特権セットのみを付与することを提案します。また、定期的
に、およびアプリケーションコードに変更があったときに、ジョブの許可を監査することをお勧めし
ます。

信頼できないアプリケーションコードを分離する

EMR Serverless では、さまざまな EMR Serverless アプリケーションに属するジョブ間で完全
なネットワーク分離を実現します。ジョブレベルの分離が必要な場合は、ジョブを別々の EMR 
Serverless アプリケーションに分離することを検討してください。

ロールベースのアクセスコントロール (RBAC) の許可

管理者は、EMR Serverless アプリケーションに対するロールベースのアクセスコントロール 
(RBAC) の許可を厳密に制御する必要があります。

データ保護

AWS 責任共有モデルは Amazon EMR Serverless のデータ保護に適用されます。このモデルで説明
したように、AWS は、すべての AWS クラウドを実行するグローバルインフラストラクチャを保護
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する責任を負います。お客様は、このインフラストラクチャでホストされているコンテンツに対す
る管理を維持する責任があります。このコンテンツには、使用する AWS のサービスに対するセキュ
リティの設定と管理タスクが含まれます。データプライバシーの詳細については、「データプライ
バシーよくある質問」を参照してください。欧州でのデータ保護の詳細については、AWS セキュリ
ティブログに投稿された 「AWS 責任共有モデルと GDPR」のブログを参照してください。

データ保護の目的で、AWS アカウントの認証情報を保護し、個々のアカウントを AWS Identity and 
Access Management (IAM) で設定することを提案めします。この方法により、それぞれのジョブを
遂行するために必要な許可のみを各ユーザーに付与できます。また、次の方法でデータを保護するこ
とをお勧めします。

• 各アカウントで多要素認証 (MFA) を使用します。

• SSL/TLS を使用して 「AWS」 リソースと通信します。TLS 1.2 以降をお勧めします。

• AWS CloudTrail で API とユーザーアクティビティログをセットアップします。

• AWS 暗号化ソリューションを AWS のサービス内のすべてのデフォルトのセキュリティ管理と一
緒に使用します。

• Amazon Macie などのアドバンストマネージドセキュリティサービスを使用します。これ
は、Amazon S3 に保存されている個人データの検出と保護を支援します。

• Amazon EMR Serverless の暗号化オプションを使用して保管中および転送中のデータを暗号化し
ます。

• コマンドラインインターフェイスまたは API を使用して AWS にアクセスするときに FIPS 140-2 
検証済みの暗号化モジュールが必要な場合は、FIPS エンドポイントを使用します。利用可能
な FIPS エンドポイントの詳細については、「Federal Information Processing Standard (FIPS) 
140-2」を参照してください。

顧客のアカウント番号などの機密の識別情報は、[名前] フィールドなどの自由形式のフィールドに
配置しないことを強く提案します。これは、コンソール、API、AWS CLI、または AWS SDK で 
Amazon EMR Serverless または他の AWS のサービスを使用する場合も同様です。Amazon EMR 
Serverless や他のサービスに入力したすべてのデータは、診断ログに取り込まれる可能性がありま
す。外部サーバーへの URL を指定するときは、そのサーバーへのリクエストを検証するための認証
情報を URL に含めないでください。

保管中の暗号化

データの暗号化は、承認されていないユーザーがクラスターおよび関連するデータストレージシス
テムのデータを読み取れないようにするのに役立ちます。このデータには、保管中のデータと呼ばれ
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る、永続的なメディアに保存されているデータや、転送中のデータと呼ばれる、ネットワークを介し
た転送の間に傍受される可能性のあるデータが含まれます。

データの暗号化には、キーと証明書が必要です。AWS Key Management Service で管理される
キー、 Amazon S3で管理されるキー、指定するカスタムプロバイダーからのキーと証明書を含め
て、複数のオプションから選択できます。AWS KMS をキープロバイダーとして使用する場合、料金
は暗号化キーの保存と使用に対して適用されます。詳細については、AWS KMS の料金を参照してく
ださい。

暗号化オプションを指定する前に、使用するキーと証明書の管理システムを決定します。次に、暗号
化設定の一部として指定するカスタムプロバイダーのキーと証明書を作成します。

Amazon S3 内に保管中の EMRFS データの暗号化

各 EMR Serverless アプリケーションは、EMRFS (EMR ファイルシステム) を含む特定のリリース
バージョンを使用します。Amazon S3 暗号化は、Amazon S3 への読み取りおよび書き込みが行わ
れる EMR ファイルシステム (EMRFS) オブジェクトで使用できます。保管中のデータの暗号化を有
効にすると、デフォルトの暗号化モードとして、Amazon S3 サーバー側の暗号化 (SSE) またはクラ
イアント側の暗号化 (CSE) を指定できます。オプションで、[Per バケットの暗号化オーバーライド]
を使用して、バケットごとに異なる暗号化方法を指定できます。Amazon S3 の暗号化が有効かどう
かにかかわらず、Transport Layer Security (TLS) は、EMR クラスターノードと Amazon S3 の間で
転送される EMRFS オブジェクトを暗号化します。カスタマーマネージドキーで Amazon S3 CSE 
を使用する場合、EMR Serverless アプリケーションでジョブを実行するために使用される実行ロー
ルは、キーにアクセスできる必要があります。Amazon S3 の暗号化の詳細については、「Amazon 
Simple Storage Service デベロッパーガイド」の「暗号化によるデータの保護」を参照してくださ
い。

Note

AWS KMS を使用するときは、ストレージと暗号化キーの使用に対して料金が適用されま
す。詳細については、AWS KMS の料金を参照してください。

Amazon S3 のサーバー側の暗号化

すべての Amazon S3 バケットにはデフォルトで暗号化が設定されており、S3 バケットにアップ
ロードされたすべての新しいオブジェクトは保管時に自動的に暗号化されます。Amazon S3 は、
ディスクにデータを書き込むときにオブジェクトレベルでデータを暗号化し、アクセス時にデータ
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を復号します。SSE の詳細については、「Amazon Simple Storage Service デベロッパーガイド」の
「サーバー側の暗号化によるデータの保護」を参照してください。

Amazon EMR Serverless で SSE を指定するときに、次の 2 つの異なるキー管理システムから選択
できます。

• SSE-S3 — Amazon S3 がキーを管理します。EMR Serverless では、追加のセットアップは必要
ありません。

• SSE-KMS — AWS KMS key を使用して、EMR Serverless に適したポリシーを設定します。EMR 
Serverless では、追加のセットアップは必要ありません。

Amazon S3 に書き込むデータに AWS KMS 暗号化を使用する場合、StartJobRun API の使用時
に 2 つのオプションがあります。Amazon S3 に書き込むすべてのデータの暗号化を有効にすること
も、特定のバケットに書き込むデータの暗号化を有効にすることも可能です。StartJobRun API に
関する詳細については、「EMR Serverless API Reference」を参照してください。

Amazon S3 に書き込むすべてのデータの AWS KMS 暗号化を有効にするには、StartJobRun API 
を呼び出すときに次のコマンドを使用します。

--conf spark.hadoop.fs.s3.enableServerSideEncryption=true  
--conf spark.hadoop.fs.s3.serverSideEncryption.kms.keyId=<kms_id>

特定のバケットに書き込むデータの AWS KMS 暗号化を有効にするには、StartJobRun API を呼
び出すときに次のコマンドを使用します。

--conf spark.hadoop.fs.s3.bucket.<amzn-s3-demo-bucket1>.enableServerSideEncryption=true
--conf spark.hadoop.fs.s3.bucket.<amzn-s3-demo-
bucket1>.serverSideEncryption.kms.keyId=<kms-id>

SSE とお客様が用意したキーとの組み合わせ (SSE-C) は、EMR Serverless では使用できません。

Amazon S3 クライアント側の暗号化

Amazon S3 のクライアント側の暗号化を使用すると、Amazon S3 の暗号化と復号は、すべての 
Amazon EMR リリースで利用可能な EMRFS クライアントで行われます。オブジェクトは Amazon 
S3 にアップロードされる前に暗号化され、ダウンロード後に復号化されます。指定するプロバイ
ダーが、クライアントが使用する暗号化キーを提供します。クライアントは、AWS KMS によって提
供されるキー (CSE-KMS) か、クライアント側のルートキーを提供するカスタム Java クラス (CSE-
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C) を使用できます。CSE-KMS と CSE-C では、指定するプロバイダーと、復号化または暗号化され
るオブジェクトのメタデータに応じて、暗号化の仕様が少し異なります。カスタマーマネージドキー
で Amazon S3 CSE を使用する場合、EMR Serverless アプリケーションでジョブを実行するために
使用される実行ロールは、キーにアクセスできる必要があります。追加の KMS 料金が適用される場
合があります。これらの差異に関する詳細は、「Amazon Simple Storage Service デベロッパーガイ
ド」の「Protecting data using client-side encryptio」を参照してください。

ローカルディスク暗号化

エフェメラルストレージに保存されているデータは、業界標準の AES-256 暗号化アルゴリズムを使
用して、サービス所有のキーで暗号化されます。

キー管理

KMS キーを自動的にローテーションするように KMS を設定できます。これにより、古いキーを無
期限に保存しながら、年に一度、キーをローテーションして、データを復号することができます。詳
細については、「Rotating customer-managed keys」を参照してください。

転送中の暗号化

Amazon EMR Serverless では、以下のアプリケーション固有の暗号化機能を使用できます。

• Spark

• デフォルトでは、Spark ドライバーとエグゼキュター間の通信は認証された内部通信です。ドラ
イバーとエグゼキュター間の RPC 通信は暗号化されます。

• Hive

• AWS Glue メタストアと EMR Serverless アプリケーション間の通信は TLS を介して行われま
す。

Amazon S3 バケット IAM ポリシーで aws:SecureTransport 条件を使用して、HTTPS (TLS) を介し
た暗号化接続のみを許可してください。

Amazon EMR Serverless での Identity and Access Management 
(IAM)

AWS Identity and Access Management (IAM) は管理者が AWS リソースへのアクセスを安全に制御
するために役立つ AWS のサービスです。IAM 管理者は、誰を認証 (サインイン) し、誰に Amazon 
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EMR Serverless リソースの使用を承認する (アクセス許可を付与する) かを制御します。IAM は、追
加費用なしで使用できる AWS のサービス です。

トピック

• 対象者

• アイデンティティによる認証

• ポリシーを使用したアクセス権の管理

• EMR Serverless が IAM と連携する仕組み

• EMR Serverless のサービスリンクロールの使用

• Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール

• EMR Serverless のユーザーアクセスポリシーの例

• タグベースのアクセスコントロールのポリシー

• EMR Serverless でのアイデンティティベースのポリシー例

• Amazon EMR Serverless での AWS 管理ポリシーに関する更新

• Amazon EMR Serverless の ID とアクセスのトラブルシューティング

対象者

AWS Identity and Access Management (IAM) の使用方法は、ロールによって異なります。

• サービスユーザー - 機能にアクセスできない場合は、管理者に許可をリクエストします 
(「Amazon EMR Serverless の ID とアクセスのトラブルシューティング」を参照)

• サービス管理者 - ユーザーアクセスを決定し、アクセス許可リクエストを送信します (「Amazon 
EMR Serverless での Identity and Access Management (IAM)」を参照)

• IAM 管理者 - アクセスを管理するポリシーを記述します (「EMR Serverless でのアイデンティ
ティベースのポリシーの例」を参照)

アイデンティティによる認証

認証とは、アイデンティティ認証情報を使用して AWS にサインインする方法です。ユーザー
は、AWS アカウントのルートユーザー、IAM ユーザーとして、または IAM ロールを引き受けること
によって、認証される必要があります。

AWS IAM Identity Center (IAM Identity Center)、シングルサインオン認証、Google/Facebook 認証情
報などの ID ソースからの認証情報を使用して、フェデレーテッドアイデンティティとしてサインイ
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ンできます。サインインの詳細については、「AWS サインイン ユーザーガイド」の「How to sign 
in to your AWS アカウント」を参照してください。

プログラムによるアクセスの場合、AWS はリクエストに暗号で署名するための SDK と CLI を提
供します。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「API リクエストに対する AWS Signature 
Version 4」を参照してください。

AWS アカウント のルートユーザー

AWS アカウントを作成すると、すべての AWS のサービスとリソースに対する完全なアクセス権を
持つ AWS アカウントルートユーザーと呼ばれる 1 つのサインイン ID を使用して開始します。日常
的なタスクには、ルートユーザーを使用しないことを強くお勧めします。ルートユーザー認証情報を
必要とするタスクについては、「IAM ユーザーガイド」の「ルートユーザー認証情報が必要なタス
ク」を参照してください。

フェデレーテッドアイデンティティ

ベストプラクティスでは、人間のユーザーが一時的な認証情報を使用して AWS のサービス にアク
セスする際、アイデンティティプロバイダーとのフェデレーションを使用することが求められます。

フェデレーテッドアイデンティティは、エンタープライズディレクトリ、ウェブ ID プロバイ
ダー、Directory Service のユーザーであり、ID ソースからの認証情報を使用して AWS のサービスに
アクセスするユーザーです。フェデレーティッドアイデンティティは、一時的な認証情報を提供する
ロールを引き受けます。

アクセスを一元管理する場合は、AWS IAM Identity Center をお勧めします。詳細については、
「AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「What is IAM Identity Center?」を参照してくださ
い。

IAM ユーザーとグループ

IAM ユーザーは、1 人のユーザーまたは 1 つのアプリケーションに対して特定の許可を持つアイデ
ンティティです。長期認証情報を持つ IAM ユーザーの代わりに一時的な認証情報を使用することを
お勧めします。詳細は「IAM ユーザーガイド」の「人間のユーザーが一時的な認証情報を使用して 
AWS にアクセスするにはID プロバイダーとのフェデレーションの使用が必要です」を参照してくだ
さい。

IAM グループは IAM ユーザーのコレクションを指定し、大量のユーザーのアクセス許可の管理を容
易にします。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ユーザーに関するユースケース」
を参照してください。
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IAM ロール

IAM ロールは、一時的な認証情報を提供する特定のアクセス許可を持つ ID です。ユーザーから IAM 
ロールに切り替える (コンソール)、または AWS CLI や AWS API オペレーションを呼び出すこと
で、ロールを引き受けることができます。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「ロールを
引き受けることができない」を参照してください。

IAM ロールは、フェデレーションユーザーアクセス、一時的な IAM ユーザーアクセス許可、クロス
アカウントアクセス、クロスサービスアクセス、および Amazon EC2 で実行されているアプリケー
ションに役立ちます。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM でのクロスアカウントリ
ソースアクセス」を参照してください。

ポリシーを使用したアクセス権の管理

AWS でアクセスを制御するには、ポリシーを作成して AWS ID またはリソースにアタッチします。
ポリシーはアイデンティティやリソースに関連付けて、これらのアクセス許可を定義します。AWS 
は、プリンシパルがリクエストを行う際に、それらのポリシーを評価します。大半のポリシーは 
JSON ドキュメントとして AWS に保存されます。JSON ポリシードキュメントの詳細については、
「IAM ユーザーガイド」の「JSON ポリシー概要」を参照してください。

ポリシーを使用して、管理者は、どのプリンシパルがどのリソースに対してどの条件でアクションを
実行できるかを定義することで、誰が何にアクセスできるかを指定します。

デフォルトでは、ユーザーやロールに権限はありません。IAM 管理者は IAM ポリシーを作成し、
ユーザーが引き受けることができるロールに追加します。IAM ポリシーは、オペレーションの実行
方法を問わずアクセス許可を定義します。

アイデンティティベースポリシー

アイデンティティベースのポリシーは、アイデンティティ (ユーザー、グループ、ロール) にアタッ
チする JSON アクセス許可ポリシードキュメントです。これらのポリシーは、アイデンティティが
実行できるアクション、リソース、および条件を制御します。アイデンティティベースポリシーの作
成方法については、「IAM ユーザーガイド」の「カスタマー管理ポリシーでカスタム IAM アクセス
許可を定義する」を参照してください。

ID ベースのポリシーは、インラインポリシー (単一の ID に直接埋め込む) または管理ポリシー (複数
の ID にアタッチされたスタンドアロンポリシー) にすることができます。管理ポリシーおよびイン
ラインポリシーのいずれかを選択する方法については、「IAM ユーザーガイド」の「管理ポリシー
とインラインポリシーのいずれかを選択する」を参照してください。
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リソースベースのポリシー

リソースベースのポリシーは、リソースにアタッチする JSON ポリシードキュメントです。例とし
ては、IAM ロールの信頼ポリシーや Amazon S3 バケットポリシーなどがあります。リソースベース
のポリシーをサポートするサービスでは、サービス管理者はポリシーを使用して特定のリソースへの
アクセスをコントロールできます。リソースベースのポリシーで、プリンシパルを指定する必要があ
ります。

リソースベースのポリシーは、そのサービス内にあるインラインポリシーです。リソースベースのポ
リシーで IAM の AWS マネージドポリシーを使用することはできません。

その他のポリシータイプ

AWS は、より一般的なポリシータイプで付与された最大の権限を設定できる、追加のポリシータイ
プをサポートしています。

• アクセス許可の境界 – アイデンティティベースのポリシーで IAM エンティティに付与すること
のできる許可の上限を設定します。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM エンティ
ティのアクセス許可境界」を参照してください。

• サービスコントロールポリシー (SCP) – AWS Organizations において組織または組織単位のアク
セス許可の上限を指定します。詳細については、AWS Organizations ユーザーガイドの「サービス
コントロールポリシー」を参照してください。

• リソースコントロールポリシー (RCP) – アカウント内のリソースで利用できるアクセス許可の上
限を定義します。詳細については、「AWS Organizations ユーザーガイド」の「リソースコント
ロールポリシー (RCP)」を参照してください。

• セッションポリシー – ロールまたはフェデレーションユーザーの一時セッションを作成する際に
パラメータとして渡す高度なポリシーです。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「セッ
ションポリシー」を参照してください。

複数のポリシータイプ

1 つのリクエストに複数のタイプのポリシーが適用されると、結果として作成される権限を理解する
のがさらに難しくなります。複数のポリシータイプが関連するとき、リクエストを許可するかどうか
を AWS が決定する方法の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「ポリシーの評価ロジック」
を参照してください。
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EMR Serverless が IAM と連携する仕組み

IAM を使用して Amazon EMR Serverless へのアクセスを管理する前に、Amazon EMR Serverless 
で使用できる IAM 機能について理解しておく必要があります。

EMR Serverless で使用する IAM の機能

IAM の機能 Amazon EMR Serverless のサポート

アイデンティティベースポリシー あり

リソースベースのポリシー なし

ポリシーアクション あり

ポリシーリソース あり

ポリシー条件キー いいえ

ACL なし

ABAC (ポリシー内のタグ) あり

一時的な認証情報 あり

プリンシパルアクセス許可 あり

サービスロール いいえ

サービスリンクロール あり

EMR Serverless およびその他の AWS サービスと大部分の IAM 機能との連携に関する概要について
は、「IAM ユーザーガイド」の「IAM と連携する AWS のサービス」を参照してください。

EMR Serverless でのアイデンティティベースのポリシー

アイデンティティベースのポリシーのサポート: あり

アイデンティティベースポリシーは、IAM ユーザー、ユーザーグループ、ロールなど、アイデン
ティティにアタッチできる JSON 許可ポリシードキュメントです。これらのポリシーは、ユーザー
とロールが実行できるアクション、リソース、および条件をコントロールします。アイデンティティ
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ベースポリシーの作成方法については、「IAM ユーザーガイド」の「カスタマー管理ポリシーでカ
スタム IAM アクセス許可を定義する」を参照してください。

IAM アイデンティティベースのポリシーでは、許可または拒否するアクションとリソース、および
アクションを許可または拒否する条件を指定できます。JSON ポリシーで使用できるすべての要素に
ついて学ぶには、「IAM ユーザーガイド」の「IAM JSON ポリシーの要素のリファレンス」を参照
してください。

EMR Serverless でのアイデンティティベースのポリシーの例

Amazon EMR Serverless のアイデンティティベースポリシーの例にアクセスするには、「EMR 
Serverless でのアイデンティティベースのポリシー例」を参照してください。

EMR Serverless 内のリソースベースのポリシー

リソースベースのポリシーのサポート: なし

リソースベースのポリシーは、リソースに添付する JSON ポリシードキュメントです。リソース
ベースのポリシーには例として、IAM ロールの信頼ポリシーや Amazon S3 バケットポリシーがあげ
られます。リソースベースのポリシーをサポートするサービスでは、サービス管理者はポリシーを
使用して特定のリソースへのアクセスを制御できます。ポリシーがアタッチされているリソースの
場合、指定されたプリンシパルがそのリソースに対して実行できるアクションと条件は、ポリシーに
よって定義されます。リソースベースのポリシーでは、プリンシパルを指定する必要があります。プ
リンシパルには、アカウント、ユーザー、ロール、フェデレーションユーザー、または AWS のサー
ビス を含めることができます。

クロスアカウントアクセスを有効にするには、全体のアカウント、または別のアカウントの IAM 
エンティティを、リソースベースのポリシーのプリンシパルとして指定します。詳細については、
「IAM ユーザーガイド」の「IAM でのクロスアカウントリソースアクセス」を参照してください。

EMR Serverless のポリシーアクション

ポリシーアクションのサポート:あり

管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、だれが何にアクセスできるかを指定できます。つまり、
どのプリンシパルがどんなリソースにどんな条件でアクションを実行できるかということです。

JSON ポリシーの Action 要素にはポリシー内のアクセスを許可または拒否するために使用できる
アクションが記述されます。このアクションは関連付けられたオペレーションを実行するためのアク
セス許可を付与するポリシーで使用されます。
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EMR Serverless アクションのリストについては、「Service Authorization Reference」の「Actions, 
resources, and condition keys for Amazon EMR Serverless」を参照してください。

EMR Serverless のポリシーアクションでは、アクションの前に次のプレフィックスを使用します。

emr-serverless

単一のステートメントで複数のアクションを指定するには、アクションをカンマで区切ります。

"Action": [ 
      "emr-serverless:action1", 
      "emr-serverless:action2" 
         ]

Amazon EMR Serverless のアイデンティティベースポリシーの例にアクセスするには、「EMR 
Serverless でのアイデンティティベースのポリシー例」を参照してください。

EMR Serverless のポリシーリソース

ポリシーリソースのサポート: あり

管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、だれが何にアクセスできるかを指定できます。つまり、
どのプリンシパルがどんなリソースにどんな条件でアクションを実行できるかということです。

Resource JSON ポリシー要素はアクションが適用されるオブジェクトを指定します。ベストプラ
クティスとして、Amazon リソースネーム (ARN) を使用してリソースを指定します。リソースレベ
ルの権限をサポートしないアクションの場合は、ステートメントがすべてのリソースに適用されるこ
とを示すために、ワイルドカード (*) を使用します。

"Resource": "*"

Amazon EMR Serverless リソースのタイプとその ARN のリストについては、「サービス認可リ
ファレンス」の「Resources Defined by Amazon EMR Serverless」を参照してください。各リソー
スの ARN を指定するアクションについては、「Actions, resources, and condition keys for Amazon 
EMR Serverless」を参照してください。

Amazon EMR Serverless のアイデンティティベースポリシーの例にアクセスするには、「EMR 
Serverless でのアイデンティティベースのポリシー例」を参照してください。
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EMR Serverless のポリシー条件キー

ポリシー条件キーのサポート

サービス固有のポリシー条件キーのサポート いいえ

管理者は AWS JSON ポリシーを使用して、だれが何にアクセスできるかを指定できます。つまり、
どのプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということ
です。

Condition 要素は、定義された基準に基づいてステートメントが実行されるタイミングを指定しま
す。イコールや未満などの 条件演算子 を使用して条件式を作成して、ポリシーの条件とリクエスト
内の値を一致させることができます。すべての AWS グローバル条件キーを確認するには、IAM ユー
ザーガイドのAWS グローバル条件コンテキストキーを参照してください。

Amazon EMR Serverless の条件キーのリスト、および条件キーを使用できるアクションとリソース
については、「サービス認可リファレンス」の「Actions, resources, and condition keys for Amazon 
EMR Serverless」を参照してください。

すべての Amazon EC2 アクションは aws:RequestedRegion および ec2:Region 条件キーをサ
ポートします。詳細については、「Example: Restricting access to a specific region」を参照してく
ださい。

EMR Serverless のアクセスコントロールリスト (ACL)

ACL のサポート: なし

アクセスコントロールリスト (ACL) は、どのプリンシパル (アカウントメンバー、ユーザー、または
ロール) がリソースにアクセスするための許可を持つかを制御します。ACL はリソースベースのポリ
シーに似ていますが、JSON ポリシードキュメント形式は使用しません。

EMR Serverless での属性ベースのアクセスコントロール (ABAC)

属性ベースのアクセス制御 (ABAC) のサポート

ABAC のサポート (ポリシー内のタグ) あり

属性ベースのアクセス制御 (ABAC) は、タグと呼ばれる属性に基づいてアクセス許可を定義する認可
戦略です。IAM エンティティと AWS リソースにタグを付けることで、プリンシパルのタグがリソー
スタグと一致するときに操作を許可する ABAC ポリシーを設計できます。
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タグに基づいてアクセスを管理するには、aws:ResourceTag/key-
name、aws:RequestTag/key-name、または aws:TagKeys の条件キーを使用して、ポリシーの
条件要素でタグ情報を提供します。

サービスがすべてのリソースタイプに対して 3 つの条件キーすべてをサポートする場合、そのサー
ビスの値はありです。サービスが一部のリソースタイプに対してのみ 3 つの条件キーのすべてをサ
ポートする場合、値は「部分的」になります。

ABAC の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「ABAC 認可でアクセス許可を定義する」を
参照してください。ABAC をセットアップする手順を説明するチュートリアルについては、「IAM 
ユーザーガイド」の「属性ベースのアクセスコントロール (ABAC) を使用する」を参照してくださ
い。

EMR Serverless での一時的な認証情報の使用

一時的な認証情報のサポート: あり

一時的な認証情報は、AWS リソースへの短期的なアクセスを提供し、フェデレーションまたはス
イッチロールの使用時に自動的に作成されます。AWS では、長期的なアクセスキーを使用する代わ
りに、一時的な認証情報を動的に生成することをお勧めします。詳細については、「IAM ユーザー
ガイド」の「IAM の一時的な認証情報」および「IAM と連携する AWS のサービス」を参照してくだ
さい。

EMR Serverless のクロスサービスプリンシパルのアクセス許可

転送アクセスセッション (FAS) のサポート: あり

転送アクセスセッション (FAS) は、AWS のサービスを呼び出すプリンシパルの権限を、AWS の
サービスのリクエストと合わせて使用し、ダウンストリームのサービスに対してリクエストを行いま
す。FAS リクエストを行う際のポリシーの詳細については、「転送アクセスセッション」を参照し
てください。

EMR Serverless のサービスロール

サービスロールのサポート なし

EMR Serverless のサービスにリンクされたロール

サービスリンクロールのサポート Yes
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サービスにリンクされたロールの作成または管理の詳細については、「IAM と提携する AWS のサー
ビス」を参照してください。表の「サービスリンクロール」列に Yes と記載されたサービスを見つ
けます。サービスにリンクされたロールに関するドキュメントをサービスにアクセスするには、[は
い] リンクを選択します。

EMR Serverless のサービスリンクロールの使用

Amazon EMR Serverless は、AWS Identity and Access Management (IAM) のサービスリンクロー
ルを使用しています。サービスリンクロールは、EMR Serverless に直接リンクされた一意のタイプ
の IAM ロールです。サービスリンクロールは、EMR Serverless によって事前定義されており、お客
様の代わりにサービスから他の AWS サービスを呼び出す必要のあるアクセス権限がすべて含まれて
います。

サービスリンクロールを使用すると、必要なアクセス権限を手動で追加する必要がなくなるた
め、EMR Serverless の設定が簡単になります。EMR Serverless は、サービスリンクロールのアクセ
ス権限を定義します。特に定義されている場合を除き、EMR Serverless のみがそのロールを引き受
けることができます。定義される許可は信頼ポリシーと許可ポリシーに含まれており、その許可ポリ
シーを他の IAM エンティティにアタッチすることはできません。

サービスリンクロールを削除するには、最初に関連リソースを削除する必要があります。これによ
り、不注意でリソースにアクセスするアクセス許可の削除が防止され、EMR Serverless リソースは
保護されます。

サービスにリンクされたロールをサポートする他のサービスについては、「IAM と連動する AWS の
サービス」を参照し、[サービスにリンクされたロール] の列内で [はい] と表記されたサービスを確認
してください。サービスリンクロールに関するドキュメントをサービスにアクセスするには、リンク
で [はい] を選択します。

EMR Serverless のサービスリンクロールのアクセス許可

EMR Serverless は、AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless という名前のサービスリンクロー
ルを使用して、EMR Serverless がユーザーに代わって AWS API を呼び出します。

AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールは、次のサービスを信頼して
ロールを引き受けます。

• ops.emr-serverless.amazonaws.com

AmazonEMRServerlessServiceRolePolicy という名前のロール許可ポリシーによって、EMR 
Serverless が次のアクションを指定されたリソースで完了できるようになります。
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Note

マネージドポリシーの内容は変わるため、ここに示すポリシーは古くなって
いる可能性があります。AWS マネジメントコンソールで、最新のポリシー
AmazonEMRServerlessServiceRolePolicy を確認してください。

• アクション:ec2:CreateNetworkInterface

• アクション:ec2:DeleteNetworkInterface

• アクション:ec2:DescribeNetworkInterfaces

• アクション:ec2:DescribeSecurityGroups

• アクション:ec2:DescribeSubnets

• アクション:ec2:DescribeVpcs

• アクション:ec2:DescribeDhcpOptions

• アクション:ec2:DescribeRouteTables

• アクション:cloudwatch:PutMetricData

以下は AmazonEMRServerlessServiceRolePolicy ポリシー全体です。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EC2PolicyStatement", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "ec2:CreateNetworkInterface", 
        "ec2:DeleteNetworkInterface", 
        "ec2:DescribeNetworkInterfaces", 
        "ec2:DescribeSecurityGroups", 
        "ec2:DescribeSubnets", 
        "ec2:DescribeVpcs", 
        "ec2:DescribeDhcpOptions", 
        "ec2:DescribeRouteTables" 
      ], 
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      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "CloudWatchPolicyStatement", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "cloudwatch:PutMetricData" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "cloudwatch:namespace": [ 
            "AWS/EMRServerless", 
            "AWS/Usage" 
          ] 
        } 
      } 
    } 
  ]
}

EMR Serverless プリンシパルがこのロールを引き受けることを許可するには、このロールに以下の
信頼ポリシーをアタッチします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "sts:AssumeRole" 
      ], 
      "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/aws-service-role/emr-
serverless.amazonaws.com/AWSServiceRoleForEMRServerless", 
      "Sid": "AllowSTSAssumerole" 
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    } 
  ]
}

サービスリンク役割の作成、編集、削除を IAM エンティティ (ユーザー、グループ、役割など) に
許可するにはアクセス許可を設定する必要があります。詳細については「IAM ユーザーガイド」の
「サービスにリンクされたロールの作成」を参照してください。

EMR Serverless のサービスリンクロールの作成

サービスリンクロールを手動で作成する必要はありません。AWS マネジメントコンソール (EMR 
Studio を使用)、AWS CLI、または AWS API で新しい EMR Serverless アプリケーションを作成す
ると、EMR Serverless はサービスリンクロールを作成します。サービスリンク役割の作成、編集、
削除を IAM エンティティ (ユーザー、グループ、役割など) に許可するにはアクセス許可を設定する
必要があります。

IAM を使用して AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールを作成するには

サービスリンクロールを作成する必要のある IAM エンティティのアクセス権限ポリシーに、次のス
テートメントを追加します。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
        "iam:CreateServiceLinkedRole" 
    ], 
    "Resource": "arn:aws:iam::*:role/aws-service-role/ops.emr-serverless.amazonaws.com/
AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless*", 
    "Condition": {"StringLike": {"iam:AWSServiceName": "ops.emr-
serverless.amazonaws.com"}}
}

このサービスリンクロールを削除した後で再度作成する必要が生じた場合は同じ方法でアカウント
にロールを再作成します。新しい EMR Serverless アプリケーションを作成すると、EMR Serverless 
はサービスリンクロールを再度作成します。

EMR Serverless のユースケースでサービスリンクロールを作成する場合も、IAM コンソールを使用
できます。AWS CLI または AWS API では、ops.emr-serverless.amazonaws.com サービス
名を使用してサービスにリンクされたロールを作成します。詳細については、「IAM ユーザーガイ
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ド」の「サービスにリンクされたロールの作成」を参照してください。このサービスリンクロールを
削除しても、同じ方法でロールを再作成できます。

EMR Serverless のサービスリンクロールの編集

EMR Serverless では、AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールを編
集できません。さまざまなエンティティがロールを参照している可能性があるためです。EMR 
Serverless が必要とするすべてのアクセス許可が含まれているため、EMR Serverless のサービス
リンクロールが使用する AWS 所有の IAM ポリシーは、編集できません。ただし、IAM を使用して
ロールの説明を編集することはできます。

AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールの説明を IAM を使用して編集す
るには

サービスにリンクされたロールの説明を編集する必要のある IAM エンティティの許可ポリシーに次
のステートメントを追加します。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
        "iam: UpdateRoleDescription" 
    ], 
    "Resource": "arn:aws:iam::*:role/aws-service-role/ops.emr-serverless.amazonaws.com/
AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless*", 
    "Condition": {"StringLike": {"iam:AWSServiceName": "ops.emr-
serverless.amazonaws.com"}}
}

詳細については「IAM ユーザーガイド」の「Editing a service-linked role」を参照してください。

EMR Serverless のサービスリンクロールの削除

サービスリンクロールを必要とする機能やサービスが不要になった場合は、ロールを削除することを
提案します。これは、モニタリングや保守が積極的に行われていない未使用のエンティティを排除す
るためです。ただし、サービスリンクロールを削除する前に、すべてのリージョンのすべての EMR 
Serverless アプリケーションを削除します。

サービスにリンクされたロールの使用 264

https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/using-service-linked-roles.html#create-service-linked-role
https://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/using-service-linked-roles.html#edit-service-linked-role


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

Note

ロールに関連するリソースを削除しようとする際に、EMR Serverless のサービスでロールが
使用されていると、削除に失敗することがあります。失敗した場合は数分待ってから操作を
再試行してください。

IAM を使用して AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールを削除するには

サービスリンクロールを削除する必要のある IAM エンティティのアクセス権限ポリシーに、次のス
テートメントを追加します。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
        "iam:DeleteServiceLinkedRole", 
        "iam:GetServiceLinkedRoleDeletionStatus" 
    ], 
    "Resource": "arn:aws:iam::*:role/aws-service-role/ops.emr-serverless.amazonaws.com/
AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless*", 
    "Condition": {"StringLike": {"iam:AWSServiceName": "ops.emr-
serverless.amazonaws.com"}}
}

サービスリンクロールを IAM で手動削除するには

IAM コンソール、AWS CLI、または AWS API を使用し
て、AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless サービスリンクロールを削除します。詳細につい
ては、「IAM ユーザーガイド」の「Deleting a service-linked role」を参照してください。

EMR Serverless のサービスリンクロールをサポートするリージョン

EMR Serverless は、このサービスが利用可できるすべてのリージョンで、サービスリンクロールの
使用をサポートします。詳細については、「AWS サービスエンドポイント」を参照してください。

Amazon EMR Serverless のジョブランタイムロール

EMR Serverless ジョブの実行がユーザーに代わって他のサービスを呼び出す際に引き受けるこ
とができる、IAM ロールのアクセス許可を指定できます。これには、データソース、ターゲッ
ト、Amazon Redshift クラスターや DynamoDB テーブルなどの他の AWS リソースに対する 
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Amazon S3 へのアクセスが含まれます。ロールの作成方法の詳細については、「ジョブランタイム
ロールを作成する」を参照してください。

ランタイムポリシーの例

ジョブランタイムロールには、次のようなランタイムポリシーをアタッチできます。次のジョブラン
タイムポリシーでは、以下を許可します。

• EMR サンプルを使用した Amazon S3 バケットへの読み取りアクセス。

• S3 バケットへのフルアクセス。

• AWS Glue データカタログの作成および読み取りアクセス。

DynamoDB などの他の AWS リソースへのアクセスを追加するには、ランタイムロールを作成する
際にポリシーにそれらのアクセス許可を含める必要があります。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ReadAccessForEMRSamples", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce", 
        "arn:aws:s3:::*.elasticmapreduce/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "FullAccessToS3Bucket", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject", 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket", 
        "s3:DeleteObject" 
      ], 
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      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket", 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "GlueCreateAndReadDataCatalog", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:GetDatabase", 
        "glue:CreateDatabase", 
        "glue:GetDataBases", 
        "glue:CreateTable", 
        "glue:GetTable", 
        "glue:UpdateTable", 
        "glue:DeleteTable", 
        "glue:GetTables", 
        "glue:GetPartition", 
        "glue:GetPartitions", 
        "glue:CreatePartition", 
        "glue:BatchCreatePartition", 
        "glue:GetUserDefinedFunctions" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

ロール権限を渡す

ユーザーのロールに IAM のアクセス許可ポリシーをアタッチして、ユーザーが承認済みのロール
のみを渡すことを許可できます。これにより、管理者は特定のジョブランタイムロールを EMR 
Serverless ジョブに渡すことができるユーザーを制御できます。アクセス許可の設定の詳細について
は、「AWS サービスにロールを渡すアクセス許可をユーザーに付与する」を参照してください。

以下は、ジョブランタイムロールを EMR Serverless サービスプリンシパルに渡すことを許可するポ
リシーの例です。

{ 
     "Effect": "Allow", 
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     "Action": "iam:PassRole", 
     "Resource": "arn:aws:iam::1234567890:role/JobRuntimeRoleForEMRServerless", 
        "Condition": { 
                "StringLike": { 
                    "iam:PassedToService": "emr-serverless.amazonaws.com" 
                } 
            }
}

ランタイムロールに関連付けられた管理アクセス許可ポリシー

EMR Studio コンソールから EMR Serverless にジョブ実行を送信する場合、アプリケーションに関
連付けるランタイムロールを選択するステップがあります。コンソールの各選択には、注意すべき重
要な基盤となる管理ポリシーが関連付けられています。3 つの選択肢は以下のとおりです:

1. すべてのバケット – これを選択することにより、すべてのバケットへのフルアクセスを提供する
AmazonS3FullAccess AWS 管理ポリシーが指定されます。

2. 特定のバケット – 選択した各バケットの Amazon リソースネーム (ARN) 識別子を指定します。基
盤となる管理ポリシーは含まれていません。

3. なし – マネージドポリシーのアクセス許可は含まれません。

特定のバケットを追加することをお勧めします。すべてのバケットを選択した場合は、すべてのバ
ケットにフルアクセスを設定することに注意してください。

EMR Serverless のユーザーアクセスポリシーの例

EMR Serverless アプリケーションを操作する際に各ユーザーに実行させるアクションに応じて、
ユーザーに対してきめ細かくポリシーを設定できます。次のポリシーは、ユーザーに適切なアクセ
ス許可を設定するのに役立つ可能性のある例です。このセクションでは、EMR Serverless ポリシー
のみに焦点を当てます。EMR Studio ユーザーポリシーのサンプルについては、「Configure EMR 
Studio user permissions」を参照してください。IAM ユーザー (プリンシパル) にポリシーをアタッチ
する方法の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ポリシーを管理する」を参照してく
ださい。

パワーユーザーポリシー

EMR Serverless に必要なすべてのアクションを付与するに
は、AmazonEMRServerlessFullAccess ポリシーを作成して必要な IAM ユーザー、ロール、ま
たはグループにアタッチします。
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以下の例は、パワーユーザーが EMR Serverless アプリケーションを作成、変更したり、ジョブの送
信やデバッグなどのアクションを実行したりできるようにするポリシーです。EMR Serverless がそ
の他のサービスに必要とするすべてのアクションを明らかにします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessActions", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:CreateApplication", 
        "emr-serverless:UpdateApplication", 
        "emr-serverless:DeleteApplication", 
        "emr-serverless:ListApplications", 
        "emr-serverless:GetApplication", 
        "emr-serverless:StartApplication", 
        "emr-serverless:StopApplication", 
        "emr-serverless:StartJobRun", 
        "emr-serverless:CancelJobRun", 
        "emr-serverless:ListJobRuns", 
        "emr-serverless:GetJobRun" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

VPC へのネットワーク接続を有効にすると、EMR Serverless アプリケーションは VPC リソースと
通信するための Amazon EC2 Elastic Network Interface (ENI) を作成します。次のポリシーは、新し
い EC2 ENI が EMR Serverless アプリケーションのコンテキストでのみ作成されることを保証しま
す。
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Note

EMR Serverless アプリケーションを起動する場合を除き、ユーザーが EC2 ENI を作成でき
ないように、このポリシーを設定することを強くお勧めします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "AllowEC2ENICreationWithEMRTags", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "ec2:CreateNetworkInterface" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:ec2:*:*:network-interface/*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:CalledViaLast": "ops.emr-serverless.amazonaws.com" 
        } 
      } 
    } 
  ]
}

EMR Serverless アクセスを特定のサブネットに制限する場合は、各サブネットにタグ条件を付ける
ことができます。この IAM ポリシーにより、EMR Serverless アプリケーションは許可されたサブ
ネット内でのみ EC2 ENI を作成できるようになります。

{ 
    "Sid": "AllowEC2ENICreationInSubnetAndSecurityGroupWithEMRTags", 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
        "ec2:CreateNetworkInterface" 
    ], 
    "Resource": [ 
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        "arn:aws:ec2:*:*:subnet/*", 
        "arn:aws:ec2:*:*:security-group/*" 
    ], 
    "Condition": { 
        "StringEquals": { 
            "aws:ResourceTag/KEY": "VALUE" 
        } 
    }
}

Important

管理者またはパワーユーザーが最初のアプリケーションを作成している場合は、EMR 
Serverless サービスにリンクされたロールを作成できるようにアクセス許可ポリシーを設定
する必要があります。詳細については、「EMR Serverless のサービスリンクロールの使用」
を参照してください。

次の IAM ポリシーでは、アカウントに対して EMR Serverless サービスにリンクされたロールの作
成を許可します。

{ 
   "Sid":"AllowEMRServerlessServiceLinkedRoleCreation", 
   "Effect":"Allow", 
   "Action":"iam:CreateServiceLinkedRole", 
   "Resource":"arn:aws:iam::account-id:role/aws-service-role/ops.emr-
serverless.amazonaws.com/AWSServiceRoleForAmazonEMRServerless"
}

データエンジニアポリシー

以下の例は、EMR Serverless アプリケーションに対する読み取り専用アクセス許可と、ジョブの送
信とデバッグをユーザーに許可するポリシーです。このポリシーは明示的にアクションを拒否しない
ため、別のポリシーステートメントが指定したアクションへのアクセス許可に使用される場合がある
ことに注意してください。

JSON

{ 
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  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessActions", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:ListApplications", 
        "emr-serverless:GetApplication", 
        "emr-serverless:StartApplication", 
        "emr-serverless:StartJobRun", 
        "emr-serverless:CancelJobRun", 
        "emr-serverless:ListJobRuns", 
        "emr-serverless:GetJobRun" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

アクセスコントロールにタグを使用する

きめ細かいアクセスコントロールのためにタグ条件を使用できます。例えば、1 つのチームからユー
ザーを制限して、チーム名でタグ付けされた EMR Serverless アプリケーションにのみジョブを送信
できるようにすることができます。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "EMRServerlessActions", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:ListApplications", 
        "emr-serverless:GetApplication", 
        "emr-serverless:StartApplication", 
        "emr-serverless:StartJobRun", 
        "emr-serverless:CancelJobRun", 
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        "emr-serverless:ListJobRuns", 
        "emr-serverless:GetJobRun" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

タグベースのアクセスコントロールのポリシー

アイデンティティベースのポリシーの条件を使用して、タグに基づいてアプリケーションとジョブ実
行へのアクセスをコントロールできます。

次の例では、EMR Serverless 条件キーで条件演算子を使用するさまざまなシナリオと方法について
説明しています。これらの IAM ポリシーステートメントは、デモンストレーションのみを目的とし
ており、本稼働環境で使用しないでください。要件に応じて、アクセス権限を付与または拒否するよ
うにポリシーステートメントを組み合わせる複数の方法があります。IAM ポリシーの計画およびテ
ストの詳細については、「IAM ユーザーガイド」を参照してください。

Important

アクションをタグ付けするための権限を明示的に拒否することは重要な考慮事項です。これ
により、ユーザーがリソースをタグ付けして意図せずにアクセス許可を付与することを防ぎ
ます。リソースのタグ付けアクションが拒否されない場合、ユーザーはタグを変更して、タ
グベースのポリシーの意図を回避できます。タグ付けアクションを拒否するポリシーの例に
ついては、「タグを追加および削除するためのアクセス権限を拒否する」を参照してくださ
い。

以下の例では、EMR Serverless アプリケーションで許可されるアクションを制御するために使用す
るアイデンティティベースの許可ポリシーを説明しています。

特定のタグの値があるリソースでのみアクションを許可する

次のポリシーの例では、StringEquals 条件演算子は、dev をタグ department の値と一致させ
るように試みます。タグ department がアプリケーションに追加されていない場合、またはタグ 
department に値 dev が含まれていない場合は、ポリシーは適用されず、このアクションはポリシー
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によって許可されません。アクションを許可するポリシーステートメントが他にない場合は、ユー
ザーはこの値を持つこのタグを持っているアプリケーションとのみ作業できます。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:GetApplication" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:ResourceTag/department": "dev" 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowEMRSERVERLESSGetapplication" 
    } 
  ]
}

条件付き演算子を使用して複数のタグ値を指定できます。例えば、department タグに値 dev また
は test が含まれるアプリケーションでアクションを許可するには、以下のように、前術の例のよう
な条件ブロックを置き換えます。

"Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "emr-serverless:ResourceTag/department": ["dev", "test"] 
        } 
      }

リソースの作成時にタグ付けを要求する

次の例では、アプリケーションの作成時にタグを適用する必要があります。
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JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:CreateApplication" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:RequestedRegion": "us-east-1" 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowEMRSERVERLESSCreateapplication" 
    } 
  ]
}

次のポリシーステートメントは、任意の値を含めることができる department タグがアプリケー
ションにある場合にのみ、ユーザーにアプリケーションの作成を許可します。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:CreateApplication" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 

タグベースのアクセスコントロールのポリシー 275



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

        "StringEquals": { 
          "aws:RequestedRegion": ["us-east-1", "us-west-2"] 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowEMRSERVERLESSCreateapplication" 
    } 
  ]
}

タグを追加および削除するためのアクセス権限を拒否する

このポリシーは、ユーザーが、dev ではない値の department タグを使用して EMR Serverless ア
プリケーションでタグを追加または削除できないようにします。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Deny", 
      "Action": [ 
        "emr-serverless:TagResource", 
        "emr-serverless:UntagResource" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringNotEquals": { 
          "aws:PrincipalTag/department": "dev" 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowEMRSERVERLESSTagresource" 
    } 
  ]
}
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EMR Serverless でのアイデンティティベースのポリシー例

デフォルトでは、ユーザーおよびロールには Amazon EMR Serverless リソースを作成または変更す
るアクセス権限はありません。IAM 管理者は、リソースで必要なアクションを実行するための権限
をユーザーに付与する IAM ポリシーを作成できます。

これらサンプルの JSON ポリシードキュメントを使用して、IAM アイデンティティベースのポリ
シーを作成する方法については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM ポリシーを作成する (コンソー
ル)」を参照してください。

Amazon EMR Serverless が定義するアクションとリソースタイプ (リソースタイプごとの ARN の形
式を含む) の詳細については、「サービス認可リファレンス」の「Amazon EMR Serverless のアク
ション、リソース、および条件キー」を参照してください。

トピック

• ポリシーに関するベストプラクティス

• 自分の権限へのアクセスをユーザーに許可する

ポリシーに関するベストプラクティス

Note

EMR Serverless は マネージドポリシーをサポートしていないため、以下に記載されている
最初のプラクティスは適用されません。

アイデンティティベースのポリシーは、アカウント内で誰が Amazon EMR Serverless リソースを作
成、アクセス、または削除できるを決定します。これらのアクションでは、AWS アカウントに費用
が発生する場合があります。アイデンティティベースポリシーを作成したり編集したりする際には、
以下のガイドラインと推奨事項に従ってください:

• AWS マネージドポリシーを使用して開始し、最小特権の許可に移行する – ユーザーとワークロー
ドへの許可の付与を開始するには、多くの一般的なユースケースのために許可を付与する AWS マ
ネージドポリシーを使用します。これらは AWS アカウントで使用できます。ユースケースに固
有の AWS カスタマー管理ポリシーを定義して、アクセス許可を絞り込むことをお勧めします。
詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「AWS マネージドポリシー」または「ジョブ機能の 
AWS マネージドポリシー」を参照してください。
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• 最小特権を適用する – IAM ポリシーで許可を設定する場合は、タスクの実行に必要な許可のみを
付与します。これを行うには、特定の条件下で特定のリソースに対して実行できるアクションを定
義します。これは、最小特権アクセス許可とも呼ばれています。IAM を使用して許可を適用する
方法の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM でのポリシーとアクセス許可」を参照
してください。

• IAM ポリシーで条件を使用してアクセスをさらに制限する - ポリシーに条件を追加して、アクショ
ンやリソースへのアクセスを制限できます。例えば、ポリシー条件を記述して、すべてのリクエス
トを SSL を使用して送信するように指定できます。また、CloudFormation などの特定の AWS の
サービス を介して使用する場合、条件を使用してサービスアクションへのアクセスを許可するこ
ともできます。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM JSON ポリシー要素:条件」を
参照してください。

• IAM Access Analyzer を使用して IAM ポリシーを検証し、安全で機能的な権限を確保する - IAM 
Access Analyzer は、新規および既存のポリシーを検証して、ポリシーが IAM ポリシー言語 
(JSON) および IAM のベストプラクティスに準拠するようにします。IAM アクセスアナライザーは 
100 を超えるポリシーチェックと実用的な推奨事項を提供し、安全で機能的なポリシーの作成をサ
ポートします。詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM Access Analyzer でポリシーを
検証する」を参照してください。

• 多要素認証 (MFA) を要求する – AWS アカウントで IAM ユーザーまたはルートユーザーを要求す
るシナリオがある場合は、セキュリティを強化するために MFA をオンにします。API オペレー
ションが呼び出されるときに MFA を必須にするには、ポリシーに MFA 条件を追加します。詳細
については、「IAM ユーザーガイド」の「MFA を使用した安全な API アクセス」を参照してくだ
さい。

IAM でのベストプラクティスの詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM でのセキュリ
ティのベストプラクティス」を参照してください。

自分の権限へのアクセスをユーザーに許可する

この例では、ユーザーアイデンティティにアタッチされたインラインおよびマネージドポリシーの表
示を IAM ユーザーに許可するポリシーの作成方法を示します。このポリシーには、コンソールで、
または AWS CLI か AWS API を使用してプログラム的に、このアクションを完了する権限が含まれ
ています。

{ 
    "Version": "2012-10-17",        
    "Statement": [ 
        { 
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            "Sid": "ViewOwnUserInfo", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "iam:GetUserPolicy", 
                "iam:ListGroupsForUser", 
                "iam:ListAttachedUserPolicies", 
                "iam:ListUserPolicies", 
                "iam:GetUser" 
            ], 
            "Resource": ["arn:aws:iam::*:user/${aws:username}"] 
        }, 
        { 
            "Sid": "NavigateInConsole", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "iam:GetGroupPolicy", 
                "iam:GetPolicyVersion", 
                "iam:GetPolicy", 
                "iam:ListAttachedGroupPolicies", 
                "iam:ListGroupPolicies", 
                "iam:ListPolicyVersions", 
                "iam:ListPolicies", 
                "iam:ListUsers" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

Amazon EMR Serverless での AWS 管理ポリシーに関する更新

Amazon EMR Serverless の AWS 管理ポリシーに対する更新の詳細について、このサービスがこれ
らの変更の追跡を開始した以降のものにアクセスします。このページの変更に関する自動通知を入手
するには、Amazon EMR Serverless ドキュメントの履歴ページから、RSS フィードにサブスクライ
ブしてください。
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変更 説明 日付

AmazonEMRServerles 
sServiceRolePolicy – 既存のポ
リシーの更新

Amazon EMR Serverless は、
新しい Sid の CloudWatc 
hPolicyStatement  と
EC2PolicyStatement

 を AmazonEMRServerles 
sServiceRolePolicy ポリ
シーに追加しました。

2024 年 1 月 25 日

AmazonEMRServerles 
sServiceRolePolicy – 既存のポ
リシーの更新

Amazon EMR Serverless 
は、Amazon EMR Serverless 
が "AWS/Usage"  名前空間
で vCPU 使用状況の集計アカ 
ウントメトリクスを発行でき
るようにする新しいアクセス
許可を追加しました。

2023 年 4 月 20 日

Amazon EMR Serverless が変
更の追跡を開始しました。

Amazon EMR Serverless が 
AWS 管理ポリシーの変更の追
跡を開始しました。

2023 年 4 月 20 日

Amazon EMR Serverless の ID とアクセスのトラブルシューティング

Amazon EMR Serverless と IAM の使用時に発生する可能性がある一般的な問題の診断や修正には、
次の情報が役立ちます。

トピック

• Amazon EMR Serverless でアクションを実行する権限がない

• iam:PassRole を実行する権限がない

• AWS アカウントの外部のユーザーに Amazon EMR Serverless リソースへのアクセスを許可した
い

• EMR Studio からライブ UI/Spark 履歴サーバーを開いてジョブをデバッグできないか、get-
dashboard-for-job-run を使用してログを取得しようとすると API エラーが発生する
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Amazon EMR Serverless でアクションを実行する権限がない

AWS マネジメントコンソール から、アクションを実行する権限がないと通知された場合は、管理者
に問い合わせてサポートを依頼してください。担当の管理者はお客様のユーザー名とパスワードを発
行した人です。

以下のエラー例は、mateojackson ユーザーがコンソールを使用して架空の my-example-widget
リソースに関する詳細情報にアクセスしようとしているが、架空の emr-serverless:GetWidget
許可がないという場合に発生します。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/mateojackson is not authorized to perform: emr-
serverless:GetWidget on resource: my-example-widget

この場合、Mateo は、emr-serverless:GetWidget アクションを使用して my-example-
widget リソースにアクセスできるように、管理者にポリシーの更新を依頼します。

iam:PassRole を実行する権限がない

iam:PassRole アクションを実行する権限がないというエラーが表示された場合は、ポリシーを更
新して Amazon EMR Serverless にロールを渡せるようにする必要があります。

一部の AWS のサービスでは、新しいサービスロールまたはサービスリンクロールを作成せずに、既
存のロールをサービスに渡すことが許可されています。そのためには、サービスにロールを渡す権限
が必要です。

次の例のエラーは、marymajor という IAM ユーザーがコンソールを使用して Amazon EMR 
Serverless でアクションを実行しようとした場合に発生します。ただし、このアクションをサービス
が実行するには、サービスロールから付与された権限が必要です。メアリーには、ロールをサービス
に渡す許可がありません。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/marymajor is not authorized to perform: 
 iam:PassRole

この場合、Mary のポリシーを更新してメアリーに iam:PassRole アクションの実行を許可する必
要があります。

サポートが必要な場合は、AWS 管理者に問い合わせてください。サインイン認証情報を提供した担
当者が管理者です。
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AWS アカウントの外部のユーザーに Amazon EMR Serverless リソースへのアクセス
を許可したい

他のアカウントのユーザーや組織外の人が、リソースにアクセスするために使用できるロールを作成
できます。ロールの引き受けを委託するユーザーを指定できます。リソースベースのポリシーまた
はアクセスコントロールリスト (ACL) をサポートするサービスの場合、それらのポリシーを使用し
て、リソースへのアクセスを付与できます。

詳細については、以下を参照してください。

• Amazon EMR Serverless がこれらの機能をサポートしているかどうかを確認するには、
「Amazon EMR Serverless での Identity and Access Management (IAM)」を参照してください。

• 所有している AWS アカウント全体のリソースへのアクセス権を提供する方法については、「IAM 
ユーザーガイド」の「所有している別の AWS アカウント へのアクセス権を IAM ユーザーに提
供」を参照してください。

• サードパーティーの AWS アカウント にリソースへのアクセス権を提供する方法については、
「IAM ユーザーガイド」の「サードパーティーが所有する AWS アカウント へのアクセス権を付
与する」を参照してください。

• ID フェデレーションを介してアクセスを提供する方法については、「IAM ユーザーガイド」の
「外部で認証されたユーザー (ID フェデレーション) へのアクセスの許可」を参照してください。

• クロスアカウントアクセスにおけるロールとリソースベースのポリシーの使用方法の違いについて
は、「IAM ユーザーガイド」の「IAM でのクロスアカウントのリソースへのアクセス」を参照し
てください。

EMR Studio からライブ UI/Spark 履歴サーバーを開いてジョブをデバッグできない
か、get-dashboard-for-job-run を使用してログを取得しようとすると API エ
ラーが発生する

ログ記録に EMR Serverless マネージドストレージを使用し、EMR Serverless アプリケーション
が Amazon S3 の VPC エンドポイントを持つプライベートサブネットにあり、アクセスを制御す
るエンドポイントポリシーをアタッチする場合は、「Logging for EMR Serverless with managed 
storagein your VPC policy」に記載されているアクセス許可を、EMR Serverless がアプリケーション
ログを保存して処理するための S3 ゲートウェイエンドポイントに追加します。
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Amazon EMR Serverless での信頼された ID の伝播

Amazon EMR リリース 7.8.0 以降では、Apache Livy Endpoint を通じて EMR Serverless を使用
して、AWS IAM Identity Center からインタラクティブなワークロードにユーザー ID を伝達でき
ます。Apache Livy インタラクティブワークロードは、提供された ID をさらに Amazon S3、Lake 
Formation、Amazon Redshift などのダウンストリームサービスに伝播し、これらのダウンストリー
ムでユーザー ID を介した安全なデータアクセスを可能にします。以下のセクションでは、Apache 
Livy Endpoint を介して EMR Serverless で ID を起動してインタラクティブワークロードに伝達する
ために必要な概念的な概要、前提条件、および手順について説明します。

概要

IAM Identity Center は、組織の規模や種類を問わず、AWS 上でのワークフォースの認証と承認
に推奨されるアプローチです。Identity Center を使用することにより、AWS でユーザー ID を作
成・管理したり、あるいは Microsoft Active Directory、Okta、Ping Identity、JumpCloud、Google 
Workspace、Microsoft Entra ID (旧 Azure AD) などの既存の ID ソースを接続します。

信頼された ID の伝播は、接続された AWS サービスの管理者がサービスデータへのアクセスを許可
および監査するために使用できる AWS IAM Identity Center の機能です。このデータへのアクセス
は、グループの関連付けなどのユーザー属性に基づいています。信頼された ID の伝播を設定するに
は、接続された AWS サービスの管理者と IAM アイデンティティセンターの管理者とのコラボレー
ションが必要です。詳細については、「IAM Identity Center ユーザーガイド」の「Prerequisites and 
considerations」を参照してください。

機能と利点

EMR Serverless Apache Livy Endpoint と IAM Identity Center の統合による信頼された ID の伝播に
は、次の利点があります。

• AWS Lake Formation で管理される AWS Glue データカタログテーブル上で、Identity Center ID 
を使用してテーブルレベルの認可を適用できます。

• Amazon Redshift クラスターでアイデンティセンター ID による認可を適用する能力。

• 監査用のユーザーアクションのエンドツーエンドの追跡の有効化。

• S3 Access Grants が管理する S3 プレフィックスの Identity Center ID を使用して Amazon S3 プ
レフィックスレベルの認可を執行できます。
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仕組み

ユースケースの例

データの準備と特徴量エンジニアリング

複数の研究チームのデータサイエンティストが、統合されたデータプラットフォームを使用して複
雑なプロジェクトで共同作業を行います。社内の認証情報を使用して SageMaker AI にログインし、
複数の AWS アカウントにまたがる膨大な共有データレイクに即座にアクセスします。新しい機械
学習モデルの特徴量エンジニアリングを開始することにより、EMR Serverless を通じて起動された 
Spark セッションは、伝播された ID に基づいて Lake Formation の列および行レベルのセキュリティ
ポリシーを適用します。サイエンティストは使い慣れたツールを使用してデータやエンジニアリング
機能を効率的に準備でき、コンプライアンスチームはすべてのデータインタラクションが確実に自動
的に追跡および監査される体制が得られます。この安全で協調的な環境は、規制の厳しい業界で必要
とされる厳格なデータ保護標準を維持しながら、研究パイプラインを加速します。

EMR Serverless での信頼された ID 伝播の開始方法

このセクションでは、AWS IAM Identity Center と統合し、信頼された ID 伝播を有効にするためのイ
ンタラクティブセッションで EMR-Serverless アプリケーションを設定するのに役立ちます。

前提条件

• 信頼された ID 伝播が有効な EMR Serverless Apache Livy Endpoint を作成する AWS リージョ
ンの Identity Center インスタンス。Identity Center インスタンスは、AWS アカウントの 1 つの
リージョンにのみ存在できます。「Enable IAM Identity Center」および「Provision the users and 
groups from your source of identities into IAM Identity Center」を参照してください。
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• Lake Formation、S3 Access Grants、Amazon Redshift クラスターなど、インタラクティブなワー
クロードがデータにアクセスするためにやり取りするダウンストリームサービスに対して、信頼さ
れた ID 伝播を有効にします。

信頼された ID の伝播が有効な EMR Serverless アプリケーションを作成するために必
要なアクセス許可

EMR Serverless へのアクセスに必要な基本的なアクセス許可に加えて、信頼された ID の伝播が有
効な EMR Serverless アプリケーションの作成に使用する IAM ID またはロールに追加のアクセス許
可を設定する必要があります。信頼された ID の伝播のために、EMR Serverless は、ID の検証とダ
ウンストリームへの ID の伝播にサービスが活用する 1 つのサービスマネージド Identity Center アプ
リケーションをアカウントに作成/ブートストラップします。

"sso:DescribeInstance",
"sso:CreateApplication",  
"sso:DeleteApplication",
"sso:PutApplicationAuthenticationMethod",
"sso:PutApplicationAssignmentConfiguration",   
"sso:PutApplicationGrant",  
"sso:PutApplicationAccessScope"

• sso:DescribeInstance – インスタンスを説明し、identity-center-configuration パラメータで指
定した IAM Identity Center instanceArn を検証するアクセス許可を付与します。

• sso:CreateApplication – trusted-identity-propatgion アクションに使用される EMR 
Serverless マネージド IAM Identity Center アプリケーションを作成するアクセス許可を付与しま
す。

• sso:DeleteApplication – EMR Serverless のマネージド IAM Identity Center アプリケーショ
ンを更新するためのアクセス許可を付与します

• sso:PutApplicationAuthenticationMethod – EMR Serverless マネージド IAM Identity 
Center アプリケーションに authenticationMethod を配置するアクセス許可を付与し、emr-
serverless サービスプリンシパルが IAM Identity Center アプリケーションとやり取りできるように
します。

• sso:PutApplicationAssignmentConfiguration – IAM Identity Center アプリケーションに
「User-assignment-not-required」設定を設定するアクセス許可を付与します。
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• sso:PutApplicationGrant – IAM Identity Center アプリケーションに token-
exchange、introspectToken、refreshToken、revokeToken 許可を適用するアクセス許可を付与し
ます。

• sso:PutApplicationAccessScope – 信頼されたアイデンティティの伝播が有効なダウンスト
リームスコープを IAM Identity Center アプリケーションに適用するアクセス許可を付与します。
「redshift:connect」、「lakeformation:query」、および「s3:read_write」スコープを適用して、こ
れらのサービスに trusted-identity-propagation を有効にします。

信頼された ID の伝播が有効な EMR Serverless アプリケーションを作成する

アプリケーションで信頼された ID の伝播を有効にするidentityCenterInstanceArnには、 で
—identity-center-configurationフィールドを指定する必要があります。次のコマンド例を
使用して、信頼された ID の伝播が有効になっている EMR Serverless アプリケーションを作成しま
す。

Note

また、Apache Livy エンドポイントでのみ信頼された ID の伝播が有効になっているため、--
interactive-configuration '{"livyEndpointEnabled":true}' を指定する必要
があります。

aws emr-serverless create-application \ 
  --release-label emr-7.8.0 \ 
  --type "SPARK" \ 
  --identity-center-configuration '{"identityCenterInstanceArn" : 
 "arn:aws:sso:::instance/ssoins-123456789"}' \ 
  --interactive-configuration '{"livyEndpointEnabled":true}'

• identity-center-configuration – (オプション) 指定した場合、Identity Center の信頼され
た ID の伝播を有効にします。

• identityCenterInstanceArn - (必須) Identify Center インスタンスの ARN。

必要な Identity Center アクセス許可 (前述の) がない場合は、まず信頼された ID の伝播なしで EMR 
Serverless アプリケーションを作成し (例えば、—identity-center-configuration パラメータ
を指定しない)、後で Identity Center 管理者に update-application API を呼び出して信頼された ID の
伝播を有効にするように依頼します。以下の例を参照してください。
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aws emr-serverless update-application \ 
  --application-id applicationId \ 
  --identity-center-configuration '{"identityCenterInstanceArn" : 
 "arn:aws:sso:::instance/ssoins-123456789"}'

EMR Serverless は、サービスが ID 検証とダウンストリームサービスへの ID 伝達に活用するサービ
スマネージド Identity Center アプリケーションをアカウントに作成します。EMR Serverless が作成
したマネージド Identity Center アプリケーションは、アカウント内の trusted-identity-propagation が
有効なすべての EMR Serverless アプリケーション間で共有されます。

Note

マネージドアイデンティセンターアプリケーションの設定を変更しないでください。変更
は、アカウントで信頼された ID 伝播が有効なすべての インタラクティブセッションに影響
を与える可能性があります。

ID を伝播するためのジョブ実行ロールのアクセス許可

EMR-Serverless は ID 拡張ジョブ実行ロール認証情報を活用して ID をダウンストリーム AWS サー
ビスに伝達するため、ジョブ実行ロールの信頼ポリシーには、ID を使用してジョブ実行ロール認証
情報を強化し、S3 Access-Grant、Lake Formation、Amazon Redshift などのダウンストリームサー
ビスへの trusted-identity-propagation を許可する追加のアクセス許可 sts:SetContext が必要で
す。ロールの作成方法の詳細については、「Create a job runtime role」を参照してください。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
     { 
     "Effect": "Allow", 
     "Principal": { 
     "Service": "emr-serverless.amazonaws.com" 
     }, 
     "Action": [ "sts:AssumeRole", "sts:SetContext"] 
     } 
  ]
}
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さらに、 ジョブ実行ロールには、ジョブ実行がユーザー ID を使用してデータを取得するために
呼び出すダウンストリーム AWS サービスのアクセス許可が必要です。S3 Access Grant、Lake 
Formation を設定するには、以下のリンクを参照してください。

• EMR Serverless での Lake Formation の使用

• EMR Serverless での Amazon S3 Access Grants の使用

EMR Serverless を使用したインタラクティブワークロードの信頼された 
ID の伝播

Apache Livy エンドポイントを介してインタラクティブワークロードに ID を伝達するステップは、
ユーザーが Amazon SageMaker AI などの AWS マネージド開発環境とやり取りするか、クライアン
ト向けアプリケーションとして独自のセルフホスト型ノートブック環境とやり取りするかによって異
なります。

AWS マネージド開発環境

次のAWSマネージドクライアント向けアプリケーションは、EMR-Serverless Apache Livy エンドポ
イントによる信頼された ID 伝達をサポートしています。

• Amazon SageMaker AI
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カスタマーマネージドセルフホスト型ノートブック環境

カスタム開発アプリケーションのユーザーに対して信頼された ID 伝播を有効にするには、AWS セ
キュリティブログの「Access AWS services programmatically using trusted identity propagation」を
参照してください。

MR Serverless の信頼された ID の伝播の統合に関する考慮事項と制限事項

アプリケーションで IAM Identity Center の信頼された ID 伝播を使用する際は、以下の点を考慮して
ください。

• Identity Center が提供する信頼された ID 伝達は、Amazon EMR 7.8.0 以上でサポートされてお
り、Apache Spark でのみ動作します。

• Trusted Identity Propagation は、Apache Livy エンドポイントを介して EMR Serverless を使用す
るインタラクティブなワークロードにのみ使用できます。EMR Studio を介したインタラクティブ
なワークロードは、信頼された ID の伝播をサポートしていません

• バッチジョブとストリーミングジョブは、trusted-identity-propagation をサポートしていません

• Trusted Identity Propagation を使用する AWS Lake Formation を使用したきめ細かなアクセスコン
トロールは、Apache Livy エンドポイントを介して EMR Serverless を使用するインタラクティブ
なワークロードで使用できます。

• Amazon EMR による信頼された ID 伝達は、以下の AWS リージョンでサポートされています。

• af-south-1 – アフリカ (ケープタウン)

• ap-east-1 – アジアパシフィック (香港)

• ap-northeast-1 – アジアパシフィック (東京)

• ap-northeast-2 – アジアパシフィック (ソウル)

• ap-northeast-3 – アジアパシフィック (大阪)

• ap-south-1 – アジアパシフィック (ムンバイ)

• ap-southeast-1 – アジアパシフィック (シンガポール)

• ap-southeast-2 – アジアパシフィック (シドニー)

• ap-southeast-3 – アジアパシフィック (ジャカルタ)

• ca-central-1 – カナダ (中部)

• ca-west-1 – カナダ (カルガリー)

• eu-central-1 – 欧州 (フランクフルト)

• eu-north-1 – 欧州 (ストックホルム)
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• eu-south-1 – 欧州 (ミラノ)

• eu-south-2 - 欧州 (スペイン)

• eu-west-1 – 欧州 (アイルランド)

• eu-west-2 – 欧州 (ロンドン)

• eu-west-3 – 欧州 (パリ)

• me-central-1 – 中東 (UAE)

• me-south-1 – 中東 (バーレーン)

• sa-east-1 – 南米 (サンパウロ)

• us-east-1 – 米国東部 (バージニア北部)

• us-east-2 – 米国東部 (オハイオ)

• us-west-1 – 米国西部 (北カリフォルニア)

• us-west-2 – 米国西部 (オレゴン)

EMR Serverless での Lake Formation の使用

Lake Formation を使用してきめ細かなアクセスコントロールを提供する方法について説明します。

EMR Serverless の Lake Formation のフィルタリングされていないアクセ
ス

Amazon EMR リリース 7.8.0 以上では、ジョブランタイムロールにきめ細かなアクセスコントロー
ルの制限なしに完全なテーブルアクセス許可がある Glue Data Catalog で AWS Lake Formation を
活用できます。この機能を使用することにより、EMR Serverless Spark バッチジョブとインタラ
クティブジョブから Lake Formation によって保護されているテーブルを読み書きできます。Lake 
Formation の詳細と EMR Serverless での使用方法については、以下のセクションを参照してくださ
い。

フルテーブルアクセスでの Lake Formation の使用

AWS Lake Formation で保護された Glue データカタログテーブルには、EMR Serverless Spark ジョ
ブまたはジョブのランタイムロールにフルテーブルアクセスがあるインタラクティブセッションか
らアクセスできます。EMR Serverless アプリケーションで AWS Lake Formation を有効にする必
要はありません。Spark ジョブがフルテーブルアクセス (FTA) に対応するように設定されている場
合、AWS Lake Formation 認証情報は AWS Lake Formation 登録済みテーブルの S3 データの読み取
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り/書き込みに使用され、ジョブのランタイムロール認証情報は AWS Lake Formation に登録されて
いないテーブルの読み取り/書き込みに使用されます。

Important

きめ細かなアクセスコントロールのために AWS Lake Formation を有効にしないでくださ
い。ジョブは、フルテーブルアクセス (FTA) ときめ細かなアクセスコントロール (FGAC) を
同じ EMR クラスターまたはアプリケーションに実行することはできません。

ステップ 1: Lake Formation でフルテーブルアクセスを有効にする

フルテーブルアクセス (FTA) モードを使用するには、AWS Lake Formation で IAM セッションタグ
の検証を行わずに、サードパーティーのクエリエンジンがデータにアクセスすることを許可する必要
があります。有効にするには、「フルテーブルアクセスのためのアプリケーション統合」のステップ
に従います。

Note

クロスアカウントテーブルにアクセスする場合、プロデューサーアカウントとコンシュー
マーアカウントの両方でフルテーブルアクセスを有効にしなければなりません。同様に、ク
ロスリージョンテーブルにアクセスする場合、この設定はプロデューサーリージョンとコン
シューマーリージョンの両方で有効にしなければなりません。

ステップ 2: ジョブランタイムロールの IAM アクセス許可を設定する

基盤となるデータへの読み取りまたは書き込みアクセスには、Lake Formation アクセス許可に加え
て、ジョブランタイムロールに lakeformation:GetDataAccess IAM アクセス許可が必要です。
この許可があると、Lake Formation がデータにアクセスするための一時的な認証情報のリクエスト
を承諾します。

以下は、Amazon S3 のスクリプトにアクセスするための IAM アクセス許可、S3 AWS へのログの
アップロード、Glue API アクセス許可、Lake Formation へのアクセス許可を指定する方法のポリ
シー例です。

JSON

{ 

EMR Serverless の Lake Formation のフィルタリングされていないアクセス 291

https://docs.aws.amazon.com/lake-formation/latest/dg/full-table-credential-vending.html


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ScriptAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::*.amzn-s3-demo-bucket/scripts" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "LoggingAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/logs/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "GlueCatalogAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "glue:Get*", 
        "glue:Create*", 
        "glue:Update*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "LakeFormationAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "lakeformation:GetDataAccess" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
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  ]
}

ステップ 2.1 Lake Formation の許可を設定する

• S3 からデータを読み取る Spark ジョブには、Lake Formation SELECT アクセス許可が必要で
す。

• S3 でデータを書き込み/削除する Spark ジョブには、Lake Formation ALL (SUPER) アクセス許可
が必要です。

• Glue Glue Data を操作する Spark ジョブには、必要に応じて DESCRIBE、ALTER、DROP アク
セス許可が必要です。

詳細については、「Granting permissions on Data Catalog resources」を参照してください。

ステップ 3: Lake Formation を使用してフルテーブルアクセスのための Spark セッションを初期化す
る

前提条件

AWS Glue Data Catalog は、Lake Formation テーブルにアクセスするためのメタストアとして設定
しなければなりません。

Glue カタログをメタストアとして設定するには、以下の設定を行います:

--conf spark.sql.catalogImplementation=hive
--conf 
 spark.hive.metastore.client.factory.class=com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory

EMR Serverless の Data Catalog の有効化の詳細については、「Metastore configuration for EMR 
Serverless」を参照してください。

AWS Lake Formation に登録されたテーブルにアクセスするには、Spark の初期化中に以下の設定を
行い、AWS Lake Formation 認証情報を使用するように Spark を設定する必要があります。

Hive

‐‐conf 
 spark.hadoop.fs.s3.credentialsResolverClass=com.amazonaws.glue.accesscontrol.AWSLakeFormationCredentialResolver
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--conf spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject=true  
--conf spark.hadoop.fs.s3.folderObject.autoAction.disabled=true
--conf spark.sql.catalog.skipLocationValidationOnCreateTable.enabled=true
--conf spark.sql.catalog.createDirectoryAfterTable.enabled=true
--conf spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled=true

Iceberg

--conf spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.iceberg.spark.SparkSessionCatalog
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.warehouse=S3_DATA_LOCATION
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.client.region=REGION
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.type=glue
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.account-id=ACCOUNT_ID
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.lakeformation-enabled=true
--conf spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled=true

Delta Lake

‐‐conf 
 spark.hadoop.fs.s3.credentialsResolverClass=com.amazonaws.glue.accesscontrol.AWSLakeFormationCredentialResolver
--conf spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject=true  
--conf spark.hadoop.fs.s3.folderObject.autoAction.disabled=true
--conf spark.sql.catalog.skipLocationValidationOnCreateTable.enabled=true
--conf spark.sql.catalog.createDirectoryAfterTable.enabled=true
--conf spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled=true

• spark.hadoop.fs.s3.credentialsResolverClass=com.amazonaws.glue.accesscontrol.AWSLakeFormationCredentialResolver: 
Lake Formation に登録されたテーブルに AWS Lake Formation S3 認証情報を使用するように 
EMR ファイルシステム (EMRFS) または EMR S3A を設定します。テーブルが登録されていない
場合は、ジョブのランタイムロール認証情報を使用します。

• spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject=true および
spark.hadoop.fs.s3.folderObject.autoAction.disabled=true: S3 フォルダの作成時
に $folder$ サフィックスの代わりにコンテンツタイプヘッダー application/x-directory を使用する
ように EMRFS を設定します。Lake Formation 認証情報は $folder$ サフィックスを持つテーブル
フォルダの読み取りを許可しないため、この設定は Lake Formation テーブルを読み取る際に必要
です。

• spark.sql.catalog.skipLocationValidationOnCreateTable.enabled=true: 作成前
に空のテーブルの場所を検証するステップをスキップするよう Spark を設定します。空の場所を
検証するための Lake Formation 認証情報は Glue Data Catalog テーブルの作成後にしか使用でき
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ないため、この設定は Lake Formation に登録されたテーブルに対して必要です。この設定がない
場合、ジョブのランタイムロール認証情報によって空のテーブルの場所が検証されます。

• spark.sql.catalog.createDirectoryAfterTable.enabled=true: Hive メタストアで
テーブルを作成した後に Amazon S3 フォルダを作成するよう Spark を設定します。S3 フォルダ
を作成するための Lake Formation 認証情報は Glue Data Catalog テーブルの作成後にしか使用で
きないため、この設定は Lake Formation に登録されたテーブルに対して必要です。

• spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled=true: Hive メタストアでテー
ブルを削除する前に S3 フォルダを削除するよう Spark を設定します。Glue Data Catalog から
テーブルを削除した後は、S3 フォルダを削除するための Lake Formation 認証情報を使用できない
ため、この設定は Lake Formation に登録されたテーブルに対して必要です。

• spark.sql.catalog.<catalog>.glue.lakeformation-enabled=true: Lake Formation 
に登録されたテーブルに AWS Lake Formation S3 認証情報を使用するように Iceberg カタログを
設定します。テーブルが登録されていない場合は、デフォルトの環境認証情報を使用します。

SageMaker Unified Studio でフルテーブルアクセスモードを設定する

JupyterLab ノートブックのインタラクティブ Spark セッションから Lake Formation に登録された
テーブルにアクセスするには、互換性アクセス許可モードを使用します。%%configure magic コマ
ンドを使用して Spark 設定をセットアップします。次のテーブルタイプに基づいて設定を選択しま
す。

For Hive tables

%%configure -f
{ 
    "conf": { 
        "spark.hadoop.fs.s3.credentialsResolverClass": 
 "com.amazonaws.glue.accesscontrol.AWSLakeFormationCredentialResolver", 
        "spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject": true, 
        "spark.hadoop.fs.s3.folderObject.autoAction.disabled": true, 
        "spark.sql.catalog.skipLocationValidationOnCreateTable.enabled": true, 
        "spark.sql.catalog.createDirectoryAfterTable.enabled": true, 
        "spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled": true 
    }
}

For Iceberg tables

%%configure -f
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{ 
    "conf": { 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog": 
 "org.apache.iceberg.spark.SparkSessionCatalog", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog.warehouse": "S3_DATA_LOCATION", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog.client.region": "REGION", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog.type": "glue", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.account-id": "ACCOUNT_ID", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.lakeformation-enabled": "true", 
        "spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled": "true",  
    }
}

For Delta Lake tables

%%configure -f
{ 
    "conf": { 
        "spark.hadoop.fs.s3.credentialsResolverClass": 
 "com.amazonaws.glue.accesscontrol.AWSLakeFormationCredentialResolver", 
        "spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject": true, 
        "spark.hadoop.fs.s3.folderObject.autoAction.disabled": true, 
        "spark.sql.catalog.skipLocationValidationOnCreateTable.enabled": true, 
        "spark.sql.catalog.createDirectoryAfterTable.enabled": true, 
        "spark.sql.catalog.dropDirectoryBeforeTable.enabled": true 
    }
}

プレースホルダーを置き換えます:

• S3_DATA_LOCATION: S3 バケットパス

• REGION: AWS リージョン (us-east-1 など)

• ACCOUNT_ID: あなたの AWS アカウント ID

Note

ノートブックで Spark 操作を実行する前に、これらの設定を行う必要があります。

EMR Serverless の Lake Formation のフィルタリングされていないアクセス 296



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

サポートされているオペレーション

これらの操作では、AWS Lake Formation 認証情報を使用してテーブルデータにアクセスします。

• CREATE TABLE

• ALTER TABLE

• INSERT INTO

• INSERT OVERWRITE

• UPDATE

• MERGE INTO

• DELETE FROM

• ANALYZE TABLE

• REPAIR TABLE

• DROP TABLE

• Spark データソースクエリ

• Spark データソース書き込み

Note

上記に示されていない操作は、引き続き IAM アクセス許可を使用してテーブルデータにアク
セスします。

考慮事項

• フルテーブルアクセスが有効になっていないジョブを使用して Hive テーブルが作成され、レコー
ドが挿入されていない場合、フルテーブルアクセスを持つジョブからの後続の読み取りまたは書き
込みは失敗します。これは、フルテーブルアクセスを持たない EMR Spark がテーブルフォルダ名
に $folder$ サフィックスを追加するためです。この問題は、以下のいずれかの方法で解決でき
ます。

• FTA が有効になっていないジョブからテーブルに少なくとも 1 つの行を挿入します。

• S3 のフォルダ名に $folder$ サフィックスが使用されないようにするため、FTA 
が有効になっていないジョブを設定します。そのために、Spark の設定を
spark.hadoop.fs.s3.useDirectoryHeaderAsFolderObject=true にします。
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• AWS S3 コンソールまたは AWS S3 CLI を使用して、テーブルの場所 s3://path/to/table/
table_name に S3 フォルダを作成します。

• フルテーブルアクセスは、Amazon EMR リリース 7.8.0 以降の EMR ファイルシステム 
(EMRFS)、および Amazon EMR リリース 7.10.0 以降の S3A ファイルシステムでサポートされて
います。

• フルテーブルアクセスは、Hive、Iceberg、Delta テーブルでサポートされています。Hudi テーブ
ルはフルテーブルアクセスをサポートしていません。

• Lake Formation きめ細かなアクセスコントロール (FGAC) ルールまたは Glue Data Catalog ビュー
を持つテーブルを参照するジョブは失敗します。FGAC ルールまたは Glue Data Catalog ビューを
使用してテーブルをクエリするには、FGAC モードを使用する必要があります。FGAC モードを
有効にするには、AWS ドキュメント「Using EMR Serverless with AWS Lake Formation for fine-
grained access control」で説明されている手順に従います。

• フルテーブルアクセスは Spark ストリーミングをサポートしていません。

• Lake Formation テーブルに Spark DataFrame を書き込む場合、Hive テー
ブルと Iceberg テーブルでは APPEND モードのみがサポートされます:
df.write.mode("append").saveAsTable(table_name)

• 外部テーブルを作成するには、IAM アクセス許可が必要です。

• Lake Formation は Spark ジョブ内に認証情報を一時的にキャッシュするため、現在実行中の 
Spark バッチジョブまたはインタラクティブセッションには、アクセス許可の変更が反映されない
場合があります。

• ロールには、サービスにリンクされたロール: Lake Formation の要件ではなく、ユーザー定義の
ロールを使用する必要があります。

EMR Serverless と AWS Lake Formation を使用したきめ細かなアクセスコ
ントロール

概要

Amazon EMR リリース 7.2.0 以降では、AWS Lake Formation を活用して、S3 でサポートされてい
るデータカタログテーブルにきめ細かなアクセスコントロールを適用します。この機能を使用する
と、Amazon EMR Serverless Spark ジョブ内の read クエリにテーブル、行、列、セルレベルのアク
セスコントロールを設定できます。Apache Spark バッチジョブとインタラクティブセッションでき
め細かなアクセスコントロールを設定するには、EMR Studio を使用します。Lake Formation の詳細
と EMR Serverless での使用方法については、以下のセクションを参照してください。
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Amazon EMR Serverless と AWS Lake Formation を使用すると、追加料金が発生します。詳細につ
いては、「Amazon EMR の料金」を参照してください。

EMR Serverless と AWS Lake Formation の連携の仕組み

EMR Serverless と Lake Formation を使用すると、各 Spark ジョブにアクセス許可のレイヤーを適
用して、EMR Serverless がジョブを実行するときに Lake Formation アクセス許可コントロールを
適用できます。EMR Serverless は、Spark リソースプロファイルを使用して 2 つのプロファイルを
作成し、ジョブを効果的に実行します。ユーザープロファイルはユーザー提供のコードを実行し、
システムプロファイルは Lake Formation ポリシーを適用します。詳細については、「AWS Lake 
Formation とは」および「考慮事項と制限事項」を参照してください。

Lake Formation で事前初期化された容量を使用する場合は、少なくとも 2 つの Spark ドライバーを
使用することを提案します。Lake Formation 対応ジョブごとに 2 つの Spark ドライバー (1 つはユー
ザープロファイル用、1 つはシステムプロファイル用) を使用します。最高のパフォーマンスを得る
には、Lake Formation を使用しない場合と比較して、Lake Formation 対応ジョブのドライバーの数
を 2 倍にします。

EMR Serverless で Spark ジョブを実行するときは、リソース管理とクラスターパフォーマンスに対
する動的割り当ての影響も考慮します。リソースプロファイルあたりのエグゼキュターの最大数であ
る spark.dynamicAllocation.maxExecutors の設定は、ユーザーエグゼキュターとシステム
エグゼキュターに適用されます。その数を最大許容エグゼキュター数と等しく設定すると、利用可
能なすべてのリソースを使用する 1 つのタイプのエグゼキュターが原因でジョブの実行が停止し、
ジョブの実行時に他のエグゼキュターが使用できなくなる可能性があります。

したがって、リソースが不足しないように、EMR Serverless はリソースプロファイルあたりのデ
フォルトの最大エグゼキュター数を spark.dynamicAllocation.maxExecutors 値の 90% に設
定します。この設定は、spark.dynamicAllocation.maxExecutorsRatio を 0 から 1 までの
値で指定すると上書きできます。さらに、リソースの割り当てと全体的なパフォーマンスを最適化す
るために、次のプロパティを設定します。

• spark.dynamicAllocation.cachedExecutorIdleTimeout

• spark.dynamicAllocation.shuffleTracking.timeout

• spark.cleaner.periodicGC.interval

以下は、EMR Serverless が Lake Formation セキュリティポリシーで保護されたデータにアクセスす
る方法の概要を示します。
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1. ユーザーは Spark ジョブを AWS Lake Formation 対応 EMR Serverless アプリケーションに送信
します。

2. EMR Serverless はジョブをユーザードライバーに送信し、ユーザープロファイルでジョブを実
行します。ユーザードライバーは、タスクの起動、エグゼキュターのリクエスト、S3 または 
Glue カタログへのアクセスができない Spark のリーンバージョンを実行します。ジョブプラン
を構築します。

3. EMR Serverless は、システムドライバーと呼ばれる 2 番目のドライバーを設定し、システム
プロファイルで (特権 ID を使用して) 実行します。EMR Serverless は、通信用の 2 つのドライ
バー間に暗号化された TLS チャネルを設定します。ユーザードライバーはチャネルを使用し
て、ジョブプランをシステムドライバーに送信します。システムドライバーは、ユーザーが送信
したコードを実行しません。フル Spark を実行して、データアクセスのために S3 およびデータ
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カタログと通信します。エグゼキュターをリクエストし、ジョブプランを一連の実行ステージに
コンパイルします。

4. 次に、EMR Serverless はユーザードライバーまたはシステムドライバーを使用してエグゼキュ
ターでステージを実行します。どのステージのユーザーコードも、ユーザープロファイルのエグ
ゼキュターでのみ実行されます。

5. AWS Lake Formation で保護されたデータカタログテーブルからデータを読み取るステージ、ま
たはセキュリティフィルターを適用するステージは、システムエグゼキュターに委任されます。

Amazon EMR での Lake Formation の有効化

Lake Formation を有効にするには、EMR Serverless アプリケーションの作成時に、ランタイム設定
パラメータの spark-defaults 分類で spark.emr-serverless.lakeformation.enabled を
true に設定します。

aws emr-serverless create-application \ 
    --release-label emr-7.10.0 \ 
    --runtime-configuration '{ 
     "classification": "spark-defaults",  
     "properties": { 
      "spark.emr-serverless.lakeformation.enabled": "true" 
      } 
    }' \ 
    --type "SPARK"

EMR Studio で新しいアプリケーションを作成するときに Lake Formation を有効にすることもでき
ます。[追加の設定] で利用可能な [Lake Formation のきめ細かなアクセスコントロールを使用する]
を選択します。

EMR Serverless で Lake Formation を使用することにより、ワーカー間の暗号化がデフォルトで有効
になるため、ワーカー間の暗号化を再度明示的に有効にする必要はありません。

Spark ジョブの Lake Formation の有効化

個々の Spark ジョブの Lake Formation を有効にするには、spark-submit の使用時に
spark.emr-serverless.lakeformation.enabled を true に設定します。

--conf spark.emr-serverless.lakeformation.enabled=true
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ジョブランタイムロールの IAM アクセス許可

Lake Formation アクセス許可は、AWS Glue Data Catalog リソース、Amazon S3 ロケーション、
およびこれらのロケーションにある基盤データへのアクセスを制御します。IAM アクセス許可
は、Lake Formation および AWS Glue API とリソースへのアクセスを制御します。データカタ
ログ内のテーブルにアクセスするための Lake Formation アクセス許可 (SELECT) を持っていて
も、glue:Get* API オペレーションに対する IAM アクセス許可がない場合、操作は失敗します。

以下は、S3 のスクリプトにアクセスするための IAM アクセス許可、S3 AWS へのログのアップロー
ド、Glue API アクセス許可、Lake Formation へのアクセス許可を指定する方法のポリシー例です。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "ScriptAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:GetObject", 
        "s3:ListBucket" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::*.amzn-s3-demo-bucket/scripts", 
        "arn:aws:s3:::*.amzn-s3-demo-bucket/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "LoggingAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "s3:PutObject" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/logs/*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "GlueCatalogAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
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        "glue:Get*", 
        "glue:Create*", 
        "glue:Update*" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    }, 
    { 
      "Sid": "LakeFormationAccess", 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "lakeformation:GetDataAccess" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ] 
    } 
  ]
}

ジョブランタイムロールの Lake Formation アクセス許可の設定

まず、Hive テーブルの場所を Lake Formation に登録します。次に、目的のテーブルにジョブラ
ンタイムロールのアクセス許可を作成します。Lake Formation の詳細については、「AWS Lake 
Formation Developer Guide」の「What is AWS Lake Formation?」を参照してください。

Lake Formation アクセス許可を設定したら、Amazon EMR Serverless で Spark ジョブを送信しま
す。Spark ジョブの詳細については、「Spark example」を参照してください。

ジョブ実行の送信

Lake Formation 許可の設定が完了したら、EMR Serverless で Spark ジョブを送信できます。次のセ
クションでは、ジョブ実行プロパティを設定して送信する方法の例を示します。

オープンテーブル形式のサポート

EMR Serverless は Apache Hive、Apache Iceberg をサポートしており、リリース 7.6.0 の時点で 
Delta Lake と Apache Hudi もサポートしています。オペレーションのサポートについては、以下の
タブを参照してください。
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Hive

オペレーション メモ

読み込み操作 完全サポートされています

増分クエリ 該当しない

タイムトラベルクエリ このテーブル形式には適用されません

DML INSERT IAM アクセス許可のみ

DML UPDATE このテーブル形式には適用されません

DML DELETE このテーブル形式には適用されません

DDL コマンド IAM アクセス許可のみ

メタデータテーブル このテーブル形式には適用されません

ストアドプロシージャ 該当しない

テーブルのメンテナンスとユーティリティの
機能

該当しない

Iceberg

オペレーション メモ

読み込み操作 完全サポートされています

増分クエリ 完全サポートされています

タイムトラベルクエリ 完全サポートされています

DML INSERT IAM アクセス許可のみ

DML UPDATE IAM アクセス許可のみ

DML DELETE IAM アクセス許可のみ
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オペレーション メモ

DDL コマンド IAM アクセス許可のみ

メタデータテーブル サポートされていますが、特定のテーブルは
非表示になっています。詳細については、
「考慮事項と制限事項」を参照してくださ 
い。

ストアドプロシージャ register_table  および migrate の例外
でサポートされます。詳細については、「考
慮事項と制限事項」を参照してください。

テーブルのメンテナンスとユーティリティの
機能

該当しない

Iceberg の Spark 設定: 以下の例は、Iceberg で Spark を設定する方法を示しています。Iceberg 
ジョブを実行するには、次の spark-submit プロパティを指定します。

--conf spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.iceberg.spark.SparkSessionCatalog
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.warehouse=<S3_DATA_LOCATION>
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.account-id=<ACCOUNT_ID>
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.client.region=<REGION>
--conf spark.sql.catalog.spark_catalog.glue.endpoint=https://
glue.<REGION>.amazonaws.com

Hudi

オペレーション メモ

読み込み操作 完全サポートされています

増分クエリ 完全サポートされています

タイムトラベルクエリ 完全サポートされています

DML INSERT IAM アクセス許可のみ

DML UPDATE IAM アクセス許可のみ
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オペレーション メモ

DML DELETE IAM アクセス許可のみ

DDL コマンド IAM アクセス許可のみ

メタデータテーブル サポートされていません

ストアドプロシージャ 該当しない

テーブルのメンテナンスとユーティリティの
機能

サポートされていません

以下の例では、Hudi を使用して Spark を設定し、ファイルの場所と使用に必要なその他のプロパ
ティを指定します。

Hudi の Spark 設定: このスニペットをノートブックで使用することにより、Hudi Spark バンド
ル JAR ファイルへのパスが指定され、Spark の Hudi 機能が有効になります。AWS Glue Data 
Catalog をメタストアとして使用して Spark の設定も行います。

%%configure -f
{ 
    "conf": { 
        "spark.jars": "/usr/lib/hudi/hudi-spark-bundle.jar", 
        "spark.hadoop.hive.metastore.client.factory.class": 
 "com.amazonaws.glue.catalog.metastore.AWSGlueDataCatalogHiveClientFactory", 
        "spark.serializer": "org.apache.spark.serializer.JavaSerializer", 
        "spark.sql.catalog.spark_catalog": 
 "org.apache.spark.sql.hudi.catalog.HoodieCatalog", 
        "spark.sql.extensions": 
 "org.apache.spark.sql.hudi.HoodieSparkSessionExtension" 
    }
}

AWS Glue を使用した Hudi の Spark 設定: このスニペットをノートブックで使用することによ
り、Hudi がサポートされているデータレイク形式として有効になり、Hudi ライブラリと依存関
係が利用可能になります。

%%configure
{ 
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    "--conf": "spark.serializer=org.apache.spark.serializer.JavaSerializer --conf  
spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.spark.sql.hudi.catalog.HoodieCatalog --
conf  
spark.sql.extensions=org.apache.spark.sql.hudi.HoodieSparkSessionExtension", 
    "--datalake-formats": "hudi", 
    "--enable-glue-datacatalog": True, 
    "--enable-lakeformation-fine-grained-access": "true"
}

Delta Lake

オペレーション メモ

読み込み操作 完全サポートされています

増分クエリ 完全サポートされています

タイムトラベルクエリ 完全サポートされています

DML INSERT IAM アクセス許可のみ

DML UPDATE IAM アクセス許可のみ

DML DELETE IAM アクセス許可のみ

DDL コマンド IAM アクセス許可のみ

メタデータテーブル サポートされていません

ストアドプロシージャ 該当しない

テーブルのメンテナンスとユーティリティの
機能

サポートされていません

Delta Lake での EMR Serverless: EMR Serverless で Lake Formation で Delta Lake を使用するに
は、以下のコマンドを実行します。

spark-sql \ 
  --conf 
 spark.sql.extensions=io.delta.sql.DeltaSparkSessionExtension,com.amazonaws.emr.recordserver.connector.spark.sql.RecordServerSQLExtension 
 \ 

FGAC のための Lake Formation 307



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

  --conf 
 spark.sql.catalog.spark_catalog=org.apache.spark.sql.delta.catalog.DeltaCatalog \

ジョブのデバッグ

Note

この機能を使用することにより、フィルタリングされていない機密情報を含む可能性のある
システムプロファイルワーカーの stdout ログと stderr ログにアクセスできます。以下のアク
セス許可は、非本番データへのアクセスにのみ使用してください。本番稼働用ジョブで使用
するように作成されたアプリケーションの場合、これらのアクセス許可は、昇格されたデー
タアクセスを持つ管理者またはユーザーにのみ追加することを強くお勧めします。

EMR-7.3.0 以降では、EMR Serverless は Lake Formation 対応バッチジョブの自己デバッ
グ機能を有効にします。そのためには、GetDashboardForJobRun API で新しいパラメータ
accessSystemProfileLogs を使用します。accessSystemProfileLogs が true に設定されている場合、
システムプロファイルワーカーの stdout ログと stderr ログにアクセスできます。このログは、Lake 
Formation が有効な EMR Serverless バッチジョブのデバッグに使用できます。

aws emr-serverless get-dashboard-for-job-run \ 
  --application-id application-id
  --job-run-id job-run-id
  --access-system-profile-logs

必要なアクセス許可

GetDashboardForJobRun を使用して Lake Formation 対応バッチジョブをデバッグするプリンシパ
ルには、以下の追加のアクセス許可が必要です:

{ 
    "Sid": "AccessSystemProfileLogs", 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
        "emr-serverless:GetDashboardForJobRun", 
        "emr-serverless:AccessSystemProfileLogs", 
        "glue:GetDatabases", 
        "glue:SearchTables" 
    ], 
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    "Resource": [ 
        "arn:aws:emr-serverless:region:account-id:/applications/applicationId/
jobruns/jobid", 
        "arn:aws:glue:region:account-id:catalog", 
        "arn:aws:glue:region:account-id:database/*", 
        "arn:aws:glue:region:account-id:table/*/*" 
    ]
}

考慮事項

デバッグ用のシステムプロファイルログは、ジョブと同じアカウント内の Lake Formation のデータ
ベースまたはテーブルにアクセスするジョブに表示されます。以下のシナリオでは表示されません:

• Lake Formation アクセス許可を使用して管理されるデータカタログにクロスアカウントデータ
ベースとテーブルがある場合

• Lake Formation アクセス許可を使用して管理されるデータカタログにリソースリンクがある場合

Glue データカタログビューの使用

EMR Serverless で使用する AWS Glue データカタログでビューを作成および管理できます。これら
は一般的に AWS Glue Data Catalog ビューと呼ばれます。これらのビューは複数の SQL クエリエン
ジンをサポートしているため、EMR Serverless、Amazon Athena、Amazon Redshift などのさまざ
まな AWS サービス間で同じビューにアクセスできるので便利です。

Data Catalog でビューを作成することで、AWS Lake Formation でのリソース許可とタグベースのア
クセスコントロールを使用して、データカタログビューへのアクセスを許可します。このアクセス
コントロール方法を使用することにより、ビューの作成時に参照したテーブルへの追加のアクセス
を設定する必要はありません。アクセス許可を付与するこの方法は、definer セマンティクスと呼ば
れ、これらのビューは definer ビューと呼ばれます。Lake Formation でのアクセスコントロールの詳
細は、「AWS Lake Formation デベロッパーガイド」の「Granting and revoking permissions on Data 
Catalog resources」を参照してください。

データカタログビューは、次のユースケースに役立ちます。

• 細やかなアクセス制御 – ユーザーが必要とするアクセス許可に基づいてデータアクセスを制限す
るビューを作成できます。例えば、データカタログのビューを使用して、人事 (HR) 部門に属さな
い従業員が個人を特定できる情報 (PII) を表示できないようにすることができます。
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• 完全なビュー定義 – データカタログのビューにフィルターを適用することで、データカタログ
ビューで利用可能なデータレコードを常に完全な状態にすることができます。

• セキュリティの強化 – ビューの作成に使用されるクエリ定義は完全である必要があります。この
メリットにより、データカタログのビューは悪意のあるアクターからの SQL コマンドの影響を受
けにくくなります。

• データを簡単に共有 – データを移動することなく、他の AWS アカウントとデータを共有します。
詳細については、「Cross-account data sharing in Lake Formation」を参照してください。

データカタログビューの作成

Data Catalog ビューを作成するには、さまざまな方法があります。これには、AWS CLI または 
Spark SQL の使用が含まれます。以下にいくつかの例を示します。

Using SQL

以下は、データカタログビューを作成するための構文を示しています。MULTI DIALECT
ビュータイプを書き留めます。これにより、Data Catalog ビューと他のビューが区別されま
す。SECURITY 述語は DEFINER として指定されます。これは、DEFINER セマンティクスを含む 
Data Catalog ビューを示します。

CREATE [ OR REPLACE ] PROTECTED MULTI DIALECT VIEW [IF NOT EXISTS] view_name
[(column_name [COMMENT column_comment], ...) ]
[ COMMENT view_comment ]
[TBLPROPERTIES (property_name = property_value, ... )]
SECURITY DEFINER
AS query;

以下は、構文に従った CREATE ステートメントの例です:

CREATE PROTECTED MULTI DIALECT VIEW catalog_view
SECURITY DEFINER
AS
SELECT order_date, sum(totalprice) AS price
FROM source_table
GROUP BY order_date

実際にリソースを作成することなく、SQL を使用してドライランモードでビューを作成し、
ビューの作成をテストすることもできます。このオプションを使用することにより、入力を検証
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する「ドライラン」になり、検証が成功することにより、ビューを表す AWS Glue テーブルオブ
ジェクトの JSON が返されます。この場合、実際のビューは作成されません。

CREATE [ OR REPLACE ] PROTECTED MULTI DIALECT VIEW view_name
SECURITY DEFINER  
[ SHOW VIEW JSON ]
AS view-sql

Using the AWS CLI

Note

CLI コマンドを使用する場合、ビューの作成に使用される SQL は解析されません。これ
により、ビューは作成されますが、クエリは成功しません。ビューを作成する前に、必ず 
SQL 構文をテストしてください。

以下の CLI コマンドを使用して、ビューをを作成します:

aws glue create-table --cli-input-json '{ 
  "DatabaseName": "database", 
  "TableInput": { 
    "Name": "view", 
    "StorageDescriptor": { 
      "Columns": [ 
        { 
          "Name": "col1", 
          "Type": "data-type" 
        }, 
        ... 
        { 
          "Name": "col_n", 
          "Type": "data-type" 
        } 
      ], 
      "SerdeInfo": {} 
    }, 
    "ViewDefinition": { 
      "SubObjects": [ 
        "arn:aws:glue:aws-region:aws-account-id:table/database/referenced-table1", 
        ... 
        "arn:aws:glue:aws-region:aws-account-id:table/database/referenced-tableN", 
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       ], 
      "IsProtected": true, 
      "Representations": [ 
        { 
          "Dialect": "SPARK", 
          "DialectVersion": "1.0", 
          "ViewOriginalText": "Spark-SQL", 
          "ViewExpandedText": "Spark-SQL" 
        } 
      ] 
    } 
  }
}'

サポートされているビュー操作

以下のコマンドフラグメントは、データカタログビューを操作するさまざまな方法を示します。

• CREATE VIEW

データカタログビューを作成します。以下は、既存のテーブルからビューを作成する例です。

CREATE PROTECTED MULTI DIALECT VIEW catalog_view  
SECURITY DEFINER AS SELECT * FROM my_catalog.my_database.source_table

• ALTER VIEW

使用可能な構文:

• ALTER VIEW view_name [FORCE] ADD DIALECT AS query

• ALTER VIEW view_name [FORCE] UPDATE DIALECT AS query

• ALTER VIEW view_name DROP DIALECT

FORCE ADD DIALECT オプションを使用して、新しいエンジンダイアレクトに従ってスキーマと
サブオブジェクトを強制的に更新できます。ただし、これを行うと、他のエンジンダイアレクト
の更新にも FORCE を使用しないと、クエリエラーが発生する可能性があることに注意してくださ
い。以下に例を示します:

ALTER VIEW catalog_view FORCE ADD DIALECT
AS
SELECT order_date, sum(totalprice) AS price
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FROM source_table
GROUP BY orderdate;

以下は、ダイアレクトを更新するためにビューを変更する方法をデモンストレーションします:

ALTER VIEW catalog_view UPDATE DIALECT AS  
SELECT count(*) FROM my_catalog.my_database.source_table;

• DESCRIBE VIEW

ビューを記述するために使用できる構文:

• SHOW COLUMNS {FROM|IN} view_name [{FROM|IN} database_name] – ユーザーが
ビューの記述に必要な AWS Glue および Lake Formation のアクセス許可を持っている場合、列
を一覧表示できます。列を表示するためのいくつかのコマンドの例を以下に示します:

SHOW COLUMNS FROM my_database.source_table;     
SHOW COLUMNS IN my_database.source_table;

• DESCRIBE view_name – ユーザーがビューの記述に必要な AWS Glue および Lake Formation 
のアクセス許可を持っている場合、列およびメタデータをビュー内で一覧表示できます。

• DROP VIEW

使用可能な構文:

• DROP VIEW [ IF EXISTS ] view_name

次のサンプルは、ビューを削除する前にビューが存在するかどうかをテストする DROP ステート
メントを示します。

DROP VIEW IF EXISTS catalog_view;

• ビューの作成を表示する

• SHOW CREATE VIEW view_name – 指定したビューを作成する SQL ステートメントを示しま
す。以下は、データカタログビューの作成を示すサンプルです。

SHOW CREATE TABLE my_database.catalog_view;
CREATE PROTECTED MULTI DIALECT VIEW my_catalog.my_database.catalog_view ( 
  net_profit, 
  customer_id, 
  item_id, 
  sold_date)
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TBLPROPERTIES ( 
  'transient_lastDdlTime' = '1736267222')
SECURITY DEFINER AS SELECT * FROM
my_database.store_sales_partitioned_lf WHERE customer_id IN (SELECT customer_id 
 from source_table limit 10)

• SHOW VIEWS

通常のビュー、マルチダイアレクトビュー (MDV)、Spark ダイアレクトのない MDV など、カタロ
グ内のすべてのビューを一覧表示します。使用可能な構文は次のとおりです。

• SHOW VIEWS [{ FROM | IN } database_name] [LIKE regex_pattern]:

ビューを表示するコマンドの例を以下に示します:

SHOW VIEWS IN marketing_analytics LIKE 'catalog_view*';

データカタログビューの作成と設定の詳細については、「AWS Lake Formation Developer Guide」
の「Building AWS Glue Data Catalog views」を参照してください。

データカタログビューをクエリする

データカタログビューを作成したら、AWS Lake Formation きめ細かなアクセスコントロールが有効
になっている Amazon EMR Serverless Spark ジョブを使用してクエリを実行できます。ジョブラン
タイムロールには、データカタログビューに対する Lake Formation SELECT アクセス許可が必要で
す。ビューで参照される基盤となるテーブルへのアクセスを許可する必要はありません。

すべてをセットアップしたら、ビューをクエリできます。例えば、EMR Studio で EMR Serverless 
アプリケーションを作成した後、以下のクエリを実行してビューにアクセスします。

SELECT * from my_database.catalog_view LIMIT 10;

便利な関数は invoker_principal です。EMRS ジョブランタイムロールの一意の識別子を返しま
す。これは、呼び出しプリンシパルに基づいてビュー出力を制御するために使用できます。これを使
用して、呼び出しロールに基づいてクエリ結果を絞り込む条件をビューに追加できます。この関数を
使用するには、ジョブランタイムロールに LakeFormation:GetDataLakePrincipal IAM アク
ションに対するアクセス許可が必要です。

select invoker_principal();
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例えば、この関数を WHERE 句に追加して、クエリ結果を絞り込むことができます。

考慮事項と制限

Data Catalog ビューを作成することにより、以下が適用されます:

• Amazon EMR 7.6 以上では、Data Catalog ビューのみを作成できます。

• Data Catalog ビュー定義者は、ビューによってアクセスされる基盤となるベーステーブルに対す
る SELECT アクセスを持っている必要があります。特定のベーステーブルに定義者ロールに対す
る Lake Formation フィルターが適用されている場合、Data Catalog ビューの作成は失敗します。

• Lake Formation のベーステーブルには IAMAllowedPrincipals データレイクのアクセス許可
を付与してはいけません。付与されている場合は、Multi Dialect views may only reference tables 
without IAMAllowedPrincipals permissions というエラーが表示されます。

• テーブルの Amazon S3 の場所は、Lake Formation データレイクの場所として登録する必要があ
ります。テーブルがこのように登録されていない場合、Multi Dialect views may only reference 
Lake Formation managed tables というエラーが表示されます。Lake Formation で Amazon S3 の
場所を登録する方法については、「 AWS Lake FormationDeveloper Guide」の「Registering an 
Amazon S3 location」を参照してください。

• PROTECTED データカタログビューのみを作成できます。UNPROTECTED ビューはサポートされて
いません。

• データカタログビュー定義では別の AWS アカウント内のテーブルを参照することはできません。
また、別のリージョンにあるのと同じアカウントのテーブルを参照することはできません。

• アカウントまたはリージョン間でデータを共有するには、Lake Formation リソースリンクを使用
してビュー全体をクロスアカウントおよびクロスリージョンで共有する必要があります。

• ユーザー定義関数 (UDF) はサポートされていません。

• Iceberg テーブルに基づくビューを使用できます。オープンテーブル形式の Apache Hudi と Delta 
Lake もサポートされています。

• データカタログビューで他のビューを参照できません。

• AWS Glue Data ビュースキーマは常に小文字を使用して保存されます。例えば、DDL ステー
トメントを使用して Castle という名前の列のある Glue データカタログビューを作成する場
合、Glue Data Catalog に作成される列は小文字で castle になります。次に、DML クエリで列
名を Castle または CASTLE として指定することにより、EMR Spark はその名前を小文字にして
クエリを実行します。ただし、列見出しは、クエリで指定した大文字と小文字を使用して表示され
ます。
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DML クエリで指定された列名が Glue データカタログの列名と一致しない場合にクエリを失敗さ
せるには、spark.sql.caseSensitive=true を設定します。

考慮事項と制限

EMR Serverless で Lake Formation を使用する場合は、次の考慮事項と制限事項を考慮してくださ
い。

Note

EMR Serverless で Spark ジョブの Lake Formation を有効にすると、ジョブはシステムド
ライバーとユーザードライバーを起動します。起動時に事前初期化された容量を指定した
場合、ドライバーは事前初期化された容量からプロビジョニングし、システムドライバー
の数は指定したユーザードライバーの数と等しくなります。オンデマンドキャパシティを選
択すると、EMR Serverless はユーザードライバーに加えてシステムドライバーを起動しま
す。Lake Formation ジョブで EMR Serverless に関連するコストを見積もるには、AWS 料
金見積りツール を使用します。

Lake Formation を使用した Amazon EMR Serverless は、サポートされているすべての EMR 
Serverless リージョンで使用できます。

• Amazon EMR Serverless は、Apache Hive、Apache Iceberg、Delta Lake、Hudi テーブルに対
してのみ Lake Formation を介したきめ細かなアクセスコントロールをサポートします。Apache 
Hive 形式には、Parquet、ORC、および xSV が含まれます。

• Lake Formation 対応アプリケーションは、カスタマイズされた EMR Serverless イメージの使用を
サポートしていません。

• Lake Formation ジョブの DynamicResourceAllocation をオフにすることはできません。

• Lake Formation は Spark ジョブでのみ使用できます。

• Lake Formation を使用した EMR Serverless は、ジョブ全体で 1 つの Spark セッションのみをサ
ポートします。

• Lake Formation を使用した EMR Serverless は、リソースリンクを介して共有されるクロスアカウ
ントテーブルクエリのみをサポートします。

• 次のサポートはありません。

• 耐障害性のある分散データセット (RDD)

FGAC のための Lake Formation 316

https://calculator.aws/#/addService/EMR
https://calculator.aws/#/addService/EMR
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/EMR-Serverless-UserGuide/considerations.html
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/EMR-Serverless-UserGuide/considerations.html
https://docs.aws.amazon.com/emr/latest/EMR-Serverless-UserGuide/application-custom-image.html


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

• Spark ストリーミング

• Lake Formation に付与されたアクセス許可による書き込み

• ネストされた列のアクセスコントロール

• EMR Serverless は、以下を含むシステムドライバーの完全な分離を損なう可能性のある機能をブ
ロックします。

• UDT、HiveUDF およびカスタムクラスを含むユーザー定義関数

• カスタムデータソース

• Spark 拡張機能、コネクタ、メタストア用の追加の jar の提供

• ANALYZE TABLE コマンド

• アクセスコントロールを適用するために、EXPLAIN PLAN および DESCRIBE TABLE などの DDL 
オペレーションは、限定された情報を公開しません。

• EMR Serverless は、Lake Formation 対応アプリケーションのシステムドライバー Spark ログへの
アクセスを制限します。システムドライバーは昇格アクセス許可を使用して実行されるため、シス
テムドライバーが生成するイベントとログには機密情報が含まれる可能性があります。許可されて
いないユーザーまたはコードがこの機密データにアクセスできないように、EMR Serverless はシ
ステムドライバーログへのアクセスを無効にしました。

システムプロファイルログは常にマネージドストレージに保持されます。これは無効にできない
必須の設定です。これらのログは、カスタマーマネージド KMS キーまたは AWS マネージド KMS 
キーを使用して安全に保存され、暗号化されます。

EMR Serverless アプリケーションが Amazon S3 の VPC エンドポイントを持つプライベートサブ
ネットにあり、アクセスを制御するエンドポイントポリシーをアタッチしている場合、ジョブが 
AWS Managed Amazon S3 にログデータを送信する前に、VPC ポリシーの Managed Storage に
詳述されているアクセス許可を S3 ゲートウェイエンドポイントに含めます。トラブルシューティ
ングリクエストは、AWS のサポートにお問い合わせください。

• テーブルの場所を Lake Formation に登録した場合、データアクセスパスは、EMR Serverless ジョ
ブのランタイムロールの IAM アクセス許可に関係なく、Lake Formation に保存された認証情報を
経由します。テーブルの場所に登録されたロールを誤って設定すると、テーブルの場所に対して 
S3 IAM アクセス許可を持つロールを使用して送信されたジョブは失敗します。

• Lake Formation テーブルへの書き込みでは、Lake Formation に付与されたアクセス許可ではな
く、IAM アクセス許可が使用されます。ジョブランタイムロールに必要な S3 アクセス許可がある
場合は、それを使用して書き込みオペレーションを実行できます。

• Amazon EMR 7.9.0 以降、Spark FGAC は s3a:// スキームで使用すると S3AFileSystem をサポー
トします。
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Apache Iceberg を使用する場合の考慮事項と制限事項を次に示します。

• Apache Iceberg はセッションカタログでのみ使用でき、任意の名前のカタログでは使用できませ
ん。

• Lake Formation に登録されている Iceberg テーブルは、メタデータテーブル
history、metadata_log_entries、snapshots、files、manifests、および refs のみを
サポートします。Amazon EMR は partitions、path、summaries などの機密データを持つ可
能性のある列を非表示にします。この制限は、Lake Formation に登録されていない Iceberg テー
ブルには適用されません。

• Lake Formation に登録していないテーブルは、すべての Iceberg ストアドプロシージャをサポー
トしています。register_table プロシージャと migrate プロシージャは、どのテーブルでも
サポートされていません。

• V1 の代わりに Iceberg DataFrameWriterV2 を使用することを提案します。

トラブルシューティング

トラブルシューティングソリューションについては、以下のセクションを参照してください。

ログ記録

EMR Serverless は、Spark リソースプロファイルを使用してジョブ実行を分割します。EMR 
Serverless は、ユーザープロファイルを使用して指定したコードを実行し、システムプロファイルは 
Lake Formation ポリシーを適用します。ユーザープロファイルとして実行されたタスクのログにア
クセスできます。

Lake Formation 対応ジョブのデバッグの詳細については、「ジョブのデバッグ」を参照してくださ
い。

Live UI と Spark 履歴サーバー

Live UI と Spark 履歴サーバーには、ユーザープロファイルから生成されたすべての Spark イベント
と、システムドライバーから生成された編集済みイベントがあります。

[エグゼキュター] タブには、ユーザードライバーとシステムドライバーからすべてのタスクが表示さ
れます。ただし、ログリンクはユーザープロファイルでのみ使用できます。また、出力レコードの数
など、一部の情報は Live UI から編集されます。
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Lake Formation のアクセス許可が不十分なためジョブが失敗した

ジョブランタイムロールには、アクセスしているテーブルで SELECT と DESCRIBE を実行するア
クセス許可があることを確認してください。

RDD の実行が失敗したジョブ

EMR Serverless は現在、Lake Formation 対応ジョブで耐障害性のある分散データセット (RDD) オ
ペレーションをサポートしていません。

Amazon S3 のデータファイルにアクセスできない

Lake Formation にデータレイクの場所が登録されていることを確認します。

セキュリティ検証の例外

EMR Serverless がセキュリティ検証エラーを検出しました。AWS のサポートにご連絡ください。

アカウント間での AWS Glue データカタログとテーブルの共有

データベースとテーブルをアカウント間で共有し、Lake Formation を引き続き使用できます。詳細
については、「Lake Formation でのクロスアカウントデータ共有」と「How do I share AWS Glue 
Data Catalog and tables cross-account using AWS Lake Formation?」を参照してください。

ワーカー間の暗号化

Amazon EMR バージョン 6.15.0 以降では、Spark ジョブの実行でワーカー間の相互 TLS 暗号化通
信を有効にします。有効にすると、EMR Serverless はジョブ実行でプロビジョニングされたワー
カーごとに一意の証明書を自動的に生成して配布します。これらのワーカーが通信してコントロー
ルメッセージを交換したり、シャッフルデータを転送したりすると、相互 TLS 接続を確立し、設定
された証明書を使用して相互のアイデンティティを検証します。ワーカーが別のワーカーの証明書を
検証できない場合、TLS ハンドシェイクは失敗し、EMR Serverless はワーカー間の接続を中止しま
す。

EMR Serverless で Lake Formation を使用している場合、相互 TLS 暗号化はデフォルトで有効に
なっています。

EMR Serverless での相互 TLS 暗号化の有効化

Spark アプリケーションで相互 TLS 暗号化を有効にするには、EMR Serverless アプリケーション
の作成時に spark.ssl.internode.enabled を true に設定します。AWS コンソールを使用して 
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EMR Serverless アプリケーションを作成している場合は、[カスタム設定を使用する] を選択し、[ア
プリケーション設定] を展開して runtimeConfiguration を入力します。

aws emr-serverless create-application \
--release-label emr-6.15.0 \
--runtime-configuration '{ 
  "classification": "spark-defaults",  
  "properties": {"spark.ssl.internode.enabled": "true"}
}' \
--type "SPARK"

個々の Spark ジョブ実行の相互 TLS 暗号化を有効にする場合は、spark-submit を使用する際に
spark.ssl.internode.enabled を true に設定します。

--conf spark.ssl.internode.enabled=true

EMR Serverless によるデータ保護のための Secrets Manager
AWS Secrets Manager は、データベース認証情報、API キー、その他の秘密情報を保護するシー
クレットストレージ サービスです。次に、コード内で、ハードコードされた認証情報を Secrets 
Manager への API コールに置き換えます。シークレットはそこに存在しないため､お客様のコード
を調べている誰かがシークレットを漏らさないようにするのに役立ちます。この概要については、
「AWS Secrets Manager ユーザーガイド」を参照してください。

Secrets Manager は (AWS Key Management Service) キーを使用してシークレットを暗号化し
ます。詳細については、「AWS Secrets Manager ユーザーガイド」の「Secret encryption and 
decryption」を参照してください。

指定したスケジュールに従って自動的にシークレットを更新するように Secrets Manager を設定す
ることができます。これにより、長期のシークレットを短期のシークレットに置き換えることが可
能となり、侵害されるリスクが大幅に減少します。詳細については、「AWS Secrets Manager ユー
ザーガイド」の「AWS Secrets Manager シークレットのローテーション」を参照してください。

Amazon EMR Serverless は AWS Secrets Manager と統合されているため、Secrets Manager に
データを保存して、シークレット ID を設定で使用できます。

EMR Serverless がシークレットを使用する方法

Secrets Manager にデータを保存して、EMR Serverless の設定でシークレット ID を使用する場合、
機密設定データをプレーンテキストで EMR Serverless に渡したり、外部 API に公開したりすること
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はありません。キーと値のペアに Secrets Manager に保存したシークレットのシークレット ID が含
まれていることを示すと、EMR Serverless は実行中のジョブの設定データをワーカーに送信すると
きにシークレットを取得します。

設定のキーと値のペアに Secrets Manager に保存したシークレットへの参照が含まれていることを
示すには、設定値に EMR.secret@ 注釈を追加します。シークレット ID 注釈を持つ設定プロパティ
の場合、EMR Serverless は Secrets Manager を呼び出し、ジョブの実行時にシークレットを解決し
ます。

シークレットを作成する方法

シークレットを作成するには、「AWS Secrets Manager ユーザーガイド」の「Create an AWS 
Secrets Manager secret」の手順に従います。ステップ 3 では、[プレーンテキスト] フィールドを選
択して機密値を入力します。

シークレットを設定分類で指定する

次の例は、StartJobRun の設定分類でシークレットを指定する方法をデモンストレーションしてい
ます。アプリケーションレベルで Secrets Manager の分類を設定する場合は、「EMR Serverless の
デフォルトのアプリケーション設定」を参照してください。

この例では、SecretName を取得するシークレットの名前に置き換えます。詳細については、
「シークレットを作成する方法」を参照してください。

このセクションの内容

• シークレットリファレンスを指定する - Spark

• シークレットリファレンスを指定する - Hive

シークレットリファレンスを指定する - Spark

Example – Spark の外部 Hive メタストア設定でシークレットリファレンスを指定する

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id "application-id" \ 
  --execution-role-arn "job-role-arn" \ 
  --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://amzn-s3-demo-bucket/scripts/spark-jdbc.py", 
            "sparkSubmitParameters": "--jars s3://amzn-s3-demo-bucket/mariadb-
connector-java.jar  
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            --conf 
 spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionDriverName=org.mariadb.jdbc.Driver  
            --conf spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionUserName=connection-user-
name 
            --conf 
 spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionPassword=EMR.secret@SecretName
            --conf spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionURL=jdbc:mysql://db-host:db-
port/db-name 
            --conf spark.driver.cores=2 
            --conf spark.executor.memory=10G  
            --conf spark.driver.memory=6G  
            --conf spark.executor.cores=4" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket/spark/logs/" 
        } 
    }
}'

Example – spark-defaults 分類で外部 Hive メタストア設定のシークレットリファレンスを指定
する

{ 
        "classification": "spark-defaults", 
        "properties": { 
            
 "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionDriverName":"org.mariadb.jdbc.Driver" 
            "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionURL":"jdbc:mysql://db-host:db-
port/db-name" 
            "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionUserName":"connection-user-name"   
            "spark.hadoop.javax.jdo.option.ConnectionPassword": 
 "EMR.secret@SecretName", 
        } 
    }

シークレットリファレンスを指定する - Hive

Example – Hive の外部 Hive メタストア設定でシークレットリファレンスを指定する

aws emr-serverless start-job-run \ 
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  --application-id "application-id" \ 
  --execution-role-arn "job-role-arn" \ 
    --job-driver '{ 
        "hive": { 
        "query": "s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-serverless-hive/query/hive-query.ql", 
        "parameters": "--hiveconf hive.exec.scratchdir=s3://amzn-s3-demo-bucket/emr-
serverless-hive/hive/scratch  
                    --hiveconf hive.metastore.warehouse.dir=s3://amzn-s3-demo-bucket/
emr-serverless-hive/hive/warehouse   
                    --hiveconf javax.jdo.option.ConnectionUserName=username
                    --hiveconf 
 javax.jdo.option.ConnectionPassword=EMR.secret@SecretName 
                    --hiveconf 
 hive.metastore.client.factory.class=org.apache.hadoop.hive.ql.metadata.SessionHiveMetaStoreClientFactory  
                    --hiveconf 
 javax.jdo.option.ConnectionDriverName=org.mariadb.jdbc.Driver  
                    --hiveconf javax.jdo.option.ConnectionURL=jdbc:mysql://db-host:db-
port/db-name" 
        } 
    }' \ 
    --configuration-overrides '{ 
        "monitoringConfiguration": { 
        "s3MonitoringConfiguration": { 
            "logUri": "s3://amzn-s3-demo-bucket" 
        } 
    }
}'

Example – hive-site 分類で外部 Hive メタストア設定のシークレットリファレンスを指定する

{ 
    "classification": "hive-site", 
    "properties": { 
        "hive.metastore.client.factory.class": 
 "org.apache.hadoop.hive.ql.metadata.SessionHiveMetaStoreClientFactory", 
        "javax.jdo.option.ConnectionDriverName": "org.mariadb.jdbc.Driver", 
        "javax.jdo.option.ConnectionURL": "jdbc:mysql://db-host:db-port/db-name", 
        "javax.jdo.option.ConnectionUserName": "username", 
        "javax.jdo.option.ConnectionPassword": "EMR.secret@SecretName" 
    }
}
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EMR Serverless にアクセス権を付与してシークレットを取得する

EMR Serverless が Secrets Manager からシークレット値を取得できるようにするには、クラスター
を作成するときにシークレットに次のポリシーステートメントを追加します。EMR Serverless が
シークレット値を読み取るには、カスタマーマネージド KMS キーを使用してシークレットを作成す
る必要があります。詳細については、「AWS Secrets Manager ユーザーガイド」の「Permissions 
for the KMS key」を参照してください。

次のポリシーでは、applicationId をアプリケーションの ID に置き換えます。

シークレットのリソースポリシー

EMR Serverless がシークレット値を取得できるようにするには、AWS Secrets Manager のシーク
レットのリソースポリシーに次のアクセス許可を含める必要があります。特定のアプリケーション
のみがこのシークレットを取得できるようにするには、オプションでポリシーの条件として EMR 
Serverless アプリケーション ID を指定できます。

JSON

{ 
  "Version":"2012-10-17",        
  "Statement": [ 
    { 
      "Effect": "Allow", 
      "Action": [ 
        "secretsmanager:GetSecretValue", 
        "secretsmanager:DescribeSecret" 
      ], 
      "Resource": [ 
        "*" 
      ], 
      "Condition": { 
        "StringEquals": { 
          "aws:SourceArn": "arn:aws:emr-serverless:*:123456789012:/applications/
*" 
        } 
      }, 
      "Sid": "AllowSECRETSMANAGERGetsecretvalue" 
    } 
  ]
}
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カスタマーマネージド AWS Key Management Service (AWS KMS) キーの次のポリシーを使用して
シークレットを作成します。

カスタマーマネージド AWS KMS キーのポリシー

{ 
    "Sid": "Allow EMR Serverless to use the key for decrypting secrets", 
    "Effect": "Allow", 
    "Principal": { 
        "Service": [ 
            "emr-serverless.amazonaws.com" 
        ] 
    }, 
    "Action": [ 
        "kms:Decrypt", 
        "kms:DescribeKey" 
    ], 
    "Resource": "*", 
    "Condition": { 
        "StringEquals": { 
            "kms:ViaService": "secretsmanager.AWS #####.amazonaws.com" 
        } 
    }
}

シークレットのローテーション

ローテーションとは、シークレットを定期的に更新することです。AWS Secrets Manager を設定し
て､指定したスケジュールで自動的にシークレットをローテーションするようにすることができま
す。そうすれば、長期のシークレットを短期のシークレットに置き換えることができます。これに
より、侵害のリスクを減らすことができます。EMR Serverless は、ジョブが実行中状態に移行する
と、注釈付き設定からシークレット値を取得します。お客様またはプロセスが Secrets Manager の
シークレット値を更新する場合は、ジョブが更新された値を取得できるように、新しいジョブを送信
する必要があります。
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Note

既に実行中の状態のジョブは、更新されたシークレット値を取得できません。これにより、
ジョブが失敗する可能性があります。

EMR Serverless での Amazon S3 Access Grants の使用

EMR Serverless 用 S3 Access Grants の概要

Amazon EMR リリース 6.15.0 以降では、Amazon S3 Access Grants によるスケーラブルなアクセス
コントロールソリューションの提供により、EMR Serverless から Amazon S3 データへのアクセス
が強化されています。S3 データのアクセス許可設定が複雑または大規模な場合は、Access Grants 
を使用して、ユーザー、ロール、アプリケーションの S3 データ権限をスケーリングします。

S3 Access Grants を使用すると、ランタイムロールや EMR Serverless アプリケーションへのアク
セス権を持つアイデンティティにアタッチされている IAM ロールによって付与される権限を超え
て、Amazon S3 データへのアクセスを強化できます。

詳細については、「Amazon EMR 管理ガイド」の「Managing access with S3 Access Grants for 
Amazon EMR」および「Amazon Simple Storage Service ユーザーガイド」の「S3 Access Grants 
でのアクセス管理」を参照してください。

このセクションでは、S3 Access Grants を使用して Amazon S3 のデータへのアクセスを提供する 
EMR Serverless アプリケーションを起動する方法について説明します。他の Amazon EMR デプロ
イで S3 Access Grants を使用する手順については、以下のドキュメントを参照してください。

• Amazon EMR での S3 Access Grants の使用

• EKS 上の Amazon EMR での S3 Access Grants の使用

データ管理に S3 Access Grants を使用した EMR Serverless アプリケー
ションの起動

EMR Serverless で S3 Access Grants を有効にし、Spark アプリケーションを起動できます。アプリ
ケーションが S3 データをリクエストすると、Amazon S3 は特定のバケット、プレフィックス、ま
たはオブジェクトを対象とする一時的な認証情報を提供します。
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1. EMR Serverless アプリケーションのジョブ実行ロールを設定します。Spark ジョブの実
行と S3 Access Grants の使用に必要な IAM アクセス許可 (s3:GetDataAccess および
s3:GetAccessGrantsInstanceForPrefix) を含めます。

{ 
    "Effect": "Allow", 
    "Action": [ 
    "s3:GetDataAccess", 
    "s3:GetAccessGrantsInstanceForPrefix" 
    ], 
    "Resource": [     //LIST ALL INSTANCE ARNS THAT THE ROLE IS ALLOWED TO QUERY 
         "arn:aws_partition:s3:Region:account-id1:access-grants/default", 
         "arn:aws_partition:s3:Region:account-id2:access-grants/default" 
    ]
}

Note

ジョブ実行に、S3 に直接アクセスする追加のアクセス許可を持つ IAM ロールを指定
することにより、ユーザーは S3 Access Grants からのアクセス許可がなくても、その
ロールで許可されたデータにアクセスできます。

2. 次の例に示すように、Amazon EMR リリースラベルが 6.15.0 以降で spark-defaults 分類の 
EMR Serverless アプリケーションを起動します。red text の値を使用シナリオに適した値に
置き換えます。

aws emr-serverless start-job-run \ 
  --application-id application-id \ 
  --execution-role-arn job-role-arn \ 
  --job-driver '{ 
        "sparkSubmit": { 
            "entryPoint": "s3://us-east-1.elasticmapreduce/emr-containers/samples/
wordcount/scripts/wordcount.py", 
            "entryPointArguments": ["s3://amzn-s3-demo-destination-bucket1/
wordcount_output"], 
            "sparkSubmitParameters": "--conf spark.executor.cores=1 --conf 
 spark.executor.memory=4g --conf spark.driver.cores=1 --conf spark.driver.memory=4g 
 --conf spark.executor.instances=1" 
        } 
    }' \ 
  --configuration-overrides '{ 
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    "applicationConfiguration": [{ 
        "classification": "spark-defaults",  
        "properties": { 
          "spark.hadoop.fs.s3.s3AccessGrants.enabled": "true", 
          "spark.hadoop.fs.s3.s3AccessGrants.fallbackToIAM": "false" 
         } 
      }]
}'

EMR Serverless での S3 Access Grants の使用に関する考慮事項

EMR Serverless で Amazon S3 Access Grants を使用する際の重要なサポート、互換性、および動作
情報については、「Amazon EMR 管理ガイド」の「S3 Access Grants considerations with Amazon 
EMR」を参照してください。

AWS CloudTrail を使用した Amazon EMR Serverless API コールの
ログ記録

Amazon EMR Serverless は、AWS CloudTrail (ユーザー、ロール、または EMR Serverless 内で 
AWS のサービスが実行したアクションを記録するためのサービス) と統合されています。CloudTrail 
は、EMR Serverless のすべての API 呼び出しをイベントとしてキャプチャします。キャプチャされ
たコールには、EMR Serverless コンソールからのコールと、EMR Serverless API オペレーションへ
のコードコールが含まれます。証跡を作成する場合は、EMR Serverless のイベントなど、Amazon 
S3 バケットに対する CloudTrail イベントの継続的な配信を有効にします。証跡を設定しない場合で
も、CloudTrail コンソールの [イベント履歴] で最新のイベントにアクセスできます。CloudTrail で収
集された情報を使用して、EMR Serverless に対するリクエスト、リクエスト元の IP アドレス、リク
エスト者、リクエスト日時などの詳細を確認できます。

詳細については、「AWS CloudTrail ユーザーガイド」を参照してください。

CloudTrail での EMR Serverless の情報

CloudTrail は、AWS アカウントを作成すると、その中で有効になります。EMR Serverless でアク
ティビティが発生すると、そのアクティビティは他の AWS サービスのイベントとともに CloudTrail 
イベントの [イベント履歴] に記録されます。最近のイベントは、AWS アカウント アカウントでア
クセス、検索、ダウンロードできます。詳細については、「Viewing events with CloudTrail Event 
history」を参照してください。
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EMR Serverless のイベントなど、AWS アカウントのイベントの継続的な記録を行うには、証跡を
作成します。証跡により、CloudTrail はログファイルを Amazon S3 バケットに配信できます。デ
フォルトでは、コンソールで証跡を作成するときに、証跡がすべての AWS リージョン に適用され
ます。証跡は、AWS パーティションのすべてのリージョンからのイベントをログに記録し、指定し
た Amazon S3 バケットにログファイルを配信します。さらに、CloudTrail ログで収集したイベント
データをより詳細に分析し、それに基づいて対応するため、他の AWS サービスを構成します。詳細
については、次のトピックを参照してください。

• 追跡を作成するための概要

• 「CloudTrail がサポートされているサービスと統合」

• CloudTrail の Amazon SNS 通知の設定

• 複数のリージョンから CloudTrail ログファイルを受け取るおよび複数のアカウントから CloudTrail 
ログファイルを受け取る

すべての EMR Serverless アクションは CloudTrail によってログ記録されま
す。これらは、「EMR Serverless API reference」に記載されています。例え
ば、CreateApplication、StartJobRun、CancelJobRun の各アクションを呼び出す
と、CloudTrail ログファイルにエントリが生成されます。

各イベントまたはログエントリには、誰がリクエストを生成したかという情報が含まれます。アイデ
ンティティ情報は、以下を判別するのに役立ちます:

• リクエストが、ルート認証情報と AWS Identity and Access Management (IAM) ユーザー認証情報
のどちらを使用して送信されたか。

• リクエストがロールまたはフェデレーションユーザーのテンポラリなセキュリティ認証情報を使用
して行われたかどうか。

• リクエストが別の AWS サービスによって行われたかどうか。

詳細については、「CloudTrail userIdentity element」を参照してください。

EMR Serverless のログファイルエントリの理解

「トレイル」は、指定した Amazon S3 バケットにイベントをログファイルとして配信するように設
定できます。CloudTrail のログファイルは、単一か複数のログエントリを含みます。イベントは任意
ソースからの単一リクエストを表し、リクエストされたアクション、アクションの日時、リクエスト
パラメータなどの情報を含みます。CloudTrail ログファイルは、パブリック API コールの順序付けら
れたスタックトレースではないため、特定の順序では表示されません。
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以下の例は、CreateApplication アクションを示す CloudTrail ログエントリです。

{ 
    "eventVersion": "1.08", 
    "userIdentity": { 
        "type": "AssumedRole", 
        "principalId": "AIDACKCEVSQ6C2EXAMPLE:admin", 
        "arn": "arn:aws:sts::012345678910:assumed-role/Admin/admin", 
        "accountId": "012345678910", 
        "accessKeyId": "AKIAIOSFODNN7EXAMPLE", 
        "sessionContext": { 
            "sessionIssuer": { 
                "type": "Role", 
                "principalId": "AIDACKCEVSQ6C2EXAMPLE", 
                "arn": "arn:aws:iam::012345678910:role/Admin", 
                "accountId": "012345678910", 
                "userName": "Admin" 
            }, 
            "webIdFederationData": {}, 
            "attributes": { 
                "creationDate": "2022-06-01T23:46:52Z", 
                "mfaAuthenticated": "false" 
            } 
        } 
    }, 
    "eventTime": "2022-06-01T23:49:28Z", 
    "eventSource": "emr-serverless.amazonaws.com", 
    "eventName": "CreateApplication", 
    "awsRegion": "us-west-2", 
    "sourceIPAddress": "203.0.113.0", 
    "userAgent": "PostmanRuntime/7.26.10", 
    "requestParameters": { 
        "name": "my-serverless-application", 
        "releaseLabel": "emr-6.6", 
        "type": "SPARK", 
        "clientToken": "0a1b234c-de56-7890-1234-567890123456" 
    }, 
    "responseElements": { 
        "name": "my-serverless-application", 
        "applicationId": "1234567890abcdef0", 
        "arn": "arn:aws:emr-serverless:us-west-2:555555555555:/
applications/1234567890abcdef0" 
    }, 
    "requestID": "890b8639-e51f-11e7-b038-EXAMPLE", 
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    "eventID": "874f89fa-70fc-4798-bc00-EXAMPLE", 
    "readOnly": false, 
    "eventType": "AwsApiCall", 
    "managementEvent": true, 
    "recipientAccountId": "012345678910", 
    "eventCategory": "Management"
}

Amazon EMR Serverless のコンプライアンス検証

EMR Serverless のセキュリティおよびコンプライアンスは、以下を含む複数の AWS コンプライア
ンスプログラムの一環として、サードパーティーの監査者により評価されます。

• System and Organization Controls (SOC)

• Payment Card Industry Data Security Standard (PCI DSS)

• Federal Risk and Authorization Management Program (FedRAMP) Moderate

• Health Insurance Portability and Accountability Act (HIPAA)

AWS は、コンプライアンスプログラムのターゲット範囲内の AWS サービスで、特定のコンプライ
アンスプログラムのターゲット範囲内における AWS サービス一覧を頻繁に更新しています。

サードパーティーの監査レポートは、AWS Artifact を使用してダウンロードできます。詳細について
は、「Downloading reports in AWS Artifact」を参照してください。

AWS コンプライアンスプログラムの詳細については、「AWS コンプライアンスプログラム 」を参
照してください。

EMR Serverless を使用する際のお客様のコンプライアンス責任は、組織のデータの機密性や組織の
コンプライアンス目的、適用可能な法律、規制によって決定されます。EMR Serverless の使用が 
HIPAA、PCI、FedRAMP Moderate などのスタンダードにコンプライアンスしていることを前提と
している場合、AWS は以下を支援するリソースを提供します。

• セキュリティおよびコンプライアンスのクイックスタートガイドでは、AWS のデプロイメントセ
キュリティやコンプライアンスに重点を置いたベースライン環境におけるアーキテクチャ上の考慮
事項や手順について説明しています。

• AWS Customer Compliance Guide は、コンプライアンスの観点から見た責任共有モデルを理解で
きます。このガイドは、AWS のサービスを保護するためのベストプラクティスを要約したもので
あり、複数のフレームワーク (米国標準技術研究所 (NIST)、ペイメントカード業界セキュリティ標
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準評議会 (PCI)、国際標準化機構 (ISO) など) にわたるセキュリティ統制へのガイダンスがまとめ
られています。

• AWS Config を使用すると、社内プラクティス、業界ガイドライン、およびに対するリソースの構
成の準拠状態を評価できます。

• AWS コンプライアンスのリソースはワークブックのコレクションで、ガイドは貴社の業界や所在
地に適用できます。

• AWS Security Hub を使用すると、AWS 内のセキュリティ状態を包括的に表示し、セキュリティ
業界の標準およびベストプラクティスへの準拠を確認できます。

• AWS Audit Manager - この AWS のサービスは、AWS の使用状況を継続的に監査して、リスクの
管理方法や、規制および業界標準へのコンプライアンスの管理方法を簡素化するために役立ちま
す。

Amazon EMR Serverless のレジリエンス

AWS のグローバルインフラストラクチャは、AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンを中心
として構築されています。AWSリージョンには、低レイテンシー、高いスループット、そして高度
の冗長ネットワークで接続されている複数の物理的に独立および隔離されたアベイラビリティーゾー
ンがあります。アベイラビリティーゾーンでは、ゾーン間で中断することなく自動的にフェールオー
バーするアプリケーションとデータベースを設計および運用します。アベイラビリティーゾーンは、
従来の単一または複数のデータセンターインフラストラクチャよりも可用性、フォールトトレラン
ス、および拡張性が優れています。

AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンの詳細については、「AWS グローバルインフラスト
ラクチャ」を参照してください。

Amazon EMR Serverless では、AWS グローバルインフラストラクチャに加えて、データの耐障害性
とバックアップのニーズに対応できるように、EMRFS による Amazon S3 との統合を提供していま
す。

Amazon EMR Serverless でのインフラストラクチャセキュリティ

マネージドサービスである Amazon EMR は AWS グローバルネットワークセキュリティで保護され
ています。AWS セキュリティサービスと AWS がインフラストラクチャを保護する方法については
「AWS クラウドセキュリティ」を参照してください。インフラストラクチャセキュリティのベス
トプラクティスを使用して AWS 環境を設計するには「セキュリティの柱 - AWS 適切なアーキテク
チャを備えたフレームワーク」の「インフラストラクチャの保護」を参照してください。
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AWS が公開している API コールを使用し、ネットワーク経由で Amazon EMR にアクセスします。
クライアントは以下をサポートする必要があります。

• Transport Layer Security (TLS)。TLS 1.2 が必須で、TLS 1.3 をお勧めします。

• DHE (楕円ディフィー・ヘルマン鍵共有) や ECDHE (楕円曲線ディフィー・ヘルマン鍵共有) など
の完全前方秘匿性 (PFS) による暗号スイート。これらのモードは Java 7 以降など、ほとんどの最
新システムでサポートされています。

Amazon EMR Serverless での設定と脆弱性の分析

AWS は、ゲストオペレーティングシステム (OS) やデータベースへのパッチ適用、ファイアウォー
ル設定、ディザスターリカバリーなどの基本的なセキュリティタスクを処理します。これらの手順は
適切な第三者によって確認され、証明されています。詳細については、以下のリソースを参照してく
ださい:

• Amazon EMR Serverless のコンプライアンス検証

• 責任共有モデル

• Amazon Web Services：セキュリティプロセスの概要

設定と脆弱性の分析 333

https://aws.amazon.com/compliance/shared-responsibility-model/
https://aws.amazon.com/architecture/security-identity-compliance


Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

EMR Serverless のエンドポイントとクォータ

サービスエンドポイント

AWS のサービスにプログラムで接続するには、エンドポイントを使用します。エンドポイント
は、AWS ウェブサービスのエントリポイントの URL です。標準の AWS エンドポイントに加え
て、一部の AWS のサービスは選択されたリージョンで FIPS エンドポイントを提供します。次の表
は、EMR Serverless のサービスエンドポイントを示しています。詳細については、「AWS のサー
ビス endpoints」を参照してください。

EMR Serverless サービスエンドポイント

リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

米国東部 (オハイオ) us-east-2  (次
のアベイラビリ 
ティーゾーンに限定 
: use2-az1、use2-
az2、use2-az3)

emr-serve 
rless.us- 
east-2.am 
azonaws.com

HTTPS

米国東部 (バージニア
北部)

us-east-1  (次
のアベイラビリ 
ティーゾーンに限定 
: use1-az1、use1-
az2、use1-
az4、use1-
az5、use1-az6)

emr-serve 
rless.us- 
east-1.am 
azonaws.com

emr-serverless-
fips.us-east 
-1.amazon 
aws.com

HTTPS

米国西部 (北カリフォ
ルニア)

us-west-1 emr-serve 
rless.us- 
west-1.am 
azonaws.com

HTTPS

米国西部 (オレゴン) us-west-2 emr-serve 
rless.us- 

HTTPS
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リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

west-2.am 
azonaws.com

emr-serverless-
fips.us-west 
-2.amazon 
aws.com

アフリカ (ケープタウ
ン)

af-south-1 emr-serve 
rless.af- 
south-1.a 
mazonaws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(香港)

ap-east-1 emr-serve 
rless.ap- 
east-1.am 
azonaws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(ジャカルタ)

ap-southeast-3 emr-serve 
rless.ap- 
southeast 
-3.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(メルボルン)

ap-southeast-4 emr-serve 
rless.ap- 
southeast 
-4.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(ムンバイ)

ap-south-1 emr-serve 
rless.ap- 
south-1.a 
mazonaws.com

HTTPS
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リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

アジアパシフィック 
(大阪)

ap-northeast-3 emr-serve 
rless.ap- 
northeast 
-3.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(ソウル)

ap-northeast-2 emr-serve 
rless.ap- 
northeast 
-2.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(シンガポール)

ap-southeast-1 emr-serve 
rless.ap- 
southeast 
-1.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(シドニー)

ap-southeast-2 emr-serve 
rless.ap- 
southeast 
-2.amazon 
aws.com

HTTPS

アジアパシフィック 
(東京)

ap-northeast-1 emr-serve 
rless.ap- 
northeast 
-1.amazon 
aws.com

HTTPS

カナダ (中部) ca-central-1
(次のアベイラビリ 
ティーゾーンに限定 
: cac1-az1、cac1-
az2)

emr-serve 
rless.ca- 
central-1 
.amazonaws.com

HTTPS
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リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

カナダ西部 (カルガ
リー)

ca-west-1 emr-serve 
rless.ca- 
west-1.am 
azonaws.com

HTTPS

欧州 (フランクフルト) eu-central-1 emr-serve 
rless.eu- 
central-1 
.amazonaws.com

HTTPS

欧州 (チューリッヒ) eu-central-2 emr-serve 
rless.eu- 
central-2 
.amazonaws.com

HTTPS

欧州 (アイルランド) eu-west-1 emr-serve 
rless.eu- 
west-1.am 
azonaws.com

HTTPS

欧州 (ロンドン) eu-west-2 emr-serve 
rless.eu- 
west-2.am 
azonaws.com

HTTPS

欧州 (ミラノ) eu-south-1 emr-serve 
rless.eu- 
south-1.a 
mazonaws.com

HTTPS

欧州 (パリ) eu-west-3 emr-serve 
rless.eu- 
west-3.am 
azonaws.com

HTTPS
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リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

欧州 (スペイン) eu-south-2 emr-serve 
rless.eu- 
south-2.a 
mazonaws.com

HTTPS

欧州 (ストックホルム) eu-north-1 emr-serve 
rless.eu- 
north-1.a 
mazonaws.com

HTTPS

イスラエル (テルアビ
ブ)

il-central-1 emr-serve 
rless.il- 
central-1 
.amazonaws.com

HTTPS

中東 (バーレーン) me-south-1 emr-serve 
rless.me- 
south-1.a 
mazonaws.com

HTTPS

中東 (アラブ首長国連
邦)

me-central-1 emr-serve 
rless.me- 
central-1 
.amazonaws.com

HTTPS

南米 (サンパウロ) sa-east-1 emr-serve 
rless.sa- 
east-1.am 
azonaws.com

HTTPS

中国 (北京) cn-north-1  (次の
アベイラビリティー
ゾーンに限定: cnn1-
az1、cnn1-az2)

emr-serve 
rless.cn- 
north-1.a 
mazonaws. 
com.cn

HTTPS
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リージョン名 リージョン エンドポイント プロトコル

AWS GovCloud (米国
東部)

us-gov-east-1 emr-serve 
rless.us-gov-
east-1.amazona 
ws.com

HTTPS

AWS GovCloud (米国
西部)

us-gov-west-1 emr-serve 
rless.us-gov-
west-1.amazona 
ws.com

HTTPS

Service Quotas

サービスクォータ (制限とも呼ばれます) とは、AWS アカウント で使用できるサービスリソースま
たはオペレーションの最大数のことです。EMR Serverless は、AWS/Usage 名前空間で 1 分ごとに
サービスクォータ使用状況メトリクスを収集します。

Note

新規 AWS アカウントの初期の低いクォータは、経時的に引き上げられます。Amazon EMR 
Serverless は、各 AWS リージョン内のアカウント使用状況を監視し、使用状況に基づいて
クォータを自動的に引き上げます。

次のテーブルに EMR Serverless のサービスクォータの一覧を示します。詳細については、「AWS 
のサービス クォータ」を参照してください。

名前 デフォルトの制限 引き上げ可能? 説明

アカウントあたりの 
最大同時実行 vCPU 
数

16 あり 現在の AWS リージョ
ンのアカウントで同
時に実行できる vCPU 
の最大数。
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名前 デフォルトの制限 引き上げ可能? 説明

アカウントあたりの 
キューに入れられた 
最大ジョブ数

2000 あり 現在の AWS リージョ
ンのアカウントの
キューに入れられた
ジョブの最大数。

API の制限

以下では、AWS アカウントのリージョンあたりの API 制限について説明します。

リソース デフォルトのクォータ

ListApplications 1 秒あたり 10 件のトランザクション。1 秒あ
たり 50 件のトランザクションをバースト。

CreateApplication 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

DeleteApplication 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

GetApplication 1 秒あたり 10 件のトランザクション。1 秒あ
たり 50 件のトランザクションをバースト。

UpdateApplication 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

ListJobRuns 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

StartJobRun 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

GetDashboardForJobRun 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 2 件のトランザクションをバースト。
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リソース デフォルトのクォータ

CancelJobRun 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

GetJob 1 秒あたり 10 件のトランザクション。1 秒あ
たり 50 件のトランザクションをバースト。

StartApplication 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。

StopApplication 1 秒あたり 1 件のトランザクション。1 秒あた
り 25 件のトランザクションをバースト。
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その他の考慮事項

次のリストには、EMR Serverless に関するその他の考慮事項が含まれています。

• EMR Serverless は、以下の AWS リージョンでご利用いただけます。

• 米国東部(オハイオ)

• 米国東部 (バージニア北部)

• 米国西部 (北カリフォルニア)

• 米国西部 (オレゴン)

• アフリカ (ケープタウン)

• アジアパシフィック (香港)

• アジアパシフィック (ジャカルタ)

• アジアパシフィック (ムンバイ)

• アジアパシフィック (大阪)

• アジアパシフィック (ソウル)

• アジアパシフィック (シンガポール)

• アジアパシフィック (シドニー)

• アジアパシフィック (東京)

• カナダ (中部)

• 欧州 (フランクフルト)

• 欧州 (アイルランド)

• 欧州 (ロンドン)

• 欧州 (ミラノ)

• 欧州 (パリ)

• 欧州 (スペイン)

• 欧州 (ストックホルム)

• 中東 (バーレーン)

• 中東 (アラブ首長国連邦)

• 南米 (サンパウロ)

• AWS GovCloud (米国東部)

• AWS GovCloud (米国西部)
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これらのリージョンに関連付けられたエンドポイントのリストについては、「サービスエンドポイ
ント」を参照してください。

• ジョブ実行のデフォルトのタイムアウトは 12 時間です。この設定は、startJobRun API または 
AWS SDK の executionTimeoutMinutes プロパティを使用して変更できます。ジョブの実行
がタイムアウトしないようにする場合は、executionTimeoutMinutes を 0 に設定します。例
えば、ストリーミングアプリケーションがある場合は、executionTimeoutMinutes を 0 に設
定してストリーミングジョブを継続的に実行します。

• getJobRun API の billedResourceUtilization プロパティには、ジョブ実行に対して AWS 
によって課金された vCPU、メモリ、ストレージの合計が表示されます。課金されるリソースに
は、ワーカーの最小使用量である 1 分とワーカーあたり 20 GB を超える追加のストレージが含ま
れます。これらのリソースには、アイドル状態の事前初期化されたワーカーの使用は含まれませ
ん。

• VPC 接続がない場合、ジョブは同じ AWS リージョン内の一部の AWS のサービスエンドポ
イントにアクセスできます。これらのサービスには Amazon S3、AWS Glue、IAM、Amazon 
CloudWatch Logs、AWS、AWS KMS、AWS Security Token Service、Amazon DynamoDB およ
び AWS Secrets Manager が含まれます。VPC 接続を有効にして AWS PrivateLink を介して他の 
AWS のサービスにアクセスすることはできますが、これを行う必要はありません。外部サービス
にアクセスするには、VPC を使用してアプリケーションを作成します。

• EMR Serverless は HDFS をサポートしていません。ワーカーのローカルディスクは、ジョブの実
行中に EMR Serverless がデータのシャッフルと処理に使用する一時ストレージです。
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Amazon EMR Serverless のリリースバージョン

Amazon EMR リリースは、ビッグデータエコシステムの一連のオープンソースアプリケーションで
す。各リリースには、ビッグデータアプリケーション、コンポーネント、機能が含まれ、ジョブを実
行するときに Amazon EMR Serverless でデプロイして設定することを選択します。

Amazon EMR 6.6.0 以降では、EMR Serverless をデプロイします。このデプロイオプションは、こ
れより前の Amazon EMR リリースバージョンでは使用できません。ジョブを送信する際は、次のい
ずれかのサポートされているリリースを指定します。

トピック

• EMR Serverless 7.10.0

• EMR Serverless 7.9.0

• EMR Serverless 7.8.0

• EMR Serverless 7.7.0

• EMR Serverless 7.6.0

• EMR Serverless 7.5.0

• EMR Serverless 7.4.0

• EMR Serverless 7.3.0

• EMR Serverless 7.2.0

• EMR Serverless 7.1.0

• EMR Serverless 7.0.0

• EMR Serverless 6.15.0

• EMR Serverless 6.14.0

• EMR Serverless 6.13.0

• EMR Serverless 6.12.0

• EMR Serverless 6.11.0

• EMR Serverless 6.10.0

• EMR Serverless 6.9.0

• EMR Serverless 6.8.0

• EMR Serverless 6.7.0
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• EMR Serverless 6.6.0

EMR Serverless 7.10.0

次の表に、EMR Serverless 7.10.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.5

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.10.0 リリースノート

• EMR Serverless のメトリクス – モニタリングメトリクスは、ApplicationName および
JobName ディメンションに焦点を当てて再構築されます。今後、古いメトリクスは更新されなく
なります。詳細については、「Monitoring EMR Serverless applications and jobs」を参照してくだ
さい。

EMR Serverless 7.9.0

次の表に、EMR Serverless 7.9.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.5

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.8.0

次の表に、EMR Serverless 7.8.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.4

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.7.0

次の表に、EMR Serverless 7.7.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.3

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.6.0

次の表に、EMR Serverless 7.6.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.3

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.5.0

次の表に、EMR Serverless 7.5.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.2

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.4.0

次の表に、EMR Serverless 7.4.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.2

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.3.0

次の表に、EMR Serverless 7.3.0 で使用できるアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.3.0 リリースノート

• EMR Serverless でのジョブの同時実行とキュー – Amazon EMR リリース 7.3.0 以降で新しい 
EMR Serverless アプリケーションを作成することにより、ジョブの同時実行とキューイングがデ
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フォルトで有効になります。詳細については、「the section called “ジョブの同時実行とキューイ
ング”」を参照してください。同時実行とキューの開始方法の詳細と、機能に関する考慮事項のリ
ストも含まれています。

EMR Serverless 7.2.0

次の表に、EMR Serverless 7.2.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 7.2.0 リリースノート

• EMR Serverless を使用した Lake Formation – AWS Lake Formation を使用して、S3 でバック
アップされている Data Catalog テーブルに詳細なアクセスコントロールを適用できるようになり
ました。この機能を使用すると、EMR Serverless Spark ジョブ内の読み取りクエリのテーブル、
行、列、セルレベルのアクセスコントロールを設定できます。詳細については、the section called 
“FGAC のための Lake Formation” および the section called “考慮事項” を参照してください。

EMR Serverless 7.1.0

次の表に、EMR Serverless 7.1.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.0

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2
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EMR Serverless 7.0.0

次の表に、EMR Serverless 7.0.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.5.0

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.15.0

次の表に、EMR Serverless 6.15.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.4.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.15.0 リリースノート

• TLS サポート – Amazon EMR Serverless リリース 6.15.0 以降では、Spark ジョブ実行のワーカー
間で相互 TLS 暗号化通信を有効にします。有効にすると、EMR Serverless は、TLS ハンドシェイ
ク中にワーカーが相互に認証し、データを安全に処理するための暗号化されたチャネルを確立する
ために使用するジョブ実行に基づいてプロビジョニングする、ワーカーごとに一意の証明書を自動
的に生成します。相互 TLS 暗号化の詳細については、「Inter-worker encryption」を参照してくだ
さい。

EMR Serverless 6.14.0

次の表に、EMR Serverless 6.14.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.4.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.13.0

次の表に、EMR Serverless 6.13.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.4.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.12.0

次の表に、EMR Serverless 6.12.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.4.0

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.11.0

次の表に、EMR Serverless 6.11.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.3.2

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.11.0 リリースノート

• 他のアカウントで S3 リソースにアクセスする - リリース 6.11.0 以降では、EMR Serverless から
異なる AWS アカウントで Amazon S3 バケットにアクセスするときに引き受ける複数の IAM ロー
ルを設定できます。

EMR Serverless 6.10.0

次の表に、EMR Serverless 6.10.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.3.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.10.0 リリースノート

• リリース 6.10.0 以降の EMR Serverless アプリケーションの場
合、spark.dynamicAllocation.maxExecutors プロパティのデフォルト値は infinity で
す。これより前のリリースはデフォルトで 100 です。詳細については、「Spark ジョブのプロパ
ティ」を参照してください。

EMR Serverless 6.9.0

次の表に、EMR Serverless 6.9.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

EMR Serverless 6.10.0 351



Amazon EMR Amazon EMR Serverless ユーザーガイド

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.3.0

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.10.2

EMR Serverless 6.9.0 リリースノート

• Apache Spark 用の Amazon Redshift の統合は、Amazon EMR リリース 6.9.0 以降に含まれていま
す。以前はオープンソースツールであったこのネイティブインテグレーションは Spark コネクタ
と呼ばれるもので、これを使用して Apache Spark アプリケーションを構築することで、Amazon 
Redshift と Amazon Redshift Serverless 内のデータを読み書きできます。詳細については、
「Amazon EMR Serverless での Amazon Redshift integration for Apache Spark の使用」を参照し
てください。

• EMR Serverless リリース 6.9.0 では、AWS Graviton2 (arm64) アーキテクチャのサポートが追加
されました。create-application API および update-application API の architecture
パラメータを使用して arm64 アーキテクチャを選択できます。詳細については、「Amazon EMR 
Serverless アーキテクチャオプション」を参照してください。

• EMR Serverless Spark アプリケーションおよび Hive アプリケーションから直接 Amazon 
DynamoDB テーブルをエクスポート、インポート、クエリ、結合できるようになりました。詳
細については、「Amazon EMR Serverless を使用した DynamoDB への接続」を参照してくださ
い。

既知の問題：

• Amazon Redshift integration for Apache Spark を使用している場合
に、time、timetz、timestamp、timestamptz のいずれかにマイクロ秒の精度を Parquet 形式で設定
していると、コネクタがその時間値を最も近いミリ秒値に四捨五入します。回避策として、テキス
トアンロード形式 unload_s3_format パラメータを使用してください。

EMR Serverless 6.8.0

次の表に、EMR Serverless 6.8.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.3.0

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.9.2

EMR Serverless 6.7.0

次の表に、EMR Serverless 6.7.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。

アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.2.1

Apache Hive 3.1.3

Apache Tez 0.9.2

エンジン固有の変更、機能強化、解決された問題

次の表に、新しいエンジン固有の機能を示します。

変更 説明

機能 Tez スケジューラがコンテナのプリエンプショ
ンではなく、Tez タスクのプリエンプションを
サポートするようになりました

EMR Serverless 6.6.0

次の表に、EMR Serverless 6.6.0 で使用可能なアプリケーションのバージョンを示します。
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アプリケーション バージョン

Apache Spark 3.2.0

Apache Hive 3.1.2

Apache Tez 0.9.2

EMR Serverless の初期リリースノート

• EMR Serverless は、Spark 設定分類 spark-defaults をサポートしています。この分類
は、Spark の spark-defaults.conf XML ファイルの値を変更します。設定分類を使用する
と、アプリケーションをカスタマイズできます。詳細については、「Configure applications」を参
照してください。

• EMR Serverless は、Hive 設定分類 hive-site、tez-site、emrfs-site、core-site をサ
ポートしています。この分類では、Hive の hive-site.xml ファイル、Tez の tez-site.xml
ファイル、Amazon EMR の EMRFS 設定、または Hadoop の core-site.xml ファイルの値をそ
れぞれ変更できます。設定分類を使用すると、アプリケーションをカスタマイズできます。詳細に
ついては、「Configure applications」を参照してください。

エンジン固有の変更、機能強化、解決された問題

• 次の表に、Hive および Tez のバックポートを示します。

Hive と Tez の変更

変更 説明

バックポート TEZ-4430: tez.task.launch.cmd-opts
プロパティの問題を修正しました

バックポート HIVE-25971: キャッシュに保存されたスレッ
ドプールのオープンによる Tez タスクの
シャットダウン遅延を修正しました
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ドキュメント履歴
次の表は、EMR Serverless の前回のリリースからの重要な変更を示しています。このドキュメント
の更新情報は、RSS フィードに加入して取得できます。

変更 説明 日付

新規リリース EMR Serverless 7.2.0 2024 年 7 月 25 日

新規リリース EMR Serverless 7.1.0 2024 年 4 月 17 日

既存のポリシーの更新。 AmazonEMRServerles 
sServiceRolePolicy 
ポリシーに新しい
Sid、CloudWatc 
hPolicySt 
atement 、EC2Policy 
Statement  を追加しまし
た。

2024 年 1 月 25 日

新規リリース EMR Serverless 7.0.0 2023 年 12 月 29 日

新規リリース EMR Serverless 6.15.0 2023 年 11 月 17 日

新機能: EMR Serverless (6.11 以
降) とは異なるアカウントの 
Amazon S3 バケットにアクセ
スするときに引き受ける複数
の IAM ロールを設定する

2023 年 10 月 18 日

新規リリース EMR Serverless 6.14.0 2023 年 10 月 17 日

新機能: EMR Serverless のデフォルト
のアプリケーション設定

2023 年 9 月 25 日

デフォルトの Hive プロパティ
の更新

hive.driv 
er.disk 、hive.tez. 
disk.size 、hive.tez. 
auto.reducer.paral 

2023 年 9 月 12 日
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lelism 、tez.group 
ing.min-size  の Hive 
ジョブプロパティのデフォル
ト値を更新しました。

新規リリース EMR Serverless 6.13.0 2023 年 9 月 11 日

新規リリース EMR Serverless 6.12.0 2023 年 7 月 21 日

新規リリース EMR Serverless 6.11.0 2023 年 6 月 8 日

サービスにリンクされたロー
ルポリシーの更新

AmazonEMRServerles 
sServiceRolePolicy

 SLR ロールを更新して、
"AWS/Usage"  名前空間でア
カウントレベルの使用状況を
公開しました。

2023 年 4 月 20 日

EMR Serverless の一般提供 
(GA)

これは EMR Serverless の最
初のパブリックリリースで
す。

2022 年 6 月 1 日
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